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垂直 イン ター バル キー ヤ 
315 型 


本 器 は モノ クロ ー ム テレ ビ ま な た だ は カカ み a 
テレ ビ 放 送 に お いて プロ グラ ム と 同時 に 試 


験 信号 を 送信 する 場合 に 使用 する 装置 で 


試験 信号 は 3 1 2 。 形 テ レビ ジョ イン 信 人 号 発生 
器 ま た は レビ ジョ ン 試 験 波形 発 
生 器 な と 3 a た も の 
ト 信号 , 階段 波 信 号 あ る い は カラ ーー ペー 信 
号 を 剰 直 期間 の 端 に 1 一 4 HH に 合成 信号 と 

な ち て : 加 朱 壮 徹 疾 

本 装置 の 主要 な る 目的 は 動作 状態 に お け 
る ビデ オ 機 器 系 統 の 保守 点検 を テレ ビジ j ョ 
ン 試験 信号 に より 忠実 明確 に で きる こと で 
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本 器 は NTSC 方 式 に よる カラ ーー 受像 機 
お よび カラ ー テ レビ 機器 の 調整 や 点検 に 必 
要 な 装置 で 外部 信号 を も ちい な いで カラ ー 
蛋 合 信号 コン バー ジェ ンス 調整 用 の ドッ 
ト 信号 , 格子 信号 , 継 バ ー・ 横 バー 信号 な 
どの 映像 信号 が えら れる ほか , 各 チャ ネル 
に 変調 され た 高周波 出力 が えら れる の で , 
放送 の 有無 に か ・ わら ず カ ラー 受像 機 の 調 
連 が 人 簡単 に で きま す . 
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e 端 局 装置 の 性 能 を 
( 外 に 打 合 回 線 を 有する) 
音声 有効 伝送 帯域 300 — 3400% 
基礎 前 群 周波 数 帯域 …12 一 24Kec 

基 確 群 周 波数 帯 城 ……60 一 108 Ke 
伝送 周波 数 帯域 60—316 Ke 
OS また は 8 ーー264 Ke 
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e 送受 信 機 の 性 能 


万 信 機 稚 音 指数 - 12db 以 下 


2450—2700 Mc 
FM( 周 波数 変調 ) 
ビデ ォ 和 中継 


e 空 中 線 の 性 能 を 
| 還 | 補 130° 
利 得 eee 32.6db 
どー 3.9° 
カ Y SW RS 1.2 以 下 


(2500Mc 用 SSB-FM 方 式 ) 


多重 無線 通信 装 


侍 友 乾 工 om 


軍記 司 二 
IAAT-7 


特 性 
1. 絶縁 抵抗 : 10,000 MQ /km 以 上 
2. 絶縁 耐圧 : A.C. 2,000 V 
3. 減 誤 量 : 60 dB/km 
; (1.3 Mc に お ぉ いて) 
4. 特性 イン ピー ダン ス :75 士 1.59 
(1.3 Me に お いて) 
5. パル ス 有 反射 :50 dB 以上 
(パル ス 幅 0.05 ks) 
6. 漏 話 減衰 量 : 120 dB/250m 以上 
(60 ke に お いて ) 
7. 屈曲 特性 : きわ ゎ わ め て 良好 
8. 取扱 い の 難 易 : ケー ブル が 軽量 の 
上 , 可 拉 性 に 富み , か つ 屈 曲 特 
性 良好 の た め , 非常 に 容易 


呈 科 各 PE 紀 款 を カッ ド 
oe——— ON CF: dma 
ーー 発泡 PE 紙 線 
外部 導 体型 付 軟 銅 テープ ー 枚 終 深 ) 
RN 庁 毅 用 鍋 鎌 軟鉄 テー フ 二 枚 間 陸 巻 


& 
Ne 色 別 PVC テ ー フ 重 巻 
** 発泡 PE 総 繰 市 外 カ ッ ド 


抑 巻 (コム テー フー 枚 終 漆 ) 
決 付 軟 ア ルミ テー フー 枚 終 添 


ーー PE 外部 補 理 


m、 0.65 mm 60 対 8 心 細心 同 還 
、 合 ア ル ペ スケ ー プル 


10 
A 細 履 同軸 コア カー の こ 双 定数 
ng 7 
n8 6 
77 3 
ng 4 CR 

高度 の 伝送 特性 を 具備 し て いま す 

nn5 3 の で 
4 2 1. 中 短 距 離 搬送 ケー プル に 
| 2. テレ ビ 中 継 回 線 に 

太 3. 電力 線 搬送 等 の 引込 線 等 に 

00! 003 006 01 2 03 05071013 50 適し て お り ま す . 
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低 雑 音 同軸 コー- ド 


普通 の 同軸 コー ド を 10"g 以上 の 高い イン ピー ダン ス 回 路 に 使用 する 場合 に は 
コー ド の 振動 , 屈曲 , 温度 変化 に よっ て 非常 に 大 き な 電 圧 が 発生 する こと が 知 
選 し て kbS ま ます 

た と えば 105g 程度 の 回 路 で コー ド に 屈曲 を あたえ る と ,。 3 ~5 V の 電圧 が 起 
_ー き て 種々 妨害 を あたえ ます 。 本 コー ド は 特殊 の 構造 に よっ て この 電圧 を 1/100 
程度 に 押え る こと に 成 功 し まし た の で 電離 箱 等 の リー ド 線 や 直流 増 巾 器 の 入力 
回 路 等 に 適当 で す 。 


遅延 ケー スル 


電子 装置 , T V 関 係 に 使用 する た め に 概 め て 便利 な 適度 の 外 径 と 遅延 時 間 , 特 

性 イン ピー ダン ス を 有する delay cable で , 標 準 遅 延 時 間 1.4k sec/m,′ 特 性 イ 

ン ピ ー ダ ンス 16009 , 外 径 9 mm の 特性 を 持っ て いま す 。 

また 本 ケー ブル 中 に は 磁性 材料 を 持っ て いな いため 屈曲 し て も 特性 変化 が 僅少 

で , し か る も 反射 が 発生 する こと も な い の で 極め て 高 忠 実 度 の 遅延 ケー ブル で す 。 
リー デイ ング ホワ イト 12MC で 8 % 周 波数 帯域 10MC/S, 


ォ ー ペ ーシュ ー ト 0 
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日 下 遅延 ケー プル 


HH-2500 


磁性 コア ( 外 径 4 mm) 
ポリ エチ レン 絶縁 


PE A Rit 


外部 導体 (0.2mm ホ ャ マー ル 線 編 組 ) 


内 部 導体 (0.1um ホ ル ャ マー を 線 密 券 ) 


最近 カタ ラー テレ ビビ セッ ト 、 和 電子 計算 機 、 
レー ダー その 他 高 級 な エレ クト ロニ クス 
関係 機器 に お ける 渡 形 の 位相 談 位 用 な ど 
に 用 いら れる 運 延 ケー プル と し て 運 延 時 


特 長 問 の 大 きい も の の 需要 が 増大 し つつ あり 
ます か が 、 弊 社 で は これ ら の 要望 に こたえ ぇ え ょ え 、 

この ヶ ケー プル の お も な 特長 は つぎ の と お り で 可 拉 性 の ある 磁性 コア を 用 いた 小型 で 、 
運 延 時 間 の 大 きい ケー プル の 製造 を は じ 

あり ます 。 め ま Le 

(1) 衣 磁 率 が 大 きく 損失 の 少な い 優 秀 な 磁性 HH 一 2500 は カラ ー テ レビ セッ ト 用 と し 


コア を 使用 し て いる 。 て 好適 な も の で あり ます 。 


(2) この た め 高 イン ピー ダン ス で 遅延 時 間 の 

大 きい も の が 短 か い ケー プル で 得 ら れ 、 ま た 性 能 撤 要 
遅延 時 間 当 5 り の 減衰 量 が 少な い 。 

(3) 細い 磁性 コア を 使用 し て いる の で 、 遅 邊 


この ヶ ケー プル の 性 能 は つぎ の と お り で あり ます 。 
特性 レン ピ ー ダ ンス 2,900Q 


- 遅延 時 間 2.0ks/m 
の 周波 数 な わ ち 遅延 ひずみ が 
se 特性 すなわち 遅延 ひずみ が 良好 3 Da 
° \ ha FF oz ト i 
(4) 損失 と 遅 邦 ひ ずみ が 少な か い の で 、 波 形 の sg he て 4MC) 
ひずみ が 少な (、 ペ ルス 特性 は 忠実 で ある 。 と : a 
(5) コア は 可 と う 性 に と み 、 購 曲 性 も 良好 で i Se 
i 総 緑 抵 抗 100 M9 / 以上 
(6) ケー プル の 仕上 り 外 径 が 小さ く 、 所 要 の 
" 遅 邊 時 間 の も の が コン パク ト に 得 ら れる 。 参 考 


(1) 味 社 で は HH 一 2500 の ほか HH 一 1600, HH 一 4000 お ょ 
び バ パス 過渡 特性 の きら に 患 実 な HH 一 1500 ぉ ょ び HH 一 2000 
の 各種 運 廷 テー プル も 製造 いた し ます 。 

(2) 御 要 求 に ょ + っ て は 運 箕 時 間 を 調 刺 し 、 端 末 を モー ルド 加 
工 し た も の も 納入 いた し ます 。 


| 
電 線 
本 社 東京 都 千 代田 区 丈 の 内 2 一 12 


営業 所 大 阪 ・ 福 岡 ・ 名 古 恒 
販売 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・ 富 山 


HERMETIC 


ーー NEC 


te 
人 ス 計 ハー- メ ェ ッ 7 
SEALS る 族 aal 


半導体 整流 器用 所 硝子 端子 


低圧 より 高圧 まで 
検波 用 より 大 電力 用 まで 
許容 温度 範囲 の 拡張 に 
漏洩 に よる 機能 劣化 防止 に 使用 例 
半導体 整流 体 の 特性 を 生か す た め に 


半田 付 


@ ハ ー メ チッ クシ ー ル は , 電気 機器 部 品 等 を 容 
器 の 中 に 密閉 する 場合 の 導入 端子 と し て 用 いら 
れる も の で あり ます 。 

@ ハ ー メ チッ クシ ー ル は 外周 が 人 金属 で で き て い 
て 半田 付 等 の 方 法 で 容易 に 容器 に 接続 する こと 
が で きる 様 に な っ て お り , 中 央 の リー ド と の 間 
は 特殊 ガラ ス で 完全 に 絶縁 され て お り ま す 。 
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半田 付 


新 日 本 電気 株 式 福 調 

本 社 大 阪 市 北 区 梅田 2 番地 (第 一 生命 ビル ) 電話 (36) 3271 (代表 ) 
支社 東京 都 港 区 芝 西 応寺 町 55 番地 電話 (451) 9671 (代表 ) 
大 津 工場 大 津 市 栗 津 時 履 町 2 5 番地 電話 大 津 4681-6 
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司 関 函数 の 計 筑 に 


アナ ログ 形 磁気 テー プ 式 相関 函数 自動 計算 機 


VY 記録 部 Y 演算 部 


A 変 復調 部 


この 装置 は エン ドレ ス 磁 気 テ チー プア を 使い 、 回 定 し た 2 ヶ の へ 
ッ ド | 問 で 任意 の 遅 尋 が で きる アナ ログ 式 相関 函数 計算 機 で す 
ペル ス 幅 変調 方 式 で すか ら 、 詩 算 精 度 は 高く 、D C20% ま 
で の 信 芝 の 自己 お よび 柚 万 相関 函数 を 自動 的 に 計 視 する こと 
が で きま すず 。 演 算 時 に は 記録 時 の 5 億 の 速度 に 上 げ て 行う 
タタ 才 。- ま た 変 復調 部 演 辻 部 は オキ オール トラ シン ジス ヶ 天 。 
記 鍼 部 な ペン レコ ュー ダー で 演算 部 か ら の 出力 を アナ ログ 医 と 
し て 記 鉄 で きま すら 
な は 、 こ の 装置 に は ラッ ク 形 と 可 搬 形 が 用 意 さ きれ て いま す 。 
用 途 : 地震 波 、 流 体 ま た は 気体 の 流れ 、 そ の 他 低 周波 振動 
現象 の 相関 函数 を 求め る の に 便利 で す 


ソリ > イー 株式 会 社 き 。 院 き 京 者 串間 
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な 仕 様 
1,25cm 
約 4m の エン ドレ ス 
記録 時 8cm/sec 
演算 時 40cm/sec 
0~20°/s 0.5Vp—p 
た ヾ し 入力 お ょ び 出 力 
計算 速度 比 が 1:1 の 時 
は DC~100 C/s まで 可能 
0~100¢/s 1Vp-—p 
AC 100V 50C/s ま た は 60C/s 


3 や 5 導 (がめ ロロ が 生 ) 


新 製品 


10.7MC SERIES 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS 


OM MS SSRNRECEIVERS 
* DOPPELERTRADAR_ SYSTEMS 
ERSTE 

EX EDIORANNEEREGEIMVERS 
・ SPECTRUM ANALYZERS 


SYMMETRICAL BANDPASS 


CENTER BANDWIDTH |BANDWIDTH RE ON IMPEDANCE CASE SIZE 
FREQUENCY 6 DB 60. DB (MAX) (NOMINAL) WH 
30 KC 60 KC 


80 X25 X30mm 


30? RL 30 KC 
6 KC 15 KC 


MODEL 10- MA MODEL 10M- DC 
ATTENUATION VS. FREQUENCY 10.7MC DISCRIMINATOR 


EE 
EO 
し 


コ 硬 苗 画 還 画 匠 識 軸 陵 男 
還 画 画 画 男 画 還 画 曲 で 困 叫 下 中 2 み 導 I L 
0 #。 + 


FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 


同一 外形 互換 性 を 考え を えた 10.7 MC 系 列 既 設計 、 高 信頼 性 の 高周波 水 品 泊 波 器 


視 推奨 いい た し まや s 
向 、 特に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御用 命 の 程 御 待ち 申 上 げ て 居り ます 。 


: 学 謀 倍 竹 条 式 責 礼 
| 寂 ーー 科 wl i 

a 奈川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番 地 (電話 ) 川崎 (2) 3 $ T7719 
3 0 了 代 田 区 人 ヶ 関 3 丁目 3 番地 鋼 勿 ビル 内 (電話 ) 東 京 (591 )1 973, 


ル 内 土佐 堀 (4 4 ) 
wf 大 阪 市 西区 土佐 堀 船町 2 3 番地 大 阪 商工 ビル 内 (電話) 土佐 
土居 町 3 番地 住友 ビル ん 内 (電話 ) 福岡 (3) 


"i i a Wa i 
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MTC 一 101 型 


x x | e ルッ キー 
あら ゆる 場所 で 刊 用 で きる わが 国 最 初 の 全 ト ラ 


3 ンジ スタ 化工 業 用 テレ ビジ ョ ン 
逢 用 範囲 : オ フィ ス 、 工 場 、 学 校 、 商 店 、 船 舶 、 飛 行 場 、 家 
庭 、 そ の 他 あ ら ゆ る 場所 で ご 使用 に な れ ま すす 
1 超 小 型 ・ 軽 量 で 、 手 の ひら に の せる こと も で き 、 文 従 
来 に な い 低 コス ト に まとめ て あり ます 
Wz 特 2 すべ て に トラ ンジ スタ を 使用 し て いま す の て で 動作 が 安 
ラミ 定 し て お り 、 消 費 電 力 は 微々 た る も の 、 保 守 ・ 取 扱い も 
容易 で す 
”- 長 3 信 か 一 本 の 同軸 コー ド を 、 一 般 の 受像 機 に つなぐ だ け 
局 で 、 テ レビ 放送 同様 に 鮮明 な 映像 が 得 ら れ ま す 
i 定 格 
® 1 方式 ラン ダム イン ター レス 方 式 3 使用 トラ ンジ スタ 19 石 
a 水平 周波 数 15.75K C ダイ オォ オー ド 18 本 
柄 直 周波 数 50% 又 は 60%% 4 外形 寸法 80 x※x130x215"%n 
x (電源 同好 ) (市 ) (高き ) (奥行 ) 
匠 2 解像度 (市 販 の 受 人 象 機 を 利用 し て ) 5 消費 電力 AC 100V 10VA 
® 水平 320 本 以上 50% 叉 は 60% 
電 直 300 本 以上 6 重 量 3.2kg (レン ズ を 含む ) 


備 考 : 目 的 に より 、 各 種 の 遠隔 制御 装置 を 使う こと が で きま す 。 
双 特 に 高 解像度 を 要求 され る も の に は 、 子 テレ ビ 又 は モニ タケ 
り 催す る さい 、 


( 人 欧 電 機 株 式 会 社 SiSiasisntts 


TEL 8/ ロ (Ou)( 代 )2121・2111 玉川 (701)1171・2151 5 
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電子 応用 機器 の 周波 数 特性 が 一 眼 で 判る 


周波 数 特性 直視 装置 


TV-4 型 
不 整 合 減 論 測 定 函 
本 体 
電 源 


200 x 600 x 350 
400 x 600 x 350 
250 x 600 x 500 


位相 計 PHM-4 型 

VHF 可変 抵抗 江 衰 器 AL-36 型 他 
選択 レベ ル 測 定 器 SLM-10 型 

パル スコ ー プ BP-1305 型 他 

テス ト オ シ レー ター MTO-10 型 他 
奈 弦 解析 器 CEA-1 型 


TV-4 型 


構 ・ 観測 部 


・ 電 源 部 ・ 不 整合 減衰 量 測定 函 


hi kc, 12-~24kc, 4kc Band 

6~—54 kc, 60~108 kc, 12kc Band 

ー40 dBー+20 dB 1 dB 可変 

0.1dB 以内 

600Q2 0.2~—24 ke, 75Q 6~—108 kc 

4sec 1 回 

600 t2 0.2~~60 kc, 75 2 6~600 ke 

0.1 dB 

土 10 dB, 土 5 dB, 土 2.5 dB dB 等 分 

[0.3 kc, 0.8kc, 3.4kc, 4kc Band に て 

| 最低 周波 数 十 150 c/s, 最高 周波 数 一 600 c/s 

12kc Band に て 

| 最低 周波 % 牙 十 150 c/s, 最高 周波 数 一 150 c/s 
60108kc Band に て 

[130H B7 A 


隊 


| 曜 国 早 N 過 


| 


天 定 定 喚 ( 平 衝 回 路 用 ) 。 
0Q 0.2~24 kc, 75Q 12 kc~108 kc 
dB 
十 5dB~ー40 dB 
1 直 続 _ 


0.2~—4 kc 
15.5 dB~ー25.5 dB まで 0.1 dB 可変 
600 Q 寺 102% 以内 C0.2ke~4 ke) 


0.2 kec~4kc, 6 kc~—120 kc 
| 600 Q+10%(0.2 ke~4 kc) 
75 Q+10%(6 kc~—120 kc) 
十 5.5 dBーー55.5dB まで 
十 2 dBm~ー-4dBm 1dB 間隔 
0.1 dB 
4 sec 2sec 送信 2sec 停止 
ee 4 8 の 
た だ し 測定 時 は マー カー な し 


3.4#ke 7 点 


有人 代 . 


E317 1 


交流 専用 の 高 感 度 、 高 安定 度 の 真空 
管 電圧 計 で 、 懲 少 交流 電圧 の 測定 に 
最適 の も の で あぁ ありま す 。 


測定 電圧 1mV~300V, 
ー58dBー 二 52dB, 
フル スケ ー ル の 12 レ ンジ E 


TA CEA Tee 


精 度 土 2%(20%%~1Mc) 
土 5%(10 一 4Mc) 
周波 数 特性 10-4Mce(5% 以 内 ) 
入力 インピーダンス 
約 10MQ に 15pF 並 列 ( プ ロー プ ) 
約 10MQD に 25pF 並 列 ( 本 体 ) 


ee 高 必 


下 . 
圧 


直流 専用 の 高 感度 、 広 範囲 の 微少 電 
電流 計 で あっ て 、 人 従来 測定 困難 な 


微少 電圧 、 SAE 


き 
関 
測 


入 
精 


出 


ます 。 半 導体 、 放 射線 、 そ の 他 の 
係 に 広い 応用 範囲 が ちり ます 。 


定 範 囲 
電圧 土 30kVー100V 14 レ ンジ 
電流 土 3kKA 一 100kA 16 レ ンジ 
力 抵 抗 10MQ 
度 土 3% (但し 3kgk A 
レン ジ は 士 5 
力 7kQ に て 土 lmA 
士 3kV/H 
3kAVP-P 


CR ( 代 ) 
te' ~・(23)6547 
会 内 ・(4)4910 
ン 内 ・(9 )5232 
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家相 / 00MC soFNAM ロ SG 


MSG-280 FMAM 超短波 標準 信 


F 長 500 Mc まで の 基本 波 発 振 一 運 倍 増 巾 方 式 で FM/AM 兼 
用 , 周波 数 微 調 は メー タ 直読 可能 , 変調 歪 が 小さ く 


S/N 良好 . 
見 格 
内 周 波 数 箇 囲 60~500Mc 3 バンド 
2p) 周波 数 確 度 +0.5% 
83) 出 力 電 圧 税 囲 100dB~-10dB (1gV=0dB) 負荷 端 に て 
出力 電圧 確度 +1.5dB 
5 出力 イン ピー ダン ス 509 VSWR 1.2 以内 
5) 変 調 AM 0~50% 確度 定格 値 の +10% 以 内 
FM 0~50kc 及び 0~150 kc キ 5%6 以 内 
7) 内 部 変調 周波 数 1000c/s +5% 
9 外部 変調 入力 600Q+10% 2V 以下 に て 最大 変調 可能 
)) ヶ 」 周波 数 特性 FM 30c/s~15kc 1dB 以内 
” AM 50 c/s~10kc 2dB 以内 
調 間 FM 75kc 偏 移 に て 外部 1 以下 内 部 2 以下 
ヶ AM 30% に て 外部 2 % 以 下 , 50% に て 内 部 5 % 以 下 
L) SIN FM75 kc 偏 移 に て 60dB 以上 
AM30% に て 50dB 以上 


0 子 ス ュ ョ ー30dB 以下 
9 周波 数 六 調 FM と 同一 範囲 , 同 確度 に て 微 調 可能 


MSG-281 FM 放送 用 標準 信号 発生 器 (2 信号 用 ) 


還 長 本 器 は FM 放送 受信 機 の 調整 並び に 測定 に 使用 する 性 能 


標準 信号 発生 器 で ある が , 特に 二 信 号 用 と し て 1) 発振 周波 数 町 囲 80~90Mc 
EE 。 ee a 2) 周 波 敷 確度 二 0.5% 以内 
1) 高 出力 G10 V) (2) 高い 周波 数 安定 度 (10) 9 過 波数 誠 動 始動 60 分 後 2 分 間 で 0.001% 以下 
(3) 微細 な 周波 数 調整 (メー タ 指 示 に より 最小 目盛 4) 出 カカ 電 圧 0 へ ~120dB 及び 120~140 dB 
0dB=1g4V 
100dB 以上 寺 1.5 dB 以内 
6) 出 カ イン ピー ダン ス 75Q VSWR1.3 以内 
7) 最 大 周 波数 偏 移 0~25kc 土 5% 以内 
0~100kc  » 
8) 内 部 変調 周波 数 400 c/s 土 5% 以内 
9) 外 部 変調 周 波 数 50~15000c/s +1dB 以内 
10) 外部 変調 入力 イン ピー ダン ス 6009 10% 以内 
1) 生 調 歪 75kc 偏 移 に し て 1% 以下 
12) 変調 に よ ょ る 搬送 周波 数 の 偏差 22.5kc 変調 で 0.001% 以下 
13) A M 含 有 率 22.5kc 変 調 で 0.5% 以下 
14) 残 留 F M 10kc 偏 移 に 対し 一 45dB 以下 
15) 搬 送 波 歪 第 二 高調 波 一 35dB 以下 
スプ リア ス 一 60dB 以下 
16) 電源 電圧 に 対す る 安定 度 電源 電圧 +10% の 変化 に 対し 
周 波 数 0.001% 以下 
変調 周波 数 +2% 以下 
出 記 力作 電 て 比 こ に 語 まま 5dB 以下 


目 相 南波 油 審 株 式 付 圭 GS 


東京 都 目 黒 区 上 上 目黒 五 丁目 二 六 五 人 番地 電話 目黒 (712) 1166 ( 代 ) 9・1160 


| 


微小 容量 の 標 ) 洪 に 


MEIDEN 
CRYSTAL 
STANDARD 
CAPACITOR 


a I a | 
0E10E 30 14050 mr 
溶融 水晶 標準 コン デン サ 


通産 省 電気 試験 所 標準 器 部 の 御 指導 に 依り 製作 し た 、 
溶融 水晶 を 使用 し て 居る 標準 コン デン サ で す 。 


0.001PF ~1.0PF (0.001,0.01, 0.1,1.0 PF ) 
1.0 PF ~150PF 

土 1% 以下 

5 X10~‘ 下 (30g/s ~5 Me/s ) 
+2x10-s/*°C 

10 ゃ 9 以上 

10-srad 以下 


差 司 配 恒 誤 員 
唱和 
事 

詩 計時 時 陣 


特 長 


誘電 体 と し て 溶融 水晶 を 使っ て 居 ま すか ら 物 理 的 、 化 学 的 に 充分 安定 で あり ます 。 


2. 電極 が 誘電 体 に 膜 状 に 密着 し て 居る の で 相互 の 関係 が 監 生 安 定 で 容量 債 の 変動 が 
あり ませ ん 。 


3. 熱 膨 服 係数 が 充分 小さ い の で 温度 変化 に 対す る 容量 変化 が 極め て 少な い 。 
4. 特殊 構造 に て 総合 性 能 が 非常 に 優れ て 居る 。 


wm や > 姓 明 電 舎 


東京 都 千 代田 区 大 手 町 2 一 4 ( 新 大 手 町 ビル 8 階 ) 電話 東京 (211) 3 111 
東京 大 阪 名 古屋 福岡 札幌 金沢 高松 


— 
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凡 ゆ る 機器 の 制御 は 電源 電圧 の 自動 制御 か から 

専門 メー カー の リコ ー 定 電圧 装置 は 負 共 機 器 の 種類 と より 磁気 増幅 型 (MR 型 ) 
声 動 変圧 型 (MDR 型 ) 鉄 共振 型 (FR 型 ) の 3 群 に 岐 は 製作 いた し て お り ま す 。 
各 電 力 会 社 , 有力 産業 会 社 , 学校 の 現場 或いは 研究 室 用 の 電源 と し て 多数 御 採 
用 有 賜り, 絶対 の 信頼 を 頂い て お り ま す 。 


自動 電圧 調整 装置 標準 仕様 


| 入力 電圧 波 9 電 E er と 製作 機 
式 変動 範囲 | 変化 範囲 | 精度 | 秀 応答 時 間 容量 
70~120V| 50 c/s 3 100 VA 
鉄 共振 型 双 ハ 人 双 ハ 土 1 Sn 0~100 必 | 即応 ~ 
170~240V| 60 c/s 5kVA 
所 、 動 | 70~120V « に 平均 1kVA 
) は 影 級 な し | 土 2 i 0~100% | 2.5V/ 秒 ~ 
変圧 型 140<240V 以内 | 50kVA 
磁気 | 80~120V|46~52cjs 3 ovA 
増幅 型 ハ 双 ハ 0~100% ” 以内 ~ 
精密 級 [160~240V|56~62 c/s 30 kVA 


変圧 器 毛 動 型 1¢ 20 kVA 
磁気 


き 


幅 器 型 新 資 料 贈呈 


スラ イド ・ ト ラン ス の 用 和 途 は 電気 応用 機器 の 発展 と 多岐 化 に と と も な い テ レビ の 電圧 調整 器 
か ら 電 力 , 電機 会 社 の 設備 用 迄 広範 囲 た と わた っ て お り を ます 。 

弊社 で は スラ イド ・ ト ラン ス の 利点 を 御 認識 願い 度 く , 日 夜 凡 ゆる 部 品 , 機構 の 研究 を 続 
け , 海外 包 広く 御 利 用 願っ て お り ま す 。 

現在 用 途 別 に 次 の 型式 の も の を 製作 いた し て お り ま す 。 


型 式 | TYPE 詳 用 WN 天 ) 製 作 叶 

Rt 1¢ 100 VA~10 kVA 
据置 式 ] ReD の 生 誤 に 必 付け 3¢ 2kVA~30 kVA 
パネ ル | PS 制御 抵 等 に 直接 取付 け て 使用 す 1¢ 100 VA~3 kVA 
取付 型 | 

人 筐 体内 部 に 組 込 ん で 使用 する 叉 | 1¢ 4kVA へ ~10 kVA 
横 式 えさ | ss | 可 | は 壁掛 式 で 使用 する 3¢ 1.73~17.3 kVA 3¢40kVA 200V/0~240V 
リコ ー OS 型 
油 ・ 入 0s 者 合 は 1%¢ 500 VA~3¢ 50 kVA の の 
三菱 電機 (株) 殿 納 入 


カタ ログ 資料 
急送 申 上 ます 


東京 都 北 区 田端 新町 2 一 5 電話 (807) 0171、 代 


MMA I 一 16 型 


UA QhnV 0 


振動 容量 型 電位 計 


直流 増幅 器 弄 
( 趣 電 池 電 源 型 ) 
直流 増幅 器 型 
(AC 電 源 型 ) 


10*~10°* 9 
10'~10" 9 


10~10" 9 
MMAI-16 弄 0* By 


MMAI-16P 型 


SSVID-14 弄 | | 1~3000mV |10!10*o 以 上 
SSVIM-15 弄 — 1~3000mV |10"10°™9 以 上 
SSVI-16 測 0.1~3000mV | 10"10°0 以 上 
MMAV-10% |10° ~10- A | mV | 5xio'o | 6 |sxm"a 
MMAYV-11 了 | 10* >10 つ sxl0'g | 6 |sxio"e 
MMAV-12% | 10mioea| Smv | sxio'o | 6 | wo | 


カタ ログ は 読 名 御 記 入 の 上 御 申 込み 下 き さい 。 


株 式 会 川 | 口 電機 製作 所 


東京 都 港 区 芝 百 人 金 三光 町 7 1 
TEL 百 金 (441) 8312・6141 一 614 3 
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Taiko IMAI-+ ョ ッッ}- 


Kk o 
DC-AC カレ ント チョ ッ ペ パー 
高周波 カレ ント チョ ッ ペ パー 

チョ ッ パ ー は 微小 直流 入力 を 交流 に 変換 し ある い は 増幅 後 再び 直流 に 転換 
する 機能 を 有する も の で , 一 般 自 動 制御 喘 を 始め と し て 直流 増幅 器 , アナ 
ログ 計算 器 の 増幅 器 , 自己 平衡 電位 差 計 , マイ クロ ・ ボ ルト メー タ 々 穫 記 録 
測定 関係 の 各 分 野 に 広く 使用 され ます 。 


形 名 | TCP-55 A*, | TCP-561 A*。 | TCP-58 | TCP-58 A 
接 触 形 式 | SPDT | DPDT SPDT || SEDTD ) 。 SPDT 
ーー OPS | 50CPS*, | 50CPS*, | 50CPS*, | 

よ 2 2 | | 
周波 数 60 CPS ~ etcrs a Crs | 60 CPpS - | 400CPS 
駆動 電 圧 | 6.3V 6.3V 17.5V | SW | 3Y 


| a rR 0 mA N70 ma 
I a hie bE TE CRO 
1.5V 1 mA( 入 力 便 ) | 
50V 5 mA( 出 力 側 )| 100V 0.3A_ 100V 0.3A | 50V 0.1A 


es | | 
| 
接触 率 定 格 | 90% | 90% 90% | 
| 
| | 
| 


接 - 点 容量 | 1.5V 1mA 


90% 90% 


(使用 範囲 )*s | 30~150% 30~150% 85~95% 85~95% 85~100% 
雑音 (U00 kn 入力 1gV 以下 1uV 昼 下 | | 


使用 温度 範囲 | 10°C~45°C 


*」 TCP-55A お ぉ お よび TCP-561A は 高 絶縁 チョ ッ パ ー に は 接点 間 お よび 接点 筐 体 間 絶 縁 抵抗 は 
最小 10129 を 保証 致し ます 。 

*。 駆動 周波 数 は 特に 御 指定 の な い 限 り 50 CPS に て 調 致 し ます 。 

*。 接触 率 は 御 希望 に より 使用 範囲 に て 任意 に 調整 致し ます 。 


TA IJA -7- 


有 極 型 の 新設 計 に よる 極め て 安定 な る 400CPS パイ プ ブ プレー ター で , 
連続 定格 15~30 VA, 寿命 約 500 時 間 に て ,。 セル シン モー ター そ 
の 他 400 CPS 電源 用 と し て , 800 CPS プレ ー ト 変調 直流 断続 電源 用 
な ら び に 小型 状 電源 用 と し て 好適 で ありま す 。 


H6SA H6NA 
同 期 型 | 非同期 型 
400 CPS 400 CPS 


FV. 6V 
85%% 85%% 


】 kaa を 大 興 電 機 製作 所 


: 本 社 ・ 東 京 工場 。 東京 都 品川 区 東 中 衝 4 の 1402 電話 (781) 7155( 代 )7181( 代 )6411 
. 療 甘 板 半 層 桂 場 詳 人 誠 礎 県 = 矢板 市 一 電話 ( 失 物 う 3 P63 
a 
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トラ ンジ スタ ー 化 に より 
小型 ・ 車 え 電 と な が 


取扱 い が 便利 に な り ま - 4 


トラ ンジ スマ ダー 


ドッ トバ - ゼ ネル レ - ツ ーー 


厨 用 トラ ンジ スタ ー 
i - 0 
電 源 : 100V 10% 
清 費 電 ガ 5 W 
重 昌 :3.2kg 
十 法 市 294 
高 124 
包 行 145 


数 :25Me +5Mcec 
及び 45Mc 士 5Mc 


tt 定 遷 


肉 蔵 発振 器 周 波数 : 150 kc 

遅 姓 測 定 : 
入力 レベ ル 0.8 一 3 Vp-p 
出力 レベ ル 0.2V/100mks 
校 正 時 間 25, 50, 200mks 
ドリ フト 5mxs 以内 


me 紀和 打 含 


コニー プ の 引合 せ に よる 直視 お よび オッ | : a 
シレ ー タ ァ ー と パネ ル 上 上 の メー ター と の 名 古屋 ・ 東 京 ・ 大 阪 ・ ニ ュー ヨ ョ ー ク 


組合 せ に よる 各 # 貞 測 定か が 出来 ます の で 
避 尋 特 性 お よび 肝 延 量 の 測定 が 出来 OE 夫 ' 補 yp 
ます 5B キ コ 


2. 掃引 用 波数 切替 スキ ッ チ の 切替 に よ 
っ て 黒白 お よび カラ ー テ レビ の 両方 の 東京 都 調布 市 上 布田 町 4 1 6 
測定 に 使う 事 が 出来 ます 。 電話 桐 布 (0229) 3437,3836,4126,4514 
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世 界 水 儲 を a ま わ 2// 4 WE 長 中 


大 河 内 記 念 賞 
J. MICRO MOTOR SERN 
信頼 度 高 追 従 性 安定 性 能 
D. C. SERVO MOTOR, SERVO MOTER GENERATOR 


記 朝 間 間 
民 思 大 呆 


6 


Re 
た 


i 


マイ クロ モー ター は 独特 の 構造 を も つ 極 め て 精 巧 な 微小 形 低 損 失 直 流 電動 機 で , 短 起 動 
時 定数 , 高 信頼 度 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 人 能 率 73% と い 5 1/2HP の 直流 電 
動機 の 能率 に 匹敵 する 高 性 能 モ ー タ ー で ある 。 
特に 使用 経過 に よる 作動 電流 の 病 増 傾向 は 全く な く 性 能 は 均一 か っ 安定 で ある 。 
当社 で 定め た 規格 テー ブル の 数 値 と 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 じ に よっ て 納入 し ます 。 
特 徴 
(1) 各個 特性 の 偏差 が 極め て 少 い (6) う 一 50°C~100°C で 作動 
(2) 直径 18mm 箇 量 43g 区 定格 出力 時 定格 回 転 牙 3,000, 
(3) 高 能率 0.5W 型 52% 2W 型 73% 5,000 r.p.m. 
(連続 定格 出力 時 ) 3 ) 180g の 加速 度 に 耐え る 
(4) 定格 負荷 連続 作動 2,000 時 間 以 上 ) Hg 10-smm に お いて 作動 
(5) 右 転 , 左 転 特 性 一 致 1 短 起 動 時 定数 0.02 秒 以 下 


製 


微小 形 低 損 失 直 流 電動 機 微小 形 速 度 計 発 電機 付 直 流 電 動機 
微小 形 低 損 失 直 流 発電 機 言 号 用 直流電 動機 


前 列 左 より タコ ジ エ ネ レー ター 内 蔵 サ ー ボ 用 マイ クロ モー ター, 同軸 切換 装置 内 蔵 マ イク ロ 
モー ター 及び CL-3 R, CL-3R, CL-2 A, CL-2 A, マイ クロ モー ター 

後列 左 よ り CL-2 A . ギヤ ド マ イ クロ モー ター, CL-4B マイ クロ モー ター, CLS-3 R 
CLS-3 R, CLS-2 A, CLS-2A (ガバ ナー 付 ) マイ クロ モー ター 


トラ ンジ スタ テー プレ コー ダー 用 普及 品 も ご ざい ます 


日 本 マイ クロ モー ター 株 式 会 社 


東京 都 目黒 区 下 目 黒 '4 一 851 番地 電話 (713) 代表 2137~9-_ 


ー」 型 Ss 2 型 
シリ コン 整流 器 シリ コン 整流 器 静 特 性 


ォ リ ジン の 半導体 技術 陣 が 卓越 し た 技術 と 完備 し た 製造 設備 か ら 送 り 出 

す シ リコ ンダ イオ ォ ー ド は 1,000V に も お よさ どぶ 失 頭 逆 耐 電圧 で 漏洩 電流 が 極 

め て 僅少 の 上 、 高 い 周 囲 温度 で も 優れ た 性 能 を 発揮 し 、 あ お あらゆる 小 容量 

の 直流 電源 ・ 回 路 素子 と し て 、 広 く 御 使用 いた ヾ いて お り ま す 。 

電気 的 デー ター S 一 1 型 Sー2 型 

定格 一 最高 値 S—1aS—1bS—lce S—1d SS-—2aS—2bS-—2c¢S—24d 

1. ピ ー ク 逆 電 圧 ( 一 65*C~ 十 150°C ) 400 600 800 1,000" 400 600 800 1,000° 

2. 平 均整 流 電流 (50*C ) 750m A 1.5A 

3. 動 作 温度 範囲 ー65°C~ 十 150*C ー65"C~—+150° C 

4. 平 均 正 方 向 電圧 降下 (500m A に 於 ) 1.2V 以 下 1.2V 以 下 

5. 平 均 逆 方 向 電流 (PI V に 於 ) 10g A 以下 10g A 以下 

特 長 (① 逆 耐 電圧 が 高い (2) 正方 向 電圧 降下 が 小さ い 
(3) 逆 方 向 電流 が 非常 に 小さ い (4) 整流 効率 が 非常 に 高い 

© 


営 柴 品 目 
I Oo 
セレ ン 光 電池 ・ ス ポッ ト 溶 接 機 ・ 


リシン 電 気 株 式 克 計 


本 社 ・ 工 場 東京 都 豊 島 区 高田 南町 1 一 195 電話 東京 (982)1161( 代 ) 3155( 代 ) 
大 阪 営業 所 大 阪 市 福島 区 上 福島 南 1 一 47 電話 大 阪 (45) 2 4 0 5 ( 代 ) 
福岡 出張 所 福 岡 市 下 努 町 10 電話 福岡 (2) 6 8 8 3 


( 素子 か ら 計 算 機 ま で 
を 使っ た 機器 な ら 


何で も 御用 命 下 きい 


&% 大 井 電 気 株 式 会社 


横浜 市 港北 区 菊名 町 8 6 4 
TeI 横浜 (49)1141・1043 


TRANSISTOR 
CURRENT GAING,8) 


MODEL TMH-150-DS 


(8 測定 ユニ ッ ト ) 


測定 周波 数 男 囲 | 1 
測定 男 1% 以下 

読 。 取 精 £10% 以下 

確 F le0~2mA 

庫 a Ve 0~10V, 0:~ 

¢ 連続 可変 ,PNP NPN 切 走 可能 


本 測定 問 は 従来 の TMH 一 150 型 を 改良 し ,« と 友 を 測定 する よう に 設計 , 製作 きれ 
た も の で あり ます 。 そ し て エミ ッ タ 接地 と , ペー ス 接 地 の 測 定 部 を プラ グイ ン 方 式 と 
し 。」 測 定 精度 を 確保 する よう に し まし た 。 

本 測定 咽 に より fa, 6 行 。 お よび <@。 だ の 絶対 値 が 迅速 適 確 に 測定 で きま す 。 


東京 電波 工業 株 式 会 社 机 了 E1288 村 梓 my 


TT 


0-~220 Mc, 0.3,5 ~107 


-TR- 111 Electronic Counter 


. 周波 数 , 周期 , . 時 間々 隔 。 周 濾 数 比 , 時 間 比 の 測定 , 積算 計数 が 1 台 で で き 
る ユニ バー サ ・ カ ウン タ -TR-109, -TR-110 


. 220MC ま で の 周波 数 測定 , 0.3k S の 時 間々 隔 の 測定 が で きる 最高 級 エ レク ト 


ニッ ク カ ウン タ -TR- 111 

。 ォ ー デ ィ オ 周波 数 , 回 転 数 の 現場 測定 に 便利 な 超 小 型 エ レク トロ ニッ ク ・ カ 
ロウ ンタ -TR-124B 

。 商用 電源 の な い 現 場 , 山 問 の 避 地 等 どん な と ころ で も 測定 で きる 超 小型 トラ 
ンジ スタ ・ カ ウン タ -TR-104, -TR-105 

. 発電 機 ・ 変 圧 器 , 電 カ ケー プル , 超 高 圧 架 空 送電 線 に 発生 する コロ ナパ ルス 
の 解析 装置 -TR-1550, -TR-1560, -TR-1570 (電気 試験 所 御 指 導 ) 


. 放射 線 用 高速 スケ ー ラ -TR-143, シン チレ ーション ・ カ ウン タ -TR-146, 


2 お 0ー ショ ンー ペトロ メー タク -TR-1460 
. 0.3 一 2,0000 2Z/min の 流量 を 0.2% の 精度 で 任意 の 単位 で 演算 直接 測定 出来 る 
デジ タル 流量 計 -TR-135F 


タケ 人 六 理 研 工 業 株 式 会 社 
東京 都 練馬 区 旭 町 285 TEL(933) 4111 人 花 表 
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‘1777 


アイ ソレ ー タ ーk び 上 回転 型 抵抗 江 秦 和 


ey 累 波 管 挿入 損失 (db) 引 方 向 損 失 (db i 
EE 半 1 導 波 - : Vv sw. Es 
cA 


回 転 型 抵抗 減衰 器 


周 流 数 上 三 論 量 | 挿 入 損失 
了 り (GeSs) 導 液 管 (db) (db) V.S.W.R | 十 法 


特 長 この 回 転 型 抵抗 減資 器 は 
(1 ) 周波 数 に よっ て 滅 誤 量 が 変化 せ ず 、 回転 角 の 

み に 関 係 し 、 理 論 値 と ょ よく 一 致す る 

(2) 減 放 量 を 変え る 際 の 位相 変 化 が な い 


二 要 製造 品目 


各種 電波 分 光 装 置 マ イク ョ ロ 波 管 e 電 磁石 等 
の 高安 定 電 i 原 e その 他 精 密 電 子 応用 機器 


= 所 た = } 主 : へ 本 社 東京 都 千 代田 区 神田 仲町 2 の 1 
邊 困 XX 棚 企 A Tel.(251)9186 ( 代 ) 8,. 4414 
= 局 


5 場 て L3H エ 場 
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er " 


0 


る tr] 
N-500 直 済 増幅 天 Ni 
1. 高 感度 で 最小 土 0.1gV より 測定 出 
来る . 
2. 増幅 度 が 最大 140 dB で 非常 に 大 で 
ある . 
3. 雑音 が 土 0.05gV 以下 て 和 務 少 で ある . 
規 格 
利 得 140 dB, 120 dB, 100 dB, 80 dB 
4 レン ジ 
出力 電圧 最大 寺 10V10EKQ 負 共 に て 
入力 電圧 最小 土 0.1gV 最大 +1 mV 
入力 指示 計 最大 指示 1gV, 10 gzV, 100 LV, 
LmV. 4 ンジ 
特 徴 周波 数 応 動 DC~2 
確 度 定格 値 の +2 必 
1. 測定 周波 数 が 2 kc~15 Me で て 非常 に 広帯域 で ある . 零 点 安定 度 土 0.05 xV/H 以下 
2. 周波 数 特性 が 100Mc 迄 一 0.5dB 以内 , 150 Me 雑 音 主 0.05 zV 以下 
迄 1.5dB 以内 て 特性 が よい . 入力 抵抗 約 209 
oo 電 源 AC 100V 50/60 c/s 約 60 VA 
3. 増幅 度 40 dB て 利得 が 高い . 寸法 ・ 重 量 482X222x272 m/m ” 約 15 kg 
規 格 
周波 数 範囲 2 kce~150 Mc | 志 結 ょ 上 キ 増 
NO 市 
最大 出力 10V100Q 負荷 に 対し 
周波 数 特性 高 域 100Mc -0.5dB 以内 
150 Mc -1.5dB 以内 
佐 域 10ke -0.5dB 以内 
2kc -3.0dB 以内 
た だ じ 「100 ゐ 電源 より 0. エ xF で 結合 
雑音 指数 10dB 以下 
遅延 時 間 約 0.014zs 以下 
立 止 り 時 間 」 約 0.005gs 以下 オー バー シュ ー ト 
ほとん ど 格 粒 
入出 カイ 
ビー ダンス 各 1000 
電 源 4AC 100V 50/60 c/s 
寸法 ・ 重 量 600x410x380m/m 約 52kg 
に 
日 本 電波 株 式 会 社 
2 東 京都 品川 区 東 中延 4-1402 カタ ログ 旦 
2 EA EE A CD 7155 (人 
ome en Re" = A — 


本 器 は 各種 っ アテ ア の 試験 研究 用 の 電流 パル ス 発 
生 器 で , 電流 励 振 部 は , 正 お お ょ び 負 の 2 つの 
電流 励 振 部 か ら な りり, ぉ の ぉ の 2 つの 入力 回 
路 と と クリップ 回 路 を 有 し て おぉ り , 合計 4 種類 
es 3 oe 0 うっ が っ て も» 

。 選定 き れ だ 4 種類 の 電流 パル ス は ,、 プロ 
ーー 和議 計 3 で 
が で きる は か 、 任 意 の も の を 基準 と し て 遅延 
[りこ お を この る 本 が る 


性 和 E 
繰返し 周波 数 2kcー-20k _c 連続 可変 
振 店 著 大 419A 
立上り 時 間 0.1-i1zS 
下り 時 間 0.3-i1zS 
ァイル コス ネス 1—10g5S 
サク グ お よび オーパ バー シュ ー ト 土 2% 以下 


タダ タプ ブ プル パル ス ゼ ネ レ ー タ ー プロ グラ ム バ ルス ゼネ レー ター 
MODEL SCP-201 型 


性 能 (SPG-3 型 ) 


パルス 由 0.2mS ~—204S 
出力 極性 一 正 及 
出力 電圧 1000 只 負荷 150V, +30V 


75N 負 荷 一 10V, + 2V 
MODEL SPG-3 型 出力 渡 形 立 上 5 時 間 0.074S 
下 5 時 間 0.2 gS 
イグ 及び ォ メー パー シュ ョ ュー ト 
平均 振 巾 の + 5% 以下 
バ パルス 間 陣 0 -1004S 
バルス 結 返し 周 渡 数 
内 部 1PPS-~-10000PPS 


TT ナシ ノ アリ ノ > " 
和幸 議 2 二 EY 撮 3 A Ms : 外 導 還 拓 入力 正 転 凌 に て 5V RNS で 林寺 
SPG Bs oa 5 OV 8 同 若 信号 。 。 正 1OV, 第 1 ペル ス の 前 87S 先 科 

TR ET CP 
a We % ーー , 

貞 20V| 0 各 | | 509 | 半 外科 す 法 320x540x350 mm 

naa 3 a TN 


m 王 和 井 子 筆 人 作 所 


東京 都 北 多摩 孝 加 寺町 交 ケ ーー 電話 Gu (108 語 ) 五 九 七 
( 三 和 無 線 測 咽 研究 所 の パル ス 部 ・ 電 子 部 が 以上 の ょ うに 独立 いた だ し まし な た 。) 


= = = 

電気 ・ 音 響 ・ 振 動 ・ 等 箇 理 現象 計測 用 の * 
標準 計測 器 と し て / 
日 本 測 器 の 各種 計測 器 を ・ 


TYPE 2I1-A CR シグ ナル ジェ ネ レ ー タ ー 


本 器 は 精密 ポ ボ ポテンショメータ ー を ダイ ヤル 面 
で 3 回 転 (360"x 3 ) する 事 に より 20~20, 000 
を カバ ー す る スト ッ パ ー 無 し の 新 方 式 発 
振 器 で 出力 回 路 に 精密 アテ ネー ター を 有 し 、 
更に 約 3W の 出力 を 4, 8,16 及 6009 の イ 
ン ピ ー ダ ンス で 得る 事 が 出来 る 万 能 型 発 振 
器 で あり ます 。 


周 波 数 範囲 :20-20,000 

土 (0.5% 十 1%)13 レン デ 
出 カ アテ ネタ ー:120gV~12.0V 10db 毎 
出力 メー ター: フ ルス ケー ル 12 及 4 の 2 

段 スケ ー ル 及 db 目 盛 
出力 インピーダンス :3 Watts 4,8;16, 6009 
出力 電圧 精度 :50 一 10,000%% 土 0.5db 
吾 率 :0.5% 但 3,000% 無 負荷 時 


TYPE 254-A 周波 数 分 析 器 


本 器 は 周波 数 分 析 用 と し て の 他 、 精 密 真 増 巾 器 周 波数 特性 :30 一 15,000% 土 0.5db 
フイ ルター 周波 数 範囲 :47 一 12,800% 
空 管 電 圧計 と し て 、 又 、 高 精度 A.C 増 貼 撰 択 度 : メー% め オク ター プ 記 
ジン 補 5 段 切換 
器 と し て 使用 出来 、 コ ン デ ン サ ー マ イ ク と 共 MW A ETT 
用 で 精密 双 音 計 と し て 使用 出来 る 他 、 振 動 ピ メ ーー ター 感度 : フ ルス ケー ル 100k 


V ~1000V 
ッ ク ア ッ プ 増 巾 器 と 共用 で 振動 計 と し て 加速 PL ED ID LN 


度 、 速 度 、 変 位 の 計測 に も 適し ます 。 ウエ ェ エイ テ ン グ ネ ッ ト ク ー ク JIS A:B:C 


其 の 他 351-A マイ クロ フォ ン 増 巾 器 (RIKO,MR-103,104 用 ) 
252-A 拉 オ クタ ー プ ブフ イル ター セッ ト (L.C.R. フ イル ター 周波 数 分 析 用 ) 
154-A 真空 管 電圧 計 (ピー ク 、 平 均 値 、 実 効 値 切換 可 ) 
502-A アク セロ メー ター プリ アン プ (加速 度 、 速 度 、 変 位 測定 用 ) 
354-A 計測 用 増 巾 器 (一 40100db 迄 メー ター 付 ) 
551-A 周波 数 特性 直視 装置 (20 一 20,000% ブラウン管 式 ) 
等 各種 製作 致し て お り ま す 。 


持 0 、 末社 ・ 東 京都 港 区 導 田 村 町 2 5 @® 
| 本 測 . 笑 株 式 会 社 A 1034, 3864 
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t/a 
安定 し た パー ツ か ウ ら 


信頼 ある 製品 が 生れ ます 
炭素 皮膜 可変 抵抗 器 


ve 
ys 


w+ Snr a 


来 
の 
の 


も 
“4 
9 
面 
積 


体 


dw S19YeR 療 
S 過 ラー くそ トー トド ご 未 
に DN VN に 


i I 


社 東京 都 北 多摩 郡 独 江 町 小 足 立 1056 
TEL (416) 2619, 2692, 2219 


200| 
件 能 が 2 倍 に 飛 中 し た … 


正方 向 抵抗 が 減少 し て 今 ま で の に な り ま し た 
定格 出力 が 2 倍 に 増加 し まし た 

効率 は 3 相 全 波 の 場合 94 以上 で す 

最高 許容 温度 は 100°C で す 

大 きき る 宣 量 と も に 従来 の す で す 

を に 小形 化 き され た た め 御 了 予算 も 半分 で すみ ます 


| 年 間 性 能 テ スト (屋外 常温 常温 ・ 塗 装 前 ) 


oOo nr ww MN = 


LJ 枝 祝 


カタ ログ 贈呈 スタ ン レ ー 電 気 株 式 会 社 宣 伝 課 116 係 あて 東京 都 目黒 区 中 目黒 2 一 605 電話 東京 712 代表 1111 (10) 
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高 信 整 性 紹 縁 形 皮 膜 抵抗 器 


理論 的 研究 と 高度 の 技術 で 画 期 的 な 小型 抵抗 器 ( 貼 称 : RM 形 抵抗 器 ) を 完成 いた し ま 
し た 。 本 抵抗 器 は 約 2 年 の 長期 に 豆 り 、 数 千 個 の 試作 実験 に よっ て 品質 と 性 能 が 確保 
きれ て 居り 、 訪 衛 庁 ND S 規格 お よび 米 軍用 M I L 規格 の 最高 特性 を 満足 いた し ます 。 


理研 軍 具 製造 株 式 会 社 


東京 都 板橋 区 志村 小豆 沢 4 の 6 電話 (901) 6176 (代表 ) 


_ オ ー ル トラ ンジ スタ _ 
安定 化 低圧 直流 電 泊 


電流 装置 付 


1 ご KK カカ 抹 電 宰 諸 

2, 地力 膨 基 きき 紀 

3, 出 カカ 電 流 …… 最 大 連続 負荷 200mA 

4、 出 力 電 圧 変 動 率 …… 入 力 及 負荷 の 全 変動 に 対し て 0.4% 以 内 
5 に 負荷 電流 200mA に お いて 10mV 以下 

6、 定 電流 装置 …… 最 大 負荷 電流 を 20mA, 60mA, 200m A の 


( 過 負 荷 防止 装置 ) 3 レン ジ 電 流 計 と 連動 切替 機構 を 有 し 、 各 レ 
ンジ 共 そ の 範囲 内 の 任意 の 値 で 電流 制限 を 行 
ETE が Co 
7, 始動 時 間 …… ス イッ チイ ン と 同時 
8 法 * 重 蜂 …23 入 14 XOen 35 kg 


MoDEL TP-25 


PATTEP END 


株式 商 坊 高砂 調 作 所 


溝 の 画 邊 (048) 4111" 二 (代表 


| 員 崎 市 ニ 子 662 電話 東京 701 一 4391, 048 一 3883 
LE < (営業 直通 ) ~ D2ZOoV, UOA 
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RE 4 


に ノブ 


o 欠 が Et = 


詳 
LC t 
2 


日 本 ミネ チア ペア 7 リンク 衝 式 會 洪 


日 本 ミネ チュ アベ アリ ング 販売 株 式 会 社 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 兄 町 1 一 4 TEL (671)1203-5 


2 現象 オシ ロス コー プ プラ ウン 管 連続 撮影 装置 


BO-253 人 A 型 BR-1101 人 8 型 ,BR-1201 台 型 


位相 ・ 波 形 の 比較 な ど 広 汎 な 用 途 e 鮮明 な 連続 撮影 の 記録 (一 コマ 撮影 も 可能 ) 


e 2 電子 銃 方 式 e 印画 紙 と フイ ルム の いずれ も & 使 用 で きる 
eA 和 一 感 度 lmm/mV,500 ke/s まで 均一 な 周波 数 特性 a ers eg 
B 型 一 』 10mm/mV, 50ke/s hn 


0.1-50cm/.sec (BB 型 ) 
スタ ー ト ストップ 方 式 掃引 e 刻 | 時 Mo Moosec 


取扱 は 極め て 容易 e 役 理 番号 1 一 9999 ま で 一 連 番 号 焼付 


イン ク 書 き オ シロ グラ フ , 電磁 オッ ログ ラフ 
栄 測 器 株 式 会 社 dd 
社 東京 都 新宿 区 柏木 1 一 95 Tel (371)7117~8, 8114~5 主要 製品 。 二 用 旬 オ シロ スコ ュー プ , ブラ ウン 近 連 旨 凡 六 本 
場 東京 都 武 蔵 野 市 吉祥 寺 1635 Tel (022 一 ⑬) 4941, 7825 直 六 増 巾 器 下記 録 増 巾 細 
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Sansur 


電源 トラ ンス に 安定 作用 を も た せ た 画 期 的 な 新 製品 . 


lr fr 寺下 電光 呈 


従来 の 電源 トラ ンス と 同じ よう に ヒー タ 
ーー 電源 、 プ レー トト 電源 、 そ の 他 数 回 踏 の 出 
力 を 持つ 定 電 圧 型 電源 変圧 器 で 、 新 回 路 構 
成 に より 小型 、 低 夏 率 、 高 精度 の 特徴 を 持 
用 

3 則 定 器 な ど シ ャ ー シ ー に 直接 組み 込め ま 
すか ら 、 コ ン ノ パク ト で 高い 信頼 性 を 持つ 機 
器 の 製作 が 可能 で あり ます 。 


規 格 例 
@ 入力 電圧 80 一 110V 
@ 周 法 数 509%s また は 60S5 
e 出 力 350Vx2, 200mA 
BV 2 A 
VT を A 
安定 度 入力 電圧 80V 一 110V の 座 動 に 対し 
出力 電圧 士 1 % 以 内 ( 全 負 蒼 ) 
る 法 形 歪 7% 以 下 


カタ ログ 進呈 下記 へ お 申し 込み 下さ い 


a て 0 区 和泉 町 760 番 地 電話 (328) 代 表 0111 番 一 ⑳⑩ 
= で < 阪 市 都島 区 都島 南通 り 4 一 8 電話 堀川 (35)8009・7819 番 
山水 電気 株 式 会 3 半 半 を 二 屋 流木 所 名 古屋 市 中 区 癌 出 困 34 番地 電話 中 (24) 624 0 生 


36V 
0 一 124 出力 電圧 連続 吉 変 一 短絡 保護 付 目 


トラ ンジ スタ 式 直 流 安 定 電源 
磁気 増 巾 形 、 鉄 共振 形 自 動 電圧 調整 器 
A-3,B-3,C-3 形 安定 電源 


録音 テー プ 用 磁気 株 消 器 
フォ オト マルチ プラ イヤ 用 上 直流 安定 電源 


各種 電源 機器 
DT i 電源 変圧 替 、 案 流 線 輸 


DCI12A >0 : 隊 
上 記入 力 電 圧 、 出力 電流 の 全 変 動 に 対し 0.1V 以内 低 周 波 変成 器 、 磁気 増 巾 器 
5mV 和 A (R. M. 5S) 
0.01 QT 

守 出力 電流 12A 以上 また わ 負 荷 短絡 に よる 過 電 流 を 防止 する 


U 通 東京 都 品 川 医 西 大 崎 2 一 7 0 
東 Ea ) 開 人 銘 j CEA dR 


世界 に 料 然 た り ………… 


特徴 と 性 能 

この 二 極 マ イク ロス イッ チ は 本 孝 に 於 いて は 勿論 、 又 その 品種 に 於 いて は 従来 の 単 極 の 
華 本 型 と 同一 に 総 ゆ る 品種 が 完成 致し まし た こと は 世界 で も 最初 の 画 誠 的 な も の で す 。 こ 
の 成功 の 理由 は 本 器 が 遍 基 の 動き (M .D .) に 於 いて 外国 品 の 欠陥 ( 応 差 の 動き が 大 きい こ 
と 。 こ れ は 二 極 マイ クロ スイ ッ チ が 海外 に 於 いて も 、 国 内 に 於 い て も 普及 され な い 理 由 の 
ー つ と 考え ぇ られ ます ) を 完全 に 除去 し た こと で す 。 こ れ は 正しく マイ クロ スイ ッ チ の 入 例 。 
新 分 野 へ の 素 明 ど ま で 云わ れる 理由 で す 。 そ し て 更 ら に 特 懲 は 次 の 如く 追加 され る の で す 。 


(1) 外 寸 , 取付 位置 は 単 極 基本 型 と 同一 耐 圧 1000V. A. C. 一 分 間 
(2) 機械 的 寿命 は 50 万 回 以上 , 接点 間隔 。 絶縁 抵抗 500V. 1000M2 以上 


は 従来 の 単 極 品 より 広い . 動作 に 必要 な カ (0. F.) 300450g 
($3) 動作 力 , 応 差 の 動き も 単 極 型 と 同一 動作 迄 の 動き (P. T.) 0.5MAX. 
(4) 単 極 品 を 2 ヶ 並 べ て 使用 する の と 違 。 動作 後 の 動き (0. T.) 0.13MIN. 
い ス イッ チ の 投入 , 切 断 は 2 回 路 同 時 戻り の カ (R. F:) 14gMIN. 日 本 義 閉 器 工業 株 式 会 社 
(5) 規 格 応 差 の 動き (M. D.) 0.01~0.15 
電流 容量 125・250V. 10A. A. C. 東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 644 


TEL 東京 (771) 8841~2 ・8379 


2 冷 凍 機 付 
CD 小豆 < 碧 小 > 下 E60 
se ルト 百 況 混 横 


4 


Pf 
機 


⑧⑬ 日 立 冷凍 機 特 工 店 


株 式 会 社 興 村 製作 所 


東京 都 板橋 区 熊野 町 3 5 電話 (961)1596・2728 
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定 ' 電 庄 直流 電源 

722 型 
本 機 は 0 500 V を 微細 に 連 
和 吉 変 で きる 安定 度 の 高い 直流 
写 電 庄 電 源 で ,、 リ ッ プ を 和 電 尼 少 
な く , 大 型 の 出力 電圧 計 , 電流 
違 を 備え , 各種 精密 実験 用 また 
DTI 
様 め て 便利 で す 


キク スイ の エレ クト ロニ クス 


出力 電圧 直 


す 。 


二 要 営業 品 自 
真 室 管 電圧 計 
オシ ロス ズ スズ スコープ 
低 周 波 発振 器 


向 形 波 発 生 和 器 
49 1 型 


本 機 は 周波 数 5cps-500kc を 
シン シ が に 人 分割 で, 
で きる る 高 品位 和 形 波 発 生 各 で 
[ 読 の 大 型 ダ イア ル を 
備え , 10MC 級 まで の 各種 増 帆 
痴 ・ オ ォ オシロスコープ 等 


特性 , 位相 特性 の 測定 が で きま 


連続 可 導 


の 周波 数 


繰返し 周波 数 5cps 一 500kcps _5 段 切換 連続 可変 直読 
低 イ ン ピ ビ ピー ダン スズ 出力 753 外部 終端 (M 和 同軸 コキ ネ クタ) 
中 力 電 圧 切 換 0.01Vp 一 vp 一 3.0V pp 5 

i 力 電 圧 調 知 各 切 換 レ ンジ に oh 力 電 圧下 き 
支 形 立上り 時 間 ( 前 後 縛 夫 )…… .025k 3 以下 


志 イ ン ピ ビー タン ス 出 カ 6000 eeeeeeeren: § 0 
最大 出力 電 計 oo oo aa 24V pp 

出力 電圧 秋 他 no ooo eee 10db J 上 

波形 立上り 5 時間 (前 後 迷 共 )……-0.1 ZS 以下 

同 期 入力 周波 数 の 瑞 数 倍 繰 返し 庫 3 皮 数 際 近 に て 同期 可能 
出力 乾 oo 0 5 Vp—p 以 上 

て OO eee tose cee ee see eee uwG eestiee esseaes 100V 50/60cps 
dl 才 i ¢ 45605x 260 六 28 0 es I13 kg 


村 式 俗 坊 殺人 ト 電 液 


本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 の 67 電話 (771) 9191>~-35 
斑 川 工場 川崎 市 新丸子 東 3 の 1175 電話 中 原 局 (047) 3073,6224.6281 


アメ リカ 無線 界 で は パイ レッ クス を 


日 本 で は ボン レッ クズ スズ の 御 使 用 を 


ボン レッ クス の 用 途 
無線 , 有線 電気 通信 機器 用 , 超短波 医療 機器 用 テラ ジオ , 放送 機 


並 テレビ ジョ ン , 船舶 及び 汽車 
⑧⑤ 原 子 力 平和 利用 ・ 各 機器 三 子 
は 詳細 御 一 報 次 第 参上 御 説明 申 上 ます 


ボン 和 万 子 製作 所 
東京 都 千 代田 区 神田 松永 町 1 9 番地 
RT 5 88 用 


ッ ウェ エルダー 機器 用 


⑨ 上 貴社 御 考案 の 別 形 製作 の 場合 


株 式 
会 社 


松永 ビル 


電車 , 


理化 学 , 火薬 容器 , 


信用 ある 全国 無線 部 品 店 じ あ り 。 
カタ ログ 進呈 
本 誌 名 記入 の 上 皇 申込 み 下 さい 。 
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電器 種 一 


高見 沢 電機 製作 所 は 創業 以来 40 年 , 継電器 
の 専門 メー カー と し て 各種 継電器 の 研究 と 生 
産 に 努力 を 重ね て まい り ま し た が , また 継 電 
器 群 の 各種 装置 も 各 方 面 よ り 御 要望 いた だ い 
て 設計 , 作 人 負 い た し て お り ま す 。 


} LT1 型 継電器 
J 次 カタ ログ 進呈 次 メカ ニカ ル ロ ッ キン グリ レー の 一 種 で す 


一 旦 動 作 す る と 励磁 電流 が 切れ て も 機械 
的 な 構造 記 ょ つて その 回 路 は その まま の 
状態 を 保持 し ます 


a 見 立 軍 桂 人 必 也 RE ‘2 種 


動作 電力 最少 1.8W, 通常 -3 W (DOC) 


社 東京 都 品 川 区 崎 3 一 515 接点 構成 切換 接点 1 組 
東京 工人 問 HD - た ベ 0 2136~9 接点 容量 6A (AC 110V) 無 誘導 賃 共 
信州 工場 長野 県 南佐久 郡中 込 町 395 寸 法 約 55x50x50mm 


電話 野沢 代表 88~9 


TG-475A™ T' 


TG-480A 
交 引 賠 彼 数 範囲 100ke ~2Me 15Me 


掃引 出力 レベ を 1.6V (p 一 p ) 以上 
掃引 出力 偏 療 100k ce 15Me 1dB 以 内 
200ke -12Mce 0.5dB 以 内 ま 二 相 
掘 引 線 返 周波 数 妨 歯 状 流 約 40~70% (電源 ・ 畠 直 同 誠 
信号 に 同期 可能 ) 
ャ ァ ー カ ヵ カー 周波 数 100k ce 15Mec 連続 可 容 及び 水口 マ 本 社 及 工場 川崎 市 田尻 町 9 0 電話 川崎 (3)3049・(2)3658 
ー ヵ ー (1,2,5,7,10Me ) (3 )6428:6429:6430 
8 人 奈 季 R ZA 箇 時 東京 出張 所 東京 都 港 区 芝 三 田 1 一 25 電話 (451) 1544 > 9423 
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Breas 電子 計算 機 ・ 自 動 制 御 回 路 に 高速 記憶 回 路 素 子 
hy クス 
TDK メ モリ ー・ マ トリ ックス は 、 電 子 計算 機 や 
自動 制御 回 路 の 高速 記憶 回 路 素 子 で 、TDK ォ を 
サイ ドコ アー を 数 方 個 組 谷 せ だ の で 
その 優秀 な 特性 は 広く 世界 に 認め ちら れ 、 国 内 は も 
どど より 洗 外 メ ー カ に も む 計 使用 席 包 GU まま 


TDK) 東京 昌和 気化 学 工 業 族 式 田 款 


通信 機 の 個 国 胃 : と 面 訪 回 星 部 品 検査 に 


(測定 範囲 ) 
| oR 
# 3% | 0.25~450 了 H | 35PF~0.14F | 1k2~3MQ 


0 | 3002~3MQ 


0:4aF | 200 2~3M 9 


(営業 品目 ) 
静 電 容 量 計 ・ 周 波 計 ・ セ ル メ ー タ ー・ 電 子 管 式 記録 計 
テレ メー ター 装置 ・ 各 種 工業 用 計器 
誌 名 記入 申込 に カタ ログ 進 号 


2 人 大倉 電気 株 式 全 麗 


と 提携 
社 東京 都 杉 並 区 西田 町 2 丁目 407 番 地 電 話 (398) 5 11 1 (代表 ) 
ht 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル 24 呈 室 電話 (36) 5791~5, 5891~5( 交 換 ) 
小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 番地 富士 ビル 44 呈 室 電話" 小倉 (5) 8 6 2 1 
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ホー ル 効 果 に ょ 2 D-855 GAUSS METER 


ーー 320.000 ガウ ス 直 


Drnva-E MPIRE mc 
61 3 346 RK 


才 骨 見 


ミリ 波 SG 完成 


本 器 は 日 本 商 周 波 が 自信 を も っ て お す ・ め 
する 、 使 い 易 い SG で あり ます 。 


周 波 数 和範 囲 33.0Gc — 36.5Gcec 

周 綾 数 確 度 士 1% 

使用 クラ イス トロ ン 35V10 

出 カカ 視 囲 10dBm 一 一 90dBm 

出 力 和 確 農 半 8dB 

克 : 骨 パパ ルス, 邊 形 , FM 
各 付 


本 , 韻 誠 以 衣 村 ポ 式 交 示 


本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 横浜 市 港北 区 中 山 町 1119 電話 川 和 15 番 
東京 事務 所 東京 都 洪 区 攻 南 佑 久 間 呆 1 一 55 和田 電話 (501)9588・2662 
東京 研究 所 東 京都 交 京 区 菊 坂 町 3 電話 (921) 197 0 
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BB e CC k Mm a 自 | Berkeley Division 


A Dirision of Beckman Instruments, Ine. 
BI00 Wright Arenue, Richmond. Calitrornia 


a フス NEW and BETTER 
IN-LINE READOUT 


now found in Beckman/Berkeley 
EPUT® METERS, TIMERS, VOLTMETERS 


etter BeCORaLlBeE us 


WED LUCITE SCREEN 


The 2 inch display is built ~The image is formed on the the numerals can be read and there are no unused ele- 
jinto the plug-in counting surface plane, so that . . . throughout a wide viewing ments to obscure vision. 
unit, angle 


Model 8170 10Mc EPUTM ETER 


Available for delivery as of Aug. 1960 ベッ ンー イイ 社 半日 本 総代 理 店 


通信 工業 ・ 電 子 工 業 ・ 原 字 力 工業 用 設備 企 東 ね 朱 エエ 会 上 _ 


測定 器 ・ 部 品 ・ 材 料 ・ 工 作 機 械 ・ 工 長 
工業 用 試薬 ・ 輸 出入 ・ 国 内 販売 東京 都 港 医 芝 靖 平 町 1 虎ノ門 導 業 ビル 
® RESISTERD EB 話 (501) 8168,' 3169. 5301 9 


ES 


本 器 の 特長 


1. 出力 電圧 波形 が 正弦 波 (下図 参照 ) 
2. 応答 速度 が 速い (10 ゃ 以下 、 下 図 参 照 ) 
3. 高 性 能 機 に 必然 の 保守 の 復 雑 き が な い 


prado seal 
で 


VV 


KEENT SIR oF’ 


/ / /\ 
\ 
N\ \ 
ws em 


TTI | 


さる まさ さ き さ き 


or ts 
nav 


血 還 = 例 


丸く 時 拉 癌 > カカ < く Pn ・DD カ < こと の ON» 臣下 漆 呼 


IIL UNIT 
UCT 
Ua 


MA し 青 190V 5 KVA 


ESCENT TEE rT 


計 気 増 出 叶 の 応用 』 


ザイ ビ の AVR 


TE 


本 装置 は 誘導 電圧 調整 器 を 磁気 

増 貼 式 サ ー ボ 電動 機 で 駆動 し 出 

、 力 電 圧 を 一 『 足 に する も よ う に た 
| 無 接 点 式 定 電圧 装置 で あり ます 

| ‘ 本 器 の 特長 

"Ce 1. 接点 部 分 が な いか ら 騒 音 


洗 計 所 皿 ・D < こと 上 財 紅 品 ・ 


<, 
トー 


0 こと» 洋 時 議 ・ 商 評 王 菩 叶 引 


時 ・ 


トー 


・ 遼 漆 き 


| _ な く 接 箇 不 良 に よる 破 思 世 無 才 
| =» 2 消耗 部 分 が な いか ら 半 水 久 用 
11 \ 寿命 を 有 し 保守 が 極め て 容易 間 
i 3. 本 電気 制動 法 に よる と 電動 増 
| 機 に 無理 を 生 ぜ ず 、 汚 失 せ ず 


4. 回 路 が 極め て 簡単 な の で 、 
他 に 比べ て 価格 が 非常 に 低 麻 


疾 美 吉 舞 株 式 人 各社 


東京 都 世田谷 区 代田 1 ~353 電話 (414) 5156 ( 代 ) 


硬 幣 恒 引 品 きき 雅 洗 洗 寿 


前 一 36 


押 ・ 忠 雷 ・N 旨 ・ 滋 固 事 協 革 日 談 誌 喜 如 時 や で 和議 東 芯 抽 避 必 隊 三 只 所 っ P ト た ゃ っ : 
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NOISE and FIELD INTENSITY METER 
MODEL NF-|05 。 NF-105 型 の 周波 数 純 囲 は 150kc~1,000 


FOR MEASUREMENTS IN ACCORDANCE Mc で 、4 つの plug-in tuning unit で cover 
WITH SPECIFICATIONS: NIL-I. 6181 8B&C る ミ れ て お り 、 各 tuning unit の 入替 は ほん 
MIL-S-10379 A D 
MIL.I- 11683 A の 数 秒 で お こ な わ れ ま す 。 
MIL-I- 11748 A e 第 1 RF amp の 前 に tuned circuit を 備 
MIL-I- 16910 A 


え 、pulse overload や cross-modulation 
を 著 し て で 少な ぐせ セ て いる する 

® Impulse noise generator を 備え 、CW 
お よび 広帯域 測定 に 迅速 且つ 正確 な calib- 
ration を 可能 に し て いま す 。 

e 電源 は plate & filament Voltage regu- 
lation に より 、103 一 130 volts AC ある い 
は 23 一 30 volts DC( 夫 々 11.5 一 150 volts 
DC) 動作 に 完全 に と レギュ レヒ レート きれ て いま す 。 

e 本 装置 は stray signal に 対し て 完全 に 
防護 きれ て いま す 


ER Giessen he A REE Braet 
! 界 強 度 測定 設置 と し て 定評 を 得 て お り ま す 。 ン ) 


MODEL NF-I12 


FOR MEASUREMENTS IN ACCORDANCE 


e NF-112 型 の 周波 数 範囲 は 1kMc 一 10kMc 


で 、4 つ の plug-in tuning unit で cover WITH SPECIFICATIONS; MIL-I.6181 C&D 
る れ て お り 、 各 tuning unit の 入替 は ほん : MIL-I-11748 D 
MIL.I-.26600 


の 数 秒 で お ち おこなわ れ ま す 。 


e 第 1Mixer の 前 に double tuned cavities 
を 備え 、pulse overload や cross-modula- 
が ウ な くし で いま すこ 

® Impulse noise generator を 備え 、CW 
お よび 広帯域 測定 に 迅速 且つ 正確 な calib- 
所 On を 可能 (に し て いま す 。 

e 電源 は plate & Filament voltage regu- 
lation に より 、100- 130 volts 動作 に 完全 | 
放 9 半 レー トド ト る る れ て いま す 8a ; 

e 本 装置 は stray signal や radition に 対 ! 

て 完全 に 保護 きれ て いま す 。 


TE 


ae i re < 


es Bdeer 


bb 


Sf 


a 
Ss a et = 


篠 報 次 第 カタ ログ 人 進 量 i ; i 生 下 招 款 


EMPIRE DEVICES PRODUCTS CORPORATION 
a 日 本 総 代 理 店 AMSTERDAM, NEW YORK 
ap 東京 都 港 区 芝田 村 町 2-12 小 
攻 】 理 経 産業 株 式 会 社 gmzmim2s Amame» 
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TEMPERATURE 
TEST CHAMBERS 


、 i 性 能 
品 度 試験 半 置 


半 台 体 研究 に . ノ / 

回 路 部 品 開 発 に 

金属 材料 研究 に 

温度 特性 試験 用 と し て 好評 を 
なり ま よ ます 。 

電源 は トラ ンジ スタ ー 化 し た 高 精度 の 電子 


制御 装置 を 有 し 、 サ ー モ スタ ッ ト に よ : 
る 温度 調節 の 安定 が 確保 くさ れ て お り ま す 。 


aus cor 
weut 


souenoe raure 


—100° 


—75° 
600° 寺 750° 


:※ A は ドラ イア イス BB は 液体 炭酸 ガス 
詳細 カタ ログ 御 希 望 の 方 は 下記 に 御 請求 下さ きい 。 


日 本 絡 代 理 店 


経 : 元 . , 業 株式 全 儲 


東京 都 港 区 芝田 村 町 2 ノ 1.2 小 里 会 館 7 階 ~ 電 話 代表 (591) 5 247-~ー9| 
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EITEL-McCULLOUGH, INC. 


MONARCE OF " 
FRIOAY, MARCH 70, 199 


U. S. Hits Venus 
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Elmoc Klystron finol ompliifier ot Millstone HiIl Rodor site. 


EIMAC KLYSTRON POWERS VENUS CONTACT-~ 
100 TIMES FARTHER THAN PREVIOUS RECORD! 


On February 10 and 12, 1958, a high.- 
power radar of M.I.T.'s Lincoln 
Laboratory transmitted and received 
radar signals between Earth and 
Venus. A round-trip of 56,000,000 
miles! This historic event was man’s 
first radio contact with another planet. 
It was by far the longest man-made 
radio transmission on record. 

The final amplifier tube of this giant 
radarisa super-power Eimac Klystron, 
the same used in missile and satellite 
detection and tracking. Eimac's long 


im 


日 本 総代 理 店 


experience and leadership in the devel- 
opment and manufacture of ceramic. 
metal power klystrons enabled the firm 
to design a super klystron capable of 
producing tremendous amounts of RF 
energy at the desired frequency. 

In this application, as in tropo- 
scatter installations throughout the 
world, Eimac Klystrons have won a 
reputation for exceptional reliability 
and long life. Today Eimac manufac. 
tures power amplifier klystrons for 
ultra high and super high frequencies. 


The transmitter for Lincoln Labo- 
ratory's giant radar was built by 
Continental Electronics Manufactur. 
ing Company. The radar was sponsored 
and is supported by the Air Research 
and Development Command of the 
United States Air Force. 


EITEL-McCULLOUGH, INC. 
イト ヽ 


" J San Carios・California 


関 商事 株 式 会 社 


東京 都 千代 田 区 神田 東 福 田町 1 電話 (866) 代表 3136 
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Audio, 
telemetry 
and 


low frequency 
oscillators 


Pictured here are six of the most widely used oscillators 
in electronics. All employ the highly stable, dependable, 
accurate resistance-capacity circuit. They require no zero 
setting. Output is constant, distortion is low and frequency 
range is wide. Scales are logarithmic for easy reading; all 
are compact, rugged and broadly useful basic instruments. 
Brief specifications are given below; call your rep for 
demonstration or write direct for complete data on any 
instrument. 


Cali- 
Output to Maximum |Max. Hum 
[oar | ignese? | niatin | orgie meee lag . i T EE 
1% 20 cps 
ーー Sk ーー 
(4 bands) to 40 KC 


め 200AB 
Audio Oscillator 


% 200CD 2 | 
. Wide Range ; 4 
Oscillator 


な 200J ¢ 
; Interpolation 
‘1 Oscillator 


f 200T 
Telemetry _ 
"Oscillator 


& 2016- 
Audio 
Osciilator - 


i 
J 
© 
< 


G a t 
20 he to 
%t 600 ohms 
1 cps to 160 m 
100 KC 土 2 600 ohms* 0.5 
ee | 8 es a 


*Interna!l impedance is 600 ohms. Frequency and distortion unaffected by load etn 0, 
Balanced output with 人 control at 100. Use line matching transformer for other con- 
trol settings. **Internal Sie approximately 600 ohms with output attenuator at 10 db 
or more. Approximately 75 ohms beiow 5000 cps with attenuator at zero. {internal, non-op- 
erating controls permit precise Nbation of each band. 40.5%, 50 cps to 20 KC at 1 watt 
output. 1.0% over full range at 3 watts output. §0.5%, 10 cps to'100 KC. 1 .0%, 5 to 10 cps. 
2.0% at 2 cps. 3.0% at 1 cps. TMeasured with respect to full rated output. 


HEWLETT-PACKARD COMPANY 


e Palo Alto, California, U.S.A. 


宮 202C 
Low Frequency _ 
Oscillator_ 


Field representatives in all principal areas 


田 
話 東 京 (866) 代 


a 


we A my 2 


< 


a Do * tre EY RS 
i a 
ES Ce ror: < A ; 


日 本 で 始め て の 真空 管 増 巾 器 式 、 世 界 で 始め 
叉 世界 で 始め て の 全 ト ラン ジス ター 増 巾 器 式 の 自動 電圧 調整 器 を 
性 能 は 従来 の 真空 管 式 と 全く 同様 な 優秀 と も の で す 。 
才 命 と 信頼 性 は 従来 の 磁気 増 巾 器 式 よ り は る か に すぐ で れ て お 居り ます 。 


サー ビス 代行 店 


て 磁気 増 巾 器 式 自 動 電圧 調整 器 を 発表 し た VOLC 
商品 と し て 市 場 に 提供 する 


閣 東 忠信 見 地 区 吉沢 策 機工 業 株 式 会 社 
卒 社 東京 都 文京 区 湯島 新 花 町 35 
Tel. (921)1042. 7088.(929) 0289 
営業 所 長 野 市 横 町 


タム 0 01 
新湯 市 下 大 川 前 石油 企業 会 館内 


Tel. 新 当 (3) 


交 在 地 区 株 式 会 社 
太 匠 市 北 区 東 頑 川 

・ 大 阪 G6 2556 一 7 

中 国 ・ 中 園 ・ 九 州 地区 新川 電機 株 式 会 社 


中 (2) 9147 一 9・9140 
高松 市 南 鍛治 屋 町 4 一 18 


中 京 地 区 株 式 会 社 朝日 商会 
名 古屋 市 握 種 区 覚王山 通 3 一 34 
Tel. (73) 0625~6.465 .7964 


日 本 電源 機器 株 式 会 社 


山上 T3444 
(2) 0514 (3) 6344 


東京 都 黒 田 区 寺島 町 5 130 電話 (611) 2461 ・! 
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再 デ ィ ジ タル 計算 機 の 実用 入門 参考 書 一 訳 権 独占 宇 要 目次 一 
R. K. RICHARD 6 月 中 旬 刊 | 画数 量 の 記 救 表現 画 計算 機 
“ 、 pe "" 」 素子 に 適用 し た デール 人 青 
ディ ジタル 計算 機 ぁ 演算 方 式 = > ィ ッ テー ケ misiem? 
| 人 加 江 1 算 画 2 進 乗 除 算 画 10 
高橋 茂 監修 人 石井 義 照 ・ 相 磯 秀夫 ・ 加 藤 満 佐 夫 共 訳 進 コ ー ド 画 2 進 法 お よび 10 
本 書 は デイ ジタル 計算 機 の 論理 的 な 構成 を , 特に 演算 方 定価 \ 1400 | 進 法 の 計算 画 10 進 法 の 加減 ! 
式 に 重点 を お いて 解説 し た 参考 書 で ある . 本 書 の 特長 は A5 判 ・ 本 文 8 ポ | 自画 10 進 法 の 乗除 算 画 特殊 ! 
只 体 的 な 応用 例 を 豊富 と あげ な が ら , で き ga 克 に 横 組 ・400 余 貢 | 操作 画 計 算 機 の 構成 と 制御 ! 
解説 し て いる 点 で , 初心 考 に !? は 実用 的 な 入門 書 と し て , 循 上 製本 | 画 プ ログ ラム の 作成 画 文 献 | 
また 便利 な ハン ド テック と し て 有用 な 必 備 の 書 で あみ る. ーーーー 


| 表 画 索 
IIIRIDIIINNUNIITDIANDIANIDIIRONIAARIVAYIRADAAD MDAYIIADATAON TRONIN DMNADAR NUDARUDAOADADADADIDADADAYADAYRTA YAGIAYR AYAYATAYAYAYAYANAYUNNA NNNRYAYNTATAYAAIAY 


太 事 務 用 電子 計算 機 隔 月 電子 計 中 e 制 件 


| 
| 
| 
| 
GE EE EE 


ww ~~ 刊 
EE グー ラペ ンク 刊 
PROGRAMMING BUSINESS COMPUTER OFFICE AND INDUSTRIAL 
By Daniel D. McCracken, AUTOMATION. ee 
Harold Weiss & Tsai-Hwa Lee 画 電 子 計算 機 の 紹介 ・ 使 用 例 ・ 講 座 
R = 玉 制 御 技術 ・ 応 用 例 画 海 外 技 術 紹介 
支 周波 数 解析 の 変調 四 軒 OR 関 作 紹 介 
Ee a ーー = 
雑 貞 の 理論 8 8 上 発生 画 林 誌 を 購読 され る 方 へ | 
FREQUENCY ANALYSIS, MODULAIN | 横 組 ・ 禁 上 質 鬼 ・ 美 刺 陸 本 、 弟 緒 本社 へ 物 所 約 下る いい | 
and NOISE By Stanford Goldman i 時 半 カ 年 補 670 (〒 共 ) EE 折 ム ま | ミ 
年 困 区 で -。 RE 


年 
6 環 書 考 : 陸 東京 都 台東 区 仲 御徒 町 3-20 (池内 ビル) | [海外 向け は 1 カ年 送料 \360] | 


電話 (831)6464・5094 ーー 
P= 本 誌 の 二 大 綱領 
3 i = 名 EE di 業界 の 発展 た 寄与 


四 tg dori と た 業界 の 指針 た らち ん と する 


振替 東京 知 ーー 


最近 の ME に どの よう な る の が ある る ヵ 


医用 電子 は エレ クト ロニ クス 部 品 の 極小 化 に 
i と も る も な っ て と こと 三 三 年 画 期 的 に 発展 し つつ あぁ 
医 月 る と れ に 対処 する わが 国 の 医者 と 電子 技術 


< 細 周 沖 一 


井 
者 の 協力 態勢 は どう で あろ うか . 電 EK ub 
用 号 へ 医用 電子 (ME) と は な に か (?) me 
ME 研究 以前 の 問題 翌 の 心音 計 ……( 福 田 エ テ ェ レ クト コロ) 福 田 
電 ©ME の 現状 者 ツ 脳 波 分 析 装 置 ……( 三 栄 測 器 ) 山 ロ 
つ 第 2 回 国際 会 議 の 報告 書 1 の の 心 雷電 eeeeeeeee( 目 本 光電 ) 立 野 
人 “electronics に た いす る 期待 洗 AS 
“ae We 4 CRC 医 理学 研 ) 真 
を る を ME は どの よう に 使 は れ て いる か 進 周 
特 の 心音 図 ーeeeeeeeem (順天堂) 山川 邦夫 軒 誠 体 
の 複 覚 に な お ける 例 …( 慶 応 病院 富田 常夫 移 K 
“=a の 心電図 ……………… (東大 病院 ) 星 2 P| 峰 旦 , 3 a 業 


デー タ 処 理 ……( 医 科 歯 科大 ) 勝 木 


確実 大 手 に は 直接 購読 を 
海外 文献 抄録 エレ クト ロニ クス ニュ ユー ス 半年 分 900 円 分 引 


デー タ シ ー ト 技術 史 の 横顔 新 製品 紹介 1 年 分 1,710 円 1 割 引 D 
特許 紹介 技術 の ひろ ば 潮流 現場 探訪 定 作 150 円 126 責 
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YOKOGAWA 


世界 トッ プレ e022 


L- ら 5 型 統 縁 抵抗 計 


に 標準 用 ・ 携 帯 用 ・ 配 電 般 用 ・ パ ネル 用 計器 お よび 記録 計器 
吉 計 褒 電圧 計 , 電流 計 , 周波 数 計 , 電力 計 , 力 率 計 , サイ クル カウ ンタ 
音量 計 , 二 相 検 漏 計 、 同期 検 定 器 、 静 電電 圧計 , 計器 用 変成 器 


検 流 計 , 直流 電位 差 計 , 直流 ブリ ッ ジ 、 テ スタ, 総 緑 抵抗 測定 問 

| = 接地 拓 抗 測定 問 析 浴 し CR、 交流 ブリッジ 、 測定 用 発振 癌 才 

点 正 巾 器 ・ 江 黄 器 、 レ ベル 計 、 線路 試験 器 真空 管 試験 器 , Q メ ー タ 
電磁 オシ ログ ラフ , ォ シ ロス コー プア, 次 流 計 算 和 ( 々 電子 管 式 ) 
その 他 


RR 電子 管 目 動 平 稀 式 計 器 (指示 ・ 記 録 ・ 調 争 ) 
工業 計 熱電 温度 計 , 抵抗 温度 計 , 幅 射 「 高 則 計 , 流 量 計 , 族 i 計 
で | pH 計 ,。 が ガス 分 析 計 , 液体 濾 度 計 , 始 度 計 , 濁 度 計 , 湿度 計 
寺 融 計 , 回 転 速度 計 , 粘度 計 。 ポー ラロ グラ フ 

Foxboro 工業 計器 , その 他 


st 帆 泊 電 雌 親 作 所 


代表 1901 
本 社 ・ 工 場 東京 者 武蔵 野市 吉祥 寺 3000 TT (022-2) 代表 3611,3621,3701 
護 名 古屋 ・ 大阪 ・ 小 倉 。 出 沿 ・ 島 


ググ * 
EA RL RS 
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電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 
開 催 通 知 ( 表 和 35 年 7) 


| 太 会 会 員 は 論 で も , 任意 の 委員 会 に 自由 に 参加 で きま す 。 研 究 発表 も で きま す 。 研 究 発表 
希望 者 は , 委員 会 名 を 指定 し て 前 x 月 末日 まで と 本 会 宛 お 申込 下さ い 。 


re 


1 オー トマ ト ン と 自制 御 研 究 専 門 委 員 会 委員 長 高 橋 秀俊 
月 時 7 月 7 日 ( 火 ) 14 時 ~17 時 
場 所, 東京 大 学 理学 部 会 議 室 ( 族 京 区 本 富士 町 ) 


議 題 (① Markoff 過程 た に 対す る 最適 な 認識 系 に つい て 志 内 和 夫君 ( 早 大) 
2) 逐次 実験 計画 た つい て 坂口 実 君 ( 電 通 大 ) 
"* 電 法 措 研 多恵 門 委 員 人 委員 長 上 田 状 之 
¥ tl 日 時 - 7 月 8 日 ( 金 〕) 10 時 >~16 時 y 
3 場 所 国際 電信 電話 (株) 研究 所 会 議 室 ( 目 時 区 三田 12) 
議 題 u 昭和 基地 に お ける オー ロラ 活動 に つい て 中 村 純二 君 (東大 
= ; 区 南極 地域 た 衣 け る 永 冠 上 の 電波 伝 ば ん た こい て 芳 野 起 夫君 (電通 大 ) う 
当 昭和 基地 た お ける 電界 強度 測定 結果 若 井 登 看 ( 電 波 中) 
3. 通信 方 式 研究 専門 委員 会 馬上 長 委 谷 ・ 重 
BE ; 江 昌 に 時 こる 月 42 日 ( 火 ) 14 時 17 時 
場 所 国際 電信 電話 (株 ) 研究 所 会 議 室 ( 目 握 区 三田 12) 
議題 ① 山 項 回 折 伝 播 に お ける 伝 播 下 役 村 状 久 君 ( 通 
4 - 較 多重 信号 の 非 直線 超 A 新保 修 君 ( 沖 電 気 ) 
3 ; Pp 0 i 
放 イン ホメ ーション 理論 研究 専門 奏 員 会 要員 長 大 泉 充 朗 

3 上 理 時 7 月 15 日 ( 金 ) +14 時 >17 時 ° 
党 場 ) 所 国際 電信 電話 (株 ) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三 : 田 12 う 
| | 議 題 i 図形 の 規準 化 に つい て 猪 股 修二 君 ( 電 試 ) 
3 , (9) SSB 電話 と お ける 振幅 制限 の 効果 鶴岡 


に 齋 君 (国際 電 々 う 
| 5. 信頼 性 と 品質 管理 研究 専門 奏 員 会 香 中 長 孝 野 。 健 
殖 日 時 7 月 15 日 ( 金 ) 14 時 ~17 時 - 

0 " 場 所 電気 通信 研究 所 西堀 研究 室 (武蔵 野市 吉祥 寺 1551) 

簡 - 天 ① G. E. に 愉 け る 信頼 民 の 研究 
と 0 2 示 全 失 宅 に 関す る 問 貼 


衝 永 者 ( 東 -。 を う 
記 一 才 C 軍 "次 研 2 


田宮 


四 
ロ 


6. 超 音 波 研 究 専 門 委員 会 天馬 本 る きき 
日 時 7 月 16 量 ( 土 ) 14 時 ~17 時 PY 
] 


場 所 東京 工業 大 学 講 議 室 (目黒 区 大 岡山 ) : 3 
議 題 1) 分散 系 の 音波 の 伝 ぽ ん 定数 岡野 光 治 君 (理化 学研 究 所 ) 
(2| 有機 ダラ ス 要 を 用 いた 許 角 探 触 子 の 指向 特性 山 本 . 美 明 君 (東京 計器 ) 

3 超 音 波 式 水位 測定 制御 装置 』 保 坂 邦 堆 周 (日 本 無線 

長吉 田 誤 男 3 


7. 電気 音響 研究 専門 奏 員 会 
: 日 時 7 月 19 日 ( 火 ) 14 時 ~17 時 
場 所 早稲 田 大 学 理工 学部 会 議 室 (新宿 区 戸塚 町 ) i 
議 題 (1) リレー チ ヤ ッッ ネタ 解析 の た め の 拡 大 棒 の 衛 疾 振動 の 一 考察 
で 薫 君 て 野立 戸 張 ) 
② 電磁 変換 器 の 相似 性 に つい て 新 木 誤 君 ( 通 研 ) 


8 マイ クッ ャ ョ 渋 真空 管 研究 専門 委員 会 Rk 小池 静 三 R 
日 時 7 月 22 日 ( 金 ) 14 時 へ ~17 時 : re ] 
場 所 東京 大 学 工学 部 電気 工学 科 輪 講 室 ( 京 区 本 富士 町 ) な 
議 題 ① 34.8Gc 可 大 電 カ カバ ルス 磁 電 管 (第 2 報 ) 
0 藤 井 忠 邦 君 ・ 綾 木 , 和 男 君 ・ 阿 部 勇 君 ( 晶 。 電 ) 
_ 攻 後進 波 管 と Fast waye Coupler と の 関係 亡 っ いて 
i 神 原 満 男 君 ( 通 研 ) 
(8) 機械 的 走査 方 式 に ょ る 電子 ビー ム の 電流 密度 分 布 の 直視 方 法 
藤 、 井 四 邦 君 ・ 佐 分 利昭 夫君 (日 - 電 ) 


※ [電子 計算 機 」「 ト ラン ジス え タ 」「 回 路 綱 理論 」「 非 直線 理 給 」 「 ア シン テ ナ 」「 艇 空 電 子 機器 」 上 
『 医 用 電子 装 職 」「 磁 性 材料 」「 マ イク ョ 波 伝 送 」 の 各 委 中 会 は で 月 休会 ] 


EE A I 


※ ※ トラ ンジ スタ 研究 専門 委員 会 8、9. 10 月 の 予定 RE 


、8, 月 一 7 月 号 会 告 参照 9 月 一 8 月 号 会 告 参照 
但 「 江 崎 ダ イオ ー ド 」 に 関す る 研究 発表 報告 の 予定 で あつ た が , 11 月 の 電気 通信 学 〕 
会 全国 大 会 シン ポジ ッ ゥ ッ ム に くり 入れ て 行う 予定 (大 会 講演 募集 要項 参照 一 7 月 号 掲 載 ) 
10 月 一 CE 詳 
日 時 10 月 27 日 ( 木 )・28 日 ( 金 ) ] 
場 所 東北 大 学 電気 通信 研究 所 会 議 室 CM 台 市 税 小 中 ) 
「 較 喫 (決定 次 第 会 誌 に 発表 ) 
艇 朱 会 27 日 ( 木 ) 於 小原 温泉 但し 27 日 (17 時 ) a り , 翌 28 日 宮 
東北 大 学 へ 定刻 迄 に 到着 の バス を 出し ます 。」 
申込 は 会 費 (宿泊 料 を 含む ) 1,000 円 を 添え て A 
東北 大 学 電気 通信 研究 所 西沢 汐 一 移 予め 邊 込 下さ い 。 ee 
見 学会 28 日 ( 金 )15 時 ょ より 東北 大 学内 の 関連 部 門 


ーーー 一 通信 測定 に 関す る 論文 募集 一 ーー 


電気 通信 学会 雑誌 35 年 11 月 号 は 「 通 信 測 定 特 集 号 」 と し 通信 用 部 品 の 測定 <LCR・ 真 空 

管 ・ 水 卓 ・ ト ラン ジス タ ・ パ ペラ メト ロン ・ 記憶 素子 お よび 通信 用 装置 の 測定 ( 洗 押 機 器 ・ 電 話 機 
・ 交 換 機 ・ 電 信 ・ 線 路 ・ 搬 送 機器 ・ 立 体 回 路 ・ テ レビ ) た 関す る 特集 記事 を 掲載 する と 共に , こ 

_ー れ に 関す る 会 員 の 投稿 論 論 信 を 一 括 掲載 する こと に な り ま し た . つい て は この 際 , 測定 に 関 
する 研究 成果 を 下記 要領 と ょ り 故 っ て 投稿 され ん こと を 切望 致し ます . 


Hiiiititaitiititisinniiinusititininaitiiioiiitivstiniiisstaneooesioiitooenouontontiitiitin) 


泊 内 容 ① 測定 方 法 , 測 定 機器 等 に 関す る 新しい 研究 
。 回 新しい 測定 器 の 紹介 EE 
語 = ペー ジ 数 (① ごつい て は 1 編 の 刷 上 り 8 ペー ジ 以 内 (本 会 原稿 用 紙 48 枚 ・ 図 面 を 人 
> hk むう)・ 選 に つい て は 1 編 2 ペー ジ 以 内 ・ 図 面 を 含む ,・ な お に つい て 応 
a _ 募 希望 の 方 は 本 会 へ お 問合せ 下さ い . 
4 。 原 冬 用紙 は 御 請求 次 第 各 送 し ます . 応募 論 は 論文 委員 会 で 容 査 の 上 , 採 
i に ] 


“ 攻 4 ' 癌 を 決定 し 補 す _ 
sz. 1 0 k ) て 編 集 長 
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] 出 来 ・ 本 導 
we 飼 原 武夫 ( 本 電 % 


0 スプ リン グ 継 電 
買 定価 200 円 「 本 会 々 員 は 1 割引 〒〒 40 円 


aa パー スイ ッ チ 」 と 共に クロ スパ ペー 方 式 の 最も 重要 な 部 
eC a ll 0 


s ~ 
ee s » 


生ま ・ 貧 衝 特 —・ 時 間 特 ・ 動向 特性 ) 


PTTTTTTTTITTITTTTTTTITTIT CTITTTTTTT CLDC) 


titintinrnnitiiintnttavinitiiintiitutiitt 


お よび WIK 形 総 電器 a | 


INIIIMIAMAIMIINIAAIAIANTIIIIIINAITIIAAAINIIAAAAAIII a TI 1 1 um TT 
TODO i Pt 際 Fe yo 8 


電 気運 絡 人情 守 学会 


編 


箇 次 も 用 信 学 会 大 学 講 


A 、 


〔 内 容 見 本 進呈 


さき 36 で \ 


電気 通信 学会 教科 書 委員 会 東大 赤 援 工 博 阪 本 控 房 ( 委 員 長 ) 
東工 大 教授 工 志 川上 正光 東大 助教 授 工 博 柳井 久義 (以上 4 を 編入 
机 知 収 吉 胡 鈴木 清高 早 大 助教 授 工 昼 平山 博 へ \ 他 委員 74 名 
ロ A 
1 回 第 3 巻 基礎 電気 回 略 東京 工大 才 近 工 革 川上 正光 者 40 朋 = 
ロ 2 ‘ . A5 164 
2 回 第 15 頂 マイ クロ 波 回 路 神戸 大 未 授 工 健 隊 沢 和男 著 220 生 = 
" A5 238 
: 半 こ 第 16 巻 電子 回 路 [ 大 才 授 工 培 米山 正雄 著 の 
4 — = と A5 234 
上 還 第 9 巻 電気 音響 振動 学 東京 工大 孝 拉 工 司 西 巻 正 郎 著作 0 生 る 
第 4 巻 電子 管 工学 III 名 古屋 大 教 要 工 博 山本 腎 三 著 8 月 発行 
6 2 ‘ —. 
第 21 巻 無線 通信 工学 電気 通信 大 教 援 工 博 谷村 功 著 9 月 発行 
7 回 ; RS 
配本 第 22 巻 有線 通信 工学 北大 才 摂 工 博 黒部 貞一 著 10 月 発行 
書 名 ・ 執 筆 者 ・ 配 本 予定 
トー 聞 礎 20: 通 信 き 伝送 学 豆 京王 ス 
1. 電 気 磁気 学 講 島 光 准 昭 5 23. 交 換 工 学 貫 誠 大 洗 
東京 電機 大 
2 電子 管 工学 1 年 特 鍛 婦 35 IV. 応用 電子 工学 
東京 大 学 
人生 24. 工業 電子 計測 京 大 学 
, 
5. 半導体 電子 工学 物 弁 久 表 昭 25 電子 制御 工学 近 戯 文 油 
和幸 王手 人 相 料 攻 太 
8. 臣 子 ・ 通 信和 部 品 35 i Et 信 キ Mu 
10 電気 磁 気 測定 具 本 大 学 mmas 28. 電 子 店 用 全 引 きき 謀 
加計 幹也 肝油 年 陽 田 大 学生 s6 Vutar 関 連 
12 高 周 波 測 定 評 大 党 呈 ss 29. 電気 機器 概論 左 応 大学 
古屋 太 . 学 
1 回 路 30. 電力 工学 "概論 3 i 
K 31. 電気 通信 工学 概論 角 計 太 」 学 
製 第 伝送 還 路 大 5 tts 
32. 応用 電子 工学 概論 京 江 太 学 
暗 電 「 季 回 路 衣 全員 立 大 学 pgs 西 村 正太 郎 
北浜 安夫 33. 電気 工学 鞭 礎 実験 選 乾 綱 
III. 通信 ’ 34. 電子 工学 基礎 実験 高 人 エ 大 
18. アン テ ナ ・ 軍 波 伝播 虫 明 i 胎 35 35. 電気 通信 工学 実験 * 式 全 ー で 
4 代 、 太 いこ 天 2 ぐ 美和 大 沿 生 6 36. 電子 工学 寮 (除き 7 類 7 
東京 都 文京 区 槍 倍 町 1 ココ ロロ ナナ 社 紙 夫 東京 14844 


電 話 (941) 3136 一 8 


本 装置 は 、 ス タ ジ オ 或いは 野外 用 に 適する も の 
と し て NEC が 新た に 開発 し た 高 性 能 世界 
最小 の カラ ー カ メラ 装置 で 炊 の 様 を 特徴 を 有 
だ で お 0 まけ 


~~ 


TCSC 一 1 型 カラ ー カ メラ 内 部 


1, 小型 ・ 軽 量 

カメ ラ ヘ へ ヘッ ド の 寸法 は 

| 450 ( 高 さ )x460( 市 )Xx810 (奥行 ) mm で その 

| 窒 積 は RCA 製 の 約 50% GE 製 の 約 70% で あ 

+ り ま す 

i 2. ゴー スト 皆無 

. 同 三 色 分 解 系 に プリ ズム 型 グ ダイクロ イッ クミ ラ 
有 一 を 使用 する こと に より プ ゴー スト を 除去 し 
且つ 光学 系 も 小型 化 さ れ て お に 

3. 色 温 度 変換 フィ ルター 及び 


ND フィ ルター 装着 可能 a : ご ツ 
有 】 光源 の 色 温 度 及び 光量 の 多少 に 拘ら ず 一 定 TCSC 0 4 
|] 」 し た 色調 の 画像 を 得る こと が 出来 ます オル シコ ンカ メラ 義 置 
4 電源 非同期 運転 可能 0 a 
50 c&., 60 6 何れ の 電源 で も 使用 可能 で あ 8 
計り ます = 


345—01—1 —3503 
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表紙 写真 説明 


実験 用 ミリ 波 伝 送 線路 明日 の 通信 ケー プル と 
7 | し て その 将来 が 注目 され 


て いる ミリ 波 低 損失 伝送 
用 円 形 導 波 管 の 研究 は 各 
国 で 盛ん た 行なわ ち わ れ て い 
る が , 写真 は 古河 電工 が 
建設 し た 実験 用 線路 で あ 
る . 左 は 各々 の 管 の 中 を 
見 た 写真 で 上 の ラセン 導 
波 管 は 内 面 に 細い 絶縁 電 
線 を ラセン 状 に 巻い て 作 
っ て ある の で , 穫 状 の 光 
の 干渉 締 が 見 え 下 の 銅 管 
は 高 精度 で ある た め に 光 
の 反射 に よる 同心 環 が 見 
SC as : える . とれ まで の 実験 で 
(上 穫 時 知 百 業 林 記 容 社 ) 高 策 度 の 島 管 は 理論 値 に 
極め て 近い 低 損 失 特 性 が 得 ら れ , また ラセン 導 波 管 は 安定 な 伝送 特性 が 得 ら れる と と が 
確か あら れ て いる . 
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過去 50 年 に わた り フ ァ ン ステ ィ ー ル 社 は 各種 希 小 金属 を 供給 し て 参り まし た 。 ファ ンス ティ ー ル 社 
寺下 学 用 近 材 を と じじ て の ジー ト 、 フォ イル 、 ワ ロワ ロッド 、 ワイ ヤー、 パウ ダー、 キマ バシ ター、 
街 が 日 本 に 内 和 され て 居り ます 。 


人 


に 絡 代理 店 
ESTABLISHED 187! 


a NR 
NN fo “ i 


SR 
NN ) NN “NR < ペ 、 OO, 
へ ~ 
ゲッ ツン プラ ザー スズ ス 商会 
< 


東京 都 港 区 麻布 仲之 町 21 電話 (481) 8 4 6 1~9 
大 阪 市 北 区 老松 町 3 丁目 西天満 ビル 411 号 電話 (36) 8555 


目次 裏 


昭和 8 年 3 月 東京 大 学 工学 部 電気 工学 科 卒 業 
昭和 ヶ 4 月 電気 試験 所 研究 員 
昭和 10 年 7 月 任 通 信 技 師 工 務 局 勤務 
昭和 17 年 12 月 工学 博士 
昭和 18 年 4 月 一 20 年 9 月 早稲 田 大 学 理工 学部 講師 
昭和 19 年 4 月 電波 局 施 設 課 長 i 信 院 ) 
昭和 20 年 9 月 工務 局 調査 課長 ( 遍 信 院 ) 

” ー~22 年 3 月 東京 工業 大 学 講師 
照 和 22 年 3 月 東京 大 学 工学 部 講師 
昭和 24 年 6 月 業務 局 計 画 部 長 (電気 通信 省 ) 
昭和 ヶ 々 12 月 米国 へ 出張 
昭和 26 年 9 月 , 12 月 施設 局 保全 部 長 , 施設 部 長 
昭和 28 年 4 月 理事 , 保全 局長 (日 本 電信 電話 公社 ) 
昭和 30 年 5 月 32 年 5 月 電気 通信 学会 副 会 長 
昭和 31 年 5 月 施設 局長 
昭和 33 年 7 月 電子 技術 審議 会 委員 (科学 技術 庁 ) 
昭和 ヶ 々 10 月 電気 通信 研究 所 長 
昭和 34 年 3 月 発明 奨励 審議 会 委員 (科学 技術 庁 , 

電波 技術 審議 会 答 員 (郵政 省 ) 

昭和 ヶ 8 月 日 本 工業 標準 調査 会 委員 GI 産 省 ) 
昭和 々 11 月 日 本 学術 会 議会 員 (日本 学術 会 識 ) 
昭和 35 年 5 月 技師 長 ( 日 本 電信 電話 公社 ) 


NY 
ee we D . 
昭和 35 年 6 月 電 気 : 人 通信 学会 雑 誌 第 43 券 6 号 69 

4 名 人 推薦 

i に 

羽 層 人 

< ム お — > 

保 硬 ヘ 寺 - 英 計 あ 測 設 

電 、 大 - 吾 な 旨 

次 永 気 示 ) だ 0 

郎 井 通 月 ま を 第 

殿 の 
堪 人 2 日 飼 休 
ee 寺 中" 


推 薦 の 辞 


丹羽 保 次 郎 君 は 三重 県 の 出身 で , 大 正 5 年 東京 帝国 

| 大学 工 科大 学 電気 工学 科 を 卒業 後 た だ ち に 運 信 省 に 奉 
職 , 電気 試験 所 技師 と し て 研究 に 従事 さき され まし た が , 

. 大 正 13 年 6 月 退官 日 本 電気 株 式 会社 に 入社 ,, 爾 来 同 
: 社 幹 部 と し て 経営 に 参画 , 昭和 9 年 1 月 に は 取締 役 に 
選任 され , 廊 後 技術 部 長 , 研究 所 長 , 常務 取締 役 等 に 
歴任 し て 昭和 21 年 1 月 専務 取締 役 に 就 任 , この 間 引 

. き 続 いて 同社 技術 部 門 の 総帥 と し て 技術 研究 に 尽 論 さ 
れ , わが 国電 気 通信 技術 の 発展 た 多大 の 貢献 いた さ 


まじ た し か る に 今 次 大 戦 の 結果 , 昭和 22 年 6 月 
用 進 騙 軍 の 覚書 該当 の 指 達 を 受け て , 日 本 電気 を 退職 さ 


れ ま し じ な た が , 同 23 年 5 月 と は 覚書 該当 を 解除 され , 
| 再び 公 人 と し て 活躍 し 得る に 至り , 同 24 年 東北 金 層 
エ 業 株 式 会 社 社長 お よび 東京 電機 大 学 学長 に , また 同 
有 | 34 年 に は 日 本 科学 技術 情報 セン ター 理事 長 に それ ぞ れ 
| 就任 』 同 35 年 に と は 日 本 学術 会 議会 員 に 選任 され まし 

た . 現在 東京 電機 大 学 学長 , 日 本 科学 技術 情報 セン タ 

ーー 理事 長 , お よび 日 本 学術 会 議 第 5 部 長 と し て 活躍 を 
| 「 続け て 居 ら れる の で あり ます . 


同 君 の 数 々 の 功績 は 技術 研究 に お ける 多数 の 論文 お 


| よび 発明 と し て で 表わさ れ て 居る の で あり まし て , 大 正 
15 年 に は 工学 博士 の 学位 を 得 ら れ , また 諸 多 の 論文 に 

| 」 よっ て 頁 重なる 成果 を 示さ れ ま し た . 数 多く の 発明 の 
」 うち 特に 有名 な る の は 精密 般 磁 率 計 お よび 写真 電送 装 
。 皿 で あ IR ih 


国 工業 標準 の 標準 測定 器 と な っ て お り ま す . 後者 は 世 | 
界 的 の 名 声 を か ち 得 た も の で , 団 内 に 多く 用 いら れ て で て 
いる の み で な く , 海外 に も 輸出 され , わが 国技 術 の 精 間 
華 ゃ 輝 か せ た も の で あり ます . と れ に 対し て は 阿 和 | 
年 電気 学会 浅野 博士 奨学 祝 金 , 昭和 8 年 帝国 発明 1 
恩賜 記念 賞 , 昭和 12 年 帝国 学士 院 選 賜 賞 を 受け | 
た 外 , 新聞 社 等 より , 数 多く の 感謝 状 を 受け られ 
た . その他 に も 数 々 の 賞状 お よび 感謝 状 を 得 ら 4 
が 国電 気 通信 技術 に 寄与 され た 功績 が ま と ど に 大 きい 
と と が 明らか と な され た の で あり ます が , 和 15 年 
悪 4 等 到 光 吉日 意 77 同 17 年 林 学 会 功 柄 革 敵 50 て 
いま す . "Cl 

また 同 君 は 東京 電機 大 学 学長 と し て 幾多 後進 
薫 育た 当ら れる と 共に , 学界 に 対し て も 絶 お ぎ 
を 広い 範囲 と わた っ て 続け て お られ る の で あぁ 
て , 昭和 17 年 本 学会 会 長 , 同 18 年 電波 協会 会 長 
同 25 年 電気 学会 会 長 , 同 30 年 テレ ビジ ョ ン 9 
長 , 同 31 年 日 本 音響 学会 会 長 等 電気 お よび 電 . 
関係 諸 学会 の 会 長 に 就任 それぞれ 貢献 する と 
大 で あり まし な た. さら に 昭和 32- 年 に は 米国 無 
の 一 会 長 に 選ば れ , 国際 親善 に も 尽力 され まし 
た , その 他 日 本 工業 標準 調査 会 , 電波 技術 審議 : 
波 監 理 審 議会 , 工業 技術 協議 会 , 電子 工業 審議 
RA 
て お られ る の で あり ます -. 

と の よう に 同 君 の 極め て 広い , 技術 な お よび 技 4 
並び に 教育 等 の 面 に お ける 数 々 の 貢献 が , < 
の 向 生 と いた し た 功績 は 認め られ て , 昭和 34 年 虚 
論 章 お よび 文化 勲章 を 授与 され , 文化 功労 者 に 指定 き 
れ た の で あり ます が , 同 君 が 40 年 以上 た わ : 
わが 周 電気 通信 技術 の 進展 に つく され た 功績 
に 絶大 な る る の で あり ます . 

本 会 役員 会 は 以上 の 業績 が 同 君 を 名 准 員 
に 最も 祈 切 で ある と と を 認め , 全会 一 致し 
幸い に 君 の 快諾 を 得 た 次 第 で あみ あります. 
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昭和 35 年 6 月 電 気 通 


学会 な らち びに 業界 に 尽 さ れ た 功績 は ま と と に 頭 著 な る 
の が あり ます . 同 君 は 単に 基礎 研究 だ け で な くそ の 実 
用 化 に も 強い 関心 を 持た れ , た と えば 強 誘電 体 の 分 野 
で は その 実用 化 委員 会 を 組織 し て 委員 長 と な り 約 10 
年 間 に わ た り そ の 応用 開発 に 尽力 され , わが 国 の 其 界 
の 向上 に 寄与 され た 功績 も , また 大 な る る の が あり ま 
ds 

教育 方 面 に お いて は 工業 教育 協会 , 大 学 電気 教官 協 
会 の 発展 と わが 園 工業 教育 の 改善 に 努力 を 払わ れ , 
また いち 早く 京都 大 学 に 電子 工学 科 を 創設 され る な ど 
幾多 の 業績 を 残さ れ て お り ま す が , 同 大 学 を 定年 退職 
後 も 同志社 大 学 教授 と し て 電子 工学 教育 の 進 民 に 貢献 
(お らち 杖 ま る 

同 君 は 電気 通信 学会 の 役員 を 歴任 せら れ , 学会 活動 
を 通じ て 本 会 の 発展 に 尽く され まし た が , 京都 大 学 定 
年 退官 後日 本 放送 協会 の 経営 奏 員 に 任 ぜ られ , 放送 技 
術 の 改善 , 放送 事業 の 発展 な ら び に 電気 通信 界 の 隆 感 
に 尽く され た 功績 も る また まこ と と に 大 きい も の が あり ま 
i 

以上 は 同 君 が わが 国 に お ける 電子 お よび 通信 方 面 の 
学会 な ら び に 業界 に 貢献 され た 業績 の 大 要 で あり ます 
が その 功績 は 誠に 大 きく 本 会 功績 賞 を 贈呈 する に 最 
る ふさわしい 方 で あぁ る と 信じ ます . 


石川 武 二 君 は 昭和 5 年 東北 帝国 大 学 を 卒業 の 後 , た 
だ ち に 逝 信 省 に 入ら れ , 最初 主として 伝送 関係 の 仕事 
に 従事 され まし た . 

すなわち 昭和 7 年 運 信 省 工務 局 に あっ て , 上 多 の 困 
難 を 克服 し て 朝鮮 海峡 を は し じ め 長 崎 一 五島 間 等 の 海底 
電信 ケー ブル の 搬送 化 た 成功 され まし た . つい で 音声 
周波 多重 電信 装置 の 実用 化 を 担当 し て , 昭和 11 年 そ 
の 国産 化 や そる も た らし 今日 の あざ まし い 発 達 の 基盤 を 確 
が され ま ら た. 

昭和 13 年 信 省 電気 試験 所 に 転 ぜ られ て , 負 帰 枯 
増幅 器 の 研究 を 進め て , 長 距離 無 装荷 ケー ブル 伝送 の 
発展 に 寄与 する と と も る に," 無線 印刷 電信 , 無 誤 字 伝送 
等 に つい て も 先 ベ ん を つけ られ 慈 多 の 成果 を 収め られ 
ミミ a VP 

戦後 は 電気 通信 省 , 電気 通信 研究 所 た あっ て いち 早 
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く 電 信 事業 の 合理 化 は , 電報 中 継 の 機械 化 E あ る と と 
に 着目 され て , 綿密 周到 な 計画 と 適切 な 指導 と に よっ 
て , 実用 化 研 究 を 進め られ , 外国 に 先んじ て , 全 自 動 
式 の 実施 を も た らし まし た . 

こと これ は 電信 事業 の 合理 化 に 大 きく 寄与 する ば か り で 
な く , 国産 技術 に と よる オー トメ ーション の さき が け を 
な す も の と し て , 特筆 さる べき 業績 で あり ます . 

昭和 26 年 電気 通信 研究 所 方 式 実用 化 部 長 , 昭和 
28 年 日 本 電信 電話 公社 , 電気 通信 研究 所 長 の 要職 と つ 
か れ , その すぐ れ た 指導 力 を も っ て クロ スパ バー 自動 交 
換 方 式 の 国産 化 , 半導体 部 品 の 開発 と その 通信 方 式 へ 
の 利用 , 6000 Mc, 11000 Mc ミリ 流通 信 見 通し 外伝 
ば ん 等 新 周波 数 帯 の 開拓 を 推進 され る と 共に , 関連 部 
門 の 基礎 研究 の 強化 に 共 め られ まし た . 昭和 28 年 日 
本 電信 電話 公社 理事 , 昭和 33 年 9 月 日 本 電信 電話 公 
社 技師 長 に 就任 せら れ , 同社 の 技術 最高 責任 者 と し て 
わが 国 の 電信 電話 サー ビス の 飛 忠 的 な 向上 を る た ら さ 
ん と し て いる 第 二 次 電 信 電 話 設備 拡充 5 か 年 計画 の 遂 
行 に 不可 欠 な 新 技術 の 導入 方 針 を 決定 され まじ た すす 
な わ ち 前 任 の 電気 通信 研究 所 長 時 代 に , すでに 実用 化 
を 促進 され た 国産 クロ スパ バー 交換 機 , 見 通し 外 通 信 方 
式 , 12 Mc 同軸 方 式 等 新 技術 の 商用 化 の 見 通し を つけ 
られ , と これ ら 新 技術 の 積極 的 な 導入 を 図ら れ ま し 72: 
さら に また 引き 続き 行なわ れる 将来 の 拡充 計画 に 対処 
し て る も , 最新 技術 を 駆使 すべ く , その 実用 化 体制 を る 


強化 する 等 , わが 国電 気 通信 技術 の 進展 た 大 きく 寄与 


さ 記 交替 り 堂 

さら に 同 君 は 昭和 11 年 か ら 早 笑 田 大 学 理工 学部 講 
帥 , 昭和 21 年 か ら 東 京 工業 大 学 講師 と し て 後進 技術 7 
者 の 訓練 指導 に 当たら れ , また 昭和 32 年 か ら 2 回 
わた っ て , 日 本 学術 会 議会 員 に 当選 され , 本 会 議 を 通 
じ し て 科学 技術 の 振興 に 尽力 され て いま す -. 

な お 当 電 気 通信 学会 と は, 技術 委員 会 委員 長 , 副 会 7 7 
長 を 歴任 され , 昭和 33 年 に は 本 学会 会 長 と し て 学会 I 只 | 
の 発展 に も 尽く され て お り ま す . . 5 

と と に 述べ まし た 事柄 は , 同 君 が 電 気 通信 技術 の 進 
展 に 尽くさ れ ま し た 功績 の 大 要 で あり まし て , その 功績 
は 極め て 顕著 で あり, 同 君 こそ 本 会 功績 賞 を 贈る に 最 
る ふさ わし い 人 で ある と 信じ ます . 
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672 論 文 


贈 呈 


論 文 連 


贈 時 (第 16 回 ) 信 料 特 4690 


昭和 34 年 度 の 論文 賞 は 本 会 選奨 規程 に より 33 年 10 月 より 34 年 9 月 まで に 新た に 発表 され た 電気 通信 お 
よび 電子 応用 に 関す る 論文 の うち より 下記 の 3 編 が 選定 され , 第 34 回 通常 総会 の 席 上 で 賞状 , 賞 由 お ょ び 賞 金 の 


虹 星 が 行なわ れ た . 
周波 数 変調 波高 感度 受信 方 式 
森田 正典 君 ・ 伊 東 祐 弥 君 
(本 会 誌 34 年 8 月 号 掲載 ) 


a 


森田 正 典 君 伊東 祐 弥 君 

本 論文 は 周波 数 変調 方 式 の 受信 可能 な 最小 電力 ・ い 
わ ゆ る スレ シホ ルド ・ レ ベル を 改善 する 新 方 式 を 提示 
性 その 実験 結果 を も あわ せ 述 べた も の で ある . 周波 
数 変調 方 式 に おい て, この よう な 改善 が 可能 で ある と 
と 和 特に SSB 方 式 等 と 比 し て は る か に 簡単 な 回 路 構 
形 を る っ て その 実現 が 可能 で ある こと を 明らか に し た 
と と は , 多く の 特長 を も つ 周 波数 変調 通信 方 式 に 新た 
な 分 野 を 義 く る の で あぁ っ て , 無線 通信 方 式 と し て 全く 
画 期 的 な こと と 言う こと が で きる . 見 通し 外伝 ば ん に 


庄 2 マ イク ワ ゥ 流通 信 ・ 無 給電 反射 板 を 用 いた マイ クロ 


波 通 信 ・ あ る い は 人 工 衛星 を 用 いた 通信 方 式 等 を の 利 
用 範囲 は すこ ぶる 広く , 単に わが 国 に お いて の みな ら 
看 座 世界 の 無線 通信 界 に 竹 益 する 所 は 極め て 大 きい 
も の と 思わ れる . 


ペラ メト ロン を 用 いた 試作 半 電 子 交換 機 
窒 安 療 市 君 ・ 池 野 信 一 君 ・ 勝 滞 進 君 
福岡 武治 君 ・ 花 輪 六 四 郎 君 

(本 会 誌 34 年 3 月 号 掲 載 ) 

本 論 度 は パラ メト ロン を 制御 素子 と し , クロ スバ ー 
イッ チ を 通話 路 に 用 いた 半 電 子 交換 機 の 設計 試作 の 
経過 を 述べ , さら に 1 年 間 に わ た る 実用 試験 結果 を も 
加 若 て 検討 し た も の で ある . パラ メト ロン 素子 を 電話 
変換 機 に 初め て 適用 し , な お 使用 部 品 ・ 信 過 変 換 器 ・ 
その 他 の 回 路 構 成 等 に お いて も 設計 上 ある い は 製造 技 
術 下 数 多く の 独創 的 考案 を 加え つく ゝ , と の 種 の 交換 機 
の 技術 的 可能 性 を た し か め る と と も に , 高い 信頼 性 を 
期待 得る こと を 明らか に し て いる . 

今後 の 発展 を 期待 され て いる 電子 交換 方 式 に 対し , 


詳 庫 靖 パ ラメ トゥ ョ ン 応 用 の 基 磁 を さき づい た も の で あっ て , 実 


用 機 べ の 開発 促進 に 殴 す る と と ろ は 極め て 大 な る も の 


1 
福岡 式 治 君 花 内 地 四郎 君 


と 思わ れる . 


反射 板 に よる 第 2 種 無給 電 中 継 に つい て 
副島 光 積 君 
(本 会 誌 34 年 5 月 号 掲載 ) 
: 本 論文 は , 金 属 反 射 板 を 2 枚 , 
お 互い の フレ ネル 領域 に 組み 合 
わせ て 無給 電 中 継 を 行なう 場合 
の スパン 損失 を , 著者 独特 の 観 
品 か ら 解 析 し , その 結果 マイ ク 
" 液 回 線 の 設計 を 従来 より 一 層 
厳密 に 行なう と と を 可能 た に し た 
副島 光 積 巡 も の で ある . 反射 板 に よる 第 2 
種 無給 電 中 継 の 問題 が , いわ ゆる “ビー ム 給電” の 特 
別 な 場合 に 帰着 し 得る と する 点 が 著者 の 独創 的 な 着想 
で , この よう に フレ ネル 領域 に お ける 受 波 の 理論 を 適 
用 し て 計算 し た 結果 を , 別に 2 板 反 射 板 の 散 乱 電 磁界 
を 計算 し , 従来 の フラ ウン ホー フェ ル 領 域 に お ける 受 
波 の 理論 より 求め た 結果 と 比較 検討 し て いる . 後者 の 
方 法 に より , R.F. 了 HH. Yang は 米国 に お いて 同様 の 計 
算 結果 を 発表 し た が , 著者 の 方 が お よそ 半年 ほど 先 ん 
て で て いる, 
以上 の よう に 本 論文 は 第 2 種 無給 電 中 継 の 問題 を フ 
レネ ル 領 域 に な お ける 電波 送受 信 の 理論 に より 解明 し , 
アァ アンテナ 理論 の 開発 と と も に , マイ クロ 通 信 の た め に 
寄与 する と と ころ が 極 め て 大 きい と 選 わ れる . 
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岡部 記念 研究 奨励 金 贈 皇 (第 2 回 ) 次 料 番 号 4691 


本 奨励 金 は 元 大 阪 大 学 教授 岡部 金 治郎 博士 の 停 年 退官 記念 事業 と し て 軌 和 33 年 度 か ら 実 施さ れ た も の で ,34 年 
朗 (第 2 回) は 選 半 奏 員 会 で 審査 の 結果 下記 の 2 君 に 贈 量 され た ・ 


猪 瀬 博 君 

(東京 大 学 工学 部 電子 工学 科 助 教授 ) 

同 君 は 昭和 23 年 3 月 東京 大 学 

第 三 工学 部 を 卒業 後 , 大 学院 特別 

研究 生 , 生産 技術 研究 所 研究 員 , 

昭和 29 年 に は 東京 芝浦 電気 株 式 

会 社 に 入社 し た が , 同 30 年 に 東 

大 に 戻り , 31 年 に 助教 授 と な っ て 
工学 部 に 勤務 し て いる 

昭和 30 年 に は 全 電 子 管 式 擬似 一 猪 


瀬 博 君 
トラ ヒッ ク 装 置 の 研究 に と より 工学 博士 の 学位 が 授与 


れる と 同時 に , 電気 学会 より 論文 賞 受 営 , また 定位 型 
交換 線 群 所 似 電子 装置 に 対し て 電気 通信 学会 論文 賞 が 
授与 され た . さら に 胎 和 31 年 か ら 約 2 年 間 ペ ン シ ル 
パニ キャ ヤ 大学 お よび ベル 電話 研究 所 た お いて 電子 交換 方 
式 の 研究 に 従事 し て 成果 を あげ られ た . 

同 君 の 研究 は 多 方 面 に た わた っ て いる が , 初期 に は 分 
布 結 合 回 路 の 帯域 ろ 波 特 性 , 表面 波線 路 の 特性 た に つい 
て 研究 を 行なっ た が , つい で 同 君 の 独創 的 研究 で ある 
電子 管 式 擬似 トラ ヒッ ク 装 置 の 研究 を 完成 し , 広く 内 
外 の 賞 さ ん を 拍 し て いる . つい で と どれ を 応用 し て 電子 
交換 方 式 の 研究 を 発展 し , また 米国 留学 中 る 貴重 な 成 
果 を あぁ あげ て 来 た . 

また 一 時 , 観測 ロケ ッ ト の 研究 に も 従事 し , トラ ン 
ジ ズ スタ 化し た 簡易 時 分 割 テ レ メ ー タ 送受 信 装 置 を 開発 
rR 

最近 は ディ ジタル 通信 方 式 た 関す る 研究 に 従事 し , 
電力 用 通信 回 線 の 上 品質 向上 に 寄与 し , 現在 は デル タ 変 
調 と その 符号 化 伝送 方 式 へ の 応用 に 研究 の 重点 を 置い 
て いる . その 目的 と する と ころ は 変調 部 , 復調 部 を 簡 
易 化 し て 新しい 符 過 伝送 方 式 を 確立 し よう と する も の 
で ある. 

以上 の 研究 経過 を 考慮 し て , 同 君 は 現在 まで に 独創 
的 な 研究 を いく つか 成 し と げ て お り , 将来 の 発展 る 同 
7 様 に 期待 され る の で , と ゝ に 岡部 記念 研究 奨励 金 を 贈 
」 時 する と と に な っ た 次 第 で ある . 


馬主 半生 
(東京 大 学生 産 技術 研究 所 助 才 授 ) 


M7 同 君 は 昭和 22 年 9 月 東京 大 学 
第 二 工 学部 を 卒業 後 , 大 学院 特別 
研究 生 , 助手 を 経て , 昭和 31 年 
i 


所 に 勤務 し て いる . 昭和 30 年 に 

*N ろ 波 器 お よび ろ 波 器用 共振 子 

: に 関す る 研究 に より 工学 博士 の 学 
尾上 守 夫 君 位 が 授与 され , 同年 ) FS 用水 
唱 発 振 器 に 対し て 電気 通信 学会 より 稲 田 記 念 学術 奨励 
金 を 受け た . また , 昭和 31 年 より 約 2 か 年 米国 コロ 


ン ビ アア 大学 に 留学 し て 研究 成果 を 挙げ られ な だ . 

同 君 の 初期 の 研究 は 本 会 誌 に 多数 発表 され で お る は 
うに , 水晶 ろ 波 器 に 重点 が 置か れ , 分 割 電極 振動 子 ) 
屈曲 振動 振動 子 の 等 価 回 路 の 決定 , 振動 子 の 容量 比 の 
ろ 波 器 に 及ぼ す 影 響 , 等 未 解 決 の 問題 を 明らか に に し, 
さら に 等 価 定数 の 精密 測定 法 を 考案 する な ど , わが国 
に お ける 水晶 ろ 波 器 の 実用 化 に 功績 が あっ な だ . 

また , 米国 コロ ロン ビア 大 学 留学 中 に は 水 唱 振動 子 の 
振動 理論 を 完成 し , 新た な 振動 姿態 を 発見 する な ど , 
独創 的 研究 を 行なう と 同時 に , と これら の 研究 に 必要 で 
ある ベッ セル 関数 か ら 誘 導 さ れ た 新関 数 を 考案 し 水尾 
上 関数 と 称 さ れ て いる が ) その 公式 と ぼう ぅ 大 な 数 表 を 
まとめ て コロ ン ビ ャ 大 学 か ら 出 版 し , 弾性 振 部 の みな 
ら ず 電磁 波 の 解析 に 貴 重 な 便宜 を 与 を て いる 

現在 は 各 共 振子 に 電気 的 端子 を 設け 得る 電気 機械 ろ 
波 器 の 研究 を 行なっ て いる が , その 目的 は 従来 の 電気 
機械 ろ 波 器 の 欠点 で ある 等 価 定数 を 組立 て た 状態 で 知 


る と と が で き な い と と , また 共振 周波 数 の 調整 が 困難 
と これら を 解決 で きる 新しい 7 


で ある と と な ど が ある が , 
形式 の 電気 機械 ろ 波 器 を 発展 中 で ある . また フェ ライ 
ト を 使用 し た 新しい 遅延 回 路 , 弾性 定 在 波 測定 器 等 も 
考案 し て いる : さら に 以上 の 研究 を 通し て 特許 数 件 を 
持っ て いる . 上 述 の 研究 経過 を 考慮 し て , 同 君 の 現在 
まで の 成果 と 将来 の 発展 を 予想 し て と ゝ に 岡部 記念 研 
究 奨 励 金 を 贈呈 する と と と な っ だ 次 第 で ある . 
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私 は この た び が , 会 員 の 皆様 の 御 推 演 に より まし て , 
伝統 の あぁ みり ます 電気 通信 学会 の 会 長 に 就任 いた し まし 
た 電気 通信 学会 は 長い 歴史 を 持っ て お り ま す が , 私 
は 今後 どる こと の 学会 の 発展 を 通じ て , 日 本 の 電気 通信 


| 事業 あるいは 電気 通信 技術 の 進歩 に で きる だ け 貢 献 


た じたい と 存する 次 第 で あり ます . 恒例 に より まし 


UDC 061.2 : 621.39(520) 


ささ つ ? 


135 万 の 加入 電話 を 増す とこ と に いた し まし て , 経費 と 
し て は 4,100 億 円 を 注 き 込む 予定 に な っ て お り ま し 
た . と と ろ が 最近 の 電話 の 新規 箇 要 は , 最初 予定 し て 
お り ま し た より る も 非常 に 多い の で , 結局 この 計画 の ま 
まで 進ん で ゆき ます と , 第 2 次 5 か 年 計画 を 始め る 前 
に 比べ て , 5 か 年 計画 が すん だ あぁ と で は , か ね っ で 電 


話 の 積 靖 が ふえ る と いう と と に な っ て 参り まし た .。 し 


で うそ られ まし た 約 20 分 の 時 間 で 若干 電気 通信 事業 
3 た が っ て と れ を 改訂 し , 35 年 に 40 万 , 36 年 に 43 


放 る ろ る ろ い は 生 気 通信 技術 の 問題 に つき まし て 平素 才 


詳 請 た で 3 おり ます こと と を 申し 述べ た いと 思い ます -. 万 , 37 年 に 46 万 。 すなわち 第 2 次 5 か 年 計画 の 期 
長生 ) 戸 柄 を 整理 し て お り ま し た ら , 電気 通信 学会 問 の 中 で 180 万 の 加入 電話 の 増設 を 行ない , 経費 を 6 
Et の 昭和 22 年 12 月 に 発行 し た 創立 30 周年 記念 号 が 。 割増 の 6,120 億 円 と する 案 が で きま し た . 改訂 初 年 度 


の 予算 は , 現在 35 年 度 予算 と し て すでに 成立 し て お 
る 次 第 で あり ます . それ か ら ま た 放送 等 を 見 まし て も 
全国 の 家庭 に 対し て , 約 85 必 以上 の 普及 率 を 示し て 
お り ま す 。 さ ら に テレ ビ に お きま し て も , 近 ぐ 3400 万 
ぐら い の 数 に な る と 推定 し て お り ま す -. 

と の よう に し て 事業 が 進歩 し て 参り ます と , また こと 
' に ‘し. 東北 大 学 の 抜 山 平 一 先生 , それ か ら “電気 通信 れ に 伴う 技術 が 非常 世 宣 要 に な っ て 参り ます が , われ 
“ Sc 施設 の 復 典 について” と 題し まし て 私 が 埋 い て お り ま われ が 新しい 技術 を 作り 上 げ て いく 場合 に , いろ いろ 

3 考え な けれ ば ぱ ば ならない 問題 が 出 て 参り まし た . よく 日 

本 で は いわ ゆる 独創 的 な 研究 が な いと いわ れる の で あみ 

り ま す が , と れ は 必ず し も そう で は な い の で あり まし 
て , た と えば 今日 お 見 え に な っ て お り ま す 人 木 洗 生 が 
お や り に な り ま し た 人 和信 木 ア テン テ ナ で ある と か , ある い 
は マグ ネト ロン で ある と か , フェ ライ ト で ある と か , 
また パラ メト ロワ ロン, エサ キダ グイ オー ド と いっ た も の が 
最近 発明 され て きま し た . と の パラ メト ロン, エサ キ 
ダイ オー ド は 最近 の も の で あり ます が , と の よう に 日 
本 と し て は , いわ ゆる アイ デア が いま まで 出 な いと 思 
われ た の で あぁ あります が , 実は そう で は な く て , と の アテ 

イデ ア の 活用 が 十分 で な いと いう と と が わか っ て きだ 

の で あり ます . 

私 は , こと で 最近 の 電気 通信 研究 所 の 例 タ ー こ とれ は 
ほか の 場所 に も いろ いろ 例 が ある の で あり ます が 一 引 
用 し ます と , まず 第 1 に 独創 的 実用 化 へ の 着実 な 努力 
等 に 関し て 著しい 研究 の 例 , それ か ら 独 創 的 基礎 研究 
の 例 が あぁ げ ら れ ま す . 独創 的 実用 化 研 究 の 例 と し て は 
表 1 に 見 られ ます と お り , 4 喘 電 話 機 , 新 形 電 話 機 , 
電信 中 継 機械 化 。 クロ スパ バー の ワイ ャ スプ リン グ 継 電 
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放 中 て り まし た ・ 軌 和 22 年 と いい ます と , ちょ うど 
有松 戦 の つぎ の つぎ の 年 で あぁ ありま し て , まだ 日 本 の 復興 
5 結 に つい て お ら ず , 食糧 事情 も わるく, 記念 号 の 紙 
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表 1 独創 性 , 実用 化 へ の 着実 な 努力 等 に 関し て 
者 し い 研究 の 例 (電気 通信 研究 所 ) 4 空中 線 | a 円 形 分 波 器 を 実 | a 小形 化 葉 城 の 分 波 器 で 
— だ 系 用 化し た . 広く 用 いら れ 外 国 特 許 を 
目 | 研究 の 内 容 ある い は 及ば す と 期 則 ミ れ b 円 偏 波 空 中 線 を | 大 け た . i 
実用 化 じ た b , 北 3 
・ #4 a 相互 hina a 電気 音 的 変換 能率 絶対 c Space diversity 0 a 
電話 機 の 年 に 発明 し tm a か (位相 調整 式 ) を | が 容易 に な っ た : 
b 1949 年 頃 の 日 本 | 実用 標準 器 を 各 電話 機 製 拉 0 0 
の 製造 技術 水準 を | 造 会 社 に 配っ た . が な く な っ た . 
考慮 し て , 材料 , | b 音質 性 能 が 格段 と よく さ 
部 品 の 仕様 書 内 容 | な り 均 一 , 安定 な 製品 が 5.3 パラ メ |a 室温 で 動作 し 雑 | a 900Mc (見 通し 外 通 
を 規定 し 量産 に 適 | 得 ち あれ た . 通話 品質 に 共 トリ ッ ク | 音 の 極め て 少な い | 信 う 6Gc1,800 eh 方 式 ) 
する 本 格 的 設計 を | 礎 を お いた 電話 綱 の 構成 増幅 器 | 長寿 命 の 高周波 増 | 11 Gc て ( 短 皿 離 通信 ) 用 
行なっ た . が 可能 と な っ た . 幅 喘 が つく れる 見 | 等 に 有望 . 
込 が 出 で き た 
新 形 |a 日 本 語 に つい て | a _AEN に 基礎 を お いて 
電話 機 | の 通話 品質 の 研究 | 電話 機 の 設計 条件 設定 が 
が 進ん だ . で きた . 表 2 独創 的 基礎 研究 の 例 (電気 通信 研究 所 の 例 ) 
b 材料 と 製造 技術 | b AEN で 約 10dB の 
の 進歩 に 応じ て 高 | 性能 が 向上 し た 他 ア ャ セン 環 同 容 学術 上 の 意義 
級 で か つ 経 済 的 な | プリ は , 無 調整 で すみ 工 1. 超 高 速 並列 加算 の 桁 上 げ 伝 | 繰返し 周波 数 を 高 あ る と と 
設計 を 適用 し た . 数 ・ 材 料 費 は 下がっ た . 論理 演算 | ぽん 機能 を 刻 時 ペル | な く 演 算 速 度 を 飛躍 的 に 座 
. 電信 中 | a 方 式 は 新しい も | a 1936 年 頃 に は 全国 の 回 路 | ス に より 1step で , | め う る . 使用 する 素子 に 
継 機械 化 の で は な い 国 産 | 改 式 を 終わ る . 遂行 し うる よう に し | は 特別 の も の を 必要 と じ な 
技術 の み で 世界 に た . 高速 析 移 動 検出 | い 、 
さき が け 1953 年 に 回 路 を つく っ た . 
全 自動 中 継 方 式 を (1960: 各 ). 
和典 現 後 た 。、 2. プラ ズ | ダブ ルプ ラズ マジ = ェ | 純粋 な 不 活発 性 気体 の 中 で 
ク r ス |a 日 本 の 材料 製造 | a 極め あて 優秀 な 結果 を 得 マジ ェ ッ | ッ ト を 1958 年 に 創 | 材料 の 処理 が で きる _ 
バー 用 | 設備 だ け で と の 継 | て クロ スペ バー 方 式 実 施 の } 二 で た 目下 金属 の を ラミ ッ ク 和 被 笠 
イヤ スプ | 電器 を 実用 化し た | 基礎 を か た め た . (完全 に 気 応 で その 上 可 控 ; 
リン グ ダ 継 | G1957 年 ). b 機構 部 品 の 実用 化 量 産 性 が ある こと 六 理 交 Gi 内 科 和 
電器 |b 約 400 の 因子 の | 仕様 書 決定 検査 方 式 決定 想 志 られ る). 耐 圭 材 料 の 加 
主 効 果 や それ ら の | に つき 責 重 な る 経験 を え 工 等 応用 方 面 も 合 め 基礎 的 
相互 作用 に つき 系 | た 。. ド 記 0 
統 的 な 調査 研究 を 1955 年 頃 10-!' mm | 理論 的 に 予測 圭 ち られ て いた 
実験 計画 法 に も と 空 下 に お |Hg に も 及ぶ 高 真空 | こと を 実験 的 に 証明 じ た わ 
づき 実施 し た -. ける 半 導 | 技術 を 開発 し た が と | け で ある が , 半導体 表面 の 
導 Cs a 体 の 表面 | の 真空 下 で 最近 極 低 | 劣化 機構 た つっき 解明 が され 
論 の 研究 | 研究 b ク r ス ペー 方 式 設計 特 SR 
b XB リン タク 方 式 | に スイ ッ チ の 節約 に 役 立 を 発見 し た . 
の 研究 っ で いる :』 超 音 波 に よる 圧電 出 | 分 極 反転 特性 の 広範 な 研究 | 
c 待 時 式 の トラ フ |c 共通 制御 の 交換 妨 式 体 力 を 利用 する 分 極 の | に 利用 され る と 共に 記憶 読 7 
ィ ッ ク 計算 SR 直接 測定 法 を 発見 し | 取法 へ の 応用 の 途 を ひら い 「 
5 jg 波 | a 、 日 本 独特 の 設計 | a 4000Me 波 方 式 の i 
5.1 TWT | 法 に も と つき 平均 | 2 准 を か た め た 。 En し | 将来 は 未知 . 
FR b 4,000Mc, 6,000 Mc 3 
用 TWT が 永久 磁石 化 
され 中 継 所 全体 の 小形 化 
や 保守 の 簡易 化 に 役立っ 
た 
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蝶 , ト ラ ヒ ッ ク 理 論 , マ イク ロウ ェ ー ブ 関係 で は TWT 
すなわち , トラ ベリ ング ウェ ー ブ , チュ ー ブ , 空中 線 
系 パラ メト ロン 増幅 器 な ど が すでに 生ま れ て いる わ 
け で あり ます -. 
独創 的 基礎 研究 と し て は , 表 2 に 見 られ ます と お り 
超 高 速 論理 演算 回 路 , プラ ズ マ ジェ ッ ト , 超 高 真空 下 
に お ける 半導体 の 表面 現像 , 強 誘電 体 , シリ コン , 導 
電 性 樹脂 , 水晶 板 な どの 例 が あぁ る の で あり ます -. 
電気 通信 研究 所 と いう ひと つの 例 を 見 まし て も , こと 
主 の よう ぅ に, いろ いろ 実用 化 が 進ん で いる の で あり ます 
カカ 区 その ほか の 例 と いた し まし て 一 , 二 引 いて み ま す 
と た と えば 日 本 電気 の 森田 氏 の 発明 し た 周波 数 変調 
議 語 に 対す る 改善 で ある と か , ネフ ェ ラ イト の よう な 新 し 
|] で 材料 の 問題 , ある い は トラ ンジ スタ の 量産 に 適する 
放 形 と し で の > ササ + 形 な どい ろ い ろ あ り ま す . 
議 」 この よう に し て , いろ いろ 独創 的 な も の が 生ま れ か 
8 主 か ろう で いま すか が , と これ を も の に し て いく こと と が 非常 に 
放 大 事 で ある と いう と と を お 話し し た いと 思い ます . た 
人 


陸 の ます と うい っ た いろ ん な も る の を , われ われ が 
Ces mcr 
放す と ここ に は いろ いろ な 問題 が 起こ と っ て 参り ます -. 
放 た と だ は 研究 所 の 小さ な スケ ー ル で や っ た 場合 に は う 
記 まく < い < しかしながら と れ を 量産 化し て , 実際 製品 
還 暫 で つる 場合 に は , な か な か そう 簡単 に は いか な 
8 叶 の 民 れい に し まして. 


いい の Tc COWU く 
ね て く る 基礎 研究 を どう いう ふう に 実用 化 まで も 
eerie 表 1 に あげ まし 
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究 の 効率 を 高め まし て , 
国産 化 運動 と いう も の と 違っ た , すなわち 外国 技術 と 
日 本 技術 を 相互 に 交流 す る 状態 に まで 高め あて いく と い 
うと と を , われ われ の 目標 と し た い の で あり ます . そ 
うい っ た 場合 に と われ われ は 現在 何 を し て いか な けれ ば 
な ら な いか と いう と と を , 十分 反省 し て いき た い の で 
あり ます . その た め に は , その 反省 が 十分 で あり ませ 


ん と , せっ か く 実 用 化 研究 を 通じ て 新しい 技術 を 生み 


出 そ う と する と と に 対し まし て , また 再び 昔 の 入 木 ア 


ン テ ナ な り , あろ い は フ デ ライ トド な どの ま よら に に, 外国 前 


の ほう で 日 本 より 早く 技術 を 生み だ じ て し まい ます 
ァ アイ デア は 出し た けれ ども , 日 本 で は 技術 が いっ と う 
育た な いと いう 較 を 踏ま な いよ うと する に は どう し た 
ら よ いか と いう と と を , と こ ど で 考え な けれ ば な ら な い 
の で あります. それ と 同時 に われ われ は こと の 基礎 研究 
に よっ て いろ ん な アイ ィ イデ アテ を 出す 場合 じ に 』 や は り 全 体 
的 に 。 は な や か な テー マ は に, 研究 な りあ ぁ あるいは 研究 者 
が 殺到 する と いう 幣 害 を 改め ね ば な り ま せん 。・ た こと を 
ば 例 と し て 時 々 引用 され ます が , パラ メト ロン 増幅 器 
に つき まし て る も, いま まで は そん な こと と は 起 で り 得 な 
い だ ろ うと 思わ れ て いた の で あぁ り ま す が , それ が あろ 
偶然 の 機会 に 見 出さ れ た の で あぁ り ま す ." どれ は 懲 石 と 
いう すっ か り 忘 れ ら れ た 研究 の 項目 を 選ん だ た め に 生 
れ 出 た の で あっ て , は な や か な テー マ か ら は で な か っ 


た の で あぁ あります. 以上 の 点 か ら 考 えま し て 。 今後 電気 | 


通信 技術 を 発展 させ る た め は に , 日 本 で 生ま れ た アイ デ 
アァ を 実用 化 ま で も ち き た し , 技術 とし て 完成 させ る と 
いう と と に 対し この 学会 お よび 学会 の 会 員 各 位 に 一 役 
買っ て いた だ きた い 、 本 学会 は 電気 通信 に 関す る わが 
国 で 最も 権威 ある 学会 で あり , し か も 約 一 万 人 の 会 員 
を ゃ よう し て いま す . わが 国 の 電気 通信 技術 が 振興 する 
か し な いか は , ひと え に こ と の 学会 の 会 員 各 位 の 肩 じ か 
か っ て いる わけ で あり ます 、 そ れ に は 会 員 の 皆様 の 十 
分 な る 御 援 助 , 御 協力 が 必要 で ある と 思う の で あぁ ありま 
すす 

以上 を ゃ も っ て 会 長 就 任 の 御 あ いさ つと いた し ます . 


日 本 の 技術 を ゃ 一 過去 の 技術 
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(外務 省 経済 協力 部 ) 


た だ いま 御 紹 介 に あずかり ま し た 外務 省 経 済 協力 部 
の 古庄 で ど ざ いま す . 私 は 実は 電気 通信 学会 の 会 員 で 
ざい まし て で て , きょう は 外務 省 と し て の 立場 で 言い ま 
す よ り は , むし ろ 技 術 協力 の 仕事 を し て いる 会 員 と し 
で お 話 を させ で いた だ きた い ど 思い ます : 

技術 協力 と いう と と は 経済 上 の 現実 的 な 問題 を 云々 
する の で , 皆様 方 学会 の 方 に は , あま り 御 興味 が わか 
な いか も る 知れ ませ ん が 件 許し ね が いま す . 昭和 24 年 
どろ , 私 が 経済 安定 本 部 に お り ま し た と き に 技術 協力 
の 問題 に 関係 し て 早 や 10 年 に と なり ま す が , 元 来 技術 
協力 の 実務 ば か り を し て お り ま し た の で , 実務 的 な 考 
た で 終始 じ て お ゼ り ます 。 し か いじ 10 年 に も な る と よ 
a 理論 的 な 勉 強 も し た いと 思っ て お り ま す 

>, 現在 問題 に と な っ て お り ま すこ と と を ふり か えり な が 
om 

最初 に 結論 的 な こと を 申し 上 げ ま す と , 昭和 25, 6 
年 頃 か ら 技 術 協力 の 問題 を 政府 も 民間 も る 色々 取り 上 げ 
で 参り まし じ て 』 で うす れ ば いい ああ すれ ば いい と い 
う 各 種 の 条件 や 要求 が た くさ ん 出 て 今日 に いた っ て 
いま す が , 過去 10 年 間 に 出 され まし た 条件 や 要求 の 
ほとん ど 90 以上 が 形式 的 に は 満た され た と 申し て 
過言 で は あり ませ ん た と えば 技術 者 を 海外 へ 積極 的 
に 出す 問題 だ と か ," 国際 的 な 機関 に 入れ る と か , そう 


NI ウ と が 今日 で は 形式 的 に は 一 応 と と の ラ で お! りり ま . 


還 和 5 導い つの びと を つ 取り はげ て みみ まず と s 


逆 に と, 90 導 以上 が 形式 ば か り で 内 容 が 充実 し て いな _ 


いと と に 気がつき ます . 形式 的 に は 道 は 通じ て お り ま 
すけ れ ど も 実 暫 的 と は あま り 効 果 を あげ て な いと い 
うと と で す . それ で 今後 は も うぅ 少し 内 容 の 充実 を し な 
OR AE TO NRT Ri 
ET a 
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有 | 本 和 35 年 5 月 14 日 の 本 会 通常 総会 に お ける 特別 講演 要 . 


さて 技術 協力 と いう と と は , 基本 的 に は , 技術 の 移 
動 , 変化 の 一 つの 形態 で , た と えば 日 本 か ら イ ンド ご 
移っ て いく 技術 , あるいは また アメ リガ から 日 本 べ 楽 
る 技術 そう いう こと こと を 人 為 的 に や る と と を 意味 必 で 
いる の で は な いか と 思い ます . まず 各国 の 技術 進歩 の 
度合 い が と りあ げ ら れ ま す が , それ は 静 的 技術 を 叶 
る と と で ;, 結局 技術 を 受け 入れ る ポテ ン シ ャ ル の 問題 
に な る ん じゃ な いか と 思い ます . と れ は た と ば イグ | 
ド へ 日 本 か ら 技 術 輸 出す る , ある い は 技術 協力 を する 
場合 と, インド 側 に どう いう 受け 入れ の 状況 が あろ 
か , ある い は 日 本 側 に どう いう 3 技術 的 な 優位 が あろ る 
か , の 問題 で す . 逆 に 日 本 が アメ リカ ある い は ドイ ツ 
か ら 技 術 を 受入 れる 場合 も 同じ で す . これ を 技術 進歩 
の 度合 と か ポテンシャル と か 申し ます が , 簡単 だ 計 
量 的 に 把握 する と と は か な り 困 難 で す . その 国 の 経 流 
体制 , つま り 経 済 組織 の 内 容 ゃ 資源 な ど に つい て 相当 
深く 追及 し て いか な けれ ば 技術 の ポテ ン シ ャ ル と いう 


。: で を 知る と と は で ぎ な いか と 同人 で お ね お の ます du 


で そう い ラ タラ ポテンシャル を 一 体 ど うい うう 1G 計 e6 
と いう 間 古 で す が , 従来 いる いろ 試み ぁ られ て は お り 
ます . し か し 技術 と いう 3 ぅ 概念 が 数 量 的 に 表 わ じ に くい 
も ので, 経済 学者 が 資本 蓄積 の テン ポ の 問題 と か , 国 
民 所 得 が どう の と こう の と いう と と を あげ て 技術 を 暗 で 1 
含め て 見 る と と は 考え て いま す が 技 術 そ の も の を 数 量 
的 に 出し 得 な い 悩 み は 抜け され ませ ん . と これ は われ ね 
れ が 技術 政策 を 立て る と き , ある い は 計画 を 立て る & 
き , いつ も 困る 救い 難い 問題 に な っ て お り ま す . 従来 
試み あぁ れ た も の は 常識 的 に , 労働 , 資本 , 資源 の 結び 
つき 方 を 変え る 技術 進歩 の 度合 お よび 労働 , 資本 ) 資 玉 
源 に 関係 な く 技 術 を 進め る 場合 すなわち Input が 一 
定 で , Output が 増加 する 技術 進歩 の 2 る つ に 分 け で て お 
り ま ず . 後者 の 場合 の 例 と し て 経済 企画 庁 で 調べ た 数 
字 に より ます と た と えば ね わ ね わが国 で は 戦前 に 比較 選 て 第 
2 次 産業 に お いて 資本 で エ .7 倍 , 労働 で 17 必 増 じ 


て , 国民 所 得 23 90% 増し て いま す . そう いう ふう に 
CF 
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90 増し た 原因 は 技術 進歩 が な けれ ば , 30~40 必 の 
増加 で あっ た の が , 日 本 の 技術 の 進歩 一 一 これ は やせ ち 
ろ ん 国 内 の 科学 か ら 発 達し た 技術 $ あ り ま すし , 導入 
じ た 技 術 ふ も あり ます が ーー の お か げ だ と 一 応 数 量 的 に 
考え て いま す . も うぅ 少し 数 量 的 な $ る の と し て は , アメ 
リカ の R.M. Solow が 生産 関数 の 適用 に より 1909 
年 か ら 1949 年 まで の 期間 に つい て 技術 係数 の 測定 を 
行なっ て お り ま す . (“Technical Change and Aggre- 
jf ゴ gate Production Function’”’, R.E.S. 1957 August), 
0 また N. Kaldor は 技術 進歩 関数 を 設定 し て 数 量 的 方 
| な を 試み て お り ま す . 日 本 で 技術 進歩 を 各種 生産 要 
放 来 の 組合 わせ の 上 に 働く 生産 力 増 大 の 要因 と みな すこ と 
n と によって 産出 一 一 投入 比率 を 算出 し , と これ を 技術 進 
示 の 指標 と する と と が 試み みろ れ て お り ま す . と の よう 
| な 試算 が 使わ れる と われ われ の ほう の ポリ シー も 非常 
| で や りや すく な る の で は な いか と 思い ます の で , 技術 
有 協 力 の 基礎 的 な 問題 と し て 具体 的 に 各国 別に 研究 を 進 
つる 苑 力 を し て お り ま す . 技術 を 進歩 させ る と と , す 
な ね ち ポ テン シャ ル を 上 げ る 方 法 と し て は , 経済 学者 
の 言 を 借り る まで も な く , 資本 の 蓄積 が な けれ ば だ め 
| とい cE それ か ら も う ひ と つ は 有効 負 要 が 上 が 
| 2 な けれ ぼ , だ ぁ だ と いう と と で す -. もう ひ と つつ っ つけ 
: BO と れ は われ われ 技術 者 の 義務 だ と 思い ます 
衣 が 7 技術 開発 へ の 努力 と いう と と が 必要 し じゃ な いか と 
いい ます. た と えば 投資 する 場合 , 消費 物資 に は 企業 
| 有 】 鐘 る い さき よく 投資 し ます が , 実際 の 工業 の 技術 を 上 
放 ける た め に は それ ほど 積極 的 に 投資 し な い . ある い は 
研究 効率 を 上 げ る た め の 投 資 を 含め た 技術 開発 の 努力 
放 が が 滞 ポ デン シャ ル を 上 げ る と と の 一 つと な る と と を 忘 
有 有 れ て は な り ま せん . 
; KW つき に ポテ ン シ ャ ル の あげ 方 と し て 技術 の アン バラ 
ンス の 足 正 と い ぅ と と が いわ れ て いま す . と れ は イン 
な ん か 役人 科 還 は 非常 に 技術 の アン バラ ンス が ある の 
| で で れ を あぁ る 程度 是正 し な いと ポテ ン シ ャ ル の 上 昇り 
| な 遅 ぴ なり ます . 一 例 々 を あげ る と 中 小 企業 の 振興 を 東 
." ア ジア の 諸国 が ん に いい ます が , 由 小 企業 と いっ 
生前 朱 の 人 生 の よう i に 本 較 エ 東 が 誠 く ゆ きわ 


| るる 加 記 バラ ンス を と っ た 進み 方 を し て いか な けれ ば 
| な か な か や れ な いん じゃ な いか と いう と と が よく いわ 
有 れ て お り ま す . 

有 有 | この ょ うな ペ ポテンシャル の 四 に 対し て , も ぅ 少し 
| やわ やれ われ は 深く 勉強 を し な けれ ば いけ な いん じゃ な い 
か と 思っ て お り ま す . 最近 アジ ア 研 究 所 だ と か われ ね わ 


れ の 方 で も 局 ん に 資料 を 集め な が ら , どう すれ ば 未開 


発 国 の ポテ ン シ ャ ル が うま く 上 が る か 検討 し て お り ま 
す . 同時 と に われ われ の ほう の ポテ ン シ ャ ル も る 上げ な き 
ゃ な ら な いこ と と を 忘れ て は いけ ませ た ん た. 

含ま で は 技術 進歩 の 場合 , すなわち ポテ ン シ ャ ル の 
問題 を 考え まし た が , つぎ に 技術 ガ ダー つの ポイ ント か 
ら 他 の ポイ ント に 移動 する 場合 を 考え て み ま す 。 と これ 
を 仮り に 技術 の 動 的 考察 と 申し ます ・ 最近 経済 学者 が 
盛ん に 数 学 を 使い 始め て お り ま す が , われ われ の は ほう 
も 技術 の 動き を , ある 程度 数 学 的 に 考え て みる 労 力 を 
し た いと 思っ て いま す . し か し 技術 の 動 的 現象 は 頭 で 
考え た 数 式 を 物理 学 的 に 検証 する より も むず か し い 問 
題 で す . “テク ノ メ ト リッ クス ” が や は り 技 術 協 力 の 
基礎 的 な 研究 課題 で あり , 特に 技術 協力 の 基礎 学 で あ 
る “テク ノ ジオ グラ フィ の 理論 的 根拠 と る な る の で 
各国 の 学者 る 研究 を すゝ め て いる よう で す -. 

そこ と で 技術 を 動 的 に 考察 する 場合 の 量 と し て “技術 
は テン ソル 量 で あらわさ れる ”. と いう と と が 考え ら 
れ ま す ・. 今日 夏 ん に いわ れ て いる 貿易 の 自由 化 が 完全 
に 近づく と , テン ソル 量 と し て 技術 の 伝 ば ん が は っ さ 
り 出 て くる の で は な いか と 思い ます 。 あ る 制限 され た 
も の と し て 国 と 国 と の 間 を 方 向 づ けら ちら れ て 技術 が 移動 
する 場合 は ベク トル 量 と し て 考え られ ます . 日 本 か 
ら 方 向 づ け て 出す 場合 それ の 逆 の 場合 も あり ます . 
諸 外 国 に も 技術 導入 に 対し て 多く の 制限 を も っ て お る 
と と ろ が あり ます . 日 本 で いう と 放 替 や 貿易 の 管理 法 
が あり , 国際 的 に は 対 共 産 較 禁 輪 物資 の 取 定 あめ と か , 
方 向 づ けら れ た も の が あり ます . 一 般 の 技術 料 と か パ 
テン ト 料 と か , そう いう も の は スカ ラ 量 と し て , を 金 
と 同じ よう に 考え られ ます .。 こ と の よう に 代数 学 の 知識 
を 借用 し て 技術 の 動 的 考察 を 追求 する 試み は , 果たし 
て うま く 行 く か どう か , 清 く 手 を そめ か げた ば か り で 
今後 の 問題 と し て 残し て お きま す が , われ われ に と っ 
て は 身近 な 問題 と な っ て いま す . と これ は あと で 申 し 上 


げ ま す が , 最近 アメ リカ が 主 只 し て , 例 の DAG と い 


いま し て , ヨー ロッ パ と アメ リカ の 8 か 国 が 集まっ て 
技術 協力 ある い は 経済 協力 の 援助 の 調整 と いう と と を 
考え て お り ま す . と これ に 日 本 が 対処 する た め に は , 理 
論 的 な 根拠 と 具体 性 , それ か ら 合理 的 な 予見 が な けれ 
ば , 欧米 各国 と た ち う ち が で き な い と 思い ます .。 その 
意味 で 学 間 的 な 研究 に 力 を いれ る と と を 強調 し まし た 
が , これ が 技術 協力 の 基本 的 な 力 と な る と と を 申し 上 
げた 次 第 で す 

つき ぎ に 本 論 に 入り まし て , 技術 協力 の 定義 を 申 上 し 
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げた だ いと 思い ます > 

国際 協力 と い うぅ 言葉 で す が , いろ いろ の 解釈 が あり 
ます . 過去 1 世紀 の 間 は , だ いた い 宗 教団 体 と か ある 
い は 慈善 団体 と いう も の が 人 道 的 な 立場 か らし て , 他 
国 に 出向 いて , その 国 の た め に な る 仕事 を し て いま 
し た . 今日 で も カツ ソリ ッ ク 教 会 と か , いろ いろ の 団体 
が や っ て いま す . と これ は いわ ゆる 人 道 的 な 慈善 事 業 と 
いわ れ て いる 国際 協力 の 一 種 で す . し か し 終戦 後 国際 
協力 と いう 言葉 が 慈善 事業 と は 別個 に で きま し た . 国 
際 連 合 事 務 局 の ホフ マン 氏 に いわ せま す と , その 仕事 
が 国際 的 に 公共 的 で あり , そし て 国際 計画 へ の 参加 と 
いう と と を 特に 協力 と いう ぅ 言葉 で あら わし て いま す . 
協力 と は 慈善 事業 で は な いと いう と と を 非常 に は っ さき 
り 言 っ て お り ま す . その 具体 的 な 問題 と し て は 戦後 の 
復興 開発 それから 後進 国 の 進歩 の 援助 と いう ぅ 形 で 現 
SGD まさ 信 あげ た り : いた だ だ いた りあ 
る こと と は 同じ で す が , 慈善 事業 は 人 道上 の 奉仕 で あ 
り 衣 協力 は た だ いま 申し 上 げ ま し た よう に 国際 的 に 公 
共 的 で あり, 国際 計画 へ の 奉仕 で あり ます . 後進 国 の 
面子 を ちゃ ん と た て ゝ いま す . と うい う 意 味 の 技 術 協 
力 の 他 に 技術 輸出 と いう と と が ど ざ いま す . この 技術 
』 輸出 は 2 つ に 分 け て , 1 つ は 奉仕 的 な 意義 を 強調 し て 
EA ジン クン ジニ アゲ) る ね れ か ちい 
わ ゆ る 利益 (コマ ー シ ァ ッ ル ・ イ ンタ レス ト ) を 伴う 技 
術 輸出 に 分 け て , 考え られ ます . 慈善 事業 の 問題 は 別 
と し て , 英 然 と いわ や われ て いる 広い 意味 の 技術 協力 , そ 
れ を は っ きり 2 つ に 分 け て 技術 協力 と 技術 輸出 の 2 つ 
に 分 け て 考え られ る の で は な いか と 思い ます . 

それ で は 技術 協力 に は どう いう 形 の も の が 今日 考え 
られ る か と 申し ます と , と これ る 2 種類 に 大 きく 分 けら 
れ ま す . その 第 1 は 多角 的 経済 開発 援助 機関 を 利用 す 
る 計 ( の つまり ペッ クレ テイ ラテ デラ テル な 方 法 の る も る の と 分 や 
う エ つ は 双 務 的 な る も の, すなわち イン ド と 日 本 と いう 
具合 に 国 と 国 の 2 国 間 で や る バイ ラテ ラル 方 式 で す . 
そこ と で 多角 的 な , つま り マ ル テ ィ ラ テラ ル 方 式 の 機関 
2 WO98 の が ある か と 申 尺 ます と で れ は 
現在 , だ いた い 大 きい の が 6 つば かり ありま す . 順序 
不同 で 列挙 し て み ま す と 第 上 が い わ ゆ る 世銀 で す . す 
な わ ち IBRD- 国 際 復 興 開 発 銀行 は 1944 年 の 7 月 に , 
米国 の 例 の , ニュ ー ハ ンプ シャ ー 州 に ある ブレ トン ウ 
ッ ズ で 連合 国 が 会 議 を 開い て 採択 いた し まし た ブレ ト 
シ ウ ッ ズ 協 定 に 基づい て で きた の で す . と これ は いわ ゆ 
| る マル ティ ラテ ラル な 経済 技術 援助 機関 の 代表 的 の も 

の で は な いか と 思っ て お り ま す . 現 在 68 か 国 が 入っ て 
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お り ま す . 出資 額 は 95 億 ドル (うち 払込 済 19 億 ド 
ル ) で す が ,_ 用 年 197 億 ドル に 増資 し で ます. さて 
マル ティ フラ テラ ル と いら 言葉 を わる みり ed 4 由 0 
ます と , と れ は 日 本 が た と えば イィ インド に 援 肪 する 2 場 
合 』 日 本 と イン ド と いう よう な 直接 関係 ば な い の で で ど 
と こま で も 世銀 を 通し て や る わけ で す . 第 2 は IMF- 国 
際 通 貨 基金 , これ は 世銀 と 同じ ょ うな も る も の な ん で す 
が , 世銀 と 非常 に 違う の は , 世銀 が 技術 と か 工業 開発 
に お 金 を 貸す とこ と を 主として いま す が ,. IMF は 金融 
上 の 国際 協力 と いう と と で , 資本 金 は 91 億 9,300 万 
ドル , 昨年 143 億 700 万 ドル に 増資 じ て い ます 計 間 
接 的 に は 技術 に も 関係 し て お り ま す . や は り ブ プレ トシ 
ウッ ズ 協 定 に よっ て で きた も の で あり ます . 3 番目 は 
国際 金融 会 社 , IFC で す . と れ は 1956 年 に 国際 金融 
機関 と し て , 主として 民間 の 資本 と の 共同 施設 に 使う 
お 金 で 低 開発 国 の 工業 開発 企業 に 対し て 融資 し ます -. 
現在 55 か 国 が 加入 し て お り ま す . 出資 額 は 9;330 万 
ドル で す .。 その つぎ は 皆さん よく ごと 存じ の 国連 で さき 
いま す ・ 国連 は 金 の 問題 は 別 と し て 直接 技術 の 協力 を 
や ゃ や っ て いる わけ で す . いわ ゆる 国連 は ば, 俗 に セン トラ 
ル ・ ク リア リン グハウス と いわ れ て お り ま す . ある 国 
か ら , と うい 3 う 技 術 援助 を ゃ や っ て くれ と も っ て くろ 
と , 先進 国 か ら 適 当 な 技術 者 を も る っ て き て あて る そ ぞ 
うい う キ ント ラル クリ アリ ング マウス の 役 四 I 
て いる の が 国連 で あり ます . 国連 の 専門 機関 と し で は 
FAO, WHO, UNESCO, ILO な ど が あり, 同時 だ 
国連 自体 (ETAP) も や っ て お り ま す . また 地域 機関 


(ECAFE な ど ) も 同じ で す . 去年 か と で きた ヌス ペ ジ ジー 
ァ ル ・ フ ァ ン ドー 国連 特別 基金 も 技術 開発 の 仕事 を し 


て お り ま す . と うい う も の が 中 心 と な っ て で て マル ディ タラ 
テラ ル 方 式 の 協力 機関 の 主体 を な し て お り ま す -. 
その ほか に コロ ン ボ プラ ン が あり ます . 現在 われ わ 
れ が 技術 者 を 出し た り 受 入れ た り し て お り ま す が , で 
れ は 現在 19 か 国 が 加盟 し て お り ま す が , 1950 年 の 
1 月 だ セイ ロン の コロ ン ボ で 英 連 邦 外相 会 議 が あう な た 
と き 成 立 し た も の で す . や は り 技 術 援 助 の マル テラ 
テラ ル を 機関 と し て あり ます . それ か ら 現 在 設立 中 の 
る の が あり ます . 皆さん ご 存じ の IDF (国際 開発 協 


会 ) と いう 名 で 昨年 の 9 月 に 世銀 の 総会 で 創立 案 が 採 串 


択 さ れ ま し た .「 俗称 策 二 世 銀 と 申し て おり ま す . つま 


り 世 銀 で は 貸付 対象 に な ら な いよ うな も の で , 佐 開発 | 


園 の 重要 な 発展 の た め に 必要 な お 金 を 貸す わけ で チチ す . 
つま りり 長期 短期 の 貸付 を 緩 息 し て 出す と いう の で , 第 
一 世銀 を 考え た の で あり ます . 以上 申 し 上 げた よう 
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に 。 現在 マル ティ ラテ ラル 方 式 の 協力 機関 と し て 6 つ 
あり ます . 
つぎ に パ バイ ラテ ラル 方 式 の 協力 機関 ど とし て , とれ は 
各国 いわ ゆる 大 きい 国 は 全部 持っ て お り ま す . た と え 
ば デメ リカ で 申し ます こと , EIB, 非常 た 古い アメ リカ 
の 輸出 入 銀 行 で あり ます . 1934 年 , ルー ズ ベ ルト 大 
統領 時 代 に で きた も の で , 開発 借款 と か 短期 輸出 ク 
2 レジ ッ ト を や っ て お り ま す . 終戦 後 , アメ リカ に で さき 
だ の は は DLS で て で れ は 1957 年 に 相互 安全 保障 法 
b (MSA) に 基づい て , 米国 の 海外 援助 活動 の 一 部 と し 
放 で 人 引 国 の 経済 開発 を や る と いう の で で きた も の で す . 
語 語 これ が ァ メ リカ ヵ ァ の バイ ラテ ラル 方 式 の 大 宗 を な し て い 
| ます 。 こ れ は 政府 公社 で 低 開発 国友 好 国 の 経済 成長 に 
詳 語 役立つ で と を 条件 に し て いま す :』 1959 年 5 月 まで に 
放 ] 7 佑 ド ル を 融資 し て いま す . 通信 関係 で 御 承 知 の 台湾 
議 の マイ 1 ク っ 寺 設 は DLF で や っ て お り ま す . と れ に は 
詳 主 いろ いろ 条件 が あり まし て , アメ リカ の 業者 に し か 発 
詳 詳 語 福 で き な い と いう , ちょ っ と われ われ に と っ て は 飛び 
ERE て 
| その ほか に われ われ に 直接 関係 の ある アメ リカ 国務 
有 有 省 の 国際 協力 局 UCA) が 協力 機関 と し て あり ます -. 
詳 科 半 半 MG 夫 定 に よっ て で きも で, 1948 
K i 年 に 設置 され た ECA- 経 済 協力 局 と いう 名 前 で あぁっ 
、 江 の 合 才 で や っ て お り ま 


及 その ほか 上 農業 関係 で は , 農業 開発 援助 法 に よる 機関 
ある い は 最近 計画 し て お り ま す 米 州 開発 銀行 が 
り ま す , と れ は 中 南米 の 21. の 共和 国 の 開発 の た め 

に を を 出す あるいは アテ ラブ 史生 され も 近 いう 


RNA, eh OS. 
の gies 


の が あり ます を れ か らち 西 笑 は 。 西独 後進 国 経済 
本 の が あり まじ て > ど と で バイ ウ 


*, スタ ンス ・ グ ゲ グループ (Development Assistance 


(2 
Sroum) が アメ リカ の 二 昌 で で きま し た . とれ の 目的 


9 均 


理由 だ と いわ れ て いま す が , 先ほど 申し 上 げ ま し な だ 各 
国 の 援助 の 観念 を 統一 し よう . 各国 の バイ ラテ ラル 方 
式 援 助 の 情報 を 交換 し よう , それ か ら 各 国 の バイ ラテ 
ラル 方 式 援助 の 調整 を や ゃ や ろう と いう と と で す . ' ウ シン 


トン で 第 2 回 目 を 今年 の 1 月 に や り ま し た . 先ほど 申 . 


し 上 げ ま し た , 技術 の 移動 に 対す る ひと つの 調整 と い 
うこ と と で 相当 われ われ も 考え 方 を は っ きり し な いと 。, 
今後 の 技術 協力 に 差し つか える ん じゃ な いか と , 心配 
し て お り ま す . 観念 論 だ け で は , た ち う ち で き な い と 
いう で と で が: 

し か ら ば マル ティ ラテ ラル 方 式 と 』 パイ ラ デ ラ ル 方 
式 と , 全然 別個 に あみ る か と 申し ます と , と これ は そう で 
な い の で , 両方 式 の 組合 わせ 方 が 問題 で す . それ が , 
技術 協力 の 実施 法 策 に な る わけ で す . 実施 の 仕方 に つ 
いて , 一 段階 に わけ て 考え られ ます . 第 1 段階 を 接 渉 
(Approach) と 申し ます . 第 2 段階 を 接触 (Contact) 
と 申し ます : 第 は アァ マル テフラ テラ ルル な アテ プロ ニチ 
(Ma) を や り , マル ティ ォ ラ テラ ル な コン タウ クト (Mo) 
を ゃ やる. われ われ は こと れ を Ma-Mc と いう ぅ 言葉 で あら 
わし ます . Ma と いう の は 国際 協力 機関 に 交渉 を も っ 
て 行き , 実際 の 技術 援助 ある その 国共 協力 機関 が や る こと 
と で す . た と えば FAO の 命令 で , 農業 技術 者 を イン 
ド に 出す と する と; どこ の 国 か ら で も 最も 適格 な を 
選ん で FAO より イン ド 派 遣 す る と ど が で きる わけ 
で す . FAO が セン トラ ル ・ ク リヤ ラン ス "パウ ス で ど 
し て や る と と に な り ま す . 実例 を 申し 上 げ ま す と , 昭 
和 29 年 4 月 1 日 か ら 34 年 6 月 30' ま で に K 日 本 に じき 
た の は , UNESCO で 42 名 , ILO で 12 名 ,, ECAFE 
で 21 名 , IAEA で 4 名 , FAO が 19 名 』』 TAA が 
32 名 と な っ て お り ま す 、。 それ か ら . つ ぎ は マル ティ ラ 
テラ ル ・ ア プロ ー チ (Ma), バイ ラテ ラル ・ コ ンタ クト 
(Bc) , われ われ の 言葉 で は , Ma-Bc' と 申し て お り ま 


す が , 現在 われ われ の や っ て お り ま す コ ロン ボ プ ラン 


の 技術 者 の 派遣 計画 の 実施 は , ぶ "と の 方 式 で す . コロ ョ ロン 
ボ プ ラン は 英国 の 主導 し た うま い 援 助 方 法 で す . 被 授 
助 国 の 気分 も 推 窒 し た や りか た で す . どう いう と と か 
と いい ます と ,/ コロンボ プラ マン は 今年 の 11 月 e 関 係 
各国 の 閣僚 会 議 を 東京 で や る と と に な っ て いま す が , 
と の 場 で 各国 の 代表 が 話し 合っ て 各国 の 技術 協力 の 事 
情 の 調整 , 条件 な ど 大 網 を さめ る わけ で す . と の 会 議 


を 毎年 や っ て お 互い に 交渉 し , すなわち マル テ ォ ラテ デリ 


ラル アフ ロー チ を する わけ で す .。 を それ が きま る と 技術 
協力 の 実施 に 入り ます が , 今度 は 2 国 間 で 接 撲 する わ 


け で す 、 パ イラ テラ ル ・ コ ンタ クト を し まず . す な わ 「 


< 
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ち コ ロン ボ プ ラン で 日 本 か ら イ ンド に 人 を 出す 場合 
は , 日 本 政府 の 予算 で 日 本 人 を 出す わけ で す . イィ ンド 
さ 目 本 だ け の 交渉 で や る わけ で す 。 パ キス タン と 日 本 
の 場合 も 同じ で す . つま り 国 際 会 議 を 開い て , マル テ 
2 デ ルル シ な デブ ローチ な し レ し て, を それ で 決定 た 原則 
に 基づい て , その 範囲 内 で 国 と 国 が コン タク ト す る わ 
け で す . と これ が コロ ン ボ プラ ン 方 式 で あり ます . こと 
れ は 心理 的 な る の を ね ら っ た も の で , 各国 間 , 後進 国 
自体 の 独自 性 , 特種 性 と いう も の を , ある 程度 重んじ 
TENS が の ます を こと こ で ユエ ョ ン ボ プラ ン 方 
式 に 日 本 政府 が どれ くら い 予 算 ふ っ つけ て いる か と 申し 
ます と 1954 年 に 初め て 日 本 が と れ に 参加 し まし た 
が , 最初 の 1954 年 に は , 1,300 万 円 の 予算 ゃ われ わ 
れれ 取っ て お り ま す 。 そ の つき 55 年 に は 2,951 万 円 , 
それ か ら 56 年 に は 5,298 万 円 , 57 年 に は 8,279 万 
円 ; 58 年 に は 1 億 6,557 万 円 , 59 年 に は 3 億 2,128 
毛 円 と っ て お り ま す .。 それ か ら 今 年 の 60 年 の 予算 は 
約 5 億 近 ぐ 取る > て お り ま す 。 つ まり コロ ン ボ プラ ン に 
対す る 日 本 の 技術 援助 の 金額 と いう の は , 1954 年 か 
ら 毎年 倍々 と ふえ て 非常 に 予算 みね ふやし て お り ま 
C2 は ど 引 し げ だ た だま よう 械 形 と 。 て の 面 で も 
体制 は 洛 次 整え られ て きた の で あぁ あぁ り ます が , 実質 的 に 
は いろ いろ 問題 が 残さ れ て いま す . と これ は また あと で 
お 話し 申し 上 げ ま す . 29 年 4 月 か ら 34 年 6 月 末 ま で 
の 日 本 か ら の 派遣 技術 者 数 は 158 名 で , 受入 研修 生 は 
278 名 と な っ て お りり ます. 

その つき ぎ は バイ ラル タル ・ ア プロ ー チ (Ba) と , パ 
イラ テラ ルル ・ コ ンタ クト (Bc), つま りこ と れ は 各国 問 
で 普通 や っ て いる と と で す . た と えば 通信 関係 で 御 存 
知 の 通り , 今 鹿 タ イ 国 の パン コッ ク に セン タ を 作り ま 
す . と これ は タイ 国 の 政府 と 日 本 の 政府 が 協定 を 結ん で 
つま り パ バイ ラテ ラル に アプ ロー チ し て , 実施 の コン タ 
クト を や っ て いま す . と こういう タイ 国政 府 と 日 本 政府 
03 で や る に れ が つっ つまり Ba-Be* 方 式 で す .。 ド 
イツ な ん か 先ほど 申し 上 げ ま し た よう に 法律 を 作っ て 
盛ん に と の 方 式 を や ゃ や っ て お り ま す . 
27 レプ ロー チー(Ba)。 コマ ルル テ 
ォ ラ デ テラル ・ コ ンタ クト (Mc) と いう 方 式 が あり ま 
す . Ba-Mc 方 式 で す . 

選 れ は 0 さら いい 9 る の か が どい いま す と 5 グ メ リカ の 
ICA の 計画 で 現在 行なわ れ て いま す . つま り 日 米 合 


「 同 第 三国 研修 計画 と いわ れる も の で す . と これ は アメ リ 
, カ の お 金 で , イン ド の 技術 者 が 中 小 企業 を 勉強 し た い 


と いう 場合 , アメ リカ に は 適当 な 中 小 工 業 が な い の で 


目 本 で や る 方 が 適当 に な り ま す 。 その 場合 アプ ロー チ 
は テリ カカ と イン ド で や ろう で て 7 コタ CC 
と 日 本 の 話し 合い で イン ド 人 が 日 本 に 来る 。 つ まり べ バ 
フケ テ ケ フ ワル に アプ ロー チレ し て, マル テラ 
ンク 下す る ご ど と で , アメ リカ が や SN NE 
す . 現在 アメ リカ ヵ 代 表 の USOM と いう ぅ 機関 が 来 で や 
っ て お り ま す . と これ が Ba-Mce どい うり 六 下 

と れ が だ いた い 大 きく わけ た 技術 協力 の 実務 方 式 で 
す . つぎ に 技術 協力 と 分 け て 考え た 場合 の 技術 輸出 と 
いう 言葉 が あり ます と と は 先 に 申し あげ まし た 。。 で の 
技術 輸出 を さら に 2 つ に 分 け て 考え て お り ま すそ の 
ひと つと し て いわ ゆる ユン サル ディ の 
ア 業 務 と し て の 技術 輸出 で あり ます . な ぜ 技 術 輸 出 を 
コン サル ティ ング ・ エ ンジ ニア と 普通 の 技術 輸出 に 分 
けた か と いい ます と コン サル テグ 
と いう の は ご ど 存 じ の よう に 国際 的 な 倫理 規定 (Code 
of Ethics) と か , 対象 や 目的 の 明確 さと か が 非常 に 厳 
密 に 規定 され て お り ま す . 国際 コン サル ディ ング ・ 三 
ンジ ニア 人 協会 (FIDIC) あたり で や か まし いで ど を いい 
っ て 権威 の 保持 に 努め て いま す . コン サル ディ シン クー 
ェ ン ジニ ア 泉 務 と いう と と は コマ = シイ V2 
スト を 含ん で は いけ な いと いう こと と を 明瞭 か つ 強 硬 
いっ て お り ま す . つま りり コンサルティング ・ エ ンジ 
アァ は 技術 料金 と し て 一 定 の 報酬 は 必ず も る ら わ な きゃ い 
け な い 。 そ の た め に 報酬 規定 と いう も の が 国際 的 に る 
認定 され て お り ま す . 利潤 を あみ げ る と と は 認め ち れ な 
いか わり に 正当 な 報酬 いただく 権利 が 確立 され て い 
ます デ 世 カカ の 大 き な コ ンカ カルテ グー 
ア は , コー ポレ ーション 組織 で ;, いわ ゆる コマ マー ジマ 
ルミ = イン タレ スト を 考 有 な いて と ど に な っ で いま 9 
れ は 考え させ られ る 問題 で , 日 本 で 今後 この よう な 回 
際 的 な コン サル ティ ング ・ エ ンジ ニャ 制度 を 振興 する 
た め の 方 策 の 基本 と な り ま す . われ われ 技術 屋 が 技術 
的 な コン サル ティ ング を する 場合 国際 的 な 報酬 額 を 無 
視 し て 契約 する と 問題 が 起こ り ま す ・ こ とれ は 技術 の 錠 
ン ピ ン グ と し て 排 訂 され る の で あり ます が , そう いう 
認め ちら れ た 報酬 は 十分 に る も る ら う よう に する こと と それ 
に 値する 実力 を も つと と が 必要 で す . コン サッ ルル ティ シ 
ゲ ・ エ ンジ ニヤ ャ の 意気 は , “As a Consulting Engi- 
neer, I believe, I owe, the world owes me” で す . 
つき ぎ が か が コマーシャル ・ イ ンタ レス ト を 伴う 技術 輸出 
で す . と れ は 簡単 な 例 で 見 ます と 特許 料 , ノー ハク な 
ど 技 術 料 金 を と る も の か ら プ ラン ト 和 輸出 し た と き に 機 
械 と 同じ ょ うに 技術 料金 を 含ん で 取り ます と こと ころ の コ 
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マー シャ ル ・ イ ンタ レス ト を 申し ます . と の 場合 , 
械 , 技術 料 , 技術 者 な ど 込 み で 輸出 され る の で 技術 屋 
の 給料 に シワ 寄せ され る と と が あり ます . 機械 と 一 緒 
技術 屋 が つい て いっ て 100 万 円 の 契約 と し ます と , 
飛 通 で す と 技術 者 に 払う べき も の が 30 万 円 , 機械 が 
70 万 円 と いう 場合 に , 相手 側 か ら 値 切ら れ て 2 割引 
の 契約 変更 し た と き 技 術 者 に 10 万 円 し か 払わ な いと 
いう こと て とも 往々 あり ます か ら 技 術 輸 出 と 申し て も 内容 
は 感心 で き な い と こと が あり ます .。 いずれ に し ろ そ うい 
う コ マー シャ ル ・ イ ンタ レス ト を 伴う 場合 の 技術 輸出 
が 物品 輸出 と 吾 腹 に な っ て いま す の で 貿易 に と っ て 重 
要 な で と で す .、 

日 本 で は 従来 技術 協力 も 技術 輸出 も また その 内 容 
も ご ちゃ ご ど ちゃ に 考え 勝ち で す が , だ いた いい ま 申 し 
下 げ た よう に , 大 きい 意味 の 協力 を 2 つ に 分け て , ひ と 
つが 言葉 通り の 意味 の 技術 協力 で あり , これ を さら に 
きけ: で マル ティ ラテ ラル な 方 式 と パイ ラテ ラル 
な 方 式 それ か ら つ ぎく に 技術 輸出 技術 輸出 を そ 2 つ に 
rt ず コン サル テー ゴマ グエン ジ ニア ぁ と れ 
は 報酬 は も ちら う が コ マー シャ ル ・ イ ンタ レス ト は 含ま 
な いい. それ か ら る もう ひと つ は 純然 た る コマ ー シ ャ ル ・ ベ べ 
ー ス の 技術 輸出 , これ は 品物 な ん か と 同じ よう な も の 
記 が 詳 を ぞう いう ふう に 分 け て 考え る と , われ われ 仕事 
を し て ゆく うえ に 便利 で す . 

以上 の よう に 分 類 し て も , お 互い の 関連 は 極め て 密 
接 な も る ので, 不可 分 的 な 関係 に あり ます . すなわち 技 
術 協 力 と いう の は 国 の 費用 で や っ て いる , ある い は 国 
際 的 な 機関 の 費用 で や ゃ っ て いる わけ で す が , と れ が 結 
局 技術 輸出 を 増大 する 主 原因 と な り , 原動力 と な っ て 
お り ま す :。 技術 輸出 の 中 の コン サル ティ ング ・ エ ンジ 
= テア 業務 の 発展 が , コマ ー シ ャ ル ・ イ ンタ レス ト の 技 
術 輸 出 を 誘導 し , さら に 品物 の 輸出 特に プラ ント 輸出 
(の も と ど に な る よう な 形 に な っ て いる と いう と と を 認識 
じじ な けれ ば な り ま せん . し か し , 日 本 で は コン サル テ 


ング ・ ェ ンジ = アァ と メー ヵ と の 関係 , コン サル ティ 


ング の 企業 体 が 営利 会 社 で ある 場合 な ど , 一 見 コン サ 
ル テ ィ ン グ ・ エ ンジ ニア の 倫理 規定 に 背く の で , 国際 


放 コン サル ティ ング ・ ェ ンジ ニア 協会 (FIDIC) あたり 


か ら 文 名 ちい われ て お り ま す が , その 点 は 国情 の 差 
異 , コン サル ティ ング 業務 の 未 確 率 , 技術 の ポテ ン シ 
ャ ル の 問題 も あり ます の で 余り 深刻 に 考え る 必要 は な 


| 有 有 | いと 思い ます . し か し 実質 的 に は 技術 協力 と いう も の 
| は 技術 輸出 を 誘導 し , コン サル ティ ング の 仕事 が 技術 
お よび 品物 の 輸出 の 前 駅 者 に な っ て いる と いう と と を 


認識 すべ き で あぁ る. 倫理 規定 を や か まし く 叫 ん で いる 
英国 の コン サル ティ ング ・ エ ンジ ニア の 会 長 で さえ も 
最終 利益 追求 を 昨年 の 年 次 大 会 で , 強く 述べ て お り ま 
す . われ われ る も 実質 的 に 倫理 規定 を 守っ て 結果 的 に は 
上 述 の よう な 目的 達成 に 即 力 すべ き で し ょ う . 

最後 と た だ いま 申し 上 げた よう な 分 け 方 を も と に し じ し 
て 問題 点 を まとめ させ て いた だ きま す 。 いち ば ん 最初 
に 申し 上 げ ま し た 技術 ボ ポテンシャル を あげ る 問題 は , 
各国 と も 真剣 と な っ て いろ いろ 考え て お り ま す . 新 し 
い 独 立国 は , 理想 が 高 過 ぎ た り , や た ら に ソ連 方 式 や 
アメ リカ 方 式 を 採用 し て み ま し た が , 十分 効果 を あげ 
て いま せん . 先日 国際 経済 学会 連合 会 UEA) の 年 次 
報告 会 が 日 本 で あっ た と き に も る も, た と えば , 低 開 発 国 
は 機械 的 に 重工 業 化 か ちら は じ め る の は よく な い . 少な 
い 資 本 で 輸入 消費 財 を 国産 化 で きる よう な 技術 ゎぁ ら と 
り 入 れ て , その 間 に 資 本 蓄積 や 経営 者 と 労働 者 の 近代 
化 の 訓練 を や る べき で ある と か , これら の 国 に 機械 を 
お いた り , 図面 を お いた り し て 工場 が 動き 出し た ら 技 
術 者 が 帰国 し て し まう の で は な く , 現地 技術 者 で 充分 
や れる まで 指導 し て , 工場 の 鍵 を 濾し て , 帰国 する 
「 タ ー ン ・ キ ー 方 式 」 で で ポテンシャル を あげ る べき で 
ある と か , いろ いろ の サジ ェ ス ショ ン を 出し て お り ま 
す . 実際 問題 と し て 消費 財 の 国産 化 や 中 小 企業 を 起こ 
すこ と と も 当事者 と な る と 非常 な 困難 が あり ます の で , 
計画 は 計画 と し て 根気 の いる 努力 し か ない よう で す . 
いわ ゆる 地 に つい た 技術 協力 の な ず か し さ を 長 年 味 わ 
っ て お り ま す . 

さて と うい う 3 一般 的 な 問題 で われ われ に 興味 の ある 
の は , 国連 の 特別 基金 の 事務 局長 ホフ マン 氏 が 上 日 本 に 
来 て 講演 し た と き の 言 葉 で す …「 後 進 国 の 生活 水準 の 上 
昇 束 は , 戦後 だ いた い 1 必 ずつ ぐら いし か 上 っ て いな 
い 、。、 そ の くせ 人 口 は .2 必 ずつ 上 っ て いる . つま り 後 進 
国 で は 1950 年 か ら 去 年 , 1959 年 まで の 間 の 年 間 の 上 
昇 率 は , 生活 水準 が 1 必 , 人 口 は 2 必 , 平均 所 得 は 1 
人 年 120 ドル し か な い の に 先進 国 は , 所 得 が 800 ドル 
も あり ます .。 それ で 1960 年 か ら 70 年 の 間 に 後 進 国 
の 生活 水準 を 従来 の 倍 の 年 率 2 に 上 げ る こと と を 目標 
と し て , 後進 国 の 開発 を し よう じゃ な いか と いう て こと と 
を 提唱 し て お り ま す . 

し か ら ば どう すれ ば よい か と いう こと と は 今後 の 問題 
で すか が , その 前 に な ぜ そ うい うふ うに 進歩 が お くれ た 
か と いう と と を 簡単 に 申し 上 げ ま す と , 後進 国 の 内 部 
が 政治 も 経済 も 非常 に 複雑 で , その 実態 が わか り に く 
いと いう と と と , 従来 の 後進 国 に 対す る 外国 の 投資 額 
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が , た と えば 外国 が 援助 し て ひと っ つの 工場 を 作る 場合 
の 投資 額 が 非常 に 過少 だ っ た こと と , 技術 援助 が つづ か 
な か っ た こと と が あげ られ ます . イラ ン で 見 た 実例 で す 
が , エナ メル ・ ウ ェ ャ ー の 工場 を 稼動 させ な いま ゝ 
で , 技術 者 が 帰国 し て ほっ た ら か し の が あり まし た . 
と れ は 契約 の 仕方 が 悪かっ た と いう と と も あり ます 
が 受け る ほう と し て は , ずい ぶん 困っ た 問題 で す . 

も う ひ と つ は , 先進 国 の 開発 計画 に 対し て 一 時 的 な 
見 か け の 援助 は する が , きわ め て や りっぱ な し だ と い 
うこ と こと で す . と れる も 事 実 私 の 知っ て いる の を 申し 上 げ 
ます と 。, 1952 年 に 東 パ キス タン の カル ナ フ リ 河 に 大 き 
な 発電 所 を 建設 中 で し た . 出力 16 万 キロ ワッ ト と い 
っ て お り ま し た が , 私 が 行なっ た と き に ダム 工事 が 半 
分 位 で さき て いま し た . それ か ら 5 年 以上 と な る の に ま 
だ で き て いま せん .・ つ まり ある 程度 は 援 肥 し ます が , 
由 途 半ば で 結局 や り っ 放 し と いう と こと で あり ます . 

それ か ら , と れ は 最近 気がつい て 各国 で や り 出 し ま 
し た が , 技術 開発 に つい て の 本 質 的 な 教育 , 技術 訓 
練 , 資源 調査 が 閑 却 され て いま す . 最近 アメ リカ を は 
じ め 日 本 や ドイ ツ な ど が 避 練 セン タ を 設立 する と いう 
と と も , これ に 対す る 手段 と し て 始め て いわ け で 
す . さら に 私 企業 的 な る の を 誘致 する よう な 基本 的 な 
電力 , 通信 , 道路 そう いう も の に 対す る 投資 が 不足 
し て いる . 

それ か ら る もう ひと つ , 後進 国 は 独立 を 得 た 半面 , 非 
常に 無 経 験 で , そし て 物 に な ら な いよ うな 開発 計画 を 
従来 や っ て きま し た . た と えば 不 必 要 な 大 規模 水力 発 
電 に 手 を つけ た り , ある い は 大 き な 製 鉄工 場 を や や っ た 
り , 大 都会 の 道路 だ け 立 派 な る の を 作っ て みた り , ア 
ン バ ラ ンス な や り 方 を や っ て いく と いう と と が あっ た 
C7 の と 09 eC あそこ と で 先ほど 申 尼 上 
げた よう に 今後 は 国民 所 得 増加 率 平 均 1 必 を 今後 10 
年 間 で 年 率 2 に する . その 具体 的 な 方 策 を 後進 国 る 
先進 国 も 一 緒 に 考え よう じゃ な いか と いう と こと に な っ 
ます 

と れ か ら 少 し く 具 体 的 な 問題 し 入り ます . 特に 従来 


上 且 本 が や っ て いた こと と に 対し て , どう いう 3 問題 が ある , 


の 9 を 由 2 お が まず 締 最初 マル ティ ラテ ラル 
方 式 の 場合 で , われ われ が いち ば ん 困っ て いま す の 
は , 端的 に 申し 上 げ ま す と , 日 本 人 技術 者 の 適格 者 
カカ, 極め て 少な いと と で す . 語学 力 が 充分 あり し か も 
まい 技術 者 が 少な いこ と で す . 先日 ECAFE の 前 の 
事務 局長 を や っ て いた チラ シム ハン 氏 が 日 本 に 来 た と 
き に , 国連 事務 局 の 技術 関係 に る っ と 日 本 人 技術 者 を 


採っ て くれ と 話し た と と る ろ , 日 本 人 の 語学 力 に 不安 を 
も っ て いま し た . 技術 力も 考え て 採用 し て ぐれ な いか 
と 申し まし た が , 語学 力 が や は り 問 題 に と な る の で 非常 
に 残念 に と 思い ます 。 し か し ナラ シム ハン 氏 は イン ドド A 
で す が , 非常 に 日 本 人 に 好意 的 で , 国連 の 事務 局 に も 
日 本 人 技術 者 を ぜひ 履い た いん だ けれ ども , と いう こと 
と を 言っ て お り ま し た . また ソ連 は イン ド に 技術 者 を 
出す と き に は , 1 人 の 技術 者 に 対し て , 1 大 の 通訳 を 
出し て いる と の と と で す . 倍 の 人 間 を 送っ て や ら っ て い 
る わけ で す 。 そう いう こと と は 他 の 国 で は で き な い し , 
国連 で る も できない と いっ て いま し た . 

つぎ に バイ ラテ ラル 協力 方 式 で す が , 現在 コロ ジ ボ 
プラ ン そ の 他 で , た くさ ん の 技術 者 を 出し て お り ま す 
が 技術 者 の 待遇 問題 で 不満 が あり ます . それ は 国家 が 
個人 に 国際 協力 の 奏 仕 を お 願い し て いる の で すか ら 給 
料 な ど で 強 制 的 な と こと と は で きま せん . 今日 の よう に 優 
秀 な 技術 者 が 沸 底 し て 来 ま す と , 技術 者 を 出す と と が 
ます ます 困難 に な り ま す . 先ほど 申し 上 げ だ は うに 了 協 
力 で すか ら , ある 程度 の 個人 の 奉仕 は お ね が いす る と 
し て も , 政府 が や る べき 寿 仕 事業 を 個人 に し ょ わせ る 
と と は , われ われ と し て も つら いし ,| で きま せ 密 放 牙 
府 と し て も で きれ ば 国連 事務 局 に 雇 わ れる マル ティ ラ 
テラ ル 方 式 で 行く , 技術 者 と 同じ 程度 の 報酬 を 出す べ 
きじ し ゃ な いか と 思 て お り ま す ., 努力 は し て お り ま す 
が , 予算 関係 者 に そこ まで 技術 協力 の 重要 性 を 理解 さ 
注 る と た 岐 定 大 人 な さと で すこ 

それ か ら 前 に か えり ます が , 国連 と か 世銀 に 履 わ れ 
る 人 は 芳和 沈 ど 申 ら も 上 げた コン サル テス ンク 
ニ = ニア の 国際 標準 の 報 酬 より 安い の は 当然 で す が , 日 本 


. 政府 が コロ ン ボ プラ ン で 技術 者 を 出す 場合 の 給料 と 比 


較 す る と 雲泥の差 が あり ます . 全く お 恥ず か し い 話 で 
す が , 当事者 で すら 技術 協力 を 失業 救済 ぐ で らい に 考え 
た り , 技術 者 の 給料 を 国際 並み に あげ る の に 積極 的 で 
な い 人 々 も お ね おり ます . 同時 に 帰国 し て か ら の 生活 保障 
その 他 の 問題 で 悩み が あり ます . 終戦 後 1954 年 頃 ま 
で は ど ご ど 存じ の よう に 日 本 る 技術 者 が 相当 余っ て お り ま 
し た の で , も ちろ ん 業種 に る より ます が , まあ 当時 の 
コロ ン ボ プラ ン ぐ らい の 給 料 で 喜ん で 行か れ た 方 が あ 
り ま す が , 最近 の よう に 技術 者 が 足り な く な る と , こ 
ちら で 行っ て だ さい きど お 願い し な けり れ は ば 条 各 
が な い に も か か わら ず , 安い 報酬 に 据 居 か れ て いる と 
と は 今後 の 技術 協力 と と っ て 致命 的 な 問題 で す . われ 
われ も こと の 問題 を 第 上 た 解決 する 努力 を し て お り ま 
す . 5 
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それ か ら 技 術 輸 出 で 問題 に な る と と は , コン サル テ 

ィング ・ エ ンジ ニア の 問題 で す . 特に 日 本 の コン サル 

ティ ング ・ フ ィ ー ム と し て 確立 され た だ も る の が , 残念 な 

が ら ほ は ほとんど な いと いう と と で す ,/ 旧 却 に 日 本 に そう 

いう る も の が は た し て で きる か で き な い か , 非常 に 疑問 

ご 思 き て お り ま す 。、 で すか らち 国際 コン サル ティ ング ・ 
エニ ーション (FIDIC) "な ど は , コ 

マー シャ ル ・ イ ンタ レス ト は 含ま な いも の と 和 折 子 定規 

で きず か し いこ と と を 言っ て お り ま す が 私 は 前 述 の 通り 

放 語 日 本 の コン サル ティ ング ケ ・ ェ ンジ ニア の ファ ー ム は 株 
略式 会 社 で あっ て も , 内 容 は 普通 の 営利 会 社 の ほど も な 
< で っ と 生き て 9 く の が 枯 一 本 で すか ら , 洒 次 完成 
放 れ , 確立 され る まで の 過渡 期 で は 形体 より も 倫理 規定 
ーー を よく や っ 


導 拉 者 寺 生 包 生 う の 形体 を まね する と と を 給 商 し て 
写 味 が な いと 思い ます ・ た し か に いろ いろ の 規則 が 国 
| 医 的 に 一 応 き まっ て お り ま す が , アメ リカ で も ヨー ロ 
デパ で せ 国柄 に よっ て 違い ます し , 均一 的 に は 考え ら 
po 
; の 0 を だり けれ は がら 
な いと 思っ て お り ま す . 

有人 に 私 2om し て ぉ りさ ます の は , 後進 国 で は 日 本 の 


| 穫 大 きゃ 静 ポ する 入手 伯 の 企業 家 が , 日 本 の 技術 者 は 


0 現状 の まま で いき ます と 日 本 
[29Mas canna ccamres snne 


給料 が 安い か ら だ と , 公然 と 言っ て いる 


行け る の は , 
むき が あり ます . 私 どる も 慎 佐 し て お り ま す が , 残念 な 
が ら そ うい うぅ 実例 が と ゝ か し と に ある の で は な いか と 
心配 し て お り ま す -. 

最後 に プラ ント 輸出 の 場合 われ われ 非常 に 心配 し 
で いる の は , いま と 同じ 問題 で す が , サー ビス ・ エ ン シ . 
ジニ ア の 待遇 を 安く し て 全体 の 値 引 の 犠牲 に する と い 
うぅ 精 向 が みち れ ま すこ ご と うす ちと よい ター 
ー が で き な い 結果 を 生じ て 来 ま す . 

その 他 技 術 協 力 の 当面 する 各種 の 問題 や し な けれ ば 
な ら な いと と が あり ます .. た と えば 相手 国 に 対す る 知 : 
識 や 情報 を 充分 知る こと が 必要 で ある と か , も っ と 技 : 
術 協 力 に 計画 性 を も た すべ きだ と か , 受入 施設 を 充実 : 
し な けれ ば いけ な いと か , 研修 生 の オリ エン テー シテ 
ン の 機関 を 設け る べき だ と か , 技術 協力 の 効果 の 測定 
を や る べき だ と か , 先程 お 話し た 派遣 技術 者 の 待 財 改 
療 と 身分 保証 の 法制 化 と か , い ろ い ろ い われ て いま 
す .: 最初 に 申 上 げた 通り 技術 協力 の 仕事 に は 形式 と と 
も に 内 容 の 充実 で す . 今年 は 反省 の 年 で あり , 過去 を 
ふり か えっ て 基本 的 な こと か ら 復 習 し な が ら 固 め て 行 
きた いと 思っ て いま す . 要 ば は くり 返 じ 申し 王 げ だ さま うぅ 
に , 技術 協力 と いう の は , 結局 技術 輸出 の 橋 頭 優 で あ 
り ま すし , また 貿易 の 振興 の 母体 で も ぁ り ます の で , 
われ われ 技術 協力 の 仕事 に 従事 し て いる も の は 将来 に 
大 きい 期待 を か け な が ら , 微弱 で は あり ます が , 最大 : 
の 努力 を 傾倒 し て 行く つも り で お り ま すす. 

は な は だ と り と め の な い お 話 で ど ざ いま じ た が で 
れ で 終わ らし て いた だ きま す ! 
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要約 自動 交換 機 の 保守 作業 を # 
て どの 程度 の 妨害 を 与え る も の か を 知る こと が , 
人 過す る 確率 は 保全 サー ビス の 重要 ; な 目安 で ある る» 


済 的 に 実施 する た め に は , 
「 最 も 基本 的 a ある . 加入 者 ヵ Re し Rd 
と の 論文 は , 


る 障害 が 発生 し た と れ が 保全 サー ビス に は た し 
その 呼 が 障害 に 遺 


と の 確率 に つい て 研究 し , これ が 障害 に 呆 遇 じ た 呼 の 


NE ES EO 8 と 
れ ら の 関係 を 基礎 に し て 保守 技術 の 基本 問題 の 解明 が 可能 で ある ゆ を ん を 涼 べ て いる . 


1 言 


加入 者 が 発信 し た と き , その 接続 が 障害 に 遭遇 する 
確率 は 自動 交換 機 の 保守 の 良 禁 を 判定 する 主要 な 尺度 
で ある . と この 確率 と 自動 交換 機 に 混在 する 障害 の 量 と 
は , いか な る 関係 が ある か と いう 問題 は , 保守 技術 の 
最も る 基本 的 な 問題 で あっ て , と これ に つい て は 渡辺 博士 
で よっ て つと に 保守 理論 の や '⑪① と し て 研究 され , 経 
験 的 な 結論 が 与え え られ て いる し , 実際 の 自動 交換 局 に 
お いて も 経験 を 基礎 に し て , 各種 保守 作業 が 実施 され 

で て で いる わけ で ある が , と この 論文 は , これら の 経験 的 技 
術 た 対し 理論 的 解明 を 試み よう と する も の で ある . 

そる も そる も 自動 交換 機 と トラ モッ ク が 加え られ て いる 
場合 と, 呼 は 選択 過程 に お いて 最初 に 遭遇 する 空き ス 
0 ッ チ に 機械 的 に 接続 され る か ら ,』 と この スイ ッ チ が , 
た また ま , 障害 で あれ ば , その 呼 は 不 接続 また は 誤 接 
続 ど な っ ラ て し まう . と この 論文 は とこ の よう に し て 障害 
に 遭遇 し た 呼 が スイ ッ チ を 保留 する 時 間 , すなわち , 
他 の 呼 か ら 2 重 に 接続 され る と と の な いよ うに , その 
スイ ッ チ を メー ク ・ ビ ジ す る 時 間 は , 通常 の 接続 の 保 
留 時 間 に 比 し て 著しく 相違 し , か つ 障 害 の 種類 に 固有 
な 量 で ある と と に 着目 し , と この 保留 時 間 の 相違 が , 障 
害 遭 遇 の 確率 を 決定 する 要素 で あり , し た が っ て , 障 
) 害 を その 固有 の 保留 時 間 に よ っ て 分 類 す れ ば , 障害 の 
量 と 障害 遭遇 の 確率 と を , 理論 的 に 関係 づけ 得る こと 


* The Theory of Maintenance of Automatic 
Telephone Exchange. By TOSHIMICHI AMANO, 

Member (Electrical Communication Laboratory, 
Tokyo). [論文 番号 3217] 


を 指摘 し , この 関係 を 基礎 に し て , 保守 技術 に 関す る 
基本 問題 解明 の 可能 な る 所 以 を 述べ た も の で ある 


2. セレ クタ に よっ て 選択 され る スイ 
ッ チ 群 に お ける 障害 遭遇 の 確率 


2.1 _ 完全 スイ ッ チ 群 の 場合 

自動 交換 機 に お いて 呼 が 障害 に 遭遇 する 確率 は , 
イッチ の 空 線 選 択 方 式 に よっ て 異な る が , て の 論 玉 で 
は 代表 的 な 方 式 で ある , セレ クタ に よっ て 選択 され る 


スイ ッ チ 群 ) すなわち , 定位 置か ら 一 定 順序 で 選択 さ 


れる 完全 群 に つい て 論ずる . 
加入 者 が 発信 し た と き , 相手 加入 者 回 線 に 到達 する 


まで に , 障害 に 遭遇 する 確率 を w。 と すれ ば ぼ ば; 各 ス デイ 


ー ジ に お ける 障害 遭遇 の 確率 は , 非常 た 小さ いか ウ ら , 


P=PLs T+ PisT Pgs + PcOoN 
(gzs… は ステ ー ジ の 障害 遭遇 の 確率 ) 


で ある . し た が っ て , 章 題 は 各 ス テー ジ に おけ る 障害 


遭遇 の 確率 で ある . 
セレ クタ が 1 度 に 選択 する 10 個 の スイ ッ チ の 中 で 


謙 害 スイ ッ チ が 同時 に 2 個 以上 存在 する と と は , 極め 7 
て まれ で , 無視 し 得る か ら , 選 障 スイ ッ チ は 1 群 中 た 


は た ざさ 1 個 存在 する も の と 仮定 する . また , 呼 の 発生 


は 純 偶然 的 で ある と 仮定 する 実際 に は 呼 は 障害 だ 章 「 


財 する と 通常 , 繰 返 さ れる と と が ある の で , とこ の よう 
な 場合 に つい て は , 後 章 に 論ずる . 


ん る +l 
26000x00o00o 


図 1 礁 障 ス イッ チ の 位置 


Fig. 1}—Position of faulty switch. 
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さて , 図 1 た に 示す ど と く 1 辞 の スネ イッチ の 中 ; ヶ 番 


| ' 1 
} ty の 0 
まで は 正常 で (*+1) 番 が 穏 障 し て いる 場合 を 想定 し A 


メ 4= こ の スイ ッ チ 和 群 に 加え られ る 単位 時 間 当 


メ +ー}) る 2,0) =2 5G—1,0 
= 正常 接続 の 平均 保留 時 間 + 2G 0) =2 GG—1,0) 
s 人 = 障害 接続 の 平均 保留 時 間 LL 0 


[0]= 衛 障 ス イッ チ が 空い て いて , 7 ヶ 番 ま で の 
正常 スイ ッ チ の 中 の 7 個 が 接続 され て い errreeeseereeee 
cgi (r+, 0) =2 2( ヶ ー1, 0 + 1) 
1]= 吹 障 ス イッ チ が 接続 され て いて , か つ , Cl 
ヶ 番 まで の 正常 スイ ッ チ の 中 の 7 個 が 接 
i 続き され て いる 状態 (+ TTT 
ゃ G,1) = 同上 の 確率 EP 
ど 仮 定 す る 。 こ の 場合 と (r+1) 番 ま で の スイ ッ チ の 
有 失 続 の 状態 は , 呼 の 発生 が 仮定 に より 純 偶然 的 で ある (+ 
か ら , (r+2) 番 以 降 の スイッチ の 接続 状態 に よっ て 
放 有 に は 影 扶 を 受け な い . 
、 統計 的 平衡 の 概念 や に よれ ば , と の スイ ッ チ 群 に お kkk 
いて , ある 任意 の 瞬間 に 接続 の 状態 が [z,0], ある い i 
| は 史 1 で あっ た と き , 続く 、 ある 微小 時 間 中 に 新 (rip D 2 LD DO 
た に 呼 が 起き たり, ある い は 進行 中 の 接続 が 終了 し た (2) 
り し て , z,0] ある い は [51] 以外 の 状態 に それ ぞ れ また 。 常に 
変化 する 確率 は , 逆 と , 初め に [i,0] ある い は [71] 。 
以外 の 状態 に 在 っ た と き , 新た な 呼 の 生起 , あ る い PG O+ LG 1D =1 (3) 
本 導 委 紹 の 次 迷 の 終了 に よっ て 同じ 才 小 時 間 中 に で ロ あ る 以上 の 請 式 より や G0) GG:1) を 雇 滞 じ 抽 る 
菩 ,0] ある い は [51] に, それ ぞ れ 変化 する 確率 に 等 @) ょ も» ; 
じい し か し て 微小 時 間 中 に 2 個 以上 の 呼 が 生起 し た RS 
りあ る い は , 2 個 以上 の 接続 が 終了 し た りす る 確率 A200, 0)= デ 61,0) +ー ム (0,1) 
は, 1 個 の 呼 が 生起 し た り , ある い は 1 個 の 接続 が 終 
了 レ し た りす る 確率 に 比 し , 極め て 小さ く 無 視 す る と と EE (wes 
が で きる . したがって, ある 状態 に お いて 微小 時 間 1p(m—1,0) m+ キー GG, 1) 
の 間 iC, 呼 が 1 個 生起 する 確率 は 4d と な る . し か 
し て 呼 が 発生 し た と き , 状態 が [50] ある い は [1] : c 
(0 用 有 2 ァ ー1) で あれ ば , 呼 は 総 て 正常 接続 と な り , Pr, 0 = DD 
月 [rr,0] で ぁ れ ば 呼 は 障害 接続 こと なり, [1] な ら ば 呼 iY 
は あふ れ て ( ヶ +1) 番 の スイ ッ チ まで の 接続 に は な ら Co, 
な い . また , [40] ある い は [1] の 状態 に お いて , ② ょ り 
} 


a 


| 微小 時 間 み の 間 に , 正常 接続 の 終了 する 確率 は の 220,1) に 9 OD 
| [0.1] あるいは [51] の 状 胡 か ら , 障害 接続 の 終 & 

了 N が する 確率 は (1/2, [i,1] の 状態 か ら 正常 接続 か rr 
| 隙 害 接続 の いずれ か ゞ 終了 する 確率 は Gh+1/5)d& と 
tT Ot 

壮 た で なる. 
0 (MS 
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0=ーー3 G1 +22GC,0) | 


GS 
CC 


DUA, 0) +hC1; 1) =2 が PCO, 0) +2(00, 1)} 
bm, 0) +p(m, 1) 


h nN 
(0,0) +5(0,1)} 


+ set ces ene ee 


br, 09 +PCr, 1) 


a 
CN 
と 0 Eb 
に (20,0) +200,1)}=1 7) 
OT 
RR OL Gm DD = EUEmM (8) 


た だ し Eh ん ,m) は ヶ 個 の スイ ッ チ より 成る 完全 
群 に 。 2 た な る トラ ヒッ ク が 加え られ て いる 場合 に , 
mm 個 の 接続 が 同時 に 存在 する 確率 を 表わす アー ラン の 
公式 と する. すなわち 


DF 
m! 
ON Ee 
dh (0ZmZ?) 
a0 た 
Dy 


bp(m,1) = lapm- i 1 +0 3 2G Dl (9) 
(a=1h, 0= 三 /s) 


な る 関係 が ある の で , £m,1) お よび 双 ?GD は , 
それ ぞ れ 


jem 1) LOD (ar (mya i 


mM 7 一 2 a ーー た 
+(?2 +(? Ga 
+ G+D) 

{=0 
2 0 A “an (0 +i)am-* a 
k=0 {=0 


=0 


$a a lan +( JerDar 
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mM . 2 ” « 
+(2 GG+iar™ 十 (A (9Q+Dar-k 


R/C 


0 RN 1 Jl G+idar- & 11) 


3 


SE だ た は) と UD RR 
0 0 = £0, つか YlGrdar' 
RG (ai 
(12) 
(SE 
Cr;0)T+ SL1) = ECa, 7) (13) 
0), (12) お よび (13) より 
| 
(0.1) = G4 
(Norden 
k=0 {i=0 
よ ま $5 
と Gda- * 
£7,0) = ‘E, (a; +) 
(CN 041arth 
k= k t=0 
(15) 
2 I (0ar- a 
br, 1) TU EG 
を TT O45)arn- k 
k=0 k t=0 
(16) 


2(r;,0) は 求め る 障害 遭遇 の 確率 で , 2 ヵ ,1) は, 
(r+1) 番 ま で 全部 接続 中 の 確率 で ある . 

式 (15) お よび (16) に お いて , 9=e と 置け ば 
P(r,0) cmco=E, (a,n, £2Cr, ece=0 と な る . これ は 
s=0 の 場合 で あっ て , 障害 スイ ッ チ は 常に 空き 状態 
に 在 る か ら , 第 ヵ + スイ ッ チ まで を あふ れ た 呼 は 常に 障 
害 に 遭遇 する こと を 示す . 9=1 と すれ ば £7;0 う 2 
E,(a,n—E, na r+l), 2, Dei= Ela,r+D 
燥 が で れ は $= だ が の 場合 に 相当 の カー フン の 人 
と 全く 同一 で ある . 9=0 と 置け ば £;0)。=o=0, 
2 る 1co= 選 (a,n と な る . と これ は s=e の 場合 で 
障害 スイ ッ チ は 常に メー ク ・ ビ ジ さ れ て いる と と に な 
り , 委 ヶ テス イッ チ ま で を あふ れ た 呼 は , 常に 第 ヶ z+ 
1) スイ ッ チ を あふ れ , 呼 が 障害 に 遭 時 する 確率 は 零 
に 等 いと と を 示す :) と の よう に 式 * 50 の 7 2720) 
は 9 の 臨界 的 な 点 に て に おいで, 公知 の アー ラン の 式 に 
一 致す る が ,- そ の 他 の 値 の 場合 に つい て 擬似 トラ ヒッ 
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ク に よっ て 実験 し 
た 結果 は , 図 2 の 
通り で 理論 と 良く 
一 致し て いる 
後 章 に 述べ る ど 
と く 09==10 の 場合 
は 最も 普通 に 起こ 
る の で , 計算 例 を 
図 3 に 示す . 
2.2 接続 され 
て 来 た 呼 の 1 
部 分 の み を 妨 
害する 障害 
前 節 で は 克 障 ス 
ィ ッ チ に 接続 され 


—= P(r,0) % 


C0000000000 0 


1 10 
図 2 障害 に 遭遇 する 確率 の 実験 
Fig. 2—Experiment of probability 
of encountering fault. 


a 1 10 
> O000000000 


40 3 
9 
6 
20 | 
| ンー 
~~— ーー 
0 2 2 6 8 0 


\ p 9 g ーー a erl 
図 3 障害 に 遭遇 する 確率 (0=10) 


\ Fig. 8—Probability of encountering fault (0=10). 
ee 
有 有 場合 に つい て 論じ た が , 障害 の 種類 と に よっ て は , その 
計 部 分 の み を 妨害 する も の が ある . と の 場合 に は 接続 
EE 0 5 coast 
罰 > と すれ ば は, と の スィ ッ テ に 接続 され る すべ て の 呼 の 
| 係留 時 間 の 平均 値 は "= ん (1 の +sp と な り , 第 で w 
D1 イッ テ に 技 科 の 多 生 する 硬 率 2 は 式 
有 有 G5)ic お いて 90-4 と 紅い て 求め る と と が で まき , 
し た が っ て で て, この 場合 の 陣 害 道 巡 の 確率 は , ?2( ヶ ,0)。 
| なる. 計算 例 を 示せ ば 図 4 の 通り で ある . 

不 完全 スイ ッ チ 群 の 場合 

| 2 レー ジン グ さ れ た 不 完全 中 継 線 詳 に 接 が る スイ ッ 
cisionsmns. toz1,romns hem 


に よっ て 決定 され る も の と 
し て , 近似 的 に 計算 し 得 
る の が , と れ と 前 節 の 理論 
と を 組み 合わ せれ ば , 不 完 
全 ス イッ チ 群 に お ける 障害 
遭遇 の 確率 を 計算 する と と 
が で きる 。 計 算 例 を 示せ ば 
図 5 の 通り で ある . 


3. 障害 接続 の 
保留 時 間 と 
障害 の 分 類 


| 呼 が 障害 に 章 遇 し た 場合 
ーー その 接続 の 切断 が いか 

図 4 了 褒 害 の 影響 に 行なわ れる か た 着目 し て 
Fig. 4—Effect of fault. みる に , それ が 発 呼 者 の 意 
志 に よっ て 支配 され る 場合 と , し か ら ず し て , 機械 的 
に 行なわ れる 場合 と が あぁ る. 一 般 に 障害 は 障害 接続 の 
保留 時 間 か 5 ら みて, つぎ のど と く , お お き な ね 4 種類 に 
分 類する と こと が 可能 で ある . 

(1) 接続 の 切断 が 発 呼 者 に 支配 され る 障害 
(1-a) s=10 秒 程 度 ⑩ 半 10) の 障 志 


— ap(r0) en 


呼 が 不 接続 あ 

ts i? る い は 誤 接 続 に 
hk ? “ } } } な っ た こと と に 無 
*?—0 0o 0 4 2 2 2 付い て , 発信 者 
が 自発 的 に 呼 を 

中 断 す る とこ と に 
3 の 復旧 が 行なわ 
| れる よう な 障害 
10 が こと これ で あっ 
05 な スイ に 4 和 テ 自 

% 体 の 障害 の 大 部 
図 5 障害 の 影響 ( 不 完全 群 の 例 ) 分 は と これ に 属す 
Fig. 5—Effect of fault (an example る . こと この 場合 の 
of incomplete group). 保留 時 間 は 正常 


接続 の 保留 時 間 と 同様 に , 長短 区 々 で 相当 の 幅 に 分 布 
する も の で あぁ る が , と これ に つい て 通 研 実 験 交換 局 に お 
いて 実測 の 結果 は 図 6 の ど と く で あっ て , 平均 保留 時 
間 は 10 秒 で ある 。 同 局 の 正常 接続 の 平均 保留 時 間 は , 
同じ く 実 測 の 結果 100 秒 で あっ て 60==10 と な る . 

と の 種 の 障害 接続 の 保留 時 間 は 正常 接続 と 同様 , 通 


話 の 種別 ステ ー ジ の 別 , その 他 局 情 に より 若干 の 相 
‘0 C20 ) 


へ 
sf a 


i t . | 
こさ N20 ) be ar x 
る ‘ r ' LY > pt Cr 
。 , . 0 
' 。 0 。、 
i Pi +F a 
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400= a 2 
表 1 呼 の 繰返し の 影響 
| 不 接 誤 接 数 
六 加 の 福 ; 
300 ’ 0 
お 順 間 呼 | 呼 
ー 号 { (erl) 分 数 数 数 
で KE 測 | 実 測 計 7 邊 
200 3 2.84 25 47 23 | 21.5 
2 2 2.82 14 42 16 17.5 
3 2 1.45 14 197 | 10.3 
。 4 2 2.12 28 61 27 27.6 
00 5 2 2.42 18 40 17 | 189 
6 2 1.67 12 23 10 10,.6 
f 2 2.29 14 42 18 17.0 
- 8 1 1.42 10 21 7 7.5 
10 20 30 40 50 9 4 1.87 Sp 6 4:8 
ーー 係 憶 時 向 (私 ) 10 3 2.41 8 7 交 
図 6 障害 接続 の 保留 時 間 (?=10 の 障害 ) EE * 0 
Fig. 6—Holding times of faulty connections (9=10). 12 1 2.31 9 23 10 10.1 
13 4 2.84 DB CR 10 A 
: 違 は ある が 通常 9 二 10 で ある . 14 3 2.26 35 52 15 12.4 
15 2 2.81 15 34 12 14.8 
1-b) s=h (@=1 宝 
C ) C ) の 障害 16 1 1.95 7 8 5 6.8 
遼 害 で る 接続 お よび 通話 に 特に , 支障 の な いよ うな Ft 0 


種類 の る の は , と これ に 遭遇 し て る 発信 者 は 気付 か な い 
か ら , その 保留 時 間 は 正常 接続 と 同一 で あぁ る. 

(2) 接続 の 切断 が 発信 者 に 支配 され な い 障 害 , 

(2-a) s=0 (9=o%) の 障害 

障害 接続 の 切断 が 発 呼 者 が 気付 く よ り 前 に , 機械 的 
に 切断 され る よう な 障害 た と え は ば 中 継 線 断 線 障害 が , 
と れ に 属す る . ; 

(2-b) s=o (9=0) の 障害 

発信 者 が 送受 器 を 復旧 し て る , 接続 が 切断 され な い 
まう な 障害 だ どれ に 属す る . と この 場合 , と この 加入 回 線 
か ら の つぎ の 発信 は 不能 に な る . 中 継 線 混 線 等 が 1 因 
で ある . 

障害 適時 の 確率 を 決定 する 要因 と し て は , な お , 前 
述 の o が ある . セレ クタ の 上 昇 不能 と いう 障害 は ヵ 
三 1, セレ クタ の 話 中 音 不 出 と いう 3 障害 は , 出 線 全 話 
中 の 場合 に だ け 影 響 す る か ら , 通常 p=0.01 ( 出 線 全 
話 中 率 ) と な る . 

s と pz と は 共に 障害 の 種類 に 固有 な 量 で あ っ - て , 
すべ て の 障害 は , こと の 2 つの 量 に よっ て 分 類する と と 
が で き , と これ に よっ て 障害 遭遇 の 確率 を 計算 する と と 
が 可能 と な る . : 


4. 障害 に 音 肖 し た 呼 の 繰返し の 影響 


第 2 章 で は 呼 の 発生 を 純 偶 然 的 と 仮定 し た . と の 仮 
】 定 は 繰 返 さ れ た 呼 が , 別 の スイ ッ チ 群 に 発生 する よう 
有 | な 場合 に は 適合 する が , 実際 の 自動 交換 局 で は 呼 が 繰 
有 | 返さ れ て も , 再び 同一 策 に 発生 する よう な 場合 が 起 と 


pe OS re 
備考 (1) za は 第 1 スイ ッ チ に 加わ る 呼 硬 . 
(2) 障害 は すべ て 60=10,p=1 に 属す る も の ・ 


(3) 記録 は 実験 交換 局 に お いて 昭和 27 年 より 昭和 32 年 の 問 


に 実測 し た も の . 


る . と この 場合 に は 純 偶 然 呼 の 仮定 は 最早 成立 だ な い ゆ ' 
呼 の 繰返し の 影響 を 知る た め に , 通 研 実験 交換 局 に お 
いて 繰 返 さ れ た 呼 も , 必ず 同一 群 に 発生 する よう (< 設 
定 さ れ た 群 に お いて , 9=10, p=1, の 障害 だ っ WW で 央 
測 し た . 結果 は 表 1 に 示す 通り , 障害 に 遭遇 し た 呼 の 
中 で 独立 の 呼 ( 繰 返 さ れ た 呼 を 除い た 呼 ) に 注目 すれ 
ば , この 数 は 前 述 の 理論 値 に 極め て 近い こと が 明らか 


と な っ た . 0=% の 場合 で も 第 1 接点 の 障害 は 計算 値 ~ 


と 一 致す る は ず で あり , 後 順位 の 場合 あるいは? の 


小さ い 場 合 は 繰返し の 影響 は 9=10 と 同 程度 , また は 


さら に 小さ く な る も の と 考え られ る か ら , 一 般 ど 障害 


遭遇 の 確率 は 純 偶然 呼 を 仮定 し た 理論 億 と 近似 的 に 等 | 


し いと みる こと が で きる ・. 

障害 に 遭遇 する 確率 と し て サー ビス 監査 ある い は は) 
接続 試験 に お いて 調査 する 不 接続 、 お よび 誤 接 続 は 障 
害 に 適時 し た 独立 呼 が 対象 で ある ・ 


5. 障害 の 量 と 障害 遭遇 の 確率 


自動 交換 機 に お ける 障害 遭遇 の 確率 は , 保守 良否 率 
と も る もい われ, 保守 の 良和 の 程度 , ある い は 保全 サー ビ 
ス の 程度 を 表わす 重要 な 目安 と な っ て いて , と の 憶 が 

5/1,000 以下 な ら ば 良好 な 保守 状態 

5/1,000~20/1,000 な ら は ば 中 程度 の 保守 状態 


CI 


いい 補 
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で あぁ る と され て いる の ,。 と の 確率 は 自動 交換 機 が , 常 
に 内 在 せ し め て いる 老 障 スイ ッ チ の 割合 に 関係 する と 
と は 明らか で , 各 ス テー ジ の 季 障 スイ ッ チ 混在 率 を , 
それ ぞ れ Mzs,M,s… Mcow 等 と すれ ば , 障害 道 遇 
の 確率 は 
p=F Mi;s, M,s Meon) 

で あぁ る 々 が ", 関数 『F の 形式 は 従来 , 理論 的 に は 詳 ら 
か で な く 経 験 上 , 推定 され て いた と と ころ で ある . 

Ca に お いて も し 障害 を 前 述 の 理論 に より 計算 し た 
障害 に 半 遇 する 独立 呼 数 が , 1 スイ ッ チ 当たり の 平均 
呼 数 に 等 し いよ うな 障害 を も っ て 単位 と し て 評価 する 
な ら ば , 障害 混在 率 は ステ ー ジ の 障害 遭遇 の 確率 に 等 

し く な っ て , 前 章 の 

Po=Prs+ PisT+ Ps + PCOoN 
と い う 簡単 な 関係 が 世 立 っ . 
自動 交換 局 に お いて スイ ッ チ の 全数 試験 を 実施 する 
場合 その 障害 発見 率 は M; に 相当 する か ら , その 

発見 され た 障害 を 相当 する 障害 回 線 数 で 評価 すれ ば , 
交換 局 の 障害 道 時 の 確率 は 容易 に 計算 し 得る . 一 例 と 
| し て , 千代 田 電 話 局 に お ける 障害 適時 の 確率 の 計算 値 
有 | を 示せ ば , 表 2 の 通り で ある . 同局 は 保守 状態 良好 と 
語 】 ミ れ て いる 局 で ぁ っ て , 計算 値 は それ を 物語 っ て い 
ww KR 
議 庫 i で の ょ うに し て 良好 な 保全 サー ビス を 提供 する た め 
: 表 2 障害 に 匠 遇 する 確率 の 計算 例 
Rr、 項 」 目 


20/1,000 以上 は 不良 な る 保守 状態 


障害 に 適 過 
牙 | 障害 件 数 | 九 害 回 線 する 確 
(10=° 


(人 1. 数 値 は 千代 田 局 に お ける 昭 和 31 年 秋 の スイ ッ チ 全数 試験 
_ の 記録 に よる . 
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に は , 自動 交換 機 の 障害 の 量 は , どの 程度 に 抑え る ベ 
きか と いう , 保守 技術 の 基本 問題 を 解明 する と こと が で 
きる わけ で ある . 


6. 結 言 


呼 が 障害 に 遭遇 し た と き , スイ ッ チ を 保留 する 時 間 
は 通常 の 呼 の 保留 時 間 に 比 し , 全く 異な り , か つ , 障 
害 の 種類 固有 な 値 を 持つ と と に 着目 し , この 値 を 導 
入 し て 自動 交換 局 に お ける 障害 遭遇 の 確率 を 計算 する 
方 法 を 述べ た . な お , 障害 接続 の 保留 時 間 は すべ て , 
その 特質 か ら み て , お お むね 4 種 の 値 の いずれ か に 属 
する と と る 述べ , 実例 に より , それ ら の 値 を 明らか に 
し た . つき ぎ に 呼 の 瞳 害 道 遇 の 確率 は , 呼 が 繰 返 さ れる 
と と が ある 場合 に お いて も る も, 純 偶 然 呼 を 仮定 し た 理論 
値 と 近似 的 に 等 し いと と を , 実例 に より 明らか に し 
た . か くし て , ステ ッ プ ・ パ イ ・ ス テッ プ 式 自動 交 挨 


. 局 が , 望ま し い 保 全 サ ービス を 提供 する た め に は , ス 


イッチ の 品質 を いか な る 程度 に 維持 すべ きか と いう ;, 
保守 技術 の 基本 命題 に 対し て , 理論 的 に 解答 を 与え る 
と と を 可能 な らし め た . 

終り に 本 研究 に 御 高 配 を 賜 わ っ た 石川 前 所 長 , 岡 
村 , 宮崎 両 次 長 , 米沢 前 交換 課長 (日 本 電気 株 式 会 
社 ), 大 友 交 換 課長 お よび 工学 博士 渡辺 孝 正 氏 (株 式 
会 社 日 立 製作 所 ), 御 援助 を 賜 わ っ た 通信 綱 課 礎 部 題 一 
氏 , 御 協 力 を いた さい た 交換 課 高 原 人 敏夫 氏 , 実験 交換 
局 竹 内 皇 氏 , 田中 達雄 氏 , 他 同 局 の 諸氏 お よび 千代 田 
電話 局長 功 島 異 氏 の 方 々 に 厚く 感謝 の 意 を 表す . 
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下 側 帯 波 周 波数 変換 形 パ ラメ トロ ン 増 幅 器 * 


正 員 岡 島 徹 


正 員 野 万 永 


(電気 通信 研究 所 ) 


要約 "900 Mc 帯 低 雑 音 増幅 器用 と し て 下 側帯 波 周 波数 変換 形 ペ ラメ トド ン 増 本 器 を 用 いた 実験 結果 が 述べ られ て いる . 
と の 方 式 は 入 ・ 出 力 が 同じ 周波 数 の 普通 の 形 の パラ メト セン 増幅 器 に 比 し て 低 雑 音 , 広帯域 が 得 ら れる . 本 文 は 下 側 刺 
波 (アイ ドラ ) と し て 6 Gc 帯 を 選び , 利得 14 dB, 帯 城 (LdB 下り ), 15 Mc 雑音 指数 1.5~2.1dB を 得 た . 実験 
に 使用 し た 非 直 線 リ アク タン ス 素 子 は ダイ オー ド “Varactor 460E” で ある . 


ae 記 は の を 


パラ メト ロン 増幅 器 は メー ザ に 比 し て 一 般 と 大きな 
内 部 雑音 を 有 し て いる . し か し パラ メト ロン 増 編 器 の 
構成 を 適当 に する と と に より 内 部 雑音 は 減少 し , 使用 
する 空中 線 の 等 価 雑 音 温 度 が 比較 的 に 大 きい 対流 圏 通 
信 の 範囲 で は , 信号 対 雑 音 比 C と お いて 両者 は ほとん ど 
同等 と 見 な すこ と が で きる . 

一 般 に パラ メト ロン 増幅 器 を 普通 の 方 法 , すなわち 
入出 力 同 じ 周 波数 で 動作 させ る と , パラ メト ロン 特有 
の ア ィ ドラ 雑音 が 大 き な 内 部 雑音 源 と な り , その 雑音 
指数 NF) は 悪く な る . と れ を 防ぐ 方 法 と し て パラ 
メト ロン を 周波 数 変換 形 増幅 器 と し て 動作 させ る . 

まず 入力 周波 数 を げ / と し て , 出力 周波 数 は 励 
振 周波 数 た と プ と の 差 で ある よう な 周波 数 配置 を 
笠 な うど 入力 周波 数 げ は ア に 変換 され , か つ 増 
過 も 行なわ れる . と の 現象 は パラ メト ロン 固有 の る の 
で あぁ っ て 周知 の 事実 で あみ ある. いま と の 方 式 に と お いて 入 
力 側 に ア を 阻止 する フイ ィ イル タ を そう 入 す る と 電源 側 
より の ァ テイ ドラ 雑音 が 除 か れ , 低 雑音 に な る と と が 期 
待 さ れる 本文 に お いて は と の 原理 と に し た が っ て 900 
Mc 帯 の 低 雑 音 増幅 器 を 試作 し , その 設計 基準 と 実験 
結果 が 示さ れ て いる . 

一 方 下 側 帯 波 の か わり に 上 側帯 波 を 出力 と し て 使用 
する 周波 数 変換 形 増幅 器 も 考え られ る が , 900 Mc 帯 
で は 充分 な 利得 を 得る と こと が で き な い の で 次 段 以 降 の 
NF の 影響 が 大 きく な り , 全体 の NF は 劣化 する . 
また 下 側帯 波 を 使う と 上 側帯 波 に 比 し , 帯域 が 狭 
く の ②⑳, 直 安 定 に な る と と が 予想 され る が , 本 文 で は 
回 路 条 件 を 適当 に する と と に より , と これ ら の 欠陥 を 改 


* Lower Side Band Frequency Converter Type 
Parametric Amplifier. By TORU OKAJIMA and 
MANYANG CHUNG, Members (Electrical Com- 
munication Laboratory, Tokyo). [論文 番号 3218] 


問 し た . も ちろ ん , 周波 数 変換 形 パ ラメ トロ ン 増 過 器 
は サー キュ レー タ を 必要 と せ ず , アイ ソレ ー タ の な で 
よい の で 装置 は 小形 化 さ れる 利点 が ある . 


2. 原 理 


2.1 原理 の 大 要 

パラ メト ロン 増 凡 器 と に お いて は 尾 号 ササ ど デ イド ラ 
ナナ" と の 両者 に それ ぞ れ 共振 する 二 つ の 系 を で 励 
振 さ れる 非 直 線 素 子 に よっ て 結合 せ すね ば な らち な い . そ 
の 等 価 回 路 を 図 1 に 示す . こと で パラ メト ロン 増 性 回 
は 変換 形 で 動作 し て いる の で , 負荷 Gz は アデ アイドラ 
側 に 接続 され て いる . 


チ " アイ ドラ 偶 苦 示 


チ : 信 号 側 共振 系 
C。: 非 直 線 容量 素子 
G1,G2: 了 プ お よび プイ の 共振 系 の コン ダク タン スズ 分 
Gg : 電源 コン ダク タン ス 
C7 仙人 稚 ゴン ダク タン ヌス 
エエ ,C : それ ぞ れ の 共振 回 路 ウ の ウイ ンダ クタ ンス お よび キィ ャ パシ ジ 
タン ス 人 分 
図 1 周波 数 変換 形 パ ペラ メト r ン 増幅 器 の 等 価 回 路 
Fig. 1—An equivalent lumped circuit for the frequency 
converter type parametric amplifier. 
いま , と この 系 に お いて 周波 数 / の 入力 信号 を 供給 
し プア を 出力 と し て 取り 出し た 場合 の 共振 時 の 変換 利 
得 は 式 1) で 与え られ る の , 


7 4A(o'Gi/o Gr;)GG 
ME 
EET ET 


だ た 7G 軸 答 ロン タク 放 ン ンス 
Gr;=G,+G, 
Gr,=G,+Gi 


GW) 
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応 ) (1) より わか る よう に て の 係数 が 分 子 に か ゝ 
っ て いる の で , @'>wo の 周波 数 配置 と る と 利得 ・ 帯 


、 
は っ $ 人 と なぁ る ぁ 
7 7 (A) 


域 積 は 増大 する こと 
一 方 雑音 指数 を 計算 する と 式 (2) を 得る . 
(29 
G, の 'G Ca Gr., 


ただ だし, 式 ②) は 熱 雑 音 に も と づく も の の み で , そ 
れ 以 外 の 項 は 小さ い の ei て ある と この 式 で 注目 
すべ きこ と は 第 3 項 の アイ ィ イィ ドラ 雑音 の 項 に w/e” の 係 
数 が か か っ て いる こと こと で あぁ る. し た が っ て 前 と 同様 に 
⑳'>@ の 関係 を も た せる と NF の 低下 が 期待 され る ・. 

2.2 アイ ドラ 周波 数 の 決定 

前 項 お ける 考察 に も と づい て ア ィ ドラ プア を どの 
まう な 値 に 選ぶ か や を 検討 する . 

りり プン ナ な る ほど 一 定 利得 の も る と 
を 帯域 が 広い の . 

2) 式 (2②) より アープ な る ほど アイ ドラ 回 路 よ 
り の 雑音 は 減少 する . 


3) う アイ ドラ の 雑音 源 G。 が ダイ オー ド の 広がり i 定形 性 基 敬 (WRI-6) 
A 
瓶 質 ま りな る 場合 は , vb な る ほど その 雑音 は 増大 志 藤 アス 


する 2 る. 
4 次 段 以降 の 受信 機 (周波 数 ア に 対す る る も の) 
は だ > 了 チ な る ほど NF は 悪い . 
(59 が > ナナ な る ほど 小形 に な る .( た だ し プア の 回 


路 に 短 形 導 波 管 を 使っ た 場合 0 

(6) プー な る ほど 小 発生 用 の 発振 管 が 得 ら れ NA | i 
く い . . HH 

以上 の 諸 性 質 を 考慮 し て の 値 を 6Gc 吉 に 選ん pmsas 
忘 計 し めかし, これ は 最適 な 周波 数 と 断定 し た も の で な 図 3 実験 回 路 の 構成 図 
C4 実験 の 都合 る も 加味 で 決 愉 : さ れ た 値 で あ 2. Fig. 3—A block diagram of experimental circuit, 

3. 実 験 結 果 ラ 雑 音 の し ゃ 断 用 フィ ル タ は 図 3 の よう に 方 向 性 結合 
中 の 端子 よ を に と りつ け られ て いる 。. 

3.1 回 路 構成 3.2 利得 周波 数 特性 

使用 じ 7 に 共振 回 路 は 図る 2 の よう に 信 過 周波 数 に 対し 使用 し た ダイ オー ド は “Varactor 460E” で ある . 
で は 同 山 形 共 振 器 を , アイ ドラ に 対し て は 6Gc 帯 の と れ を 使っ た 増幅 器 の 帯域 特性 は 一 般 に 狭い が , ア ィ 
短 形 導 波 管 形 共振 喘 を 用 い , 両者 の 結合 点 に 非 直 線 容 ドラ 回 不 を 2 周波 で 共振 する ゆ や よ う に 調節 する と 双 上 峰 


大 素子 と し じ で の ダイ オー ド を と りつ けた . 入力 は ルー 特性 と な り , 非常 に 周波 数 帯域 が 広く な る 。、 と の 一 実 
ブ プ 和 結合 と し , 出力 は 可変 スタ ッ プ を 介し て 直接 に 負荷 測 例 を 図 4 に 示す 。 こ と この よう に 双 峰 性 を 持た せる た め 
避 接 続 じ し た. 一 方 励 振 電 力 は 図 3 の よう に サー キュ レ に は 図る 2 る の イィ イン ピー ダン ス 変 成 盟 を 調整 すれ ば よい . 

ーー タ ゃ を 通し て 共振 回 路 へ 供給 し て ある . も ちろ ん 実際 また 入力 信号 と 同軸 共振 器 と の 結合 用 の ルー プ の 巻数 


は 単なる 了 分 岐 で 充分 で ある . は 2 回 と し , 両者 の 結合 を 蜜 に し た と き に 良好 な 特性 
| 本 実験 で は 900 Mc 帯 の アイ ィ イソ レー タ が 間に合わ な が 得 ら れ た . 

か っ た の で 結合 度 21 dB の 方 向 性 結合 器 を 通し て 入 3.3 雑音 指数 

旋 信 峡 は 加え られ た . し た が っ て 電源 側 よ り の アァ ィ イド NF の 測定 は 正確 に 出力 を 較正 し た 信号 発生 器 に よ 
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EL dB TD す . 測定 例 1 ユ ~3 は 回 路 の 調整 状態 が それ ぞ れ 異な っ 


て いる . 測定 例 4 は 電源 個 よ り の ァ アァ ィ ドラ 彰 しゃ断 
Oe の た めし ゃ 断 周波 数 4Ge の 佐 域 ろ 波 器 (LPF) を 
れ た と さき の 値 で ある . 


表 1 NF お よび 利得 の 測定 例 


5 | 下 定 件 1 | 2 re 
F 8.6 dB 5.5 3.8 2.8 
@ 12.0 13.6 15.8 18.2 
まわ Fs I の 1.8 1.5 
C88 865 870 875 880 
wr 入力 周 読 敢 Mc 下 : 全体 の NF 
ミ LD G: 初段 の 利得 
20 : 初段 の NF 
RR 。: 次 段 以降 の NF =15.6 dB 
3.4 遅延 特性 
共振 形 パ ラメ トロ ン 増 幅 器 の 遅延 特性 は 共振 系 の アデ 
ドミ タン ス の 位相 の 周波 数 に 対す る 直線 性 , 利得 お よ 
0 ご 
Db *- 寺 び 共 振 系 の Q な ど に 支配 され る . 
入力 周 次 数 Mc 本 実験 に 用 いた パラ メト ロン 増幅 器 の 遅延 特性 は 図 
図 4 利得 の 周波 数 特性 5 (b) の 実線 の と お り で 帯域 10 Mc と わた ぅ て 6 mzs 
Fig. 4—Frequency characteristics of gain. の 訪 差 内 に 入っ て いる 。 た 1 と の 値 は 受信 機 全体 


っ て 行なっ た , また 全体 の NF より 初段 だ け (パラ (中 間 周 波 増幅 部 を 含む ) の 遅 延 特性 で , さら に 申 間 
マト P ン 増 糧 器 ) の NF の 倍 を 評価 する に は 新しい 周波 増配 部 に と りつ けら れ た 位相 等 化 器 に まき で 和 柳 
方 法 が 用 いら れ た . 得 ら れ た NF の 値 を 表 1 に 示 され た と き の 特 性 を 示す . も ちろ ん と れ を 除 イ と 悪く 


1 
さこ 8 紀 0 0 
8 Pa 
| 5 
宙 9 
性 夏 
声 RA 
入力 周波 散 Mc (中 心 920Mcy 
(@) 増幅 利得 の 周波 数 特性 

ww 
に 
E 
三 
地 
に | 
中 


0 
入力 周波 至 Mc 
(b) 宇 延 時 財 の 周 渋 散 特 性 


図 5 励 振 周 波数 に と よる 増幅 特性 の 変化 
パラメータ: 励 振 周 波数 の 変化 量 ) 
Fig. 5—The variation of the amplifier characteristics 
due to pumping power, 


スカ 周波 数 MC 
(b) 押 延 時 向 の 周波 散 特性 
図 6 - 励 振出 力 に よる 増幅 特性 の 変化 
(パラ メー タ : 励 振出 力 の 変化 量 ) 
Fig. 6—The variation of the amplifier characteristics 
due to pumping power. 
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な り 約 20 mzs に な る . 

3.5 励 振 電 源 

励 振 電力 の 大 き さ は 整合 負荷 に 換算 し て 100 mW 
程度 で ある が , 実際 に 非 直線 容量 素子 に 供給 され る 電 
力 は と これ より は る か に 小さ い 値 で ある . 使用 し た クラ 
ィ イス トロ ン は 7 V-205 (日 本 電気 製 ) で ある . 

3.6 安定 度 

一 般 と に パラ メト ロン 増幅 器 の 安定 度 は 普通 の 増幅 器 
に 比 し て 非常 に 悪い 、 そ の 最も 大 き な 原 因 は 励 振 電 源 
の 発振 周波 数 と 発振 出力 の 変動 に よる も の で ある . と 
に 増幅 利得 が 大 きい と き に と の 効果 は 著しい . 

一 例 と し て 増幅 利得 が 15 dB の と き の 実測 値 を 示 
す . 図 5 は 励 振 周波 数 が 変化 し た と き の 利 得 の 周波 数 
特性 と 遅延 特性 の 変化 を 示す . し た が っ て 励 振 電 源 に 
対し て は 10~* 以下 の 安定 度 が 要求 され る . そ れ ゆ え , 
当然 1 AFC を 付加 せ ね ば な ら な い . また 図 6 は 励 振 
出力 が 変化 し た と きき で, こと の 場合 も APC を 付加 す 
る 必要 が ある と 思わ れる . 

どれ ら の 原因 以外 に も 増幅 器 の 安定 度 を 支配 する も 
の が 考え られ る が , あま り 大 きく な いよ う で ある . と 
れ を 確認 する た め に こと の 形 の 増幅 器 を 連続 20 日 間 , 
振 周波 数 と その 出力 を 監視 し て 試験 し た 結果 , 充分 
| 六 定 し た 増 過 特 人 性 を 得る と こと が で さき た. 


% 4. 実効 的 な 信号 対 雑音 比 S/NV) 


この 増幅 器 を 見 通し 外 通 信用 の 受信 機 の 初段 に 用 い 
議 】 る こと に ょ より 従来 の 受信 機 (NF=9dB) に 比 し て な 
和 ん dB の S/N 改善 が 期待 され る か を 計算 する と 図 7 


©o 
lu 
ww 9 = 
pe 10 
お 
b 
語 11 
12 
13 
13 15 17 19 
8 利得 dB 
右 図 7 NF 943B の 従来 の 受信 機 に 
対す る S/N の 改善 度 


Fig. 7—Degree of jmprovement of SIN 
as compared with custormary 
receiver in case of NF9345, 


は 2dB 程度 で , と これ に より 受信 機 の S/N 改善 に 大 

き な 飛 忠 が 期待 され る と と で あぁ ある. また NF は 1dB 
程度 まで 下り 得る 可能 性 も 理論 的 に 予測 され る に も か 
ゝ わら ず , 若干 悪い 結果 が 得 ら れ て いる の は 共振 回 路 
の 不 完全 接触 な どこ に よる る も の と 思わ れる . 

本 研究 を 遂行 する に あたり 電波 分 光 専 門 委員 会 に お 
ける 東京 大 学生 産 技術 研究 所 の 斎藤 教授 の 御 講演 や に 
お いて いろ いろ 有益 な と と を 教え て いた ゞ いた . また 
当所 深海 無線 課長 , 増田 同 補 佐 , 喜田 社員 に 御 指導 , 
御 べ ん た つい た ゞ いた 。 と こと に 謝意 を 表す る 
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室 信 機 初 段 の 雑音 指数 の 新 測定 法 * 


正 員 岡 


= 徹 


(電気 通信 研究 所 ) 


要約 受信 機 全 体 の 雑音 指数 CNF) より 初段 の み の NF を 知る 方 法 と し て 従来 の 方 法 よ り 閉 し く 正 確 で , し か る 簡 
単 な 測 定 法 が 述べ られ て いる . 本 測定 方 式 は いま まで 測定 不能 と され た 領域 まで に お よび , その 測定 確度 は 通常 0.2dB 


以下 で ある . 


R20 代 導き 


いま まで 受信 機 初 段 の NF を 測定 する に は つぎ の 
0 だ > と 5 の 4 り で いい 7 なわ ちち 了 図 ユ 記 上 お いて , 


(全休 ) Ri, F2 , 62 
F 
の 引 


図 1 受信 機 の 等 価 回 路 


Fig. 1—Equivalent circuit of receiver. 
それ ぞ れ 。G,, 。 の 値 を 測定 し , 式 1) を 用 いて 
求め る 計 を 計 筑 に よっ て 見 出し て いる. 
F,—1 


E 


A @ 0 


egret 

: 受信 機 全 体 の NF 
: 初段 の NF 

: 次 段 以降 の NF 

: 初段 の 利得 

: 次 段 以降 の 利得 

人 の 方 潜 叶 っ の 人 欠点 を きす っ て いる 

1) 7 式 (① 〇 7 は 差 の 形 で 表示 され て いる た め 玉 , の 
慎 が 非常 た 小さ い 場 合 (マー ザ や パラ メト ロン 増 己 器 
の 場合 ) 大 き な 誤 差 々 生ずる. と くに 。 が 大 で Gi 
カ の 小 な る と き に 著しい 。 も し この 方 法 に 固 報 する か ぎ 
9 G;, 下 , の 測定 値 に 対し て 極端 な 正確 さ が 要 求 
され る で あろ 3 う . 

(2) 式 ①)①) の 数 値 計算 が 面倒 で ある . すなわち 
dB で 得 ら ちら れ た それ ぞ れ の 値 を 真 数 と な お し , 引 算 を 
行なっ て し か る 後に 再び dB に 直さ ね ば な ら な い . 

一 方 最近 発表 され た る の と し て J.C. Greene, P.P. 
ombardo の 方 法 や が あぁ る. と れ は 初段 と 次 段 と の 間 


RANI NN 


* New. Method of Measuring the Noise Figure for 
the First Stage of a Receiver. By TORU OKAJIMA 
Member (Electrical Communication Laboratory, 


Tokyo). [論文 番号 3219] 


に 精密 な 減衰 器 を る そう 入 し , その 減衰 量 を 変化 させ て 
全体 の NF を 5~6 点 測定 し , と れ ら の 実測 値 よ り 
友 を 図面 上 で 推定 する 方 法 で ある . 

と の 方 式 の 欠陥 と し て 測定 時 間 が 非常 に 大 で , し か 
も 外 そ う 法 で ある の で 測定 確度 に 期待 は で き な い . ま 
た 使用 する 減衰 器 は そう 入 損失 が 小さ く 非 常に 精密 な 
も の を 用 いる 必要 が ある . 

本 方 式 は , と これ ら の 欠点 を 除い た も の で あぁ っ て 以下 
詳 述 する . 


2. 原 理 


本 方 式 の 要点 は G: を 測定 する か わり に , 初段 の 存 
在 の 有無 に よる 全体 の 雑音 の 変化 量 .⑦- 係 数 ) を 知 
る と こと に ある .。 すなわち 図 2 に お いて スイ ッ チ を 
倒し た と き の 全体 の 雑音 出力 を Nj;out と し 2 に 倒し 
た だ た と さ UVaSat る a る と 

Noun=F,G,G,KTB + (F,—1)G,KTB 
NL GRTB 


図 2 測定 回 路 


Fig. 2—Circuit for measurement of Fi: 


を 得る . 両者 の 比 を 測定 し て , と れ を Y と すれ ば 式 


(2) を 得る . 
と の Y の 値 は 相対 値 で ある た め , 実験 値 と し て 非常 
に 正確 測れる. 読取 精度 0.01 dB, 確 訂 0.05 dB は 
容易 に 実現 で きる . 

つき ぎ に 式 ②) と 式 ①) より G, "を 消去 する と 


ED) 


C7 ) 
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三 ィ だ 人 
を 得る . これ が 全体 の NF より 初段 の NF を 求め る 
式 で ある . と と で 7 ァ を 補正 係数 と 呼ぶ と と に する . ま 


た 次 段 以 降 の NF が 悪い と 1/F。 は 無視 で き て , 


oe (4) 


を 得る .。 この 式 よ りつ ぎの 2 つの 重要 な 性 質 を 知る と 
と が で きる . 

3) は り 天 を 求め る た に は Y を 求め る の み で 
まい (Gi と 志 , の 測定 は 不要 ). し か も Y は きわ め 
で 正確 に 測定 する こと が で きる . 

(2) 式 ) が 差 の 形 に な っ て いる の に た K 反 し , 式 
di は 積 の 形 に な っ て いる . と この た る め dB 表示 が で 
きる の で 数 値 計算 が 容易 で ある . 


_1 \ (GB) 
8 、 F, GP RC) + FB (5) 


もちろん, この 補正 係数 は Y に 関し て あらかじめ 図 
放 を 作っ て お く こ と 便利 で ある ( 図 3 の = の 曲線 
9 参照 ). 


パラ メー タ :F2 
FidB=#(F2)dB +FdB 


® er vs 


RN . Y (88) 
= 図 3 YY ょ より 補正 係数 7 を 求め る 図表 


n Fig. 3—Chart to obtain correction factor 7 by 
Y-factor. 


3. FF の 影 枚 


rg 6 うに な る . i et itp yh 
: 用 稚 の 交 化 は あま り 大 きく な いと と を 知る . 後述 する 


よう に , 一 般 に Y の 値 は 1dB 以上 で ある の で EF; 
の 測定 確度 の 低下 は 大 き な 誤 差 と は な り 得 な い . 
以上 の と と を まとめ る と 本 方 式 の 利点 は つぎ の と お 
り で ある . 
(1) 測定 が 簡単 
(2) 測定 後 の 数 値 計算 が 容易 . 
(3) 1 の 場合 了 , の 値 を 知ら ちら なく で も よい . 
(4) を 1 で な い 場 合 で も 下 。 の 補正 は 鈍感 で あ 
る の で 下 。 の 測定 確度 は あま り 正 確 で な く て も よい . 
(5) 有 玉 の 測定 確度 が 従来 の 方 法 に 比 し て 非常 に . 
優れ て いる . 


I 


4. 実験 回 路 


特に 新しい 装置 は 不要 で 従来 の ま ゝ で 可能 で ある . 
問題 の Y の 測定 に お いて は 受信 機内 に 正確 な 減衰 器 
を 入れ ゝ ぱ ば よい . し か し 一 般 に と の よ 5 な 方 法 を と らち 
ず 受 信 機 出力 計 の 読み を 正確 に 測定 する と こと に よっ て で 
Y の 値 を 知る こと が で きる . 


一 例 と し て 最も 瓦 の 測定 が 困難 と 思わ れる 下 側帯 
波 周 波数 変換 形 パ ラメ トロ ョ ン 増 幅 器 (仮称 ) の 測定 結 
果 の や を 示す 。 と の 場合 , 初段 の 利得 G, の 測定 は 非常 
と 困難 で 大 き な 測 定 誤差 を 呈する. し た が ぅ て 前 述 し 
た G, の 測定 を 行なわ な く て も よい 本 方 式 は 特に 有効 
で ある . 

表 1 は , と の 測定 結果 で ある . 求 か る 玉 , の 値 は ほ 
と ん ど ば ら つ か な いで ,. し か も 理論 値 と 合致 じ た 値 を 
示し て いる 、 


表 1 実験 例 回 路 条件 A,B,C は いずれ も 異な る . 


6. その 他 の 方 式 


式 (3 は 若干 の 変形 に と よっ て つぎ の よう は & 表わす - 
と で 
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1 1 
0 3 
EK 1 1 
Fk G, CY 
と これら の 式 は 実験 上 , 式 (3) を 用 いる より 便利 な 場 
合 も ある . 


a EE 


と こと に 述べ た 方 式 は \Y- 係 数 と いう 特に 目新し い 因 
子 で な いも の を 積極 的 に 使っ て 初段 の NF を 正確 か 
つ 簡 単に 測定 で きる と こと を 示し た . と くに , 『。 の 悪 
い 受 信 機 を 使用 し て も 玉 の 値 を 正しく 評価 する と と 
が で きる . 


付録 1. 。 の 測定 確度 の だ, へ の 寄与 


本 方 式 の 大 き な 特 徴 の ー つ で ある る も の で , 最終 的 に 
求め られ る べき 屯 , に 対し て 下 。 の 測定 確度 が 大 き な 
原因 と な り 得 な いこ と と 0 式 (3) より 補正 係数 は 


アー1+ーーー 
r= (ラッ ) ON 

で ある 』 の, へ の 寄与 は 7z を 調べ れ ば よい . 式 
(2 よる D 

NT 
を 得る 。 と こと で 。 の 測定 確度 を 9 屯 。/。 に 入れ る と 
98r/r より ァ ヶ ィ の 確度 を 知る と こと が で きる . 図 4 は 4F,/ 
。 に 1dB の 変化 量 を 与え た と き の 補正 係数 ヶ の 変 
化 で ある 、 こ れ よ り Yー1 dB に お いて は ほとん ど 問 
題 な いと と が 見 出さ れる . 


付録 2. 


。 を 無視 し 得る 四 囲 


補正 誤 旦 (dB) 
© 
[ey] 


NN 

tr 0N 

~~ 

に TE Dn i i i 
[el 2 0390; 10 

8 

図 4 到 の 測定 誤差 が 1d8B の と き の 補 正誤 差 

Fig. 4—Correction errors at measuring accuracy of 
Fs; in case of 1dB. 
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ある 程度 た が 大 きく な る と , 下 。 を 7 の 式 よ り 除 
く と こと が で きる と と を 前 に 述べ べた. とれ は 次 式 よ り 和 寺 


算 で きる . 
た GE 信人 で 
ァ ( 真 値 ) (9 
4 
を 許容 誤差 と 定義 する と 式 (10) を 得る . 
1/(1/¢—1) 


“i (10) 


Yー1 
と れ よ り =e- に 実験 上 許容 し 得る 値 を 代入 する と ; E 
と が その と きき 満足 し な く て は ならない 範 囲 で 示さ 
れる 図 5 は e に 0.1dB, と 0.2dB を 与 医 な と どき 
の 計算 結果 を 示す . これ より 表 1 の 実験 結果 の 中 , 大 
部 分 の も の は 。 の 補正 を し な く て も 充分 で ある て と 
を 知る ろ る さき と が で きる 


付録 3. ヶ z の 測定 確度 


と と で , の 測定 確度 の と と は 一 応 考え な いで ァ 7 が 


どれ 位 の 確度 で 測定 で きる も の か を 計算 し て みる . 式 
(⑧ より 

0r F,—1 
VL 


5 
“2 


Y (dB) 
図 5 - F。 の 補正 を 行なわ ちな いと き の 誤 差 範囲 


Fig. 5—Range of errors at no correction for F2. 


す の 測 定 第 度 ^(d8) 


0 
oi OLIO TOF 4 
Y (dB) 
較 6 の 測定 確度 が 0.05dB の と き の 
補正 係数 の 確度 
Fig: 6—Correction accuracy at measuring accuracy 
of ¥ in case of 0.05 dB. 
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を 得る .。 とこ ゝ に 9 Y/Y は Y の 測定 確 訂 で 前 述 し た と な り , その 補正 誤差 は 無視 し 得る ほど 小さ い . また 
よう に 0.05 dB の 確度 は 充分 得 ら れる . それ ゆえ こと 。 の 補正 を し な く て も その 誤差 は 図 6 よ り 0.2dB 程 
の 値 を 使っ た と き の 97r/r を 求め て みる . と これ は 下 。 お 度 で あぁ る の で . 


よび Y に よっ て 変わ り 図 6 の よう に な る 、。 いう まで F,=1.9 寺 0.76 dB 
る も なく 。 が 小さ い ほ ど ァ の 確度 は 大 で ある 。 い ずれ と な り , だ の 測定 に る も と づく 0.5dB より は る か に 小 
た せよ Y ン 1dB の 範囲 で は 問題 な い . さい 誤差 で あぁ る . 
付録 4. 本 方 式 に よる だ , の 測定 確度 付録 5. 測定 上 の 注意 事項 

表 1 の 実験 結果 の 中 の (B-1) の 例 に つい て , 瓦 の 図 2 の 測定 原理 た に お いて 見 られ る 抵抗 体 4 お ょ び 選 
確度 を 検討 する . は 290°K で な いと 本 方 式 は 誤差 を 伴う . と の と と は 


(1) う だ の 測定 これ は 使用 し た 信号 発生 器 の 確度 式 2) の 誘導 の 過程 と みれ ば 自明 で あぁ る. すなわち 
で ある . これ は 本 文 の 目的 の 対象 外 で あぁ る が , 一 応 全 NF の 定義 どおり 290°?K の 抵抗 体 を 両方 と お くべ き 
体 の 測定 確度 を 調べ る 意味 に お いて 考慮 する . 一 般 に で あぁ ある. と こと で 雑音 発生 器 と か 空中 線 を 接続 する と 衰 
出力 を 較正 し た 直後 の 信号 発生 器 は 土 0.5dB と 評価 差 を 呈す る . 


で きる . それ ゆえ また 一 般 と に Y- 係 数 は 受信 機 の 初段 が 能動 か 受動 か 
F=5.5 土 0.5dB の 差 を 表わし て いる が , メー ザ の よう に 初段 を 冷却 す 
. (2) 7 ヶ z の 確度 と の と き の Y の 値 は 2.5 二 0.05 ぁゃ と , と この よう な 定義 は 不 完全 で ある と と に 注意 し な 
cs, dB で あぁ る の で , 図 7 よ り く て は な ら な い . あく まで 本 方 式 は 図 2 の 回 路 が 基本 
Ke 0.06dB で あぁ っ て , と れ に し た が えば 増幅 部 の 温度 が どん な 値 
半 と 得 る -. の と き で も 使え る . も し , 抵抗 体 4.B が 290°K) と 
i (3) 下 。 の 測定 確度 に よる 7 へ の 影響 惨 の 測定 。 異な る と き は さら に 修正 頃 が 入る だ け 厄 介 で ある . 
居 値 を 15.6 寺 1.0dB と 仮定 する と 文 献 
i 3 r= —3.4 上 0.08 dB (1) J.C. Greene & P.P. Lombardo : “Low noise 
400 Mc reactance amplifier”, Microwave 
4) 」 全 誤 差 これ は 上 記 の 値 の dB 和 を 求め る と Journal, 2, 5, p 28, (1959-05). 
た より (2) 岡島 , 朗 :“ 下 側帯 波 周 波 敷 変換 形 ペ ラメ トド ン 増 幅 
i 器 "。 電気 学会 ベラ メト リッ ク 増 幅 調査 委 資 料 No. 
F, =5.5—3.4 土 (0.5+0.06+0.08)dB 3-3, (1959-11). 
=1.9+0.64 dB (昭和 34 年 12 月 10 日 受付 ) 
UDC 621.375.9 
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要約 進行 波形 パラ メト リッ ク 増 幅 喘 で は 増幅 に 必要 な 信号 周波 、 アイ ドラ 周波 成分 の 外 に 高周波 成分 も 同時 に 発生 
し , 増 器 の 特性 (増幅 度 , 低 雑音 特性 な ど ) に 悪い 影響 を 及ぼ す . 本 論文 に お いて は 第 一 近似 と し て 第 一 上 側帯 波 な 
有 有 ら び に 第 二 下 側帯 波 成 分 に ょ る 影 約 を 等 価 位相 定数 の 概念 を 導入 する と と に より 均一 分 布 結合 の 理論 より 導い て いる . c 
さら に 一 つの 実例 と し て 縦 形 電子 ビー ム ・ パ ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 の 場合 に つい て 数 値 計算 を 行なっ て いる . 


nr に 数 多く の 文献 の の の ④⑰⑭⑮ に 発表 され て いる が , い 

8 : ずれ も 増幅 に 必要 な 信号 周波 。 ア イド ル 周 波 成 分 (お 

' 環 ]】 進行 波形 パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 理論 に じ つ い て は 既 よび ポン プ 周 波 成 分 ) の み を 考慮 し て いる . し か し 実 
* Effect of Higher Harmonic Components on the Performance of the Travelling Wave Parametric Amplifier. 


: By SHIGEBUMI SHAITO, Member (Institute of Industrial Science, University of Tokyo, Chiba). [論文 番号 
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際 に は 上 側帯 波 を は じ め と し て 高調 波 成 分 の 発生 は 特 
別 な 場合 を 除き さけ られ な い 。 と れ ら 高調 波 成 分 の 影 
響 に つい て は わずか に 文献 (⑦) に お いて 定性 的 に 米 
べら れ て いる に 過ぎ ず , 実用 上 その 影 絡 は 無視 し 得 な 
い 場 合 が 多い の で 本 論文 に おい て Haus⑲ の 均一 分 
布 結合 の 理論 を も と に し た 解析 を 行なっ た . 


2. 分 布 結合 理論 


まず 進行 波形 ペラ メト リッ ク 増 幅 器 に お いて どの よ 
うに し て 高調 波 成 分 が 生 し る か を 考え て 見 よう . と ゝ 
仮定 と し て 信号 波 お よび と これから 生じ る 高調 波 成 分 
は いわ ゆる 微小 振幅 理論 が 成立 する 程度 に 小さ く , ま 
た ポン プ 波 る それ程 大 きく な くそ の 二 次 以 上 の 非 直 線 
性 は 省略 し 得る る もの と する . か く ゝ る 場合 に 信号 波 
か ら ポ ンプ 波 @ の 混合 作用 に より アイ ドラ 周波 (第 
ーー 下 側 帯 波 , @。= ゥ 一 o,) , 第 一 上 側帯 波 @。=o+o の 」), 
人 第 二 下 側帯 波 (@,=o+o。=2%-@,), 第 二 上 側帯 波 
(@;=20+%) 等 が 発生 する 過程 お よび その 周波 数 ス 


o an 


さ e S 2 
@ 
Tw) a (=iw- un) Wal=2w- We= 3w-un 
A 0) 
ws (= 2i*+ un!) 


| 
Ww3 
(=30*w) 
(ID) の < の 2 の 場合 1 (=3* un 
Ww 2w 3w 


OW Wz Ws Wa Ws Wg Wr 


(Dr そ w2 の 場合 
w 2w 3w 


ーー 加 生 
図 1 高調 波 の 発生 過程 と 周波 数 スマ クト ラム 
Fig. 1—Procedure for higher harmonics generation 
and frequeney spectrum. 

ペク トラ ム を 図 1 に 示 し て ある . 同 図 か ら 明 ら か な よ 
うに ポン プ 波 の 二 次 以 上 の 非 直 線 性 を 無視 し て いる 限 
り に お いて の @ の 2, の, の @。… の 発生 過程 と の 。,@。, の 7… の そ 
れこ と は 信号 周波 o&。 を 媒介 と し て 行なわ れ て いる こと と 
を 知る . また 同 図 の 周波 数 スペ マク トラ ム は 2 つの 桜 端 


な 場合 と し て @ る o。 お よび @ そ o。 の 例 を 示し て あ 


る が , と これ か ら 高 調 波 成 分 の 影響 を 考え る 上 に 第 一 近 


| 似 と し て 前 者 の 場合 は アイ ドラ 周波 o@。 の 外 に 上 側帯 
| 液 o。 の み を 考慮 すれ ば よく (@,, @。 は 周波 数 が 遠く は 
な れ て お り 第 三 近 似 以 下 と 見 な し 得る ) と これ に 対し て 


司 
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後者 の 場合 は 第 一 上 側帯 波 wo。 と 第 二 下 側帯 波 @。 ま 
で を 第 一 近似 と し て 考慮 する 必要 の ある こと と を 示し て 
いる . 

さて Haus⑮⑪ と よる と 微小 振幅 理論 の 仮定 の も と 
に 分 布 結合 の 結合 度 が 弱い 場合 は , パラ メー タ 励 振 を 
受け て いる 均一 分 布 結 合 回 路 に お いて も 通常 の 分 布 結 
合 の 場合 と 全く 同様 に 


Tt (EO 


な る マト リク ス 方 程 式 が 成立 する . 特に 無 損失 回 路 の 
則 合 は いわ ゆる ' Manley-Rowe の 基本 式 を 満足 する 
と こと が 要求 され , と これ より 結合 々 を あら わす C=- マ トリ 
クス が 決定 さ れる . いま ポン プ 波 が < の 正方 向 に 進 
行 し て いる 場合 を 考え , 信号 波 お よび 高調 波 成 分 る す 
べ て この 方 向 に 進む も の の み を 考慮 する . さら に と これ 
ら の 波動 成分 は いずれ も 進行 方 向 に 対し て 正 の ェ エネル 
ギ (すなわち 電子 ビー ム の 場合 は fast wave) を 伝送 
し て 行く る の と する . 以上 の 仮定 の も と に 上 述 の 考察 
に より の 1;@ の 2,@% お よび @。 の み を 第 一 近似 と し で 考 
慮 し て 式 (① 〇 ) を 代数 方 程 式 に 分 解す る と 次 式 を 得る 1. 
(も もちろん, さらに 高 次 の 高調 波 の 場合 に も 容易 に 導く 
と と が で さる か 


= Bat Re GN OR 


d . 
—at okra ty 0 EE OR 
dz 2 2 124 1 2 る 2 


d R 
i — Ok *e rg, —7 Aas 
d * oz * ボ 7 * 
TF = Oo Ri Teg +7 A,a; 
(2) 


と きき に C12 a お よび a* は それ ぞ れ 07605 OR 
よび o。 の 波 の 正規 化 振幅 で 下 側 帯 波 に 対し て は その 
共 や く 複 素数 を と っ て いる の の , ム A, …8。 は それ ぞ れ 
の , の ,, …@。 の 波 が 単独 に ある 場合 の 位相 定数 で ある . 
2 等 は の ゐ 。 と の @z, @ の > と @。 の 波 の 結合 度 を 表 わ 
す の で , 他 の 波 の 存在 に と よっ て 結合 度 が 変化 し な いと 
する と 従来 の 2 波 成 分 の 理論 に よっ て 容易 に 算出 し 得 「 
る . また 図 1 と 示し た 混合 過程 の 考察 に より 数 つか の 
波 の 間 (た と えば @。 と @) の 結合 は 無視 し て ある . 
式 ② で 結合 係数 を と 共に 76* が ある の は 結合 の 原 こ 
因 と な る ポン プ 波 が こと の 位相 定数 々 を も っ て 進行 し て 
いる た め に 生ずる 項 で ある . と の 項 を 消去 する た め に 
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r 
a;*= eg, * 
a,=e-i'a, (3) 
a Be 
Gt gt 


と し て ^, 式 ② に 代入 する と 


d 
ts rr Ba; dt Wk,.a,'* Rt oO;k,,a,’ 


; 
os *=o,k,,*a,—7 Ba Nt Ok, a * 


a = —o,;k,,*a,  —jA;'a;! 
‘ a "= —O,k,,*a,'* ー』 Ba,k 
2 
誠 放 25 六 で に 86 お よび 6 は 
= | 
村人 A'=h,—8 | (5) 
そ 家 半 b=28—8, 
Ns | の 関係 に みり, その 意味 する 所 は それ ぞ れ 信号 波 か ら 
克 た ooo. 半 の 生生 位 邊 定 至 で ある . すなわち 式 


| ④⑲ は 通 常 の 単 一 周波 回 路 に お ける 4 つの 波動 姿態 に 
| 対す る 分 布 結合 の 基本 式 と 全く 同様 で , 一 見 複雑 な 多 
有 周波 パラ メト リッ ク 回 路 を 信号 波 か ら 見 た 等 価 回 路 に 
6 下 き 換え た も の に 相当 する . し た が っ て @:,@。 液 等 
が 信号 波 の と 同期 する た め に は その 等 価 位相 定数 
” 6 等 が に 等 し いと と が 要求 され る . 

| 式 ④" を 得 た 以上 は 従来 か ら よ く 知ら れ て いる 方 
[saromnnsrus roca 


a 


Ln 


EY ER A, “ri=1, 3, 4 (6) 
i だ 3 くく と ① は 信号 波 に 対す る 伝 ば ん 定数 で ある 


=FjA)A, + ok,A* + ok,,A, =0 
ojkis*A,+ (Tj 8,) A,* + ok,,A,*=0 
A + トー)A, =0/ 

: ok A, CO 18A, | 
! (7) 
" er, し たがっ て 固有 伝 ば ん 定数 は つぎ の 方 程 式 に 
PC れる. 
129 (T3849(T 358-38 
; Wk , | kh,。 Me ) 8) {Ph Fp 0 
‘3 + kT —F 6,) (CT—j 8) 
有 有 < これ 5 に ホン Re と る 暫 ある の が 
R 0 | 有 | > で は 信号 波 を 基準 に と る 方 法 に よっ た . 


+0,0| kT —7 8,) CT—F 8,) 
+0,0| ka foo k=0 
(8) 
以上 4 つの 流 の 場合 を 求め た が 理解 を 容易 な らし め 
る た め に 一 , 二 の 秋 単 な 場合 の 解析 を 行なっ て 見 よう 
まず @。 お よび o。 波 の み ,。 また は or お よび os。』 波 : 
の み の 人 従来 よく 知ら れ た 場合 に つい て 考え る と (前 者 
の 物 は を 2, 後者 の 場合 は た 。 のみ を 考慮 する ) 式 
(8) より 固有 伝 ば ん 定数 と し て 


(83 
と な り , Tien ふ » その 他 が 別 の 方 法 で 求め た も の と 全 
く 一 致す る (上 式 か っ と 内 の 干 の 上 符号 は @; : @。, 下 
符号 は @, : @。 の 場合 に 対応 する )・ 特に @, : @。 の 場 
合 に = :'( 三 ター8:) の 場合 は 
r=j A 上 Noo:lk,,| (10) 
と な り , と これ より パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 増幅 度 と 結 
合 係数 の 関係 が 導 か れる . 
つき ぎ に oo@。 お よび o@。 の 3 波 を 考慮 する 場合 は 
式 ⑧ に 対応 し た 下 式 を 得る . 
CE DC i A 
oak T5189 
+o,0|k,, CT 3A,')=0 11) 
と の 場合 特に 興味 の あぁ る の は 3 波 が 完全 に 同期 し て い 
る 場合 , すなわち =8:"= ム 2 の と き は 
了 アー=/ A。 お よび | 
EC A | 
を 得る 、 し か る に と の よう な 完全 同期 の 伝送 回 路 に お 
いて は 一 般 に | た = を ( 式 10) お よび 文献 ① , ③ 
(④ 参照 で ある か ら 式 (12) の 平方 根 の 内 は 常に 正 
で あり , し た が っ て か くる 場合 に は 増幅 現象 は 生じ な 
いこ と と 民 注 目 し た い 、 す な わ ち , と の 場合 は パラ メト 
リッ ク 増 幅 器 と し て 負 特 性 を 示さ な い 。 と れ に 対し て で 
4 波 が 完全 に 同期 し て いる 場合 は 式 ⑧ より (T- 
78)* に 関す る 二 次 式 と な り 一 般 に 互い に 対 を な す 増 
幅 お よび 減 誤 特 人 性 を 示す . 


3. 3 波 を 考慮 し た 縦 形 電子 ビー ム ・ 
バ パラメトリック 増幅 器 の 特性 


前 節 に お いて 進行 波形 パラ メト リッ ク 増 幅 器 に お け 
る 分 布 結 合 の 理論 を や ゝ 一 般 的 に 述べ た が , その 一 つ 


(12) 
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の 具体 例 こ と し て 縦 形 電子 ビー ム の パラ メト リッ ク 増 過 
に つい て 考え る と と に し よう . 特に 本 節 で は @,,o の 。 お 
よび @。 の 3 波 の み を 考慮 する . と この と と は 前 節 で 述 
べた ど と く みる o。 の 場合 に は 高調 波 成分 の 影響 を 論 
ずる 際 の 第 一 近似 と な る も の で あり , また @ の を o@, の 
合 で る '@。 波 を 含め な けれ ば 完全 な 第 一 近似 と は な 
ら な い が 一 つ ず つの 高調 波 成 分 が どの よう な 影 郷 を 及 
ば すか を 考察 する と と は 高調 波 の 影 結 の 物理 的 意義 を 
理解 する 上 に 大 い に 利 する も の で ある . 


実用 上 重要 な fast wave 成分 を 考え る と 各 波 の 位 
想定 数 や は 
B= Bi—Bo;= a1 a- rs 3) 
WO; 
B= B.Be= bl 1 ) 
@ 
(ポン プ 周 波 に 対し て ) 
(13) 
で 与え られ る. と ゝ た K Aei =o;/v。, vs。 : 電子 速度 ) は 


@; に 対す る 電子 走行 位相 定数 , wy は プラ ズ マ 角 周 波 
数 を , また 太 , は @; に お ける その 低減 係数 で あぁ る. 
また 28g: は @; に お ける 低減 プラ ズ マ 位相 定数 と す 
る . し た が っ て @」 か ら 見 た 各 波 の 等 価 位相 定数 に は 
式 ⑮⑤,(13) を 用 いて _ 
i= (1—7) 

C427) | (14) 

= ei(1 ユ ーー ヵ 7:4。7」) 
きる と に 


RO 
WO; W; 


A 
i R, (15) 
RR 
人 う 


で ある . さら に 求め る 固有 伝 ば ん 定数 7 を 
=j fal m+ G6 
と お いて , これ ら の 関係 を 式 11) に 代入 する と 次 式 
ぁゃ 得る. 
3 8-49 G8 4 
6 CODjO bh) 
Gan 
と の 式 を 導く に 当り 既に 別途 求め られ て いる 2 波 の 


I 


(18) 


9 . 
0,0;R, = ga 


(19) 


の 関係 を あ 用 いて お り , (19)/(18) な る 比 を と ちい 
て いる . な お 如 は ポン プ 波 に よる 電子 ビー の 電流 
変調 度 で ある . 式 (U7) より 8 が 求め らち られ) 式 169 


より ow 波 に 対す を 固有 伝 ば ん 定数 7 が 得 れる の 

で ある が , 9 は 一 般 に 複素 数 で 
i = 209 

I と お く と さき ヶ z が 固有 有 液 

の 増大 ま 必 は 洲 王 大 利和 

gs el え , » は 分 布 結合 後 の 蘭 

円 断面 電子 ビー ム 相 定 数 の 推移 を 与え る 

Fg. 2 一 Circular solid beam の で ある . 今 図 2 る のど と 


enclosed by metal wall. 


く 半 径 の な る 金属 壁 に 囲 
まれ た 半径 «の 円 断面 電子 ビー ム を 考え る と プラ ズ マ 
周波 低減 係数 R は Zea の 関数 と し て 与え られ る 1 (x 
献 (⑪ の p 39 参照 ) の で , 式 (17) の 4。, 4』 等 は 数 値 
的 に 求め られ 式 17) は 容易 に 教 値 計算 する と と が で 
きる . 特 に 電子 ビー ム が 極め て 薄い 場合 , す な わ ち 24。a 
つっ 0 で 全部 の 波 が 同期 (4。=4。=0) し て いる 場合 は 
=00S び | 


NT 
mp 


と な り , 式 (12) と 一 致し 増大 波 , 減衰 波 が 生 性 な 


い 。 ま た 電子 ビー ム が 極め て 厚く 8e2a っ ce の と き は 
4。=4。=1 お よび ヵ ゃ =1 と な る の で 
70=0 お よび 
=1 (y= 一 1 た 相当 する ) } 


と な り , や は り 増 大 波 減 衰 波 を 生じ な い : 


(22) 


EC 


i | (21) お 


中 間 の 適当 な ビー ム 径 の と き に パラ メト リッ ク 増 幅 が 0 


行なわ れる も の と 考え られ る . 図 3④, ⑮ た K そ れ 


ぞ れ 6/a> お よび 2 の 場合 に つい て @ の や o。 と した 
と き の m==0.4 お よび m=0.6 に 対す る 8 の 実数 部 


に 対し て も 増大 波 , 減衰 波 に 生じ な いし , 6/a=2 の | 


場合 で も 増大 波 の 生じ る A。iz の 範囲 は 極め て で せま) 
く , その 増 編 度 る も @,o@。 の 2 波 の み を 考 貞 し た 場合 と 
と の 計算 結果 は 実例 結果 と は 異 1 
な りり (一; 二 の 実例 結果 に よる と 相当 の 増幅 度 を 得 て い TT 
る ), 前 節 に お いて 考察 じ と た よう に 3 波 の みな ら ず oT 


2 回 3 CA),(B) お よび 後 の 図 4 (A),(B) の 数 値 計算 は 


紅 じ で 閉 ル く 小 さい 


"電気 試験 所 の 電気 計算 機 に よっ て 行なっ た も の で ある . 


る , 虚数 部 ッ を 8eia の 横 軸 に 対し て 図示 ^ し て ある - 3 8 
と ゝ で 注目 する の は 6/a>oe の と き は いか な る A4ia で 
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(B) (2/a=2 の 場合 ) 
図 3 3 波 を 考慮 し た 場合 の 固有 伝 ぽ ん 定数 


| Fig.- 3 Eigen propagation constants for the case taken 


"account of the three waves. 


深 の 胡 箇 が 相当 大 きく 入っ て 来 て いる と と が 予想 きれ 
放 2 る しかし, こと ゝ で 融 要 な の は o, 波 の パラ メト リッ ク 
| 直 箇 族 に 4 する 選 和 が 上 に 近 の ょ うに 大 まい と と は パラ 
| 2 トリ ンク Nit と し て も 更 更 な 四 子 ピー ム 雑 音 の 


] 
A A 0 H+ A eT + A ie" 
RE (ai,2,8) } 
(23) 


今 パ ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 入力 端 に お ける それ ぞ れ の 境 
界 値 を @(0), a:*(0) お よび a;'(0) と し て 式 (の を 
用 いて 式 (23) を 4,, に つい て 解く と 

(8,+74,)(8,+74;,) 


DG 
cg 
ーー EE RT 
RF 4 0 + ザ 4 の 
4 CO) 


a 
トリ ッ ク 増 幅 喘 に お いて 行なっ て いる よう に 完全 に 電 
子 ビ ピー ム と 雑音 が 雑音 と 交換 され て お る が , @。』 波 に 対 
し て は 加速 電極 の 電位 の 調整 の み (普通 の 低 雑 音 進行 
波 管 の 場合 の 低 雑音 化 の 調整 と 同様 に 電子 ビー ム に リ 
ァ アァ クティ イブ 変換 の み を 行なっ た 場合 に 相当 する ) を 行 
な っ た 場合 を 考え よう 。 かく ゝ ゃ る 場合 は 単位 周波 数 帯域 
内 で 


a | 

4z 

} (25) 
a 0 = (S$,+7,) 


と な る (8S,, 肥 は @。 対す る ピー ム 雑音 パプ ラメ 
ー タ ) さら に o。 波 に お いて と の 電子 ビー ム を 用 いで 
得 ら れる 非 変調 の 通常 の 進行 波 管 の 最小 雑音 指数 を 
NF.mian と する と 


2x 
= ーー es gp) 
NFinip=1+ kT (S$S,—I,) (26) 


の 関係 が あぁ ある の で , 好 。 を S。 に 比 し て 小さ いと し た 
近似 を 用 いる と , 求め る パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 最小 
雑音 指数 は 

16 oR, (6.+3 4 G+ 3 4 


Nn 1+ 9 RR C4, PW 
. 16 wR, 1G,+F5 4 G+ 4 

9m’ oR, (4,—4.)* 
(NF nn— 1) (27) 


上 上 式 に お いて チェ ッ ク の 意味 に お いて @,@。 の みな が 
結合 し @ が 結合 し な い 4 力 =0, 4;=1 の 場合 を 考え 
る と 


i 


(34 ) 
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と な り , 2 波 の み の 場 合 の 値 と 全く 同様 と な る . 

式 27) より 上 側帯 波 w ゥ 。 の 雑音 指数 に 及ぼ す 影 細 
と し て 2 つ あ る こと と を 知る 。 その 一 つ は 第 3 項 の 電子 
ビー ム 雑 音 の @。 液 成分 が 熱 雑音 と 交換 され な いた め 
に 生じ る も の で あぁ うり , 他 の 一 つ は 第 2 項 の 交換 され た 
熱 雑音 の @。 成分 入力 が 増大 波 に 変換 され る 際 の 変換 
係数 が @, 波 成 分 の それ と 軸 な っ て 来る とこ と で ある . 
既に 衆 知 の ど と くい の o, ,o。 波 の み の 場合 は この 変換 
係数 の 比 は '@/e。( 式 (29) の 第 2 項 に 相当 する ) で あ 
る が の 』 波 が 結合 する と こと に より 式 (27) 第 2 項 の 
ど と くさく 変人 す る 数値 例 と し て 図 3(B) の m=0.6, 
82a=0.5 の 場合 や を と る と 

NFS,a= 1 8 0.28.(NF,. , —1) (30) 
WP 


4. 4 波 を 考慮 し た 縦 形 電子 ビー ム ・ 
パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 特性 


前 節 で o@,@。 お よび w。 波 を 考 護 し た が , @, ぞ cw。 の 
場合 に は 高調 波 成 分 の 影響 の 第 一 近似 と し て @。 と @: 
波 の 結合 は 大 体 同 じ 程 度 で ある の で この 両者 を 合わ せ 
て 考え な けれ ば な ら な い . とこ の 場合 も 前 節 の 計算 方 法 
と 全く 同様 で ある . すなわち 式 (17) で z=4 を も る 含 
め る と 

Bi = 7 dn | 
2R—R, (31) 
6 | 
と な り 」 式 16) の ご ど と くく おい た 固有 伝 ば ん 定数 を 決定 
する 式 と し て 式 (8) を 用 いる と と に より 次 式 を 得る . 

OO EA EA CO 4,) 
ーー I) 8—4) G8-4 
2042704 の 220(70= ニ 4) 
二 カ の 汗 =0 (32) 


A=1 


十 


Ei 
2 9 | 2 
O04R,, = 1 Laan ' (IN 


の 関係 を 用 い (19)/(18) を ヵ 2:, (33)/(18) な る 比 を 
ヵ 。 と お いて いる . 特に 極め て 薄い 電子 ビー ム の 場合 
は 4 波 が と る に 同期 し て いる の で 4,=4。=4;=44=0 
Se 婦 の その と し て 式 (32) を 解く と 


5= (0.5 よ 71.66) (34) 
な る 4 つの 固有 値 が 得 られ , いずれ も 増大 また は 減 


- i CS 


(B) (&g/a=ce の 場合 
図 4 4 波 を 考慮 し た 場合 の 固有 伝 ぱ ん 定数 
Fig. 4—Eigen propagation constants for the case taken 
account of the four waves. 


波 を 与え , し か も その 増幅 度 ( ま た は 減衰 度 ) が @:,@z 
波 の み の 場 合 の 半分 で ある と と を 知る . 図 4(A), (B) 
に は 図 3 (A) , (B) と 同様 な 条件 に お いて @』 波 ま で 考 
慮 し た 場合 の 8 の 実数 部 xz お よび 虚数 部 y を 図示 じ し 
て る .。 いずれ の 場合 も 電子 ビー ム の 厚 さ が 薄い 2。ia 
が 小さ いと き は 3 波 の 場合 と 異な り 実 数 部 ヶ が 存在 
し , 増幅 お よび 減衰 波 を 生ずる . 4 波 の 場合 は 4# つ の 
固有 伝 ぱ ん 定数 を も っ て いる が , 4(A),(B) で は 
86a が 小 の と き , 姿態 が 縮退 し て いる と と を 示し て い 
る . 電子 ビー ム が 厚く な る に し た が い 実 数 部 z は 減 
少 す る が , 特 に 電子 ビー ム の 電流 変調 度 如 が 小さ ぐい 場 
合 た は ある 特定 の 28eia 以上 で は 増幅 , 減衰 現象 は 生 
ヒ ら なくなる. 電流 変調 度 -m が 大 きい と き は 図 (A) 
の 場合 は つ ゞ ざけ て 実数 部 で が 常に 存在 し , 図 4(B う の 
と どき は aa5 の 大 き な と と ろ で 再び z が 生じ て いる 
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0 
- v a PER 

a ” 

{ i * Ce 


いずれ に し て も 図 3 (A),(B) の ど と く 3 波 を 考慮 し 
た 場合 に と 比 し て 著しく 増幅 を 生ずる 範囲 お よび 増幅 度 
が 大 きく な っ て いる と と に 注目 すべ さき さ で ある 。. 
つぎ ざ に 4 波 を 考慮 し た 場合 の 雑音 指数 を 求め て 見 よ 
3. 式 (23) と 同様 に 
a;G2) = A;je n+ A,;,e- Tr | 
+A, e+ A, eTe 
(E112,8,4) 


と ちぎ き 入 力 話 に お ける 境界 値 を 各 波 に 対し て a;(0) と 
| ちく: 今 増大 波 の 内 増幅 の 大 き な る も の の 順に ア ,, 了 。 と 
詳 議 詳 名 付け た だ と する と (し た が っ て 『。,「。 は 減 論 ま た は 
| 不変 項 を 示す ), 増 性 特 任 , し た が っ て 雑音 指数 に 関係 
< 


(35) 


お の は 4 お よび A,;。 で あぁ ある. 特に Re(-) シ シ 
放 語 Re 一 の と さき は 4 の み 考 慮 すれ ば 充分 で ある 
詳 が 証 者 が ほ ゞ 等 し い 場合 は 4,4:。 を 共に 考慮 に 
詳 壮 0, さら に (一), (一 了 。) の 差 と よっ て 生じ 
る 伝 ば ん 中 の ビー ト 現 象 を 考え に 入れ な けれ ば な ら な 
いい . 
| 4: は 式 24) と 同様 と し て 次 式 を 得る . 
ぼ 1 (8,—8,) (8,—8,)(8,-8,) 


} TA G+ CG +I 4 G+ 3 49 +85 


0 wd CA A Ta, C0) 

i ETO.5,2.114,08,8,+5,8,+8.2,) 
LG,+3,+8.) + + Ma,* (0) 
PTG: + 19G,+34)G.+5 14a,0) 
CC [+PQCCA,—4;)8,8,8, 


La tC0)) 

(36) 
: に つい て は 上 式 の 8。 の 代わ り に 9, と 壇 き , 
2 tii つけ た も の で ある . な お 4 は 定数 で 


の +4,M*+ 


Gn 
4 = Ad, = dd;~S' 


—(4,t+4,)S* ] CP) 


y C36 ) 


NF =1 よ 全 
198.8,8, + 4,(8。8。+68。84 二 8.6,) : 
+L*(8,+8,+8,) +(4.D* + M*)|* 
CCA4,—4,)(Ai—4;)—S°? 
1 1,74,)(@, 和 tt 4,) O+ 4 
CC,—-4) C4,—4)—5 
1 |7(4,—4,)8,8,8,—C4A,(4.—4,)—SD 
PT CA,—-4)(4,-49—SI 
.(8.8,+8.8, +8.,8,) 一 7M*(8,+8,+8,) 


(NF て 1) 


ーー 


AM + NE, (39) 


と の 式 か ら る も 前 節 と 同様 電子 ビー ム 雑音 の @,@。 流 
成分 に よる も の (第 3,4 項 ) と ez。 波 入力 の 増大 波 へ 
の 交換 係数 の 変化 (第 2 項 ) の 2 つの 高調 波 に よる 影 
響 が ある とこ と が 知ら れる . 


5. 結 言 


以上 Haus の 理論 や を も と に し て 進行 波形 パラ メ 
トリ ッ ク 増 幅 器 の 分 布 結 合理 論 を 導 さ , 特に 信号 周波 
より 見 た 各 波 の 等 価 位相 定数 な る 概念 を 導く こと こと に よ 
り , 従来 広く 知ら うら れ て いる 分 布 結合 と 全く 同様 な 形式 
を 導く こと こと が で きた . と の 理論 を も と に し て 第 一 上 側 
帯 波 お よび 第 二 下 側 失 波 まで 考慮 し た 場合 の 進行 波形 
パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 特性 を 求め た . 特に 具体 例 と 
し て 縦 形 電 子 ビ ー ム を 用 いた パラ メト リッ ク 増 幅 器 に 

つい て 固有 伝 ば ん 定数 , 雑音 指数 に 対す る 理論 式 を 用 
い , 二 , 三 の 例 に つき 数 値 計算 を 行ない , 高調 波 成 分 
の 影響 が 著しく 大 きい と と を 示し た . 
特に 問題 な の は パラ メト リッ ク 増 幅 器 と し て 最も る 軍 
要 な 低 雑音 特性 が 高調 波 成 分 と の 結合 に より 著しく 害 
せら れる こと と で , と これが 対策 と し て は 第 一 上 側帯 波 
@, 第 二 下 側 帯 波 w。 成分 の 等 価 位相 定数 8。', 8.” を 
信号 波 , ア ィ ドラ 周波 の 色 ,6。" に 対し て 遠く は な す 
よう に 工夫 する と と で ある 、 こ と の 条件 が 満足 され れ ば 
さら に 高調 波 は @;,@。 を 媒介 と し て 信号 波 に 結合 す 
る 故 そ の 影響 は 無視 し 得る こと が で きる で ある ろう ぅ 3. 
最後 に 数 値 計 算 に 際 し て 一 方 な ら ぬ 御 世 話 に な っ な だ た 
電気 試験 所 応用 数 学 課 駒 宮 課長 , 戸田 室長 に 厚く 御礼 
申 止 げ る < 
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付 録 


式 ②) が Manley-Rowe の 式 を 満足 し て いる と と 
の 証明 . 無 損 失 の 均一 分 布 結合 回 路 に お いて は その 役 
必 区 間 de に お いて Manley-Rowe の 基本 式 が 成立 
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ずる で と が 理 求 され が 
微小 信号 理論 の 箇 囲 と お いて 微小 区 間 に お けろ 
Manley-Rowe の 式 は 


d dnt 
0 AD 
与え られ る . と の 式 は 
(A-2) 
と な る か ら , m 三 0@&m, に 相当 ), m= 1(@』 に 相当 ) 
m=1(o。 に 相当 ), お よび m= 2(&,。 に 相当 うと お 


いて 式 ② お よび その 共 や く 複 素数 を 式 (A&A-2) の 左 
辺 に 代入 すれ ば 雰 と な り , し た が っ CR (A- =}' を 滴 


足し て いる と と が 知ら れる . 
(昭和 35 年 2 月 15 日 受付 ) 
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正 員 橋 


篤 志 


(日 立 製 作 所 ) 


要約 水 品 振動 子 を 低圧 の アル ゴン あぁ あるいは ネオ ン ガ ス の 中 で 共振 され る と , 水晶 表面 に 接し た ある 部 分 に お いて 放 


電 現 象 が 現われ る . この 現象 を 利用 する と , 


ある 特定 周波 数 の 高周波 電圧 の 入力 信号 が 入っ て きた と きのみ , 出力 に 直 


流 電流 が 流れ る 1 種 の リ レー 動作 を も っ た 装置 を 作る こと が で きる . 本 論文 は 本 装置 の 動作 の 周波 数 選択 特性 , 出力 信 
号 の 入力 信号 に 対す る お くれ 時 間 お よび 出力 電流 特性 な ど に つい て 理論 的 考 褒 を 行なう と と も に , 実験 を 行なっ て と れ 
ら 諸 特性 を 確か め ; 簡単 な 装置 で 上 記 の ど ご と き 作 用 を も つも の を 作る と こと が きる と と に つい て 述べ た も の で ある . 


4 て 取 言 


水晶 振動 子 を 低圧 の ネオ ォ オン ある い は アル ゴン ガス 内 
で 共振 させ る と , 水晶 表面 に 接し た ある 部 分 で ゲロ ー 
牙 電 が 生ずる とこ と は 1925 年 ドイ ィ ッ の E. Giebe と A. 
Sheibe に より 見 出さ れ た の の,。 か れ ら は 棒状 の 水 唱 振 
動 子 に , 終 波 あるいは 振れ 波 を 励 振 させ , その 共振 時 
た 生ずる グ ゲ グロー 放電 分 布 の 有 様 か ら 振 動 姿 態 の 研究 を 
行ない , と の よう な 水晶 振動 子 を 発光 水晶 共振 子 と 称 
し て いた . その 後 る も この 放電 現象 は 振動 姿態 の 観察 に 
主 と じ で 利用 され て きた が ウ ⑦ つ ⑮, また 周波 数 標準 と し 
て 一 時 か な り 使 用 され た とこ と も ある ゆな . 

筆者 は と の 現象 を 利用 し て 周波 数 選択 性 を 有する 
1 種 の り レー を 構成 で き な い か と 考え , 実験 を 行なっ 
た と こと ろ , 入力 信号 と し て 特定 周波 数 の 高周波 電圧 が 
+ An 0 of Luminous OF Vibrators. 


By ATSUSHI TACHIBANA, Member (Hitachi, 
_ Ltd., Yokohama). [論文 番号 3221] 


到来 し た と きのみ 出力 端子 に 直流 電流 が 流れ る よう な 
特 作 を も っ た 装置 を 試作 する こと が で きた ふい 1e> 
に その 動作 の 諸 特 人 性 に つき 考察 を 行ない , 
じ た の で , その 結果 に つき 報告 を する . 


2. 動 作 原 理 


2.1 動作 の 概要 
水晶 板 の 1 部 を 適当 な 電極 で は さ み , これ を 適当 な 


気圧 の 気体 中 に 封入 し , と この 電極 に 高周波 電圧 を 印加 
する と 水晶 板 は 振動 を 起こ と し , 圧電 効果 に より 水量 表 


面 に 表面 電荷 が 発生 する . と れ に 伴っ て 表面 に 接する 
空間 に 電界 が 生じ し , これ が その 空間 部 分 に ある 気体 を 
ィ ォ オォ ン 化 する に 足る だ け の 強 さ に な る と , その と どろ 


の 気体 は 放電 を 起こ す . 共振 時 と 非 共振 時 と で は 表面 


電界 に 大 き な 差 が ある た め , 印加 高周波 電圧 の 周波 数 
が 水晶 板 の 共振 周波 数 と 一 致し た と き 気 体 が 放電 を 起 
と し , 共振 周波 数 か ら は づれ る と 放電 が 止む よう に す 
る と と が で きる 共振 時 に は 水晶 板 は 特定 の 振動 話 明 


i 


実験 と 比較 


aE 
a で 


- 
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で 振動 する た め , 表面 電界 も それ に 応じ た 分 布 を と 
る . 振動 姿態 が 分 っ て お れ ば 放電 の 起こ と りや すい 場所 
が 分 る か ら , そこ に あら か じ め イ オン 電流 を 取り 出す 
補助 電極 を 設け て 置く と こと に より , 印加 高周波 電圧 の 
周波 数 が 共振 周波 数 と 一 致し た と きのみ イオ ォ ン 電流 が 
補助 電極 を 通し て 流れ る よう に する と と が で きる . す 
な わ ち 高周波 電圧 印加 用 電極 を 入力 端子 イオン 電流 
を ゃ 取り 出す 補助 電極 を 出力 端子 と みなす と と に より , 
周波 数 選択 特性 や る も っ た 1 種 の リレー を 構成 する こと 
が で きる ろ る. 

2.2 周波 数 選択 特性 

| 水 唱 結晶 か ら 。 厚み 4 が 人 X 軸 に , 長 さ 7 が Y 胃 


3 > a 
。 


きき で, 幅 み が Z 
軸 に それ ぞ れ 平 
行 て な る よう に 
| 基 り 出さ れ た い NN 
i わ ゆめ 2 る 六 ヵ ラ 
ド 短 形状 薄板 に (gm) スカ 弟 。 * 


痢 | 史 1 の ょ うに 長 図 1・ 水 品 

+ s Nw 3 の 電極 お Fig. 1—Quartz plate. 

詳 靖 よび 端子 を や つけ て ぁ る と する . また Z>w と 仮定 す 
、 る .・ いま こと の 水 卓 板 が Y 軸 方 向 の 縦 波 の 第 3 高調 波 
放 で 共振 し た と する と , Y 軸 方 向 の 振動 変位 v は 


v=Acos (F) cos(2 ァ チカ (1) 


es. た ゞ し , > は Y 四方 向 の 座標 , 4 は 
| 定数 ) は 時 間 , た は 水 品 板 の 共振 周波 数 で 次 式 で 与 
員 - 


イ ーー V2 (C2) 


| or- a (2 Fg +d,.C22 ーー ス 


€,=epm COSCZz fot) 
fis 


3z4 
eyn=ー—4 ELA NG + Cas ; 


«sin (F») i (5) 


と 表わさ れる で ある ろう . 水晶 板 を は さむ 電極 間 を 流れ 
る 高周波 電流 は , 圧電 効果 に より 生じ た 電流 と , 水 呈 
の 静 電 容 量 を 通し て 流れ る 電流 の 和 で ある が , 共振 時 
に 流れ る 電流 z は 大 部 分 圧電 効果 に よる か ら , 水晶 
表面 は ッ =Z/3 か ら 5 27/3 まで が 電極 で お ゝ われ て い 
る と する ろ る と , ) 


=4。 Sin(2 ぇ 8) (6) 
C > を n=4 0 ) +d,,C.2] 
式 で 6) お よび 式 (2) を 用 いる と 式 (5 う 「 は 


opm 2 vp ssin( FT» CT 
ある い は 電流 に 実効 値 7 を 用 いて 
m4 zy Susin( Fy (8) 


と 表わさ れる . すなわち 当然 の こと な が ら 表 面 電 界 の 
大 き さ は 水晶 電流 の 大 き さ に 比例 する . 放電 は esm の 
最大 と な る 場所 で まず 起こ る か ら , と ゝ を 囲む よう に 
直流 電圧 を 印加 し た 補助 電極 を 設け て イオ ォ ン を 取り 出 
a て 
例 と し て ぶ カ ヵ カッ ト 短 形 板 状 薄 板 振動 子 に つい て epm 
の 犬 き さ の 程度 を あたっ て みる ・ 単位 幅 当 り の 安全 電 
流 の や 0.55 mA/mm, 密度 2.654, 弾性 係数 s:=12.77 
x 10 つ ! cm*/dyne を 用 いる と , epm は 大 体 9x10*volt 
cm の 程度 と な る ・ 実際 に は 上 記 電 源 値 より 1~2 桁 以 
下 の と と ろ で 使用 する が , それ で も か な り 大 き な 表 面 。 
電界 が 振動 に より 発生 し て いる と と が 分 る 高周波 電 
圧 の 周波 数 が 数 百 kc 程度 の と き を 考え る と , 気体 の 
ィ オ ン 化 は ほとん ど 上 述 の 高周波 電界 に より 加速 され 
た 電子 に よる と 考え られ る 、 し た が 。 て 放電 開始 時 の 
水晶 表面 の 気体 放電 に 有効 な 電界 の 目安 e と し て は , 
直流 電圧 Vpc に よる 直流 電界 た Vpc と , 水晶 板 の 
振動 に よる 高周波 電界 の 振幅 7 の 和 と し て 表わさ れ 
る と 考 だ て よい で お ろう . 
すなわち : 
e=k,Voe + kl (Na 


C9 


“SS 
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k 
まだ は = ん kV 2 , 
1 pc A (9) 


た くし, 々 ん は 場所 の 関数 , &。 は 場所 お よび 周波 数 の 
関数 で あぁ る . 

水晶 板 の 入力 端子 か ら み た 電気 的 等 価 回 路 は 図 2 に 
示す 通り で ある . 入力 端子 に 印加 され た 高周波 電圧 の 
実効 値 を V と する と , 圧電 効果 に より 水晶 板 を 流れ 
る 電流 の 大 き さ 了 は 

r= (10) 

で ある . 1Z| は 図る 2 る の ZCR の 直 
列 回 路 の イン ピー ダン ス の 大 き さ 
を 示す . 

さて , 入力 高周波 電圧 の 周波 数 
が 水晶 板 の 共 振 周 波数 た (f= 
1/2zwLC) に 近い 場合 に , 気体 放 
電 が 起こ る と き の 水 晶 表 面 の 有効 電界 e を ez, 高 周 
波 電 圧 を Va, e が 最大 と な る 場所 の お よび k。 を 
CN よび ん と 表わす と 式 9 うう 0) 
か ら 


図 2 等 価 回 路 
Fig. 2—Equivalent 
circuit. 


|Z| (1) 
位 ーー 
電圧 を 一 定 に し て お く と , eg は 一 定 と みな され る か 
ら , 放電 開始 する と き の 人 入力 高周波 電圧 Vy』 は イン ピ 
ー ダ ンズ 2Z の 大 き さ に 比例 する . 丁度 水晶 板 の 共振 
周波 数 7 に 等 し い 周 波数 の と き の Va を Vas で 表 
わす と , 周波 数 た の 近く で k。 の 周波 数 に よる 変化 
が 無視 で きる 周波 数 範囲 で は 
EE AY 
40(4) (12) 

A = OLIR 
の 近い る は CV Veo Va 
と (47? と は ほ ゞ 直線 関係 に となり, 水晶 板 の 振動 
子 と し て の @ が 高い 程 選 択 特性 は 和 急 吹 と な る . 

2.3 出力 信号 の 入力 信号 に 対す る お くれ 時 間 

ある 有 瞬 間 水 唱 板 の 入 力 端 子 に 一 定 電圧 の 高周波 電圧 
を 印加 する と , 出力 回 路 に 出力 電流 が 流れ る まで に 時 
間 が か ゝ ゃ る. と の 時 間 を 出力 信号 の 入力 信号 に 対す る 
お くれ 時 間 と 言う . と これ は 主として 高周波 電圧 が 印加 
され て か ら 水 晶 板 の 振 動 振幅 が ある 一 定 値 に 達する の 


Va= (aa a Vpe)T 


に 時 間 が か ゝ る た め と 考え られる: 


時 刻 =0 の と き 入 力 端 子 に 水晶 板 の 共振 周波 数 た 
な る 電圧 一 定 の 高周波 電圧 


机 
画 
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v= SiN(2 7 ft+@) (13) 
(た ゞ し ぁゃ は 位相 角 と する ) 
を 印加 し た と する と , LCR の 直列 回 路 を 流れ る 電流 
? は, R/2 wD る 1 と 仮定 する と (水晶 板 で は と の 条 
件 は 十分 満 さ れ て いる )〉. 


i 16°)sin(2x ft 


ER CE C=RI2 ZN で ある 
寄与 する 電界 の 大 き さ 


・ し た が っ て 放電 ご 
は RC EY 
ek Vpc+ 方 
で 表わさ れる . 放電 開始 する と き の 時 間 4 を 纏 そ 
の と き の 入 力 高 周波 電圧 の 振幅 の を mg で 表わす と 
hk 0 
Ne nd GR) (16) 
また , 時 間 4 が 十分 経過 ニレ し た あと で 出力 回 路 が 接 と 
な る と き の 2 を の mao で 表わす と 式 16) は より 
2 Vdo 
PR 
Ep log(1 ) CY 


md 


CY 


es=k,, Vc A 


と な る . すなわち ta は 入力 高周波 電圧 の 高 ゆ ほど 
また 水晶 板 の 振動 子 と し て の LL/R が 小さ い ほ ど 短 く 
な る こと と が 分 る . また mao より うり 小さい? 基 に 対 D 
て は . 如 は 存在 し な い . これ は 当然 な で ど で で 后 る の 8 
うな 入力 電圧 に 対し て は 出力 回 路 は 接 状 態 に な る こと 
が な い . 
2.4 出力 直流 電流 
いま 出力 端子 に は , 負荷 抵抗 Rr と 直流 電源 ど が 
直列 に つなが っ て いる も の と すれ ば , 出力 閥 流 電 流 
pc は 
TR 
RS 
と 表わさ れる . た ゞ し 太 。』 は 放電 部 分 に よる 出力 端子 
か ら み た 直流 抵抗 で ある . Ra は 電極 の 幾何 学 的 寸 
法 , 気体 の 種類 , 気圧 お よび 温度 を 一 定 と する と , 高 
周波 電界 と 直流 電界 と に 依存 する 量 と な り , 
れ ら の 量 の 減少 関数 と な る . 


3. 実験 お よび 検討 
3.1 試料 ⑦⑤ 


8) 


図 3 は +5°X カッ ト 短 形 状 薄 板 水晶 振 動 子 の 長 辺 1 
方 向 の 縦 振動 の 高調 波 振 動 に よる 共振 を 用 いた 場合 で 


ある . 同 図 (A) は 第 4 高 調 波 振 動 , (B) は 第 3 高調 
波 振 動 を 用 いた 例 で ある . 高周波 電圧 励 振 用 の 電極 
は , 蒸着 され な た 金 の 薄膜 , 支持 線 は 振動 の 節 部 に と り 


(39) 


一 般 選 で 
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円 向 状 生 助 電極 


助 泊 用 電 燥 。 線 状 構 助 電 硫 


試 対 N01 よび No.2 
(A) 


検 湊 袖 動 和 電極 刀 原 用 電 放 


| に 3 で 寺 


A 


ーー a 際 


ーー 円 尼 状 補助 電極 ガラ ス 飼 


試料 No.3 

i (B) 

3 図 3 実験 に 使用 し た 装置 の 構造 

i Fig. 3—Structure of experimental devices. 

| っ けら れ た 細い 焼 青銅 線 か ふら な っ て いる . 補助 電極 は 


= っ ケ所 の 円 答 状 理 極 と 線 状 電 極 と か ら 構 成 さ れ て 
| いろ 2. 計 料 No. 1 お よび No. 2 は 同 図 (A) の 場合 
有 有 で それぞれ 圧力 2.5 mmHg お よび 8mmHg の ア 
| ルコ シン ガス の 中 に 封入 され て あぁ る . 試料 No. 3 は 同 
・ 名 (B) の 場合 で , 圧力 2.5 mmHg の アル デン が ガス 
有 | の 中 に 封入 され て あぁ る. 試料 は すべ て その 共振 周波 数 
は 300kc で ある . 

3.2 周波 数 選択 特性 

| 。 泊 定 回 路 を 


外 扱 用 電 標 ' 水上 唱 折 動 了 


図 4 測 室 路 
Fig. 4—Measurement circuit, 


8 ある 電圧 V。 で 放電 を 起 と し , R ょ に 電流 が 流れ 
敵 隊 計 欄 人 と な る まな た 出力 回 路 が 接 状 態 で , 
|| 共同 流 電 圧 を 下げ て 行く と , ある 電圧 Vs で 放電 は 佑 
計 出力 回 路 は 断 の 状態 と な る . と の 入力 高周波 電 
E Va お よび Ms の , 周波 数 に 対す る 測定 結果 を 図 5 


C40) 


スカ 考 周 ま 電 丘 (V) 


7 *100 
因 天 誠人 竹 を (Gs) 
CB) (No. 3) 


5 周波 数 選択 特性 


Fig. 5—Frequency selectivity, 


" 特性 は ,。 ほ は と ん ど 水 唱 振動 子 の 共振 周波 数 の 温度 特性 


と 一 致し て いる 、 

7 は , 図 5(A) お よび (B) の 測定 結果 か ら (Vg? 一 
Va)/ Va と (4 f/fo)* の 関係 を 求め た も の で , は 
ゞ この 両者 は 直線 的 関係 に な っ て お り , 式 12) の 関 
係 が 成立 し て いる と と が 分 る . 

3.3 出力 信号 の 入力 信号 に 対す る お くれ 時 間 

入力 回 路 の 1 部 を わずか 出力 回 路 に 結合 させ , 入力 
高周波 電圧 を 印加 する と , 出力 電圧 波形 に ば 入力 信号 
が わずか 重ね 合わ され て くる . と の 入力 信号 と 出力 信 
号 の 波形 の ずれ か ら 相 互 の 時 間 差 を 求め た . 図 8 が そ 


昭和 35 年 6 月 電 気 


DN 


間 


殿 


会 雑 709 


第 43 券 6 号 


80 


Cy 
=) 


入 方 高周波 電 丘 (V) 


に 
[=] 


20 


-200 *200 


-100 so *100 
周波 徐 編 き (Cs) 


図 6 周波 数 選択 特性 の 温度 特性 
Fig. 6—Temperature characteristics of 
frequency selectivity. 
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図 7 埋 択 特 人 性 の 理論 的 検討 に 対す る 説明 
Fig. 7—Illustration of theoretical consideration 
on frequency selectivity. 


の 出力 電圧 波形 で , 同 図 (C) は 入力 信号 を 30 c/s で 
断続 し た と き の 出 力 電圧 波形 で ある . 

周波 数 7 た の 入力 高周波 電圧 に 対す る 出力 直流 電圧 

の お くれ 時 間 の 測定 結果 を 図 9 と 示す . 図 10 は 入力 

電圧 を 一 定 値 (30 Volt) に 保っ た 状態 で の お くれ 時 間 

の 測定 結果 で ある . 図 9 か ら ta と 一 log (1—saol 

】 の ma) の 関係 を 求め た る の が 図 11 で あぁ る. 試料 No. 

_ 2 に お いて は こと の 両者 の 関係 は ほとん ど 直 線 的 で あ 


Cn 


る . と の 直線 の 
償 斜 と 共振 周波 
数 友 か ら @ の 
値 を 求め る と , 
No 1 は dS 08% 
10*4; IN om 
0.75.x1042 RE 
る ., 一 方 図 7 が 
ら 求 め る と それ 
ぞ れ 0.94x10* 
お よど び 0.51x 
10°. TZN 
た が っ て お くれ 
時 間 は 選択 特性 
か ら 計 算 さ れる 
より いく ちか 夫 
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図 8 出力 電圧 波形 


Fig. 8—Output voltage wave form. 
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図 9 出力 信号 の 入力 信号 に 対す る お くれ 時 間 


Fig. 9—Time lag of output signal to input signal, 
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図 10 出力 信号 の お くれ 時 間 と 周波 数 の 関係 


Fig. 10—Time lag of output signal'vs frequency.. 
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110 橘 人 邊 志 : 発 光 水 品 振 動 子 の 一 応用 
3.4 出力 直流 。 
電流 
図 12 (A) は 
周波 数 友 な る 入 
力 高 周波 電圧 に 
対 お る 出力 下 導  。 グ ーー レー ホー よー 
の や -l0g 0- Vmdo/ Umd ww 
dt 図 11 お くれ 時 間 の 理論 的 検討 に 
谷 抵 抗 Rr を 変 対す る 説明 ’ 
え で 測定 し た も Fig. 11—Illustration of theoretical | 
の で あぁ る 負荷 consideration on time lag. 


抵抗 が 小さ いと き に は 入力 電圧 に 対す る 出力 電流 の 関 
係 は ほとん ど 負 荷 と よら ず , 直線 的 関係 に あり , 負荷 
が 大 きく な る と 入力 電圧 の 大 きく な る に つれ 出力 電流 
の 増加 する 割合 は 小さ く な っ て いる .。 と この と と か ら 放 
電 部 分 の 抵抗 R』 は 相当 大 きく , 水晶 表面 電界 e に 
は ほ > 逆 比例 し て いる よう に 思わ れる . 図 12 (B)〉 は 負 
基 抵 抗 一 定 の 下 で , 直流 電圧 を パラ メー タ に し て , 周 


』 流 数 太 の 入力 高周波 電圧 と 出力 直流 電流 の 関係 を 測 


定 し た る の で あぁ ある. 直流 電流 を 上 げ る と , 出力 回 路 に 
直流 電流 の 流れ は じ め る と き の 入 力 電圧 は わずか 低く 
な る 傾向 が み ら れ る . 図 13 は 上 記 測 定 結果 高周波 
電圧 を パラ メー タ に し て , 直流 電圧 と 直流 電流 の 関係 
ご 表わし た も の で ある. 直流 電圧 が 100 volt 以下 の 範 


有 | 囲 で は 両者 は 大 体 比例 関係 に ある が , それ より 直流 電 


持 が 増加 する と , 電流 は 委 激 に 増加 する . と の と と は 
直流 電圧 が 低い と き に は 気体 の イィ オン 化 に は 高周波 電 
界 が 宇 と し て 寄与 し て お り , 直流 電界 は と これら の イオ 


を 引張 る < だけ の も の で あぁっ た も の が , 直流 電界 が 大 


voc = Y00v 
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図 12 入力 高周波 電圧 に 対す る 出力 電流 
Fig. 12—Output current vs input high frequency 
voltage. 


2 きさく な と イオ シ 
300 化 に %$ 寄与 する よ 
200 うに な すり, 発生 す 
る イオ ォ オン 数 が 増加 
する た め と 考え ら 
れる . 


4. 結 言 


以上 水晶 振動 子 
を 低圧 の ネオ ン あ 
る い は アル ゴン が 
ス 内 に 封入 し て 共 
振 え させ た 場合 に 生 
ずる 放電 現象 を 利 
用 し た 周波 数 選択 

0 0 40 80800 200 性 を 有する 1 種 の 

半 注 電 E (Vv) リレー に つい て 述 
et en 
D.C. voltage. 概要 ゃ 述べ , その 

周波 数 選択 特性 , 出力 信号 に 対す る お くれ 時 間 お よび 
出力 電流 に つい て 考察 し た 。 つ き ぎ に 試 作品 に じ つ い て 実 
験 を 行ない 考察 の 結果 と 比較 検討 を 行なっ た . 定性 的 
で は ある が , ほ さ 実験 結果 を 説明 する と こと が で さき た. 
最後 に , 本 実験 を 行なう に 当り 試料 の 製作 に 御 助 力 
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要約 本 論文 は 平行 板 蓋 電器 の 端 部 電界 を 与え る 座標 系 を 利用 する とこ と に より , 高 集束 比 を も っ の 〇 形 マ イク ョ 波 管 用 
電子 銃 が 得 ら れ た こと に つい て 述べ る . すなわち 陰極 の 形状 は 平行 板 蓄電 器 の 電気 力 線 を 表わす 曲線 に 一 致 させ , 電子 


軌道 が ほ さ 等 電位 線 を 表わす 曲線 に 沿っ て くる よう に する た め の 電極 形状 を 電子 計算 機 を 用 いて 計算 し , さら に , 


こと の 


よう な 電子 銃 の 電圧 , 電流 の 関係 を 導い て 従来 広く 用 いら れ て いる Pierce 形 電子 銃 と 比較 し , 最後 に 本 設計 法 に より 


集束 比 の 種々 異な る スト リッ プ ビ ー ム 用 , 


ソリ ッ ド ビー ム 用 電子 銃 を 試作 し て 透過 率 , ペー ビア ンス 共に 良好 な 成績 を 


得 た が , 特に ソ ツ ソリッド ビー ム に 対し て は 陽極 孔 0.51 mm2? に 対し て , 加速 電圧 1000 V, 集 電極 電流 54mA, 透過 率 
94%, 電流 密度 26.5 A/cm* と Heil gun に 匹敵 する 結果 を 得 た . 


I 広 


進行 波 管 や クラ イス トロ ン 等 の ビー ム 形 マイ クワ ロ 波 
管 で は , 波長 が 短縮 する に つれ て 電流 密度 の 大 きい 電 
子 ビ ー ム を 必要 と し , 7z< と えば ミリ 波 管 の 領域 で は 10 
A/cm* 以上 の 電流 密度 が 要求 され る . し か る に 通常 
の 陰極 た と えば 酸化 物陰 極 で は 電流 密度 が せい ぜ い 
0.8 A/cm* どまり で ある か ら , 上 記 の 電子 ビー ム を 得 
る に は 電子 を いわ ゆる 集束 する 必要 が ある . 従来 ほ と 
ん ど あ ぁ あらゆる 場合 に 利用 され て いる Pierce gun は 周 
知 の ご ど とく 直角 座標 , 円 筒 座標 球 座標 を 元 に し て 解 
析 さ れ て お り , その 他 の 座標 系 に つい て の 解析 は ほ と 
ん ど 行 な われ て いな い . と の 意味 か ら 生 者 ら は 先 に 椿 
円 々 筒 座標 を 利用 し た 高 パ ペー ビア ンス 電子 銃 に つい て 
考察 し , 従来 の Pierce gun より 良好 の 結果 を 得 た と 
と を 報告 し た が , 本 論文 は 特に 電流 集束 比 を 上 げ る 
と いう 目的 か ら , 平行 板 鞭 電器 の 端 部 電界 を 与え る 写 

Member (Tokyo Institute of Technology, Tokyo). 
[論文 番号 3222] 


ビー ゴ 
戸 


像 が 上 記 電 子 ビ ー ム の 集束 条件 に 適し て いる 点 に 着目 
し , と の 座標 系 を 利用 し た 集束 電子 銃 の 設計 に つい て 
述べ , か つ 実 験 的 と に る スト リッ プ ビ ー ム の 形成 に 好適 
で ある こと と を 確か め た . また 三次 元 軸 対称 の 問題 に る 7 
応用 し た 結果 , Heil gun と 比肩 すべ き 電 流 密 度 る る | 


・ つ 電子 ビー ム を 形成 する と こと が で きた . 本 電子 銃 が 前 


C43 ) 


報告 の 椅 円 形 電子 銃 と 相 異 する お も な 点 は て (1) 電流 
集束 比 が 大 に で きる . (2) 曲率 半径 が 大 きい か ウ ら 5| 集 
束 が 容易 で あぁ る . (3) 走行 空間 を 通す の に 便利 で あ 
る 等 の 点 で ある . 


2 近似 理 提 論 
2.1 電子 ピー ム の 内 部 電界 
直角 座標 z, y と 
の Y) 
: GB 
y= +ercos Y) 
な る 関係 し と あ る ゅ , と を, と の 関係 は 図 1 に 示す 
と お り で , と れ は 周知 の よう に 2 枚 の 平行 板 問 に ある 
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電位 を 与え た と き に で きる 等 電位 線 ( ダ タ = 一 定 ) と 電 
気力 線 (z= 一 定 ) と の 関係 を 示す 式 で ある 。 どこ に 
Z は 平行 板 間 間 隔 の 半分 で ある . 今 p= 一 定 な る 面 を 
陰 棒 に お きか え , 陰極 か ら 放 出さ れる 電子 を ダ = 一 定 


な る 曲線 の 近傍 に 沿っ て 集束 させ た い .・ (?, ?) 座標 
で の Laplacian は 
ーー 
(1+2 ercos Y + e°?) 
4 + °°V 
i 3 (2 


ーー と し , 9 V/8 Z=0 と お け ば , 
て と の 場合 の Poisson の 方 程 式 は 


et の V 4 
; 0 Tag: 
3 ={1+2e"cos w+ery (= Ve 


図 1 2Z=- 志 (p+i ダ +expCQ%+i め )) の 写像 
Fig. 1—Conformal mapping of i 


5 Z= Cott FY +exp(p+i ¥)). 
る 


1 < 09 とし, ャ そ ッ 。 で か つ ぁ = 一 定 な る 面 上 の 全 電 流 7 
は 一定 で ある と 仮定 すれ ば 


EF.orxr=I (4) 
すなわち 
詳 = - (5) 
0 F(p) v27 VT 
散 に 式 G8J は 
| ” 7 eV 
9 + 


と ” 1+2e"*cos i h 
の wT 
(6) 


図 1 の 2Z 軸 方 向 の 長 さ を だ, ぁ = 一 定 な る 曲 


EE ST 
2erl? 
1+e? 


と お く は と 
x/2 
F(g) -4-a+e の | vl—K*sin’¢d¢ 
0 


Ck る 


Ff { 2/3 
と お さる と て と 式 ⑥9 は 
EE 9 1+2e"cos¥ +e®” 1 


Th lr i ER RE A 
hd A+ RE,K) で 


と な り , と これ が 基礎 方 程 式 で その 初期 条件 は 
?g=%。 で Z=0 
9 Z|]9¢=0, at (9) 
8 Z)8¥ =0 


Zt,0%0 
図 2 数 値 計算 法 
Fig. 2—Five-point star method for calculation. 

と な る 、 式 (⑧ , (9) は 解析 的 に 解く と と は 困難 な の 
で 電子 計算 機 IBM-650 に より 数 値 解 を 求め る . 図 1 
を 図る の よう な 直角 座標 に 写像 し , X 軸 0~ ぇ ヶ 間 を 
等 分 , Y 軸 Yo,-1 間 ち k 等 分 し , ( 避 た) 番目 の メッ 
シュ 点 で の 関数 を Z⑭⑪&), メッ シュ 間隔 を i な 
すれ ば 式 (8) の 差分 方 程 式 は 


ZG,k+1)=Pl, Why’ +2h+(%)! a k) 
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1+2eY cos X+e2Y 1 


(1+er) i Ksingdg NVZ 


02Z 92Z 
A sin = 
(a) PZ= Ft 


の 近似 解 
RC Ei { 


2e¥/2) 2 2z 
ーー Y=2, =0.——= 
ry | * 0 


4 3 5 7 9 11 13 15 17 
ーー STEP No. 


(b) Yo=2.00 の 場合 


3 5 7 gs0 1 3 19 15 
(1.52) (1.04) (044) 016) 


STEP NUMBER 
(V2 C0 0 
図 3 式 (8⑧ の 近似 解 (電子 計算 機 IBM-650 に よる ) 


Fig. 3—Approximate solution of equation (8) obtained 
by digital computor IBM-650. 
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miy 
EF 


h 2 
-(\) {ZG+L, +ZG-1,)}=Z(Gk-D) 


(10) 
a a NT, 
PG = l+2ercos X +e2r 1 
EK) ED 
, {2er P 
の li+er J 
(1 


で 与え そら れる. と この よう に し て 図 2 の 矢印 の 方 向 だ 評 
算 を 進め る こと が で きる . た ゞ し , 写像 関数 の 対称 性 
か ら 
Z(-1, め =Z(1, 8) 
Z(24,8 =Z(26,8) | wo 
と し て X が 0, ヶ 間 の すべ て の 領域 の 点 が 求まる . 図 
3(a),(b), (ce) は と の よう に し て 求め た 計算 結果 で 
それ ぞ れ Y。=2.48, 2.00, 1.52 で Z=0, 9 2 Y ヨ 0 
i=25, ん,=0.12, ん ょ =7°12" で ある . 
2.2 電子 ビー ム 外 部 領域 の 電界 
ビー ム の な い 領 域 の 電界 を 求め る に は , 図 1 す の Y 
一 定 な る 曲線 群 が 直 線 若 に 写像 され , か つ ビ ー ム 端 を 
与え る 曲線 %。 が 直角 座標 系 の 座標 軸 た 一 致す る よう 
な 写像 関数 を 求め , この 新しい W 面 で の Laplace の 
方 程 式 の 解 を 再び 図 1 の 方 に 変換 すれ ば よい . 境界 線 
の 方 程 式 は 


= - (w+e*cos YT,) 


Pp , (13) 
= nt (VY,+ersin Y,) | 


で あり 
z 
Z(p) bE が + 一 (%。 +e”sin Y,) 
(4) 
と お け ば , 求め る 写像 関数 は 
=(p+ercos Y + は | 
i (53 
タッ = +Y,+ersin +)} | 
と な る . W 面 で の Laplace の 方 程 式 は 前 の よう に ! こ 
W 面 の 文字 を XY に 改め て 書く と 
CG RA 
a ho 
と な り 初 期 条 件 は - 
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* 


, と な る . て の 場合 も 同様 に 数 


と : 値 計算 を 行なう と , 式 10) 
も jE &o 4 で PG, め =0 で ある か ら 


ihrd -2h + (0 


{ZG+1, の +ZG ロ ーー1, の} 
ー ズ (, kkー1) (18) 
と な る . 図 4(@。(b),(c) は 


当 紅 電子 計算 機 に よる 計 筑 結果 で 
者 Yo,=2.48, 2.00,1.52, h,= 
OP) 

3 0.12, h。=0.12, X=93°36 と 


し て 求め た る の で ある. い ず 
れ の 場合 と も ビー ム 端 X。= 
93°36′ の 曲線 と ウェ ー ネ ル ト 
( ヤ =0) と の な す 角 は 67.5° 
と な っ おり か つ 電 位 が 増す に つれ て 電子 ビー ム 端 
1 と の 角度 は 鋭く な っ て 行く 傾向 に あぁ る. 図 5 は 得 ら ち れ 
Wc た 電位 分 布 より 図式 に 電子 軌道 を 追跡 し , 電子 の 最初 
に 仮定 し た 電子 軌道 か ら の 偏 位 を 算出 し た も の で , W 
は 中 心 軸 と ダテ 一定 な る 曲線 と の 間 に は さま れ た %== 
一 定 な る 曲線 上 の 長 さ , 4W は 軌道 の = 一 定 曲 線上 
か ら の 外れ を 同じ 9= 一 定 曲 線上 に 測っ た 長 さ で , 
4 W/W を 軌道 の 外れ を 示す 量 と 定義 する . ぁ が 小さ 
く な る に つれ て 電子 軸 道 が マ =ー 定 な る 曲線 か ら 外 れ 
て ビー ム 中 心 軸 の 方 向 に 突入 する 傾向 や もつ が, と れ 
は 上 の 近似 理論 が 電子 軌道 の 曲り に よる 慣性 を 無視 し 
た 結果 で , ゅ =0.4 で 約 10 必 程度 の 偏 位 が ある . 

以上 の よう な Cauchy 条件 に お ける Laplace また 


Yo=93°367 


(a) 


Po=2.48 


(c) Vo=93°36/ Po= 1.52 


4 ビー ム 外 部 領域 の 等 電位 線 
‘ | Fig. 4—Equipotential curves in the region 


nutside the beam. 30 24 22 20 WB 18 14 12 10 OB O06 04 02 0 
X=0) "に て 2Z=Z1(Y) 図 5 図式 追跡 に よる 電子 軌道 の は ずれ 4 W/W と ぁ と の 関係 
半 0 Z=Z2(¥) (17) . Fig. 5—Deviation of electron path from ¥-constant line 


(obtained by graphical method). 
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は Poisson' の 方 程 式 の 数 値 解法 に は , 計算 点 が 陰 李 
面 か らち 離れ る に つれ て 計算 誤差 が 革 積 され て 行く 欠点 
: が ある . 差分 方 程 式 の 高 次 項 の 切捨て 誤差 は ぁ 一 定 の 
線上 に 入っ て くる か ら , 全体 の 相対 誤差 は ぁ が 小さ く 
な っ て も 変わ ら な いと 思わ れる が 。 計算 機 末 桁 の 四 捨 
五 入 に よる 誤差 は ぁ ゅ 一定 線 上 に き ょ 歯 状 波 的 に 入っ て 
くる 可能 性 が あぁ あり, と この よう な 誤差 は 速やか に 増大 し 
て 行く 傾向 に ある の で 適当 な ぁ の 位置 で 平滑 化 を 行 な 
いな が ら 計 算 す る 必要 が ある . この 意味 で 上 述 の 電極 
形状 は 極 く 近似 的 な 様子 を 与え る に 過ぎ な い . し か し 
温 子 流 の 集束 は 計算 誤差 の いま だ 問題 に なら な い 人 陰極 
近傍 (この 場合 は お も に ゅ >0 の 領域 ) の 電極 形状 に 
よっ て ほとん で ど 決 定 的 に 左右 され る と と が 後述 の 実験 
: じ よっ て も 確か め あられ た の で , と の よう な 近似 計算 も 
実際 的 に は 役に立つ も の と 思わ れる . 
2.3 パー ビア ンス の 計算 


式 ⑰⑦ ょ り 
FV 
I=65.9x10* テー(A) (19) 
の 陰極 


本 式 は 陰極 が 一 ヶ か ら 二 z に 及 ん で いる と き 


平行 板 源 えい 
電界 を 応用 し な 
氷 電 子 銃 (2¢=1mm) 


= 


図 6 各種 陰極 の 単位 面積 あたり の パー ビア ンス 
Vs%? の 比較 
Mig. 6—Comparison of perveance per unit area 
TIV3!? between various guns. 


か ら の 全 電 流 を 与え る 式 で ある 。 と と ろ で p= ぁ ゅ 5 選 
お ける 陰極 の 面積 は KK。=2e?2/1+e*e と お くる と 


4 7 

lM (1+e”). 慰 K, ) 
で ある か ら , も し 実際 の 陰極 の 大 きき が ダ 〆 で 相当 す 
る と と ろ ま で し か な いな ら ば , Y/2=Y 全 と Da の 場 
合 の 陰極 面積 は 

4 

CL PILE TR) 

Tr 


と な る .。 故に とこ の 場合 の 陰極 か ら の 全 電 流 を 7。 と す 
れ ば 


7 3/2 rf! 
is 00 TT 
2(5K) 
WP (20) 
と な りこ と に KK 2 た は 前 人 節 式 
3 Di DL の 関数 で ある . 
単位 面積 あたり の 電流 を 7 と すれ ば 
65.9x10™° LA 
FF 3/2 
a er E( K, ) 
7 Z 
(21) 


すなわち ぢ ち , 単位 面積 あたり の パー ビア マン マス は 
W/ L740 


Er 2 73/2 
Gare.E(EK,)' 


も し m=2.48 な ら は ば (3 Ko)=1.451, 1+e™= 


12.94 で ある か ら 
i 51.74x10 1 
V3/2 層 2 Z/2 
7=1mm どす れ は ば は, 
Wd A (23) 
図 6 は 単位 面積 あたり の パー ビア ンス を 示す も の で j 


AT 


(22) 


po=2.48, 7=1 mm で か つ 陰極 か ら 1mm へ だ た ゥ | 


(8) か ら 求 め ら れる 條 7 


4 


た と と ろ に 陽極 が ある 場合 の ペー ビア ンス の 変化 の 近 
似 値 を 示し , また 参考 の た め に 平面 陰極, 球状 陰 枯 の 7 


場合 と 比較 し た 。 
ンス は あま り 変 わら な い . 
gh 

ES CE 


Za 
(5K) 


一 例 と し て メ =4mm, 7=0.576 mm と すれ ば 


C24) 


P=65.9X 10* 


ED) 


要する に 単位 面積 あたり の パー ビア 
今 P= VN 
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(a)。 試作 管 No. 1, No。 5 の 構造 


に 一 致し ? の 小さ いと と ろ で は 次 策 . 
に ダダ 一 定 の 曲線 に 菩 近 させ て ある . 
構造 寸法 の 小形 の た め に 陽極 は 1 個 の : 
電極 か ら で き て いる .。 試作 管 No.5 は 
No. 1 の 形状 を その ま ゝ 軸 対 称 回 転 形 
と し た も の で ある .。」 三 次 元 ス トリップ 
ピー ム 用 電子 銃 は 電極 材料 が 純 鉄 で 陽 : 
極 は 図 8(a) の よう に 奥行 z 方 向 の 中 
央 部 4mm の と と ころ だけ に 突起 の ある 
構造 で その 形状 は 50 倍 の 投影 器 に よ 


(c) 試作 管 No.3 の 夏 造 


a |0876%¢ 


(b) 試作 管 No. 2 の 構造 (d 試作 管 No。4 の 構造 
7 試作 電子 銃 の 構造 


V x Fig. 7—Construction of the test guns. 


PE303:5 x10-/Z°/ 
時 と な る 。 


(25) 


3. 実験 結果 


| 種類 の 封じ 切り 管 を 作成 し て 実験 を 行なっ た . 試 
f 作 管 の 構造 は 図 7 に 示す . 各 試 作 管 の 種類 , 陰極 形 
有 有 状 , 避 極 孔 寸 法 , 坊 何 学 的 集束 比 , 陰 禁 の w。, ビーム 
n 堪 。, 陽極 失 端 で の ? の 値 は 表 1 に 一 括 し て 示す . 
ウェ ー ネ ル ト , 陽極 の 外部 形状 は 理論 と 完全 に 対応 し 
有 有 | て お り , また 陽極 内 面 の 曲線 の 一 部 は ほ ゞ Y=129°36” 


3 表 1 試作 管 の 比較 一 覧 


| 其 作 管 番号 
選 " = 


7 『 セ | 93°86/ 
陽極 失 婚 で の ゅ の 値 1.7 
| 集 電 極 電流 (mA)| 88.5 

『「 選 通 率 (%)| 98 
3 導い や け 全 4.34 


Gun No. 1 | Gun No. 2| Gun No. 3 | Gun No. 4 | Gun No. 5 


円 形 5 mmg | 円 形 5mmg 


っ て 精密 に 検査 し た 。 ウ ェ ー ネ ル ト 和 電 
極 は ヶ 方 向 20 mm に わた っ て 一 様 な 
構造 で あり , 角形 の 陰極 は 断面 5 mm 
x4mm の Ni の 有 底 パイ ィ プ で , 底部 ; 
は 特殊 絞り 形 に より 前 第 理論 曲線 ぁ 
一 定 に こと な る よう に 加工 し た . し か し 工 : 
作 上 必ず 突起 部 が 丸み を 帯び る の で あぁ 
る が , と の 丸み の 部 分 か ら は 電子 放 役 
が な いよ うに し な けれ ば な ら ! な : い の : 
で , とこ の 丸み の 部 分 に 塗布 され た 酸化 , 
物 は て いね い に け ずり と り , 陰極 の 曲 
線 の 延長 が 正しく ウェ ー ネ ル ト 電 極 の 角 に ぶつ か る よ 
うに 調整 する 必要 が ある 。 ま た ウェ ー ネ ル ト の 方 高 : 
の 断面 は 図 8(b) の ご と くそ の 表面 a-a′ に 扇形 の 細 
鉄 の 薄板 ぶ を 燈 接 し , Z 軸 と 訪 板 と の 成す 角 を 67.5” 
と し , ビー ム が とみ 方 向 じ に 広がら ちら な いよ うに 特に 注意 し て 
た 。 試作 管 No.5 の 電極 の 中 央 孔 る 高 精 度 の 加工 を 
必要 と する 。 ウ ェ ー ネ ルト , 陽極 , 集 電 極 電圧 は それ 
ぞ れ 独立 の 電源 より 調整 可能 で ある 。 ま た 集 電 極 は 名 


三次 元 幅 対称 マ で 
solid beam 


(@) 陽極 の 構造 
有 底 太っ つき | 有 應 だ つき 3 
.51 mmé 
193.5 
2.48 a 
93°367 . 
1.7 I エ - ネ ルト § 
54 附 棟 
94 
(tb) ウエ ー- や トト の 構造 
26.5 


8 陽極 お よび ウェ エー ネル ト 電 極 の 構造 . 
1.84 Fig. 8—Construction of anode and 
wehnelt electrode. y 


昭和 35 年 6 月 電気 通信 学会 雑誌 第 43 巻 6 号 117 
人 AG A RU a 


い 。 図 9 (a) は 各 試 
作 管 の 陽極 電圧 , 電 
極 電 流 特性 で 実線 が 
陰極 電流 , 点線 は 集 
電極 電流 で ある 。 各 
試作 管 と る 陽極 電圧 
が 上 が る だ ど だ つれ て 透 
過 率 が 低下 する 傾向 
に ある が , これ は 電 
子 の 速度 が 大 に なろ 
と 電子 の 慣性 の た め 
に 次 第 に 理論 曲線 か 
ら 5 外れ る 鹿 合 が 大 き 
く な る か らち ら で あ ろ 
う ご 図 9 で ちさ の 
透過 率 を 集 電 極 電流 
と 陰極 電流 の 比 と 定 
義 し て , 各 試 作 管 に 
つき 陽極 電圧 と 透過 
率 と の 関係 を 示し た 
ER 7 or Tn も の で あぁ ある. と の 場 


本 合 各 試 作 管 の ウェ ー 
(c) 各 試 験 管 の 陽極 孔 に お ける 電流 密度 ネル ト 電 圧 は 雰 で あ 


好 電 流 (mA) 
陽極 所 に お けり 3 電流 刻 度 (A/cm?) 


vo hoo ow 


0 


く ] 


0 


300 500 700 900 
己 極 電圧 (V) て 


(a) 試作 管 の 電圧 電流 特性 電圧 を 負 に し て 行け 
Gun No.3 
2 ば 行く 程 誘 過 率 は よ 


トト " く な り , いずれ の 場 


敵 障 衣 : 合 で も ほとん ど 100 
村主 > 層 
才 tN 1 EE, は 次 第 に 減少 し て 行 
* GunNo5 く . 前 節 の 理論 で 指 


AINE Gg- (6) 
J 
© 


el 
“l 摘 さ れ た よら (ERs 
70 
1 ム 端 付近 の 電子 ビー 
ム が の 減少 と 共に 
€0 中 心 軸 に 突入 する 償 
300 500 700 900 向 を も つと に も か ゝ ね わ 
ー- 陽極 電圧 (V) \ s 
i ら ず , 毅 過 率 が 良好 
ーー 坦 概 電圧 (V) (d) 名 試作 管 ウ の パー ビア ンス と で ある の は 定性 的 77 
(b) 試作 管 の ピー ム 二 過 率 陽極 電圧 と の 関係 1 0 
図 9 試作 電 ゴ 銃 の : 実 険 結果 は 陽極 孔 の レン ズ 作 
Fig. 9—Experimental results obtained by the test guns, 用 eR る 電子 ビー ム 


試作 管 と も 陽極 の 前 方 約 10mm の と と る に あっ て の 拡散 作用 が 中 心 軸 に 突入 せん と する 集束 作用 と 相殺 
2400[V] 一 定 で ある . 陽極 孔 を 通過 し た 電子 群 が 集 電 し て いる た め と 考え られ る =: 図 9 (c) は 集 電 極 の 電流 
極 に 引か れる よう に 少し 高め の 電圧 を か けた が , 陽極 。 が 一 様 密度 で 瘍 極 孔 を 通過 する る の と 仮定 し て , 該 陽 
孔 が 小さ い の で , 加速 領域 に 及ぼ す 影 響 は ほとん ど な 極 孔 と お ける 電流 密度 を 求め に も の で , 各 試 作 管 と も 
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傾向 は 同じ で ぁ る が , 二 次 元 の 場合 に は 集束 が 一 方 向 
の み で あぁ る か ら 集 束 比 は ほ は 上 ら な い が , 三次 元 の 場合 に 
は 断面 寸法 比 の ほ さ 自 乗 に な る か ら 電 流 密 度 が 大 と 
な る 一例 と し て 試作 管 No. 5 で は 陽極 電圧 1000 
ボル ト で 26.5 A/cm* の 電流 密度 が 得 ら れ て いる が , 
どれ は 蛋 献 ) で Reed の ミリ り リ 波 クタ ライ スト ロン に 応 
用 し た Heil gun の 電流 密度 に 匹敵 する . 集 電 極 は 約 
1mm の 厚 さ の モネ ル 板 を 陽極 と 平行 こと お いて 用 いて 
お り 電子 ビー ム が 当たる と 数 W 位 か ら 次 第 に 赤熱 
語 計 状態 どなり 遂に スパ ッ タ リン グ に より ガラ ス 忌 に 金属 
灯 子 が 付着 する に 至る . さら に ビー ム 径 0.5 mm 電流 
訓 諾 26 Ajcm* 位 の 高密 度 に な る と 電子 が 集 電 極 に ぶ 
っ か っ で 鈴 の 先 で つい た よう な 孔 が ぁ く の で 集 電 極 の 
有 有 地 造 も あら か し め テ ー パ 状 に 孔 を あぁ あけ て 次 第 に 電子 が 
放 区 収 ざ れる よう に する と ょ よい. 図 9 (d) は 陽極 電圧 と 
パテ デビ ビア テア ンス と の 関係 で 二 次 元 ス トリ ッ プ ビー ム の 場 
議会 の パー ピア ンス が 三 菊 元 の 場合 ょ り 大 きい が , 定性 
| 的 だ ば 三次 元 の 場合 の 集束 は 奥行 の 方 に 絞ら ち れ な いか 
15 放 計 と な <, = の 場合 は 天 行 の 方 に も 
SRR, oc < < 
放ち で あ ぁ る . と ヒータ 電力 は すべ て 9 W に お いて 実行 を 
結っ 陽極 電圧 1000 [V] に お ける 各 試 作 管 の 電 
二 電流 ピー ム 透過 率 , 陽極 孔 に お ける 電流 密度 , パ 
a 


6 4. 結 言 

Emitst ko iit eT 
tiedoen 得 
が だ 結果 を 要約 すれ ば つぎ の と ど と く で あぁ る. ①) 平 
EE 内 の 端 部 電界 座標 は 特に 高 集 東 比 を も っ つ スト 
0 導 ジ ーー ム の 形成 に 有用 で ある . (2) 陰極 の 形状 は 

一定 な る 出 面 と し , ウェ ー ネ ル ト と 電子 ビー ー ム 端 と 
の 成す 角 は Pierce の 場合 と 同じ く 67.5°, 陽極 失 敵 


は 電子 ピー ム の 論 曲 と 共に 次 第 に 鋭く な り , 陽 
面 は 次 第 に Y 一 定 の 線 に 攻 近 させ る 、(3) 除 
に お ける 電子 軌道 の Y 一 定 の 曲線 より の 偏 位 


C50 ) 


は , 陰極 形状 を 正しく ぁ 一 定 の 線 に 合わ せる と と , 除 
極 加 工 上 必ず 生ずる 曲面 の 失 端 の 丸み の 部 分 か ら の 電 
子 放射 が な いよ うに ウェ ー ネ ル ト 和 孔 を 調節 する と と , 
お よび 横 方 向 の 広がり を 防止 する よう 対策 を 講ず る こと 
と に 注意 すべ き で ある . (5) パー ビア ンス は 二 次 元 の 
方 が 三次 元 の 場合 より 大 きい . (6) と の 方 法 に より 電 
流 密度 26.5 A/cm* な る 高密 度 電子 ビー ム を 形成 する . 
と と が で き 将 来 こ の 値 は さら に 増加 の 見 込み で ある . 
(ちな み に Heil gun で は 24 A/cm*). 本 電子 銃 を 進 
行 波 管 な どの よう に ビー ム の 集束 し た 状態 で 細長 い 走 
行 空間 を 通過 させ る に は , 強力 な 四方 向 の 磁界 を 必要 
と し , 同時 に 高 集束 電子 久 部 の 磁気 し ゃ へ い を 完全 に 
し な けれ ば ぱ ば ならない 。 また ビー ム を 極端 に 小さ く 絞 る 
に は 空間 電荷 と よ る 制限 の 外 に 電子 初速 度 の 不 均 一 に 
よる 制限 が , ある が と れ ら の 問題 は 今後 の 研究 に C ま た 
ね ば ば ならない. 
. 終 り に 臨み 日 頃 御 指導 御 べ ん た つ ゃ を 賜 わ る 本 学 森 田 
清 教 授 , 種々 御 討論 下さ っ た 森田 ・ 西 巻 研究 室 の 方 
々 , 電子 計算 機 に よる 数 値 計算 を 遂行 され た IBM 株 
式 会 社 西村 真一 郎 氏 , 多数 の 試作 管 を 作成 され な た 日 本 
真空 電子 阪本 常 典 氏 , 計算 実験 に 協力 され た 本 学 々 生 
大 塚 教 夫君 に 深く 感謝 の 意 を 表わす 次 第 で ある . 
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要約 本 文 は PCM 3 


変換 に 関す る 検討 で ある . 共通 線 す な わ ち 多重 化 され た 通話 信号 パル ス 伝 送 路 聞 の スイ ッ チ ジング 


回 路 あ る い は パル スチ ャ ネル な どの 使用 能率 を 高く する 方 式 と し て 並列 PCM スイ ッ チ ング 方 式 を 提案 し , その 特 性 を 
検討 し た . また , と の 方 式 を 使用 し た 具体 的 な 交換機 の 構成 法 と し て PAM- 並 列 PCM 交換 方 式 を 提案 し , その 特長 


を 調べ た . 


と の 方 式 は PCM 方 式 の 問題 点 で ある 所 要 の 符号 化 変換 器 数 が 少な く , 経済 的 で ある . 


こと の 方 式 は 伝送 と 次 


換 の 一 体 化 お よび 通話 回 路 と 制御 回 路 の 一 体 化 を 考え た 将来 の 交換 方 式 に 対す る 一 方 法 と 考え 得る か と も 思う 


尼 打 氷 言 


将来 の 交換 技術 の 発展 方 向 と し て 伝送 と 交換 の 一 体 
化 と 言う 問題 が あぁ ある. と これ は 時 分 割 形 電子 交換 機 の 通 
話 回 路 納 に 用 いた パル スス イッ チン グ の 概念 を さら に 
局 間 中 継 線 まで 拡張 し よう と する 考え 方 で ある . 極 く 
最近 に 発表 され た 米国 の ベル 研究 所 の ESSEX ふ ⑦ は ラ 
イン シン コンセント レー タ と 親 局 どの 間 に こ と の 考え 方 を 適 
用 し て PCM 交換 を 行なっ て いる . 本 文 は 一 般 の 局 間 
申 継 を る 考慮 の 対象 と し て PCM 交換 に 対す る 検討 
を 行なっ た も の で ある ろ る. 

一 般 に 時 分 割方 式 で は パル スチ ャ ネル の 多重 度 を 増 
加 す る と チャ ネル お よび ゲー ト 回 路 の 使用 能率 が 向上 
する .。 この 考え 方 に 着目 し て と と に 提案 する 方 法 を 
“並列 PCM スィ イッチ ング 方 式 ” と 名 づけ る と と と す 
2 で の 方 式 は ESSEX の 場合 と は 異な り , 各 符 号 
化 単位 パル ス を 別個 に 並列 に 伝送 し , か つ ス イッ チン 
グ を 行なう も る ので, 伝送 路 あ る い は ゲー ト の 周波 数 帯 
域 幅 の 狭い 場合 に は 線路 並び と ゲー ト 数 共に 著しく 経 
済 化 され る 利点 を 持っ て いる . と の 方 式 は 交換 回 路 綱 
の 制御 法 と し て 共通 線 ス イッ チン グ 方 式 (Switched 
Highway System) ふっ と 組合 わせ る と こと に より 特に そ 
の 特長 を 発揮 する と こと が で きる . 

さら に 本 文 で は この 方 式 を 用 いた 具体 的 な 交換 機 の 
構成 例 と し て “PAM- 並 列 PCM 交換 方 式 ” を 提案 
し , それ に つい て 検討 し た . と の 方 式 は 局 間 中 継 を も 
含め た 大 形 の 交換 機 に 適し て いる が , 新しい 素子 の 開 
発 い か ん に よっ て は 中 容量 以下 の 交換 機 に も 適用 が 可 
能 で ある . 
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2. PCM 交換 回 路 網 の 構成 法 お よび 特性 


PCM 符号 の 各 符 号 化 単位 パル ス は 多数 の 線路 に 並 
列 に 伝送 し て も 良く , また 従来 の PCM の よ 5 で 1 っ 
の 線路 に 直列 た 伝送 する と こと も で きる . し た が > っ で 伝 
送 路 の 占有 帯域 幅 を 一 定 と する と 並列 方 式 を 用 いれ ば 
同一 共通 線 (多重 化 さ れ た パル ス 伝 送 路 ) 上 の 収容 可 
能 な チャ ネル 数 は 増す が , も ちろ ん 一 つの 共通 線 村 
成す る 導体 数 も 増す. これ に 反し 直列 方 式 で は 導体 数 
は 一 本 で ある が , 一 つの 共通 線 に 収容 可能 な チャ ネル 
数 は 少な く な る . と この 2 つの 外 に 両者 を 組合 わせ な た 大 
並列 方 式 る 考え られ る . 

一 般 に 時 分 割 多重 スイ ッ チ を 用 いた 交換 回 路 網 で は 
パル ス 多 重度 が 変わ れ ば トラ ヒッ ク 能 率 が 変わ り , し 
た が っ て 各回 路 素子 の 使用 能率 も 変わ っ て 来る . し た 


が っ て 上 記 の 直列 , 並列 , 直 並 列 方 式 を 用 いて 交換 回 


路 網 を 構成 し た 
場合 ロロ ’ 方 式 に 応 


ーー テバ M2 に 向 一 


RS b て トラ セー 


J [ [ 処理 の 特性 が 変 


わら で 江 は 3 
ーー 1 チャ ネル ーー 一 で あり ; 特に 最 
1 直 並 列 形 PCM チャ ネル 
Fig.1—Coded channel pulses trans- も 2 ル 錠 量 } 
mitted in series and parallel. 度 の 高 “ ES 


と の で きる 並列 方 式 が 最も 経済 的 と な る で あろ うこ と と 
が 想像 で きる . 本 文 で は , と の よう な 考え 方 た まり 
PCM 交換 の 特性 に 関す る 検討 を 進め る こと と する .. 
図 1 に 直 並 列 形 の PCM パル ス の 配置 法 を 示す . 符 
号 化 単位 数 を @, 並列 導体 数 を 7 と すず する. 7=1 が 直 
列 方 式 , 7=d が 並列 方 式 で ある . 共通 線 に 収容 で き 
る 通話 信号 の 多重 度 す な わ ち チャ ネル 数 を ヶ 々 と すれ ば 
ーー サン プル 周期 の 間 に 収 容 で きる 符号 パル ス 総 数 
(以下 と れ を ござ 芸 本 パル スス 数” と 呼ぶ う 用 は 
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720 尾 佐竹 和 件, 秋山 稔 : 並列 PCM スイ ッ チ ング 方 式 
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一 般 と に PCM 交換 回 路 網 は PAM 方 式 に 較べ て 共 
通 線 間 の スイ ッ チ ング 回 路 に 多数 の 時 分 割 多重 ゲー ト 
を 要する と と , また 対象 が 局 間 中 継 を も 含め た 広範 囲 
の 交換 系 で ある と と な どの 理由 か ら 以 下 の 議論 で は 交 
換 回 路 細 を を スイッチ ング する 制御 法 と し て 共通 線上 の 
パル スチ ャ ネル の 使用 能率 の 高い 共通 線 ス イッ チン グ 
方 式 を 想定 する . 

今 局 間 の パル ス 中 継 あ る い は パル スス イッ チン グ 
を も 考慮 し た 十分 規模 の 大 きい 共通 線 ス イッ チン グ 交 
拘 回 路 網 を 考え る . この 特性 を 検討 する た め に 最も る 代 
表 的 と 思わ れる スイ ッ チ ング 回 路 と し て 多数 の 加入 者 
投 共 通 線 を 集め て こと これ を 種々 の 方 路 に 向う 共通 線 に 共 
通 線 スイ ッ チ ング (すなわち 各 チ ャ ネル ど と の スイ ッ 
チチ シグ) する 場合 を 考え る . 図 2 は と の 中 の ある 一 次 

衣 共 通 線 か らち ある 特定 の 一 方 路 に 向う 's 個 の 二 次 共通 線 
の スイ ィ イッ チン グ 回 路 の み を 取り 出し た も の で , と この 
方 式 の 中 で 最も 基本 的 な 回 路 と 考え られ る . 
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図 2 PCM 共通 線 ス イッ チン グ 回 路 
Fig.2-Coded pulses highway swiching circuits. 


生生 抽 衝 人 代 Ic 対 広 す る デ ャ ネル I に つい て 一 次 共 
| 互 線 と 三次 共通 線 間 の 接続 が 行なわ れる . と の 場合 時 


| な いか ら 一 次 共通 線 の ある 位相 の チャ ネル は それ に 
有 | 同じ 位相 の 二 次 共通 線上 の チャ ネル 以外 に は 接続 を 行 
有 有 な う で と は で き な い . た ゞ し 共通 線 ス イッ チン グ 方 式 
で は 特定 の 加入 者 が 特定 の 位相 の チャ ネル を 使用 する 
放 必要 は な いか ら , 一 次 , 二 次 両 共通 線 に 共通 に 空い て 
有 | いる チャ ネル を 見 つけ て 接 統 を 行なう と と が で きる . 
有 有 この ょ うな 時 分 割 交換 回 路 で は , 回 路 納 の 構成 法 の 
有 】 間 咽 や 共通 線 間 の ペル ス 位相 の 不 整 合 に よる 閉 窪 の 問 
有 】 思 な ど が あぁ あり, 現 情 で は 典 密 な 解析 は 困難 の よう で あ 


有 有 | で の 信和 の パルス を 供給 し て 9 を 時 分 割 的 に 開 陸 す 


る . し た が っ て トラ ヒッ ク 理 論 的 な 解析 は 別 の 機会 に C~ 
ゆず る と と と し て , 本 文 で は む じ ろ 直 列 あ る い は 並列 
PCM スイ ッ チ ング 方 式 の 特性 比較 , 定性 的 な 傾向 な 
ど を 求め る 意味 で , 極 く 一 般 的 な 立場 か ら 簡 単 な 近 似 
計算 に より 検討 を 進め る こと と する . 並列 方 式 は 直列 
方 式 に 較べ て パル ス 多 重度 を 多く と る こと が で きる の 
で , 本 質 的 に トラ ヒッ ク 的 に 勝 れ た 特性 を 持つ は ず で 
ある が , その 大 体 の 傾向 な ど を 知り , この 方 式 採用 の 
良 向 の 見 極め を つけ る 目的 に 対し て は つき ぎの よう に に 考 
えて も 大 過 は な いで あろ うぅ. 

先 に 述べ た よう に , 十分 に 規模 の 大 きい 時 分 割 交換 
系 を 考え , し た が っ て 一 般 に は 不 完全 群 に 構成 され る 
十分 多数 の 一 次 共通 線 か ら 種 々 の 方 路 に 向う 共通 線 へ 
の 共通 線 ス イッ チン グ 回 路 を 想定 し て , 近似 的 に つぎ 
の 仮定 を 行なう と こと と する . すなわち 各 共 通 線上 の 呼 
の 分 布 は 互い に 独立 と 考え , 各 チ ャ ネル の 同時 使用 
の 確率 が 刀 ,, 刀 。 に 対し て それ ぞ れ 呼 量 a, a の 
Erlang 式 に て 表わさ れる も の と どす る. 

今 入 側 の 共通 線 互 , の i 個 の チャ ネル に 呼 が 生起 し 
て お り , ある 一 本 の 出 側 共 通 線 に は 』 個 存在 し て いた 
と する . と の 状態 で 新しく 生起 し た 呼 が パル ス 位 相 
の 不 整 合 すなわち 両者 に 共通 に 空い て いる チャ ネル を 
発見 で き な い た め に 両者 の 間 で 閉塞 され る 場合 は , 互 , 
に お ける ヵ rー』 個 の 空き チャ ネル の 位相 が 瓦 , の z 個 
の 呼 に より 刀 , 上 に お いて すべ て 占有 され て い る 場 
合 で ある . さら に 仮定 に より 各 出 側 の 二 次 共通 線上 の 
呼 が 互い に 独立 で ある と こと を ゃ を 考慮 する と , と この 共通 線 
スイ ッ チ ング 回 路 の 一 次 お よび 二 次 共 通 線 を 通じ て の 
2 段 接続 閉塞 確率 は 
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理想 的 な 場合 考え, 近似 的 に すべ て の 共通 線 が 一 
様 に 呼 を 運ぶ よう に 交換 回 路 が 設計 され て いる も の と 
すれ ば a=as=g と お く と と が で さき る. 

基 本 パル ス 数 わ は パ ルス 伝送 路 お よび ゲー ト 回 路 の 
周波 数 棋 域 幅 を 示す パラ メー タ で あり , し た が っ て 回 
店 の 周波 数 特性 が 与え られ れ ば 式 (1) より 直列 ある 
い は 並列 方 式 に 応じ し て チャ ネル 多重 度 ヵ が 決定 され , 
よっ て 式 (2) を 用 いれ ば PCM スイ ッ チ ング 回 路 の . 
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特 人 性 を 解析 する と と が で きる .。: と の 結果 か ら 各 方 式 の 
所 要 多 重 ゲ ー ト の 数 , 所 要 導 体 数 あみ るい は チャ ネル の 
凍 用 能率 な ど が 算出 され る . 


3. 運び 得る 呼 量 と 閉 寒 確率 
共通 線上 の チャ ネル 多重 度 々 お よび スイ ッ チ ング ゲ 
の 規模 を 示す 量 と し て あぁ る 特定 の 方 路 に 面 う 出 共 通 線 
チャ ネル 総数 の 2 つの 量 を パラ メー タ と し て , 一 っ の 
共通 線 の 運び 得る 呼 量 a と 閉塞 確率 と の 問 の 関係 


DP 


Fa 大 


負 量 | 
上 
Eo ド 

di 


EEE TE Nes; a 
に 上 


3) 
図 3 運び 得る 呼 量 z と 閉 寒 確率 B 
Fig.3—Relation between transferable traffic @ and 
blocking probability B. 


求め る と 式 (2) か ら 図 3 (a~co を 得る 2 る. た さ し 理 
想 的 に 設計 され た 交換 回 路 納 を 想定 し て da@=da=@ と 」 
Cy 


4. 直列 方 式 と 並列 方 式 の 比較 


前 節 の 結果 を 使用 し , 図 2 の 回 路 に つい て 直列 方 式 
と 並列 方 式 の 比較 を 行なう 。 パ ラメ ー タ と し て は 基本 
パル ス 数 の D と 出 線 チャ ネル 総数 を と る . 前 者 が 伝送 回 
路 の 特性 を , そし て 後者 が スイ ッ チ ング の 規模 を 示す 
パラ メー タ で ある . な お PCM 符号 化 単位 数 の は 8 
と し , B=0.01 と する . 

( イ ) 所 要 多 重 ゲ ー ト 数 の 比較 

入 共 通 線 た 加え られ る 単位 呼 量 当り の 所 要 時 分 割 多 
宣 ゲ ー ト 数 は , も し ゲー ト の 配置 を 完全 群 構成 と する 
と 図 2 ス より s277/a と な る . と これ を 求め 直列 方 式 の 価 ゃ を 
1 と し て 並列 方 式 の 所 要 数 の 相対 値 を 表わし た の が 図 
4, 曲線 ア で ある . また 所 要 多 重 ゲ ー ト を 少な くす る 
た め に は ゲー ト の 不 完全 群 構 成 に よる 配置 を 考え ね ば 1 


な らら ない 。 一 般 的 な 取扱 は 困難 で ぁみ る の で ここ と で は ぞ そ 1 


の 極端 な 場合 と し て 理想 的 な 呼 の 分 布 を 考え , ある 特 
定 の 入 共 通 線 か ら 考 えて いる 方 路 に 向う トラ ヒッ ク 
が , 出 側 の それ に 対す る 特定 の 一 共通 線 に より すべ て 
運ば れ , し か も その た め に 完全 群 構成 に 較べ て 運び 得 
る トラ ヒッ ク の 能率 が お 下がら な か っ た 場合 を 考え る 
と の よう な 場 谷 の 単位 呼 量 当り の 所 要 多 重 ゲ ー ト 数 は 
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\ 

Jla で ぁ り , と の 比較 値 が 図 4 の 曲線 4 で ある . と の 

仮定 は ヵ 々 が 少ない 程 , し た が っ て 直列 方 式 に 対し て 有 

| 利 な 仮定 で ある . 一 般 の 不 完全 群 構 成 の 場合 に は ほ ゞ 

| A4, B 両 曲線 の 中 間 の 価 を 示す る の と 考え て 良い で あ 
ろう . すなわち 一 般 的 に 見 て 並列 方 式 の 方 が 経済 的 で 
あり , 基本 パル ス 数 の 少な い 程 , 言い 換え れ ば 共通 線 
回 路 の 周波 数 特性 の 悪い 程 こ の 傾向 は 著 しい. 


“ 図 * 直列 方 式 と 並列 方 式 の 所 要 共 通 線 ス イッ チン グ 用 
" 多重 ゲー ト 数 の 比較 (直列 方 式 を 1 と し た 相対 値 ) 
\ Nl Fig.4-—Comparison of number of multi-channel pulse 
gates of highway in coded pulses parallel 
transmission system with that of serial trans- 
mission system (normalized to no. of gates 

_of serial system). 


“3 」 (うう 所 要 パ ルス 位相 保持 用 記憶 容量 の 比較 
| べべ 側 お よび 出 側 共 通 線 間 の 1 交叉 点 ) すなわち 1 組 


ほり < 比 加 す る か ら 直 列 方 式 と 層 列 方 式 の 比較 値 は 所 


| 
% _ 
& 


各 パル ス 数 
区 5 共通 線 の 平均 チャ ネル 使用 能率 
Fig—5 Average efficiency of working channel 
ey in highway. 


( ハ ) 共 双 線上 の 平均 チャ ネル 使用 能率 

最 人 多 時 に お いて 共通 線上 の 各 チ ャ ネル が 使用 され る 1 
平均 の 割合 は ajx で 与え られ る . 結果 を 図 5 示す. 
同じ 基本 パル ス 数 の D に 対し て は , 並列 式 の 方 が 大 群 化 
され る た め チ ャ ネル 使用 能率 は 高く な り , と の 影響 は 
の D が 小さ い 程 著しい . 局 間 中 継 を 含む 時 分 割 ス イッ チ ! 
ング を 考え る 場合 に は この 特長 は 重要 で ある . し か し 
の カ =500 以上 で は 両者 の 差 は 少な く な る . 

( 二 ) 所 要 導 体 数 の 比較 

単位 呼 量 当り の 共 遥 線 を 構成 する 導体 数 は 7/a で あぁ 
り , 直列 方 式 を 1 と し て 並列 方 式 の 所 要 数 の 相対 値 を 
求め る と 図 6 を 得る . これ に つい て る も 並列 方 式 が すぐ 
れ て いる こと と が わか る . 


5. 並列 PCM スイ ッ チ ング 方 式 の 提案 


以上 , 交換 回 路 納 の 制御 法 と し て 共通 線 ス イッ チン 
グ 方 式 を 想定 し , 基本 的 な 共通 線 ス イッ チン グ 回 路 を ] 
考え て PCM 交換 の 検討 を 行なっ た . と の 結果 , 並列 
PCM 交換 方 式 は 直列 方 式 に 較べ て 所 要 多 重 ゲ ー ト 数 
が カ か なり 少な く て すみ , また 基本 パル ス 数 が 500 程度 

(直列 方 式 の 60 チャ ネル 程度 に 対応 ) 以下 で は 』 チ 
ャ ネル 利用 度 , 所 要 導 体 数 , 所 要 保 持 用 記憶 容量 の い ] 
ずれ の 点 に お いて も 並列 方 式 が 勝 れ て お り , 基本 パル 
ス 数 の 少な い 程 その 差 が 大 きく な る と と ど が わか っ な だ 


る NIZAR 


6 直列 方 式 と 浮 列 方 式 の 所 要 信 号 伝送 用 導体 数 1 
の 比較 (直列 方 式 の 価 を 1 と し た 相対 値 ) 
Fig.6—Comparison of number of conductors in highway 
in coded pulses parallel transmission system 
with that of serial system (normalized to no. of 
conductors in serial system).,. J 


PCM 交換 の 対象 は 一 局 の みな ら ず , 局 間 中 継 を 含 
む 広 範囲 の スイ ッ チ ング で あり , と の よう な 目的 に 対 
し て は 少な く と も 交換 回 路 網 の 構成 上 の 面 か ら は 並列 
"PCM 交換 方 式 が 有利 で ある と と が わか る . 
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6. PAM- 並 列 PCM 交換 方 式 


前 節 に 提案 し た 並列 PCM スイ ッ チ ング 方 式 を 用 い 
た 交換 機 の 具体 的 な 実現 方 法 と し て PAM- 並 列 PCM 
交換 方 式 を 提案 する . と これ は 経 湾 的 な 理由 か ら 加 入 者 
スイ ィ イッチ 段 に て PAM スイ ッ チ ング を 行ない , 呼 の 
収束 を 行なっ て か ら 並 列 PCM に 変換 する 方 式 で あぁ 
り , し た が っ て 加入 者 当り の 符号 化 変換 装置 の 数 は 著 
し く 少 な く て すむ . 交換 回 路 網 の 制御 法 と し て は , や 
は り 共 通 線 スイ ッ チ ング 方 式 を 採る . 

図 7 に PAM- 並 列 PCM 交換 方 式 の 略 図 を 示す ・. 
CONV は PAM- 並 列 PCM 変換 回 路 で あり , と れ 
は 普通 の PCM 符号 器 , 復 号 器 と ほ さ 同様 の 回 路 で 構 
成 で きる が 。 その 詳細 に つい て は 本 文 で は 省略 する . 


普 胡 PCM, 
スイ ッ チ ノブ 


聞 0PCM 


Sif 


[ | Ppan 
図 7 PAM- 並 列 PCM 次 換 方 式 
Fig.7—Exchange system adopting coded 
pulses parallel transmission 
system converted from ampli- 
tude modulated pulses. 

PAM と 並列 PCM の チャ ネル の 配置 の 関係 は 図 
8 の 通り で あぁ ある. すなわち PAM の 1 チャ ネル に 相 
当 す る 時 間 に は & 個 の 並列 PCM チャ ネル が 入り , 
と れ は 図 8 の よ ょ うに 同一 の 並列 PCM 共通 線 万 ppcm 
に を 個 の PAM スイ ッ チ を 収容 し , それ ぞ れ の CONV 


に て 適当 と 位相 を ずら せる と と に より 実現 され る -. 


‘PAM ーーー ニー ュー ーー 
チャ ネル 
聞 列 PCM Py Plz Pi 
チャ ネル ーー トト トト トト トト トト トト トト トト トト トト ーー 
図 8 チャ ネル の 配置 
Fig.8—Assignment of channel pulses. 
と の よう な 交換 方 式 に お ける 加入 者 当り の 所 要 
PAM- 並 列 PCM 変換 器 の 数 は , 加入 者 スイ ッ チ 段 


| の 呼 損 を 0.005 と し Erlang の 分 布 を 仮定 し て 近似 的 


有 に 求め る と 図 9 を 得る . た ゞ し ァ 々 ' は PAM パル ス 
DR EN 


電気 ' 通 信 
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加入 替 当り の 所 団 PAM 其 列 PCM 受 的 時 数 


8 
PAM パル ス 還 電 度 な" 
図 9 加入 者 当り の 所 要 PAM- 並 列 PCM 変換 器 数 
Fig.9—Number of coders per subscriber in coded 
pulses parallel transmission system con— 
verted from amplitude modulated pulses. 


多重 度 , g' は 加入 者 当り の 呼 量 で ある . 

本 交換 方 式 の 長所 に つい て 考え て みる て と, 

(i) 共通 線 ス イッ チン グ 方 式 を 用 い , か つ 符 号 化 
信号 を 用 いて いる た め 局 間 中 継 を 含め た 大 規模 な 交換 
組織 の 構成 の 可能 性 を 持つ . 

(i) 呼 を 収束 し , 多重 化 PAM を 符号 化し で い 
る た め 答 号 化 変換 喘 の 数 は 極め て 小数 で 良い . た と な 
ば 3HCS, PAM30 チ ャ ネル の 場合 の 所 要 変 換 器 数 
は 250 加入 者 当り 1 個 で ある . ; 

( 導 ) 通話 信号 が 符号 化 さ れ て いる た め , スイ ッ チ 
ン ゲ 回 路 の 振幅 特性 の 直線 性 は 不要 で ある . し じ か も 並 
列 PCM スイ ッ チ ング 方 式 を 用 いて いる た め 通常 の 
直列 PCM 方 式 に と 比 し スイ ッ チ ング 素子 は 必ず じ も 
広帯域 を 必要 と せ ず , 制御 回 路 と 同様 の 数 百 kc 程度 の 
動作 速度 の も の を 用 いて も あま り ト ラ ヒ ッ ク 能 率 を 落 
すす と と な し に 交換 回 路 網 を 構成 する こと が で きる . ここ 
れ に より 通話 回 路 と 制御 回 路 の 一 体 化 が 可能 と な る . 

Giv) 符号 化し た た め の 伝 送 上 の 利点 と し て PCM 
の 特長 で ある S/N の 向上 , 漏 話 の 改善 な ど が 期待 で 
きる 。 ま た 位相 遅れ の 補償 の 問題 な ど に 対す る 対策 も 
比較 的 容易 と な ろう . 

一 方 欠点 と し て 考え ら れる こと と は 。, 

(ji) 回 路 が PAM 方 式 た 比 し 複雑 化す る と と. 

(ji) 一 局内 の み の ス イッ チン グ を 考え る 場合 で は 
PAM 方 式 と 較べ て 所 要素 子 数 が 多く な る : 

な ど が 挙げ らち られる: 
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7. 結 言 


以上 新しい スイ ッ チ ング 回 路 の 構成 法 と し て 並列 
PCM スイ ッ チ ング 方 式 を 提案 し , その 基本 的 な 特性 
た つい て 検討 し た . その 結果 この 方 式 は 普通 の 直列 方 
式 に 較べ て 所 要 時 分 割 多 重 ゲ ー ト 数 , 記憶 容量 , 導体 
数 の いずれ の 点 に お いて $ 経済 的 で あり , チャ ネル の 
使用 能率 る 高い こと が 明らか と な っ た 。. 

また , と この よう な スイ ッ チ ング 方 式 を 用 いた 具体 的 
な 交換 機 の 構成 法 と し て , 符号 化 変換 器 の 数 が 著しく 
少な く て すみ 経済 的 で ある PAM- 並 列 PCM 交換 方 
式 を 提案 し た 。 

と の まう な 交換 方 式 は 信 号 を 符号 化し て いる た あめ , 
単 に 一 局内 の スイ ッ チ ング の みな ら ず , 局 間 中 継 を も 
含め た 大 規模 な 交換 系 の 時 分 割 ス イッ チン グ を 可能 と 
し , し た が ぁ て “伝送 と 交換 の 一 体 化 ”" が 可能 と な 
る . 

し か も 並列 PCM スイ ッ チ ング 方 式 を 用 いる と , 比 
軸 的 に 動作 速度 の 遅い 素子 を 用 いて も トラヒック 能率 
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執筆 され た も の で ある . 
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の 説明 の ほか , 音声 周波 市 外 ダ イィ イ ャ ル 方 式 と し て の 基本 問題 , CLR 交換 に お ける 一 般 的 な 解説 に つい て 


執筆 者 高橋 秀俊 (東大 ) 外 9 名 
パラ メト ロン と その 応用 生地 部 生 
本 書 は パラ メト ロン 発明 の 当初 か ら パ ラメ トロ ン の 研究 と 開発 に 従事 し た 人 々 に よ り 執 策 せ られ , 多く 
の 研究 者 に よっ て 得 ら れ た 豊富 な 成果 を 集約 し , と れ を 畔 切 簡明 に 記述 し て いる . 
パラ メト ロン を 正しく 理解 する た め に , その 原理 か ら 出 発し , その 実際 と 応用 に 力 を を そぎ 論理 回 路 , 
パラ メト ロン 素子 , 記憶 , 入出 力 回 路 お よび 特種 パラ メト ロン 等 を 広 は ん な 資料 を も っ て 解説 し て いる 。. 
また , パラ メト ロン の 応用 の 全般 も 展望 され , 巻末 に 集録 され た 論理 回 路 集 と 内 外 の 文献 は 活用 の みち が 


を 落す と と な し に 交換 回 路 網 を 構成 で きる こと に な る 
か ら , 大 形 交換 機 の 制御 回 路 に 用 いる 素子 と 同 程度 の 
特性 ゃ 応答 速度 の 論理 素子 で 通話 回 路 を 構成 する こと 
も 可能 に な り , “通話 回 路 と 制御 回 路 の 一 体 化 ” が 考 
えら れる こと こと に な る 。 

と と に 述べ た 交換 方 式 は , 以上 の 説明 の よう に 大 形 
の 交換 機 に 適する 傾向 を も つが , 新しい 素子 >, た と え 
ば 振幅 特性 は 悪い が 安価 で あぁ る と 言っ た 特別 な 素子 の 
開発 いか ん に よっ て は 小 容量 局 に も , 経済 的 な 適用 の 
可能 人 性 が 生ずる か る 知れ な い . 

終り に , 御 討議 を いた だ いた 本 学 猪瀬 助教 授 並 びに 
高周波 研究 室 各 位 に 謝意 を 表わす -・. 
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信号 の フェ ー ジ ング を 雑音 レシ ベル の ふら つき が が 問題 と な る 
場合 に は , 信号 ある い は 雑音 振幅 の 統計 的 性 質 は 非 定 常 な る 
の と 考え な く て は な ら な い . 論文 の 著者 が , すでに 発表 し た 
理論 が (Journal, Acoustical Society of America, 30. 
p 470,1958), 実験 に た より 検討 され て いる . と れ は 互い に 充分 
隔 た っ た 二 つ の 受信 機 の 検波 出力 の 積 の 平均 を と る 受信 方 式 
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有 | が 対象 と され て いる 

実験 は , 図 1 た 示す 模 疑 装置 に より 行なわ れ て いる . 雑音 

: 酸化 録音 テー プ の 磁気 的 性 質 に E 

】 | 。 = つい て の 実験 お よび 理論 的 研究 。 

| E E.D.DanielandI.Levine: “Experimental 3 

4 ョ and Theoretical Investigation of the Magnetic 3 

5 Properties of Iron Ozide Recording Tape”, = 

TA SA:32 1, pA Can. 1960). 5 

E テー ブ プ の 磁気 的 な 性 質 よ りみ た i 

| ミ 録音 機構 の 解明 ミ 
EE = 
§ i 


| 磁気 録音 過程 の 定量 的 な 解析 を 行なう に あたっ て , 最も 困 
。 難 な こ a は 録音 テー プ の 磁気 的 な 性 質 を 明らか に する こと と で 

"2 る . x 

k. 第 一 論文 で は 押 音 テ ー プ に お いて , 談 流 成分 と 直流 成分 を 

_ 持 - 磁界 と それ を 変化 し て 得 ら れる 残留 磁化 と の 聞 の 非 ヒ ス 

ス 的 な 関係 に つい て 実験 を 行 な っ で それ KC 計 し て 理 


ocean と が 明らか に な 
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文 紹 介 ーー— 


うに な っ て いる . 図 1 に その 構造 の 概要 を 示す が , マ 
動 板 を "24 djsk の チタ バリ に よっ て 駅 動じ 比較 的 , 】 
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発生 器 No. 1~3 は , 写 い に 独立 で 統計 的 に 同一 な 定常 ガツ 
ス 雑 音 を 発生 する . 雑音 発生 器 No.3 を 信号 源 と する . No 
2 お よび No. 3 の 出力 は , . ク リッ プ さ れ た 低 周 波 の 定常 が 
ウス 雑音 に より 変調 され , それ ぞ れ 信号 に 加え らち られる: とれ 7 
は 二 っ の 受信 機 の 信号 は 同一 で あり , 雑音 は それぞれ 独立 で 7 
同じ 統計 的 性 質 を 有 し その レベ ル が 同じ ょ うに 変動 する 場合 
を 模 し た も の で ある . 実験 で は , と の 二 っ の 信 号 と 雑音 の 和 】 i 
を それ ぞ れ 検波 し , その 検波 出力 の 積 を 積分 し 。, 残像 性 プ テ i 
ツン 管 に よっ て 信号 の 在 否 が 判定 され る . Sh 
判 写 避 能 な 信号 対 灯 音 比 の 最低 レベ ル は , or 2 
音 レ ベル 変動 の 平均 周期 罰 。 と の 比 。 お よび 雑音 の レベ ル 
変動 の 度合 (変調 度 〉 M の 関数 で あぁ る. T/T «1 の と き 積 ~ RY 
分 出力 は 検波 出力 の 変化 に 追随 する の で , 判定 の 最低 レベ ル 
は , 低 ン レン ベル 雑音 に よっ て 定まる . Tm>1 の と き は 年 
常 的 な 場合 で ちあ る. と の 定常 か ら 非 定常 へ の 移り 変わ り が 実 7 
験 的 に 求め られ, リミッタ を 用 いる こと と が 有益 で ある と いう を 二 詳 
実験 的 証明 が な され て いる . 1 
定常 的 な 場合 の 理論 と 実験 に 較べ れ ば 差異 は 大 きい が , と 
の 非 定 常 な 場合 の 実験 も 理論 0 と が 0 
張 さ れ て いる . 


っ た . また テー プ の 磁化 過程 に つい て , Preisach 図表 だ も と 
te 
カー プ の 初 帯 磁率 の 値 と か , 種々 な 磁化 過程 の 問 の 関係 に < 
いて 一 応 満足 する よう な 結果 が 導 か れ た . 

第 二 論 文 の 要覧 は Westmizze に よっ て 指摘 され た よ 


は で きる が , と の 方 向 の 成分 の み を 考慮 し た 理論 で 
テー プ ブ 動 作 に つい て 比較 を 行なう と と は むずかしい. 

実際 問題 と し て , 録音 過程 に つい て さら に 正確 な 解析 
な うこ と と は 非常 に 困難 な こと で ある の で , と と で は ます 
het dE RE 
DR 幅 だ : 


非 直線 性 が 問題 と な る 0 と の 装置 で は weet 


SMG IT EE RI RN 
; ; 
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と の 装置 の 応用 と し 
て , fush.diaphragm- 
type の 圧力 計 の 較正 , 
評価 , また チタ バリ 駆動 
器 を 他 の 圧電 材料 に お き 
る とみ だ よっ て を 


. の 材料 の 色々 な 性 質 を 調 esE 

べ る と と が で きる .。 さら LOCATON 

に キャ ビ テ ィ に 種々 の 液 OUTLET FOR 
" 体 を 入れ て , その 流体 の CALERATION 
: 大 振幅 お よび 高周波 に お 0 
ける 色々 な 性 質 を 求め る 


と と が で きる . その 一 例 
人 で 絆 ディ フエ ニー ル 
以 色 ク ロ ラ イド お よび グ 
リセ リン の 2 つの 液体 に 
|「 つ いで の スト レス の 異 方 
性 を 調べ た 結果 を 示し て い る . 


と これ は キャ ビ テ ィ 内 に 10Xx 


> ジャ イン お さび 

アマ チュ ア 無 線 家 
J.P. Costas : “Poisson, Shannon and the 
adio Amature”, I.R.E. 41, 12, p 2058, (Dec. 
959)。 宮川 洋 訳 [資料 番号 4695] 
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1 SSB の 場合 の 混信 の 状態 


DESIRED SIGNAL Odb ABOVE ME AN SIGNAL STRENGT 


hB-BAND LOADING FACTOR 


図 2 回線 信 頼 席 と 帯 負 荷 率 


w に) “ 
mo « Cats we oO 


2 
3.5X 1mm の 圧電 材料 の モニ = タ を 2 個 互 い に と 直角 に 配置 し , 


それ ぞ れ の 出力 を 測定 し て 求め た も の で あり , 周波 数 を 変化 


し て 2 つの モニ = ニタ の 出力 お よび 位相 の 違い か ら 流体 内 の スト 
レス の 異 方 性 を 調べ る こと が で きる . と の 測定 デー タ を 図 2 
に 示す ・ (富田 委員 ) 


DESIRED SIGNAL + 9db ABOVF MCAN SIGNAL STRENGTH 


CIRCUIT REUABIUTY (PERCENT) 


»*6- SAND LOADING FACTOR 


図 3 回 線 信頼 度 と 帯域 負荷 率 


従来 より 周波 数 スベ マク トル の 最良 の 利用 法 は 信号 の 狭 帯 城 
化 技 術 の 適用 と され て きた . アマ チュ ア 周 波 帯 も この 例 に も 
れず SSB の 利用 が 問題 と な っ て き て いる . 著者 は と これ に 対 
し , 信号 の 次 帯域 化 の 技術 の 開発 の み が 問 題 を 解決 する も の 
で な いこ と を 主張 する 、 と の 論文 は また 先 年 I.R.E. の BSS 特 
集 号 で 話題 を 投げ た 著者 の DSB 方 式 に 対し て 寄せ られ た 笑 
問 へ の 解答 と も な っ て いる . 

非常 に 混み 合っ た 周波 帯 で の SSB 通信 を 考え る と 混信 の 状 
態 は 図 1 の よう に な っ て いる . 単位 帯域 幅 当 た り の チャ ネル 
の 平均 密度 を た と すれ ば , 信号 帯域 B に » 個 の チャ ネル が 
存在 する 確率 は 一 般 に ポア ソン 分 布 で 与え られ る . 


C58 ) 


昭和 35 年 6 月 電気 通 信 


PB 0) 

宮 信 号 の 強 さ は カイ 自 乗 分 布 を な す も の と する と , ある チャ 
ネル に 注目 し た 場合 SNR が 177/ より 大 きく な る 確率 (circuit 
reliability) は 

PssaCSNR>1/7 )=e-ta| 1+ 3 A 
で 与え られ る . 

DSB の 場合 は 帯 城 幅 が 2 倍 と な る と と を 考慮 し て , 上 式 で 
B っ 2 戸 , J っ 2 7 と すれ ば 対応 する 式 が 得 ら れる . これ ら を 図 
示す と 図 2 る お よび 図 3 の よう に な る . 図 2 は 受信 信号 が 和 王 渉 


oc (RB)* Makstt ye ] 
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信号 の 平均 レベ ル と 同一 レベ ル の 場合 で あり ,- 図 3 は 9dB 
高い 場合 で ある . 横 軸 は 淀 域 負 荷 率 で あっ ぅ て, た B=1 の 点 は 
も し 組織 的 に SSB を 配置 する と な ん ら 和 干渉 を 生じ な い 状 態 
を 示す . 縦 軸 の circuit reliability は SNR>1 な る 確率 を 
示す . と の 両 図 か ら 特 に 図 3 に お いて は DSB が SSB まり も 
短 形 に 近い こと が ね わかる. DSB は 一 種 の 2 周波 数 あみ ダイ ポポ シ 
ティ と 考え られ る . ヵ 周波 数 の ダイ バシ ティ を 考え > 
を 取る と 図 2 お よび 図 3 の 生 形 的 な reliability が 得 ら れる 
筆者 は と の よう に し て 広帯域 化 も 周波 数 スペ マク トル の 経済 的 
利用 の 面 で 欠く べから ざる 技術 で ある こと を 主張 し て いる . 


音声 合成 の た め の 最 小 規則 

A.M. Liberman, F. Ingemann, L. Lisker, P. 
= Delattre and F.S. Cooper : “Minimum Rules 
= for Synthesizing Speech”’, J.A.S.A. 31, 11, 
= p1490, (Nov.1959) . 斎藤 収 三 訳 [資料 番号 4696] 

HHaskins 研究 所 に お ける 過去 10 年 間 に お よぶ 音声 合成 の 
罰 究 成果 か ら 音 声 合 成 の た め の 最 小 規則 を きめ る と と を 試み 
た . 録音 音声 か ら 音 韻 要 素 を 抽出 し た り , あぁ あるいは その 断片 
補 つ な いで 音声 を 合成 する こと は 非常 に ゅ つか し い が , これ 
は , 耳 に は 個々 の 音韻 と し て 知覚 で き て も 笑 際 に は 音韻 が 
い に 結 合 し 符号 化 さ れ て 音節 を 和 構成 し て い る か ら で あ る . 
transition と か locus と いう 音 装 的 cue を 用 いて 音韻 合成 
の 規則 を きめ る こと と が で き , さら に また 音韻 その も の で な く 
調音 位置 と か 調音 方 法 と いう 次 元 で 規則 を きめ ある と その 数 を 
ペ ら すこ と が で きる . し か し , これ ら の 原則 的 な 規則 以外 に 
音節 中 の 位置 に よる 変形 , 韻律 と くに stress に ょ る 変形 を 考 
講 し な けれ ば 自然 度 の みな ら ず 本 了解 度 す ら 損 う こと に な る . 
和 図 は /glu/ に お ける /g/; 川 /,/u/ の 相 対 的 変形 の 実例 で ある . 
また 音韻 よっ て は 後続 母音 に より その 規則 が 変形 する も の 


低 雑 音 パ ラメ トリ ッ ク 増 幅 管 
R. Adler, G. Hrbek and G. Wade : “The 
Quadrupole Amplifier, a Low-Notse Para- 
Maerie Devmnces RE A1; 40, p1713,; (Oct: 
1959) . 小山 次 郎 訳 [資料 番号 4697] 
電子 ビー ム 中 の Fast cyclotron wave を 用 いた パラ メト 
リッ ク 増 幅 管 の 原理 と 実験 結果 に つい て の 説明 で ある , 電子 


niiuntiiniiiiiiiin 


ビー ム を 変調 す る (NPUY COUPLER OUTPUT COUPLER 
: た め の 入力 部 は | eur saL_ © I 3 
FREQ * we - 

Cuccia 、 形 結合 器 、 

と いわ れ ( 図 1), 
電子 ビー ム の 方 向 

に 加え られ た 磁 男 {NDIVIDUAL ELECTRON TRAJECTORY 
で 決ま る サイ グ 

ドド ト ドン 角 周 波数 SNAPSHOT OF RFAM aT ONE INSTANT 
@。 に 近い 周波 数 | 図 1 


の 信号 が 電極 間 に 加 えら れる と , 回 路 と 電子 と は 強く 結合 し , 
電子 ビー ム 中 に Fast cyclotron wave が 発生 する . また 電 
子 ビ ー ム 中 の 横 方 向 熱 速度 に よる 雑音 の Fast wave 成分 は 
と の 入力 部 を 通る と き ほ と ん ど 外 部 に 取 去 られ る . 信号 で 変 


調 さ れ た 電子 は 一 定 半 径 で 旋回 し つつ, 入口 と 同じ 構成 の 出 


(宮川 委員 う 
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図 1 

も ある . 

現在 こと の よう な 考慮 の 下 に きめ られ た 規則 は , 子音 の 調 間 
位置 に つき 9 , 調音 方 法 に つき 5. 有声 化 に つき 3 | 母 但 の @ 
調音 位置 に つき 12, 調音 方 法 に つき 2 」 stress "に つき 江 ) 位 
置 に よる 変形 に つき 12 の 規則 を きめ て いる . と これ ら の 規則 ご 
よっ て 合成 され た 音声 は 60~1002%8 の 文章 了解 度 を を も っ で い 
る . 最後 に /lsebz/ と いう 音節 に これ ら の 規則 を 適用 選 た 実 
例 に つい て 述べ た . (富田 委員 う 


力 結 合 器 に 達し , 信号 は 外部 回 路 に 完全 に 取り 出さ れる 

と の 入出 力 結 合 器 の 間 に 図 2 る の よう な 了 断面 の 電極 間 に w, 芝 
2%。 な る 周波 数 の 電圧 を 加え る と , 適当 な 位相 で 入射 し で き 
た サイ クビ ド ト ピ ン 波 は cosh 的 に その 旋回 半径 振幅) を 増 
し , 出力 に は 増幅 され た 倍 
号 が 取出 され る . この 増幅 
に よれ ば , 電子 ビー ム 中 の 
音 は 入力 で 完全 に 取 到 る 
と と が で きる が ら , きわ め 
て 低 雑 音 と な り , 信 号 周波 


合 で も 増幅 され た サイ タク 所 
ト r ン 波 中 に の 一 の な る 
Idler 周波 数 が 発生 し 出力 
回 路 に 取出 され る だ け で で 
増幅 機構 は きわ め て 広 淀 域 
で ある 

560 Mc 用 の と の 球 の 構 
成 が 図 3 に 示し て ある 電 


FIRST APERTURE 
.010" DiA,, 10 vOLTS 


プリ ルアン 流 を 得る 


図 3 よう に 設計 され , 最後 の 電 
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数 @⑦ が の pa と 異な る 場 
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te 極 で 一 定 の 大 き さ の ビー ム に 切り 取ら れ て , 結合 器 に 送り と 」 
まれ る . ボン ビン グ 入 力 《1127 Mc) が な いと き の 中 心 周波 数 

で の 全 挿 入 損失 は 1.5 dB, ポン ピン グ 入 力 10~30 mW: を 

える と , 8 2 の 周波 数 幅 に わた っ て 17~31 dB の 利得 が 得 ら . 

れる . また 利得 の 特性 か ら 周 波数 幅 は ほとんど 結合 器 の 特性 

で 決ま る と と が 解っ た . 広帯域 雑音 指数 は 1.5 一 1.6 dB で 時 

x 1.4 dB が 得 ら れ た . 図 4 は ポン ピン グ 周 波数 840 Mc に 
FREQUENCY (MC) お ける 雑音 指数 の 周波 数 特性 で ある . (小山 委員 う ) 

図 4 


電子 走行 時 間 の 影響 下 に 在 る 平行 
平面 二 極 管 の アド ミタ ンス の 測定 
K: Hennings : ‘*‘Leitwerts- Messungen an einer 
planparallelen Diode im Laufzeitgebiet™”, 
N.T.Z. 12, 9, p 459, (1959). 長谷 川 幸 雄 訳 
[資料 番号 4698] 
全 極 管 の アド ミ タン ス は 容量 性 アプ ド ミタ ンス と 電子 アド ミ 
タン ス と か ら 成 り , "後者 は 低 周 波 に だ お し て は 静 電 的 スタ イル 
ヘイ ト 」S。 に 等 し い が , 電子 走行 時 間 の 影響 を 受け る 場合 に 
は 複素 数 と な る . この 複素 電子 プア ドミ タン ス は Paucksch 
に よっ て 初め て 電子 の 速度 分 布 お よび 空間 電 間 の 双方 を 考慮 
| し て 計算 きれ た が , 一 方 Robertson, Diemer, Lonsdorfer 
等 の 従来 の 測定 は いずれ る も 一 定 電 極 間隔 の 場合 に 対し て の み 
請 行なわ れ て いる た め に , 両者 の 
計上 比較 は 不可 能 に 近い . そこ で 電 
| 厄 間 隔 を 変化 させ た 場合 の 一 定 
衣 電流 に 対す る アド ミタ ンス 軌 忠 
A を 求め 理論 値 と の 比較 を 行なう 
た め に だ, 特に 図 1 に 示す よう な 
可変 電極 間隔 二 極 管 を 試作 し て 
』 測 守 し た . 陽極 柱 , 陽 極 電極 , 陰 
極 ス カー ト は いずれ も 銀 メ ッ キ 
し た ュ バール , 陰極 基 休 表面 は 
】 ニ ニッケル, 同 側面 は タン タル 秒 
で 作り , 陰極 円 筒 は 銅製 振動 板 
に 吊り 上 げ て ある : 振動 板 の 背 
有 | 後に は パイ メタ ル 組 織 が 組込ま 
. れ て いる . 飽和 電流 は 陰極 温度 
衣 】 160K お ょ び 1200°?K に 対し 
放 て で それぞれ 4 お ょ よび 6 A/cm*, 仕事 関数 1.25 eV, 接触 電位 
差 は 約 0.6V (いずれ ゃ も 実測 値 ) で ある . 電子 アド ミタ ン 
測定 法 に は , 被 測 定 管 を 等 価 四 端子 変成 器 と みな し その 特 
| 性 の 規定 か ら 求め る 笛 換 法 と , 被 測定 管 の 能動 部 を 空 胴 共 振 
右 中 に 組込み Q の 変化 か ら ア ドミ タンス を 評価 する 共振 法 と 
が ある が , こと で は 前 者 の 方 法 に よっ て 測定 し 試作 管 の 電極 
間 陣 を 変化 させ て 侍 価 変成 器 の 較正 を 行なっ た . 図 2 は その 
測 窪 結果 の 一 例 で プ =2.42 Gc/s に お ける 単位 面積 当り の 電 
字 ア ドミ タン ス の 和 軌跡 で , 実線 は 電極 間隔 , 破線 は 始動 領域 
における 電圧 また は 電流 を それ ぞ れ 一 定 と し た 場合 の 測定 曲 
線 を 表わし て いる . さら に 理論 と 比較 する た め に IsUz=0.3 
W/cm* と し て 計算 じ た 全 電子 アド ミタ ンス を gd を パラ メ 
ーー タ と し て 図 3 た 示し て ある . 以上 の 測定 結果 を みる と , 電 


( 60 ) 


oi 
aa 
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極 間隔 が 約 100 以上 の 場合 に は Paucksch の 計算 値 より の 
」 ずれ は 実際 上 無視 で きる 程度 で ある が , それ 以下 の 狭い 電 和 禁 
. 管 の 機械 的 精度 を 度外視 すれ ば , と の 測定 で は 補 捉 し 難い 陰 
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格 団 有 の 性 質 。 た と えば 表面 の 粗 さ 。 酸化 物 撤 放 中 に お ける 
中 間 層 の 生成 。 電子 放出 の 不 均 一 等 に 帰せ られ よう . ーー 
Ch 山 委 中 ) 


高 出力 パル ス 進 行 波 管 の ら 旋 回 路 
の 理論 と 実験 
G.W. Buckley and J. Gunson : “Theory and 
Behaviour of Heliz Structures for a High- 
Power Pulsed Traveling Wave Tube”, P.I.E.E. 
= 106, Pt.B, 29, p 478, (Sept. 1959). 小山 次 郎 訳 
= [資料 番号 4699] 
数 MW の 出力 の パル ス 進 行 波 管 に 使用 する . ら 旋 回 路 に 
J 関す る 理論 と その 実験 的 検証 に つい て 述べ て いる . 高 出力 の 
dU 進行 波 管 に と 用 いら れ 遅 波 回 路 は 従来 Chodrow 氏 に よっ て 提 
4 示さ れ た る ろ 波 器 形 の も の が あり , と これ に よっ て 6 の 周波 数 
幅 が 得 ら れ た . し か し 進行 波 管 の 広帯域 性 を 十分 発揮 する た 
放 」。 め に は , ら 旋 回 路 を 使用 する 方 が よい . 
まず 進行 波 管 に 使用 する 電子 ピー ム と し て は 高 出力 6 MW 
" の クラ イス トド ドン に 使用 され た 200kV, 90A, ビー ム 筆 
\ 2cm を 用 いる と し て 設計 を すす め た . 光速 の 273C200kV) の 
i 遅 波 を 得 よ うと する と 一 重 巻 き の ら 旋 で は 開放 回 路 と な り , 
高 電 圧 の 進行 波 管 に 使用 する に は 適当 で は な く な る . そこ と で 
多重 巻 ら 旋 を 取上げ て まず 理論 的 に 検討 し た . 
多重 巻 ら 旋 は Sheath Model と し て , 理論 的 に 取扱 うこ と と 
|| が ぶ が でき, 同軸 円 筒 導体 で 囲ま れ た 理想 ら 旋 に つい て 計算 し た 
結果 , 周波 数 3000 Mc/s, 直径 3 cm, ピッ チ 角度 30° で 200 
kV の 電子 と 同期 する 電磁 波 が 得 ら れ , 電子 と の 結合 イン ピー 
ERG と と が 解っ た . 高 出力 管 に 使用 する 


a 


た め に は , ら 旋 を 水冷 する 必要 
i 、 ら 旋 の 線 に 水 を 流す た . 
・ 最小 線 径 は 3/16* と な 

8 重 巻き の ら 旋 
に つい て と の よう に 太い 線香 の 
影響 が どう 現われ る か に つい 7 
て ,_ 測定 を 行なっ た . その 結果 こ 
4 相 速 度 は 理論 と 近い 結果 を 
峡 , 相当 広 惑 城 に 動作 し 得る と 
Patt vk, また イン ピ \ 
ー ダ ンス は , な ん 重 巻き と する 
か で 重要 な 影響 を うけ る . 
較 1 は 8 宣 を ら 訟 の 0 で 和 


は 多少 速 < な り , 結合 イ 
ダン ス は 余り 変わ ら な い 
将来 は 図る 2 の よう な 3 
旋 の 一 つの 単位 を 積 重ね 
を 構成 する と と が 望ま し 
に 単位 を 変 写 に 逆 向 きた 
わせ る と 疾 似 交叉 ら 旋 
合 イ ン ピ ー 巡 0 


金 を ドー ・ ブ し た 計算 機 用 シリ コン 
ダイ オー ド の 特性 
A. E. Bakanowski and J.H. Forster : 
0 cal Properties of- Gold-Doped Diffused Silicon 
0 Computer Diodes”’, B.S.T.J. 34, 1, p 87, Jan. 
1960). 菊池 誠 訳 [資料 番号 4700] 
me 
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“Electri- 


a 


早く な いと 困る . 拡散 シ リコ ン 接 合 の recovery time を , 金 
HML て ANSE LIT, m gs 以下 に 下げ る と と に 成 
。 功 し た と いう の が と の 仕事 の 内 容 で , 麗 ら く 少 政 キ ャ リア の 
RA RR I LA CRE 


Spin io gg dmide: 


Maire sO < socimeenis 
に K 金 の 濃度 を 制御 し て 入れ る と と が で きる . 【 
タイ ム が 充分 長け れ ば , recovery time を , 0. = 
間 で 602% 程度 の 誤 状 で 再現 柏 を も っ て 導き 軸 せ る 。 

た だ , と の 処理 を する と ヵ x 接合 の 順 , 遡 両方 向 の * 
変化 させ る と と に な る . 逆 方 向 は 空間 電荷 領 吉 


ら な い . ) 
"と の よう に 拡散 シリ コン 接合 に 金 を 入れれ ば , 
計算 機 ダ イオ ー ド が 作れ る と いう 訳 で ある .。 


乗っ て 届い た ソ連 の = ニュース に 驚い た . それ は エレ ケ 
クス と , 化学 工業 と の 二 つ の 面 か ら 重 大 で あり , また | 
くも あっ た . 

タス の 報道 に よれ ば , ポリ アク リド ニトリ ル と v 
プラ スチ ッ es ゲル マニ ウム を 材料 
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と の 研究 は , -1956 年 に 化学 で ノー ベル 賞 を も ら っ た = コラ 
イ ・ セ ミオ ノ フ 行なっ た も の で , 天 年 の 春 ) モス ュー の 第 
8 回 メン デレ ー フ 化学 協会 で 発表 され た . その 端緒 は ある 種 
の プラ スチ ックス に つい て , paramagnetic resonance を し 
ら べ て いる 内 に , 半導体 と し て の 性質 が 見 つけ 出さ れる に 至 
っ た も の らし い . と の 化学 協会 の 集まり で , 今後 この 種 の 物 
質 の 研究 と 開発 と が 強く 重要 課題 と し て 押し 出 され る 方 針 が 
と りあ ぁ あげ られ た . 

米国 の 技術 者 達 は と の 報道 に 異常 な 反応 を 示し た が 商品 名 
Acrilan, Orlon, Creslan 等 の 名 で 知ら れ て いた 材料 で あり , 


半導体 装置 に 対す る 放射 線 照 射 の 効果 

M.F. Wolff : “How Radiation Effects Semi- 
conductor Devices”, electronics, 32, 48, p 55, 
(Nov. 27,1959) . 三宅 清司 訳 [資料 番号 4702] 
放射 線 の 照射 に より 結晶 中 に 生じ た 格子 欠陥 は トラ ンジ ス 
旭 お よび 同様 の 半導体 装置 の 特性 を 変え る . こと に 電気 伝導 
度 且 少数 キャ リア の 寿命 お よび 表面 再 結 合 速 度 の 変化 は 著 し 
めい 」 通常 半導体 を 放射 線 で 照射 する と , (i) それ が 半導体 を 
肥 り 抜け る と き に 起こ と す イ オン 化 に 伴う 一 時 的 な 効果 , i) 
鞍 変 換 お よび 変位 に 基づく 永久 的 な 効果 の それ ぞ れ を 生 ず 
る . (i) の 効果 は 装置 に 一 時 的 な 少数 キャ リプ の 増加 を も た 
らし , それ は 雑音 と な り ま た 表面 再 結合 速 度 を か える . ( 旨 ) 
の 効果 は 禁止 帯 に 新しい 準 位 を 作る た め 永 久 的 な 伝導 度 お よ 
び 少 数 キャ リプ 寿命 の 変化 を 与え る . 図 1 は 代表 的 な 三 つ の 
形 の ダイ オー ド を 25 MeV の 電子 線 で 始 射 し た 際 の 照射 量 と 
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P-nt 接合 内 各 で て の イオ ン の 移動 
E.M. Pell: “Jon Drift in an n-p Junction”, 
TAPhys. 31, 2, p291, (Feb. 1960). 菊池 
= 誠 訳 [資料 番号 4703] 


高 圭 に 対す る 反応 等 は 調べ て 来 て いた に か か わら ず , 放射 線 
を あて て 半導体 と し て の 性 質 を も た せる 等 と いう こと や , ま 
し て トラ ンジ スタ に まで も っ て 行く と いっ た 試み に は 程 遠 か 
っ た . た と えば 1948-1953 年 の 間 , ベル 研究 所 で は サラ ン の 
熱処理 に よっ て 半導体 と し て の 性 質 が 現われ る こと と を 調べ た 
経験 が ある . 
“エレ クト ロニ クス "の editor の 一 人 が , ツ 連 = ニュース の 
紹介 と 米国 の 若干 の 実績 と を 紹介 し た の が こと の 報告 で ある . 
(菊池 委員 ) 


順 お ょ よび 逆 方 向 電流 と の 関係 を 示し た も の で ある . 中 性 子 線 
で 昭 射 し た 際 に 起き る それ ら の 特性 に 与え る 影響 も 同様 で あ 
る 。 図 中 の 新しい 形 の ダイ オー ド は ゼネ ラル アプ アトミック 社 に 
よっ て 試作 され た 再 放 射線 用 の も の で ある . トラ ン ジス タ に 
対す る 放射 線 昭 射 の 効果 は 順 方 向 電 流 利 得 の 減少 お な ょ び 逆 方 
向 コ レク タ ・ ベ ー ス 間 リ ー ク の 増加 を も たらす. 前 者 は 少数 
キャ リプ 寿命 の 減少 こと よる も の で あり , 後者 は コレ クタ ・ ベ 
ー ス 接合 に だ お ける 表面 効果 と バリ アプ の 核 変換 に よる バル ク の 
特性 の 変化 に 基づく も の と 考え られ る . 図 2 は 中 性 子 線 の 各 
プ 始 射 量 と 増 編 器 の 周波 数 特性 の 変化 を 示し た も の で ある . 毎 
平方 cm 当り 2.9x10 個 の 中 性 子 を 照射 し た 場合 に は 利得 の 
減少 は 1dB 以下 で ある が , 10* 個 以 上 の 照 敵 を 受け る と 減 
誤 器 に な っ て し まう と と が 判る . 放射 線 の 照射 に 対し て は 原 
て ゲル マニ ッ ゥ ム の 方 が シリ コン より も 有利 で あ 
る まま 大 シリ コン や ゲル マニ ャ ッ A り も 高温 


で 動作 させ る た め に , それ ら よ り 大 き な 禁止 帯 幅 を 持っ 金属 
間 化 合 物 を 利用 する こと が 考え られ る . これ は 放射 線 に より 
生じ た 結 品 中 の 損傷 を 高温 で 快復 させ る こと が で きる か ら で 
ある . (三宅 委員 ) 


子 は 拡散 に よっ て も , また 電界 に よっ て も 室温 で は ほとん ど 
動か な いと 思っ て いる が , 適当 に 加熱 され , 売 分 な 電界 が 作 
られ れ ば , 相当 に 動く 不純 物 原 子 も ある と と が 示さ れ た . 実 
際 に は , か - ヵ 接合 を 逆 方 向 に パイ アス し , 同時 に 母体 半導体 
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普通 グル マニ ゥ ッ ム や シリ コン の 中 に ドー プ さ れ た 不純 物 原 
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真性 に と な る より は 低い 
イオ ン が 適当 な 移動 度 
を も つづ 程度 まで 高い 温度 
に あたため る . と これ に と よ 
っ て ヵ P- ヵ zt 接合 の 恩 移 領 
' 域 中 の 不純 物 は 移動 し , 
' 図 1 の よう な 分 布 に な る 
の で , ヵ - ヵ 接合 の 諸 特 性 
が 変化 する . 

と の 現象 は 不純 物 原子 
の 拡散 定数 を 知る 上 に 極 
ふ め て 簡単 で 便利 な 方 法 
で , 精度 の よい 結果 を 得 
る と と が で きる たとえ 
詩 Li の 拡散 定数 が 10-* RET 
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シリ コン 中 へ の 砂 素 の 拡散 

A.D. Kurtz, R. Yee : “Diffusion of Boron 
into Silicon"”, J.A. Phys. 31, 2, p 303, (Feb. 
1960). 菊池 誠 訳 [資料 番号 4704] 
先 に Fuller と Ditzenberger と が 9501275°C の 間 で シ 
リコ ン 中 へ の 硝 素 の 拡散 を し ら べ , 電界 に よっ て 助け られ た 
級 散 の 可能 性 を 見 出し た . そこ と で, と と で は 1050~1350°C の 
間 で 特に 注意 し て 再び 原 の 拡散 を 調べ た . その た め に 石英 
の パイ プ の 中 で , 不純 物 を 温め て 不 活性 が ガス で 送り , これ を 
! 熟 し た シリ ュ ン に 触れ させ る 方 法 を と っ た . 拡散 の 厚 さ を 計 
る に は , 二 つ の 独立 な 方 法 に よる た め , 拡散 の すん だ 試料 を 
二 っ に 切り , 一 方 は 光学 的 に ヵ z 接合 の 位置 を 調べ , 他方 は 
許 意 深く 削り 落し な が ら 比 抵抗 と タイ プ と を 測定 し て これ を 
Se 

と の よう に し て 得 ら れ た 実験 結果 が 図 +1 の よう な 値 で , 
こと これから 見 られ る よう に , Fuller 達 の data と , 温度 依存 性 
の 傾き は よく 合っ て いる が , 約 1/2 に 相当 する 位 小 さい . 活 
性 化 ニ エネ ル ギ は 81kcal で Fuller 達 の 85 kcal, Dunlap の 
81kcal と よく 合っ て いる . 

拡散 の 共 , 原 の 供給 する 正和 孔 は , 砂 素 自身 より 早く 拡散 
し て 入ろう と し , 空間 電荷 を 作る . とこ の 作用 を 止め る た め に 
電界 が 生ずる の で , と これが 拡散 を 助け る よう に 働 ら ちく. と の 
電界 を あたっ て みる と , と の 実験 で は あま りき いて いな い . 
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半導体 に よる 小形 高速 放射 線 検 出 器 
S.S. Friedland, J.W. Mayer and J.S. Wig- 
gins : “Tiny Semiconductor is Fast, Linear 
: Detector”’, Nucleonics, 18, 2, p 54, (Feb. 1960) . 
菊池 誠 訳 [資料 番号 4705] 


表面 に 薄く 拡散 し て 作っ た シリ コン ヵ - ヵ 接合 の 障壁 は , 非 
* 淀 に 早く て 使い よい “固体 chamber'”” と し て 放射 線 検出 に 利 
用 で きる . 比 抵抗 の 高い ヵ 形 シ リコ ュ ン に を 拡散 し て か ヵ 々 

」 締 合 を 作り , 逆 方 向 ペ イア ス を か け て , 表面 か ら 粒子 を あて 
。 紀 ば よい . 
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cm*/sec と いう と と が と れ で 判り , また 同時 に Li-0, Li= 
acceptor と いう 相互 作用 に よっ て こと これが 減少 きせ られ る こと 
も 見 出さ れ た . 

と の 現象 は , うま く 利 
用 する と 半導体 中 の 不純 
物 を 移動 させ て 電子 装置 
を 作る と と に 使え る . 既 
に 比 抵抗 の 低い シリ ュ マ ン 
で ゃ も, この 方 法 に R っ で 
4000 Volt の 耐圧 が 出る 
と と が 見 出さ れ , また 高周波 特性 を よく する の に , 接合 の 容 
量 を へ ち す と いう 手段 に も 用 いら れる . アナ ログ ・ ト ラン ジ 
スタ ( 図 2) が と の 方 法 で 試作 され , 入力 impedance 6 
MQ, 電力 利得 17dB と いう 値 が 実際 に 得 ち れ た . 

(菊池 委員 う 
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Fuller 達 の 結果 か ら ず れ て いる 分 は , 結局 この 違い に よっ て 

説明 で きる よう に 思わ れる . 

(菊池 委員 ) 


図 1 は 出力 波形 
の 過渡 特性 で 立ち 
上 り が 3.5x10” 
sec で お さえ られ 
て いる の は 検出 器 
の た めで な く , 使 
われ た 回 路 に ょ る 
制限 で ある . すそ 
を 長く ひく の は , 
«粒子 に よっ て 作ら れ た キャ リア プア が, 空間 電荷 領域 を 拡散 する 
た め に 時 間 を 費 二 か ら で , : と これ は 入射 粒子 の シリ コン 中 で の 
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飛 程 に も 依存 する . 
も ちろ ん 過渡 的 な 特 
性 を 支配 する 一 つの 
素因 は 接合 の 容量 で 
ある が , これ は 逆 方 
向 バ イア ス の 大 き さ 
で 相当 変化 させ る こと 
と が で きる . Wo 
入力 粒子 の エネ ル 図 2 

ギ と 出力 電圧 シグ ナル の 高 さ と の 関係 は , 図 2 に 示す よう 
選 」 相当 ひろ い 範 囲 と わた っ て 直線 的 で ある . 

分 解 能 は 回 路 の 雑音 で 決ま る よう に 思わ れる が , まだ 充分 


Pulse Height (retotive) 


Proton Energy (Mev) F| 
a _ 


検討 され て いな い . 図 3 に 示す よう に っ 接合 の パ バア スイ ご 
よっ て ゃ も 変化 する . 

1951 年 以来 実験 され て 来 た 固 体 カ ッ ゥ ンタ が , 相当 実用 化 に 
近づい て いる こと と を 印象 づけ られ る . (菊池 委員 ) 


シリ コン p-xt 接合 か ら の 電子 放出 

B. Senitzky : “Electron Emission from Sili- 
con p-n Junction'"’, Phys. Rev. 116, 4, p 874, 
(Nov. 15, 1959). 菊池 誠 訳 [資料 番号 4706] 
シリ コン ヵ - ヵ 接合 を 逆 方 向 に バイ アス する と , ヵ ?- 々 zr 接合 の 
周辺 か ら 電 子 が 放出 され る こと は , Burton や Tauc が 既に 
報告 し た が , こと で は Burton の 場合 の ょ うに 表面 の 仕事 関 
数 を 下げ る よう な 処置 を 講じ な いで , その まま photomulti- 
plier と 一 緒 に 真空 中 に 封入 し て 放出 され る 電子 流 を 測定 し 
た . 直径 1 cm の ヵ - ヵ 接合 に 逆 方 向 に 0.1 amp 流す と 10-!※ 
amp 程度 の 放出 電流 が 流れ る . 

特に Burton, Tauc の 実験 を 改良 し た 点 は , 接合 表面 を 浄 
化す る た め に 真空 中 で 加熱 し た と と , パル ス に よる 測定 を 加 
えた こと と 接合 の 温度 を 変え た と こと で ある . 

電子 放出 だ よる 電流 は , breakdown が 起こ る に 必要 な 電 
界 に まだ 達し な い 位 の 電界 か ら 流 れ は じ め , と これ は また バイ 
アス の 条件 に 依存 する . また 図 1 に 示す よう に 真空 中 に 入れ 
て まず 放出 電子 電流 の 逆 バ パイ アス 電流 依存 性 を と る と , I の 
曲線 の よう に な る が , 数 100 度 で *C) に 熱し て か ら と る と , 
陳 の よう に 減少 する こと が 判っ た . I の 方 は 一 般 に 不安 定 だ 
が の 方 は 非常 に 安定 に な り , 長い 時 間 不 変 に 保 た れる . 


極性 の 一 致 こ に よる 信号 の 検出 
B.M. Rosenbeck : “Detecting Signals by 
Polarity Coincidence”, electronics., 35, 5, p67, 


(Tan; 29, 1960). 宮川 洋 訳 [資料 番号 4707] 


雑音 中 の 二 つ の 微弱 信号 の 相関 を その 極性 の 一致 で 検出 す 
る 方 式 ど に つい て の 実験 結果 を 述べ た も の で あっ て , 位相 計 や 
邊 関 計 に ゃ も 応用 が ある . 

図 1 が プロ ッ ク 図 で あっ て , 論理 は アン ド ゲ ー ト 2 個 と オォ 
アゲート 1 個 を 組み 合わ せ て 作る . 信号 振幅 を S, 雑音 を NV 
どじ た と き . S が 正 の と き S++7NV が 正 と な る 確率 は 


Ge z Gh FE CSIN TZ Ni 1) 
S が 正 の どき S++N が 負 と な る 確率 は 
Cminus)= エー EE, (SIV TNs) (2) 


三 っ の 力 が 共に 同一 の S/N.m。 で ある と する と ,。 正しい 極 


興味 深い の は , 電子 放出 の 特性 が 熱処理 で これ だ け 変 化し で 
いる の に , ヵ ?- っ Zz 接合 の 電流 電圧 特性 は ほとん ど 変 化し な いと 
いう こと こと で ある . 
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以上 の よう な 実験 結果 を 統一 的 に 理解 する た め の 簡単 な モモ 
デル が 提案 され , 若干 の 議論 が 加え られ て いる . 
(菊池 委員 う 
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図 2 理論 値 と 実測 値 の 比較 


性 の 一 致 が 得 られ る 確率 は 
PCSIN, ms) =PCplus)?+£(minus)? 
避 如 る 
図 2 は 式 (3) の ゲ グラフ で あっ て 図 中 に は 実験 値 も あわ せ 示 
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し て ある . 実験 値 は 理論 値 と 極め て 良い 一 致 を 示し て いる ろ る 
論文 に は この 他 具 体 的 な 回 路 図 が 示さ れ , さ ら IC 替 点 の 調 
東 法 や 積 [分 回 路 , 温度 『 補 償 な ど が 述べ ? られ て いる 


(宮川 委員 う 
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た だ 1 種 の トラ ンジ スタ 基本 回 路 
に よる ディ ジタル 計算 装置 の 構成 
P.L. Cloot and G:E. Jackson :. “The Con- 
struction of a Digital-Computing System from a 
Basic Transistor Circuit'”’, Electronic Engng. 
32, 383, p 37, (Jan. 1960). 宮川 洋 訳 [資料 番号 
4708] 
ディ ジタル 計算 機 を た だ 1 種 の 基本 回 路 の 組み合わせ で 樽 
減 し 得る な ら ば , 計算 機 の 設計 製作 な ら び に 保守 が 容易 に な 
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Abbreviation 
図 1 基 本 回 路 
Rg=120kN2 +10%, Rp=18 kNQ+10% 
Ro=1.2kN+10%, C=.001gF+10% 
V=15 V+10%, メ =OC 76 
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の レジ ョ ン 受 信 に 必要 要 な 電界 強度 
1 F. ‘Swann : “The Field Strengths Reguired 
Rr the Reception of Television in Bands I, 
I, I™V and TR DBD 54T; 
E (Nov. 1959) . 杉山 英 一 訳 [資料 番号 4709] 
欧州 に 割当 て られ た 四 つ の テレ ビジ ョ ン 放 送 周 波数 和 


OS 


TT 


を 
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(1 SRD OMNIE ER CO 


2 CCIRS の 資料 に よる と 受像 管 の ント ロー ル グ リ ッ ド に 


て 。 お ける 所 要 信 号 対 雑音 比 は 。 (信号 は 映像 信号 の ヵ ? 値 , 雑音 


Re rte 


、 ei ッ ケ ッ ト に 取り つけ られ むれ て , 


\ 
る の みな ら ず , 信頼 度 が 高まる た め 非 常に 望ま し ゅ と と で あ 7 
る .。 パラ メト ドン , D.C.T 下 な ども と れ た 属す ずる 
とき と で ば は 図 の 基本 回 路 を 335 個 用 いて 簡単 な 加算 機 て 2 
ロビ ロック 7.5 到 c, アキ ュ ミ = レ ーー 容量 2 進 39 和 株 計 業 恩 10 進 。 
3 桁 , 出力 10 進 3 禁 ラン プ 表 示 ) を 試作 し た | 
信頼 人 性 を 高め る た め 配 線 は すべ て プリ ント 配線 に ょ 3 ぅ で 
る . 基本 回 路 4 個 が 一 組 と な り , 一 つの プラ グイ ン の 基板 C7 
取り 付け られ て お り , この 22 枚 の 基板 が 同じ く プ リン ト 配 線 
1 セク ショ ン ( 
参照 〉 を 構 茂 し , と これ が 4 つ 集 まっ て , 全休 が 構成 きれ て 
0 


T 
‘| 


図 2 装置 の 1 セク ショ ン 


論理 回 路 に ダイ オー ド を 用 いた も の に 較 ペ ュ コスト は 約 
と な っ て いる が , プリ ント 配線 を 極度 に 利用 で きる だ 
常に 信頼 度 が 高い .。 クック 周波 数 は 低い が , 特別 用 途 の 
hoy た と えば デー タ 伝 送 や 交通 管制 な ど に 充分 使用 て 

思わ れる . , 

iy は 上 述 の MMO 示 


表 1 田園 地区 の 所 要 電 界 強度 


尺 表 周 |SIV_ 36 dB を 得る た 
ポン め の 電 界 強 度 ( 半 波 長 
波数 | 室 中 線 , B 格 守 妊 折 拓 人 


Me) | Me) | 1’ 雑音 数 1 


RN 
利得 | 拓 失 | 音 指 数 | ら 也 要 電 
GB) | GB) | 


下 55 36.5 ー3 放 
了 TE 200 i 47.5 —6 ィ 
IV 500 56.0 =3 3 
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座 二 旧 合 名 信用 の 受信 機 ( 
*3 開発 四 の 修 礁 音 高 計上 増 揚 
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表 2 田園 地区 聴取 者 の 70 を 満足 させ る た め 
の 所 要 電 界 強 度 中 央 値 


*1 基準 値 1z Vim 
*2 付 石 混 合 器 使 用 の 受信 機 (前 置 増幅 器 な し ) 
*3 開発 中 の 低 雑 音 高 周波 増幅 段 を 使用 する 受信 機 


の 実効 値 , 雑音 は 実効 値 ) は 36dB と な る . 雑音 指数 1 の 
受信 機 で 半 波 長 空中 線 を 使い 給電 線 損 失 を 無視 し て 信号 対 雑 
音 比 36 dB を 得る た め に 必要 な 電界 強度 を 各 バ ンド の 代表 周 


電子 計算 機 マ ー キ ュ リ の 磁気 

ドラ ム 記 憶 装 置 
EK.I. Turner and J.E. Thomson : “The Mag- 
5 netic Drum Store of the Mercury Computer”, 
ミ Electronic Engng., 32, 383, p 16, CJan. 1960). 
宮川 洋 訳 [資料 番号 4710] 

と の 磁気 ドラ ム の 外形 は 図 1 の 示す ご ど ごとく で ある . 1 word 
は 10 bits で , 60gs で 1word を 磁 心 気 憶 装置 に 読み 取り , 
また 書き 込 婦 こ と が で きる . トラ ッ ク 数 は 64, 各 ト ラッ ク に 
は 128 words を 記憶 する . 150 c/s の 誘導 電動 機 で 駆動 し , 


+ー ォ + ォ ー ォ ーー+ー+- 
ィ ー + キー+ー+ ォ ーー 


図 1 


ドラ ム の 外形 


回 線上 断 と 位相 跳躍 に よる 搬送 電信 の 
ひずみ と 誤字 率 I 
H. Zuhrt, W. Reger und W. Vollmeyer: 
‘Telegraphieverzerrungen und Fehlerhdufigkeit 
2 bei Wechselstromtelegraphie infolge von Unter- 
s brechungen und Phasenspriingen, Teil I”, 
iN.T.Z. 12, 6, s 311, CJuni 1959). 砂川 博 訳 
日 ミ [ 盗 料 番 吉 4711] 


約 6dB の 利得 が 得 ら れる . 


波数 に つい て 計算 する と 表 1 の 第 3 列 の 値 を 得る . 実際 に 空 * 
中 線 を 接続 し た と き の 実 効 雑音 指数 は 受信 楼 だ け の 雑音 指数 : 
より も 大 きい の で バン ド 1 だ け は 2d 王 の 補正 を 行ない それ . 
ぞ れ 表 1 の 6 列 を 得る . さら に 受信 空中 線 利得 , 給電 線 損 失 
を 考え 合わ せ て 田園 地区 の 所 要 電 算 強 度 と し て 表 1 ユ の 最後 
の 値 を 得る . 

受信 場所 を 一 寸 変え る と 電界 強度 が 変動 する の で 実際 に は - 
場所 変動 率 (local variation factor) を 考慮 する 必要 が ある - 
聴 視 者 の 702 が 満足 な 受信 の で きる 電界 強度 中 央 値 を 中 程度 : 
に 起伏 の ある 田園 地区 に つい て 算出 する と 表 2 を 得る . ペン 
ド I と 想 に 対す る 値 は 既に 採用 し た 値 に 極め あめ て 近く , ペ バン ド 
IV と V に 対す る 値 は 推定 値 で ある . また 表 2 は 同一 チャ ネル 
混信 に 対す る 考慮 を 払っ て な い 値 で ある . 

(副島 ( 林 委員 う ) 


と れ を 電気 プレ ー キ で 制御 し , 3472 rpm で 使用 する . 方 式 . 
は Manchester 大 学 の MKIH 計算 機 に 用 いて いる も の と ほほ 
と ん ど 同 様 で ある が , ダイ オー ド 対 を 用 いて 読出 し 司 号 の 握 


From write 
Fare 


ドラ ム 読 ふえ 取り 回 路 
失 を 防い で いる の が 興味 が ある . 図 2 の MR,-MRs が それ で 


ある . と この ダイ オー ド 対 は 書き 込み ト ラン ス か ら の 大 電流 に 
対し て は 低 イ ン ビ ー ダ ンス を 量 す る 。、 し か し 読み 出し 信号 
(30 mV ヵ - ヵ ) に 対し て は 約 10kI2 の イン ビー ダン ス と な 
り , 書き 込み トラ ンス を 読み 取り 回 路 よ り 分 離す る 。、 とれ で 
(宮川 委員 ) 


無線 ある い は 搬送 電話 回 線 に 搬送 電信 を 伝送 する 際 , 回 線 ! 
断 お よび 搬送 波 の 切換 に よる 断 を 考慮 し な けれ ば な ら な い . 
前 の 場合 中 断 さ れ た 電圧 は 同相 で も どり , 後 の 場合 は 一 般 に 


Ahefo-h 


図 1 NM=7 の と き の 周 波数 配置 図 
プ o= 注 目 し て いる 被 妨害 回 線 の 中 心 周 波数 


’ eki ご ; 
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培っ た 位相 で も どる . どちら も 直接 ひずみ の 原因 と な る が , 
隣接 電信 回 線 か ら の スペ クト ル の も れ に よっ て も ひずみ が 生 
ずる . こと で は こと れ ら の 等 時 性 (isochronous) ひずみ を 理論 
的 に 計算 し , 実測 値 と 比較 する . 

まず 図 て 1 の よう な NV 重 電信 回 線 ( バ ンド 幅 4 プ =1/< な る 理 
想 的 帯域 通過 特性 を 持つ と する ) を 考え , 中 央 の 回 線 に は t 
=0 に 変換 点 を 持つ 電信 々 号 , 他 の 隣接 回 線 に は 連続 音 が 送 
られ て いる も の と する . いま 電話 回 線 が z= アー,/2 で 中 断 
され , 也 , 士 4/2 に 4e な る 位相 跳躍 を 持っ て 復旧 し た と す 
る と , 症 目 回 線 の 交流 信号 は 


s(t)=elasttiee| Lx szZ(:- T+ )| 


+elesttiretite[ T+ Si: r= 3-)| 

=elaot +ipo A eid2 志 論 ) 
こと こと に 4。 は 周波 数 w に 関す る 包絡 線 で ある . と の 信号 は 
包絡 線 検 波 に より 復調 され る か ら , リレー の 動作 が 理想 的 で 
振幅 の 1/2 で 働く も の と すれ ば , 復調 信号 の 変換 点 ぉ が 計 
算 で きる . 適当 な 近似 に より , 4 ぁ , 7。 を 固定 し 7。 に つい 
て の ts の 最大 値 が 計算 さき され る の で , これ か ら こ と の 場合 の 等 時 
性 ひずみ が 求まる . 

i i (2) 
cs 


と こと に 了 は 電信 符号 の 短 点 長 で ある . 


と と ろ で 実際 に は Nー1 個 の 隣接 回 線 か ら の も れ が si( め の 
軍 ね 合わ され て いる か ら 変 換 点 は ずれ る は ず で ある . や は り 


近似 計算 に よっ て 
sin( #4 W,, LT ) 
2 2 
a 


dm =27 4 


N 
A;” =S“‘la,| cos FP エー Tr 


と する と , 如 の 最大 値 は As’'r/cos ot だ け 移 動 す る と と が 
わか る . と ここ で ふ ,。 は 各 電 信 回 線 の 搬送 波 の 位相 に ょ っ て き 
まる 確率 変数 と を みなす: し た が っ て KK=4 入 "la 中 は 1 つ 
の 統計 量 と な る の で , 4 の 最大 値 の 代わ り に P,(K> の = 
10-* な る k を 用 いて 漏 話 に より 付加 され る ひずみ 86。 が 計算 


図 2 4x=120 c/s, 4p ぁ =0 の と き , 約 10* の 確率 で 
起こ る 等 時 性 ひずみ 


図 3 4 プチ p=120 c/s, 断 が 無視 し うる 程 小 さい と き の 
位相 跡 躍 に 対す る 等 時 性 ひずみ 


図 4 4 チ z=120 c/s y=0.2ms な る と き の 位 相 
跳 躍 に 対す る 等 時 性 ひずみ 
され る . ゆえ に 求む る 等 時 件 ひずみ 8 は っ つぎ の よう に な る 
ts | 
2 て k 0 la,, | (4) 


2 の 
, を ea ーー 
0==0; 十 02 2 + 示し 0 1)+ テ 0 
rg a 


7.,, NN お よび 4g を 変え て 8 を 計算 し た 結果 を 図 2 か ら 図 
4 まで に 示し た が , 4 ぁ g チ 0 の と き の ょ の 値 は 計算 が 困難 な 
の で 4g=0 の と き の そ れ で 代用 し た . また NN っ >»% の と きき は. 
4 が 分 散 V す a:* の ガウ ス 分布 を し て いる と 仮定 し て 求 
め た も の で ある . ( 財 上 委員 う ) 


回 線 断 と 位 息 跳躍 に よる 搬送 電信 の 
ひずみ と 誤字 率 II 
H. Zubrt, W. Reger und W. Vollmeyer : 
“Telegraphieverzerrungen und Fehlerhéufigkeit 
bei Wechselstromtelegraphie infolge von Unter- 
brechungen und Phasenspriingen, Teil I™”, 
NT.Z. 12, 7, s 347, uli. 1959). 砂川 博 訳 
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I で 理論 的 に 求め た 電信 ひずみ を 実験 的 に 確か め , 誤字 率 
を 測定 し た -. 
(1) ひずみ の 測定 V 60 方 式 の 通話 路 変 換 人 に お いて , 


) 送り の 出力 を 受け 側 の 入力 に 入れ , 前 群 の 搬送 波 は 受信 側 で 


は 正常 に し , 受信 側 で は 電子 的 に 2/s~3 ms の 断 を 約 150 


ms に 1 回 の 割 で 作れ る 
よう に B て で ES の 交 
い 位 相 は 任意 の 値 に 調整 ; 
で きる . 前 群 の 3 個 の 電 
話 回 線 に は それ ぞ れ , 24 
個 の 電信 回 線 を の せ , と 
れ ら に は 自由 に 連絡 音 が : 
出せ る よう に し で お くく 
真中 の 電話 回 線 中 の 1 つ : 
の 電信 回 線 に 1 : 1 の 符号 - 
を 送り , 受信 側 の ひずみ 
測定 器 に より ひずみ を 
定 し た . 測定 は (i ) 位 本 
跳 暴 が な いと き の 断 の 長 


図 5 4g=0 を 持っ て 連続 音 が を きれ た 
と き 他 の 電信 回 路 に 及ぼ す 影 響 . 
こ ヽ に =4 ナ p120 は 妨害 回 
線 と 被 妨害 回 線 と の 中 心 周波 数 
の 差 (120 c/s- で 規準 化 ) 
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さき さ に た について, G 届 ) 断 が 無視 し うる 程 小さ いと き の 位相 跳躍 に 
関し , Gi) 断 が 約 0.2ms の と き の 位相 跳躍 に 関し , 行なわ 
れ , それ ぞ れ 1 の 図 2, 図 3, 図 4 に 測定 値 を プロット し た . 
いずれ の 場合 も 隣接 回 
線 炒 を パラ メー タ と 
し 、 約 3 分 間 の 観測 中 
の 最大 ひずみ を 求め 
た . 理論 値 と 実測 値 が 
非常 に よく 一 致し て い 
る と と が わか る . また 


醍 接 回 線 が ひずみ を 相 

当 大 きく する 事実 は 測 
Rt. 図 6 断 が 無視 し うる 程 小 さい が ある 

= » か る 種 小さ いか ある 
" 奴 江 その 模様 を 明らか 位相 跳躍 を 持っ て 連続 音 が きれ 
. 了 あ あな だめ 店 ユ つ の 本 た と き , 被 妨害 回 線 に 生ずる ひ 
4 線 に 送っ て いる 連続 音 ずみ の 増加 . 


U が 切れ た と き , 隣 の 回 線 に 付加 され る ひずみ 8。 を 実測 し 図 
人 図 6 た 示し た . 
(2) 誤字 率 の 測定 この 測定 に は 相当 な 時間 を 要 す る の 
A で 衣 最 悪 の 条件 と し て 測定 回 線 の 上 下 に で きる だ け 多く の 妨 
害 回 線 が ある 場合 の なみ に 限 っ た . 前 と 同様 前 群 変換 加 で 折返 
し , 同 一 電信 機械 の 送り と 受け を 用 いて 測定 し た . (同期 に よ 
る 誤字 を な くす と と が で きる ). 誤字 率 は 使用 し た 電信 機械 の 
マー ジ = に も 関係 する . ここ で 用 いた 機械 は 約 402 の マー ジ 


UHF 帯 に お ける 高 出力 
テレ ビジ ョ > ン 送信 機 
J.S. Robson dan T.M.J. Jaskolski : “High- 
3 Power Television Transmitters for Bands IV 
3 andV”,-P.I.E.E. 106, Pt. B, 30, p 528, (Nov. 
1959) . 副島 末 好 訳 [資料 番号 4713] 
デレ ビジ ョ ン の チャ ネル が 増加 する に し た が い , UHF 融 
て (band IV 470~585 Mc, band V 610~960 Mc) を 使用 する 
| 傾向 が が 各国 で み ら れ る よう に な っ た . アメ リカ で は 実用 に 使 
2 て お り ,」 ドイ ツ ッ で も 約 1kW で UHF テレ ビ の 実験 を 行 
な っ て いる , イギリス で も , UHF 帯 の 伝 ば ん や 受信 試験 を 
| 行なう た め に 高 出力 の テレ ビ 送 信 機 が Crystal Palace に 撮 
付 ら れ , イギリス 405 本 方 式 (映像 654.25 Mc, 音声 650.75 
Mc) と CCIR 625 本 方 式 (映像 654.25 Mc, 音声 659.75 
有 Mo の で 突 験 電波 を 発 対 し た . 
放 UHF 麗 に な る と UHF 帯 に 較べ て 大 き な 送 信 電 力 を 必要 
庫 と する . これ に 使用 する 送信 管 と し て は 四 極 管 と クラ イス ト 
f= ン が あぁ あり, 名 々 利害 得失 な ある. と と で は 全 UHF 帯 に 適 
放し て お り , 回 路 構造 が 簡単 で 廉価 で ある クラ イス トロ ン を 使 
較 凍 詳 用 する と と に し た . 
| 有 | 図 1 は クラ イス ト ョ ン 増 幅 器 の 接続 図 で 3 空 胴 クラ イス ト 
有 有 | = ン を 使用 し て いる . 映像 に 使用 する と き は 周波 数 帯域 を 広 
有 | 有 】 ば な けれ ば な ら な い . それ に は (a) 被 変調 増幅 器 と の 間 を 約 
| sdaB の loss line で 結ぶ ぶ , (b) 中 の 空 腸 を スタ ガ 同 調 さ せ 
| る. (co) 入力 定 胴 を damping させ る . (d) 中 の 空 且 を 


ーー» 


Anzaht der Fenter aut 105Umsc! 


Anzant der Fenter auf 10° Umschattungen — ゃ > 


図 8 10s 回 の 位相 跳 曜 を 持 
っ た 断 を お こし た と き 
生じ た 誤字 の 数 

ュ ェ を 持つ T 形 68d な る 機械 で あぁ る . ひずみ の 測定 の と き と 同 

じ く 3 つの 条件 の 下 で 実測 し た 結果 を 図 7 と 図 8 に 示し た . 

実際 の 断 で の 位相 跳躍 は ラン ダム に お こと る 上 , Lennerz 等 に 

よれ ば 90° 以上 の 跳 寂 は だ お こら な いか ら , 誤字 率 は ずっ と 小 

さく な る は ず で ある , こ と の 油 定 結果 か ら 0.1ms 以下 の 断 , 30° 

以下 の 位相 跳躍 を 保証 する 電話 回 線 な ら ば 充分 高い 品質 の 電 

信 回 線 が 得 ら れる とこ と が わか る . 最後 に 注意 し て お く が , 断 

が 頻 紫 に だ お こら な い 限 りり 調歩 ひずみ は こと ここ で 求め た 等 時 性 ひ 

ずみ の 半分 と 考え て よい . (岸上 委員 う 


図 7 10% 固 の 断 を 起こ し た と き 
生じ た 誤字 の 数 ( イ 4g=0) 


を 得る の に 25 W の 励 振 電 力 を 必要 と する が , 広帯域 の 場合 
に は 約 100W 必要 で ある .。 こと の 実験 に は 200~300 W の 出 
力 を 励 振 段 より だ し た . 

こと の 励 振 用 の 真空 管 と し て は 500 W プレ ー ト 損失 の 四 極 管 
E 2248 を 使用 し , これ を カソード 変調 し た . カッ ー ド 変調 に 
よる 利点 は (a) グリ ッ ド を マイ カ で 接地 で きる の で 動作 が 宏 
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| 定 に な り , @) 座 , 折 変 
調 管 は 定 イ ン ピ ー ダ ンス に 供給 する 等 が ある 
実験 中 送信 機 は 安定 に 動作 し た . さら に 高 出力 の ハイ ゲイ 


受信 さん 孔 テ レタ イブ プラ イタ 
TT-195 ( )/FG 


D.F. Frick : “Reperforator-Teletypewriter”, 
Comm., and Electronics, 44, p 369, (Sept. 
1959) . 中 川 三男 訳 [資料 番号 4714] 
毎秒 75 動作 と いう 高速 度 の 受信 さん 和 孔 ・ 印 字 テ レタ イプ に 

つい て 述べ て いる . こと の 機械 な さん 和 孔 と 印字 は 機械 的 に 行 な 

われ る が , 選択 ・ 著 積 ・ ュ ント r ョ ー ラ 等 の 部 分 は 全部 電子 化 

され て いる . 機械 部 分 の エネ ル ギ 伝 達 に 弾性 衝撃 を 積極 的 に 
1 利用 し て , 機械 系 の 速度 を 高め る に 役立て て いる の が 注目 さ 
EE 
電気 信号 と 機械 出力 の 変換 は な 図 1 の よう に , 4 枚 の コー ド ・ 
3 ホイ ー ル が 各々 8 本 の ビッ ド を 持っ て いて , 回 転 し て いる ホ 
イー ル の 角度 位置 と , コン トロ ー ラ 中 の 3 単位 情報 と の 照 合 
\ に た によって,。 その 内 の 1 本 が た た き 出 され る と と で 行なわ れる . 
3 - 4 枚 の ホ 


イー ル の 内 どれ を 選ぶ か は 残り の 2 単位 情報 で 行 な 


i 
\ I 

2 は 
ニー 
本 


el 
1 
ai HL 


' 図 h 


われ る . 4 枚 の ホイ ー ル の 位相 角 は 11*157 ずつ ずれ て いる の 
で , 全体 と し て 32 位置 の a ョ ッ ド の どれ か 1 つ を 選ん だ と と に 
> か る. と の ホイ ー ル に タイ プ ホイ ー ル が 直結 され て 回 転 し て 
いる の で , 選出 され た ロッ ド で 固定 位置 の プリ ント ・ ・ ハ ンマ 
| を た た け な HD 守 が 行なわ れる 一 方 さん も 5 単位 符号 を き 


本 信 自動 交換 来 の 中 弥 線 細 に お ける 
電信 ひずみ J 
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F. Channel は 三 つ 以上 終 統 接 
将 っ て い る が , 
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四 放 が | つの 電源 で 済み , QO) 変 - 
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ル の クラ イスト ドン の 実験 を 行なう 必要 が ある 0 要員 で 人 
RY 


(5) CODE HOLE PUNCH = 
(1) FEED HOLE Puncn_ 


' 
2 
br = a 


INTERMEDIATE 


TRANSFER ARM ENERGY ABSORBING _ の i 
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り と ん で ある と の ロッ ド で , パン チ ・ ピ ン を 衝撃 す 
され る . 電磁 石 に よる ロッ ド の 選び 出し , r ッ ド と > 
の 衝突 , ドッド と バンチ ・ ピ ン へ の 中間 レ バー と 
べ て 弾性 衝撃 に よる 回 転 ニ ネル ギ の 伝達 の 形 を 採っ て いる 
図 2 に さん 和 孔 機 構 を 例 と し て 示し た -. また , と の 機 で 
イー ル の 回 転 数 は 800 rpm で , 1 回 転 1 字 で 動作 3 
動作 / 秒 に し か な ら な いか ら , 1 回 転 中 選出 直後 の 
ける が そ それ 以後 な らい くつ も 澤 び 出せ る と と に し て , 
上 げ て いる . と の 場合 ・ 信 尼 生 の 過 千 の 條 いき 0 
転 ( 三 約 6ms), 悪い と き は 1 回 転 =(20 ms) と な 
の 13.3 ms (75 動作 / 秒 に 相当 ) で 受信 し た 場合 2 
蓄積 で きる バッ ファ を 使用 すれ ば , ラン ダム ・ テ キ 
し , と の 蓄積 容量 を と び 出 す 確 率 は 極め て 小さ い ( 


コン トド rー ラ に 受信 し た 順番 に し た が っ て 符号 
目 を する . ーー ( 洛 


た と れ ら の 回 路 は 中 継 の も の か ら 6 中継 の も 
nl と ャ て は 別 i され た 0 1 


影響 され る か ら で あ る .60 0 
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$$ 
££ 


つぎ に 中 継 数 と 各 統 計量 の 間 の 関係 に つい て の ペ べつ ぎの よ 
x Ff xo F *o Ff 

トー — うな 式 を 仮定 し 各 系 数 を 求め て いる . 

E06 2004 EG 16.3 2.12 90.0 a (1) 
—2.90 | 0.01 —0.5 31.6 2.5 99.8 3 yr: z 
2.62. | 0.1 0 50.0 2.26 99.9 r=bvVN C2) 
3 0.8 0.5 68.4 2.90 99.99 B= CN+EN: (3> 
—2.12 | 1.0 1.0 83.7 3.10 | 99.999 


a= 1 中継 の 平均 ベイ アス ひずみ 


b= 4 4 の 標 准 偏 差 
c= ? ひずみ の 標準 偏差 の 不 規則 成分 
EN ’ ’ ひずみ 成分 
z; ひずみ の 値 mm; ひずみ の 平均 値 .S; ひずみ の 標準 偏 直 RA 
差 , z=(zーm)/.S 下 ; x より 早く 着い た 特性 隣 間 の 多 . ま TE 


た 与え られ た 中 継 数 を 含む 多く の 回 路 の た め に mm やぶ S は 正 
規 誤差 曲線 に し た が っ て 分 布 し これ ら は ほとん ど 相関 が な い 
と と を 見 出し た : それ 故に これ ら の 分 布 の つぎ に 示す よう な 
統計 量 に た より 公平 に 正しく 特性 づけ る こと が で きる . 
訪 ) が の 平均 . み a; mm の 標準 偏差 , S; S の 平均 , gz; … ぢ 
の 標準 偏差 , の 統計 と 基 護 分 布 曲 線 を 用 いて 電信 ひ ず 0.0001 で 生ずる 回 路 よ り も よい 動作 を する 回 路 の 割合 を 中 弥 
み は 302%6 以下 で それ 以上 の 電信 ひずみ の 現 われ る 確率 は 致 に 対し て 永 め て いる 、: ぐ らぶ に よる と 普通 の 装置 で 6 中 恋 
10:0001 で ぁ る べし と 言う 制限 を 割る 回 路 の 割合 を 各 中 継 数 に で 802 程度 に た A ( 拉 上 委員 ) 
対し て 計算 で きる . o いつ ) . 


観 究 値 の 中 継 数 に 対す る ぐらふ に (1)(②)(3) 曲線 を 適合 ぎ 
せ at+e=—0.6 b=3.5 “=2,4 “&=0.5 
S$ の 標準 偏差 は 小さ く S の 値 の 回 路 に ょ る バラ テラ ッ キ は 省略 し 
て いる . 

と れ ら の 統計 量 と 基 が 分 布 曲線 を 用 い , 302 以上 が 確率 


た に し 有 P ア , は 平均 送信 電力 , dr は 送信 パル ス の ディ ウツ テ 
ィ 比 、s は ゲー ト を と お っ た バル ス 幅 に 対す る 送信 ルス 幅 
の 比 , G は アン テ ナ の 利得 , 2 は 波長 , gr は 目標 の レー ダ 
クス セタ ク ション, し は レー ドー ム , 伝 ば ん , ビー ム の 形状 
等 に 起因 する シス テム の 損失 , k 了 7 は ボル ツマ ン 常 数 x 総 
対 温度 , NF は 受信 機 の 雑音 指数 , 万 は パン ド バ ス フィル 
の バンド 幅 , d&g は ゲー ト の ディ ウ テ ィ 比 と する . 


CW, パル ス , パル ス ド ッ プラ レー 々 ダ の 

探知 距離 に 関す る 一 元 的 解析 

JT.J. Bussgang, P. Nesbeda and H. Safran : 
“A Unified Analysis of Range Performance 
of CW, Pulse and Pulse Doppler Radar”, 
TRE. 47, 10, p 1753, (Oct. 1959). 赤松 良 紀 訳 
[次 料 番号 4716] 


CW レー ダ の と き は , dr,dc お よび 's を 1 と すれ むれ ば よ と 
い 。 パ ルス レー ダ の と き は が IF の パン ド 幅 Brir と な り , 
3 バ パルス スペクト ラム の すべ て が と れ を と お る か ら 」 d ァ z's の フ 
ァ ク タ は 除去 され る 。 ゲー ト と バル ス 幅 が 一 致し drlds が な 
> 人 1 な ら ば 式 (1) は 式 (2) の ご と く 周 知 の レー ダ 方 程 式 と な 
る 

LTER 


Ft 
WIDOTH 


I V へ A 
まお 図 了 1 有 図 2 に 示す よう な 樽 成 の パル ス ド ッ プラ レー ダ る . (た ゞ し 選 : は 拓 頭 出力 ) 


を せこ と に える . 規格 化す る た め の 探知 下 離 Re。 を 検出 器 入 | PCNarL (2) 
語 語 力 に お ける SN 比 が 1 に な る と ころ と 定義 すれ ば バルス ドッ (4 RTONF JBir 
調 計 プイ フ レー ダ の 選 。 は 式 (1) で 与え られ る . また 遅 衝 回 路 を 使用 し た MIT レー ダ の 場合 に 。 消去 回 路 
\ R= tr (1 の 出力 を パン ド パ バス フィ ル タ に と お す な ら ば 式 (1) が その ま 
(4 TETONF)Bdsg ふい 成立 する . 
C0 ) 
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信号 検出 の 確率 Pp を 計算 する と 次 式 が えら 和 れる - 
UT 1 
mse (ma 


= テテ ) (に 儲 下 ( 人 8 


PROBABILITY OF FALSE ALARM 
a [rn] 
Ta FALSE ALARM Tim€ 
«PO TIME 
* OTL 


a 1 «BAN Pass FvTEa と まで 4 ん 4,422。 は それ ぞ れ PDI ( 図 2 参照 ) 出力 の 平均 と 
is NUMBER OF DOPPLER 分 散 を 示す . また Vz は 信号 検出 の スレ ッシュ ホル ドレ ベル 
: WH SoM of で ある . 単 一 チャ ネル の 下 探 の 確率 を Pya7 と する と ! 生 
8 4 INTEGRATOR UNWEIGHTED ADOER の な いと き の 0 人 を 与え れ ば と れる も 式 (3) と お な じ 形 
A | Rb GR UR oT Pr2 3 hhh 
§ トー トー れる . な お 積分 時 間 (ふぁ つう は 信号 の 継続 する 時 間 ) を 
& 8 NE TE ES IE WT チャ ネル 数 を M, 全 系 統 で 席 探 が 発生 する 時 間 間 隔 を Tra 
EE RE RS EE と すれ ば Pra' 三 [MTra と な る . 以上 の 計算 を 図示 し た 
1 NV | も の の 一 例 が 図 3 で , 探知 距離 R を R。 で 規格 化し Pp と 
a| Pmteaper eve 
” | た と えば ra 人 三 500 秒 , M=100, 了 ; 三 0.05 秒 , B 三 200 サ 

0 ーー や AO 末 培 求め て みる . まず Pz4' を 上 述 の 式 か ら 計算 する と Pa' 全 

ーー トト トー トト | 7 と な る ペー 有 7, だ か ら N=10 を うる 。 N10 の ヵ 

RNN | ー プ 上 で Pp 全 9026 の 点 を と る と 太 /Rs 三 0.74 が 求め られ 
a a NE RN ENN NEN FN EE FN る . と この 太 。 は 式 (1) に より 計算 する . 本 文 で は P5 三 10* 
a ーー トト 10*,10?, 10-* に つい て の 図表 が ある が と ょ で は 拓 愛 し た 』 
さき 写 画 了 NNR 絞 Gt 
CTUA 


R , ACTUAL RANGE 
Rg NORMALIZING RANGE 


図 3 


鷹 磁 気 発 電 機 
J.F. Elliott : “Thermomagnetic Generator”, 
J.A. Phys. 30, p 1774, (Nov. 1959). 坪 谷 一 郎 訳 
[資料 番号 4717] 
Thermomagnetic Generator の 原理 は 古く か ら 知ら れ て 


る . と の と き の 電 気 エ ネル ギ の 出力 は 
Pax=#-% VC H.®) 


表 1 The power density of several 
thermo-to-electrical transducers.® 


i s » c i lb 
いる が , と れ に は 室 混 に 近い 低 Curie 点 の 磁性 材料 が 必要 ーー ーー Ee a 
# n t tat 

で あり , これ まで 適当 な も の が 得 あ られ な か っ た た め 実用 た な erm FR Rn 
ら な か っ た . と と ろ が 最近 16C た に Curie 点 を も つ ガ ドリ Thermomagnetic 3 
* テ に 生 コ に ta ヨガ ちゃ $ ゃ ーー 
a 容易 に 得 ち れる よう に な っ た の で 実用 性 が 認 " The power density for the thermoelectric and thermomagnetic proces- 
め ら れ て 来 た -。 と の 論文 で は と の 装置 の 出力 効率 を 考え 具 休 et Iaicd Gpow the welgbr oi he tramjucer oN Ti Presumably 
的 な 例 に つ ヽ て 考察 LENO RA ee ENTS Handbook (John Wiley & Sons, Inc., New 

ーー ‘P. H. Klein, “Electronics La . General Flectric C % 

と の 装置 の 原理 は , 図 ユ の よう に 永久 磁石 と その 極 間 に お Sy RESNO VS crmneacion 


か れ た 室温 と 近い Curie 点 の 磁性 体 お よび 磁石 に 巻 か れ た た さぶ し @ は 温度 変化 の 周波 数 , V は 永久 磁石 の 体積 ) gz 半ば は 
出力 巻 線 よ り 成 る . この 極 間 の 磁性 体 の 温度 を Curie 点 の 磁石 の 可逆 導 磁 率 , 万 。 は 抗 磁力 で ある . こと の 装置 の 効率 は 


上 上 下 に 変化 させ る と , 磁石 の 磁化 状態 は 図 2 る の C,D 線上 を é=0.55 Xx Carnot efficiency 
と の 結果 磁石 と し て は (zg, 互 *) の 大 きい も の が まく, 実用 


材料 と し て は AlnicoVW (25X10*erg/cc) また は AlnicoXE 
(42x10*erg/cc) が よい . また , 極 間 の 磁性 体 は ガ ダ ガ ド リ ー ゥ > 
が 適し て いる . 具体 的 な 例 と し て は 高熱 源 を 300°K, 低 難 源 
を 277°K と する と 

Paax/ V=5.5Xx 102Watt/cc=3.1 Watt/Lb 


磁性 体 の 比重 を 8g/cc と する と Power density は 6.9 
Watt/kg と な り , 他 の 熱電 気 変換 器 と 比較 する と 表 1 の よう 
に な る . こと の 装置 は 他 の 方 法 で は で き な い 20°C 程 席 の 鼓 源 


OUTPUT 


FERROMAGNETIC 
MATERIAL 


INDUCTION 8 


DEMAGNETIZING FORCE H 0 か ら energy を と り 出す と と が で きる . 笑 際 に 昼夜 間 の 温度 


図 1 0 差 , 室内 と 河水 の 温度 差 に より 発電 する こと が 可能 で ある . 
変 化し , これ に K 伴 う 磁 束 B の 変化 が 出力 コイ ル に 取り 出さ れ 。 (三宅 委員 ) 


TD 
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の いき 


毎週 定期 の 立体 放送 に と に より, また ステ レオ レコ ー ド 
の 普及 に より , 立体 音 張 の “良さ ” に 対す る 認識 と 
関 忌 は 最近 と み に 高 まっ て きた . 臨場 感 , 音 の 艶 な ど 
普通 の 1 回路 再生 で は どう し て る も 得 ら れ な か っ た も の 
カ , 立体 再生 に まっ て 再現 で きる か ら で あ る . 

選 の まう に 立体 放送 に よれ ば , 放送 音質 は さら に 一 
段 と よい る の に 近づき 得る る の で ある が , 放送 番組 を 
人 多面 的 に 立体 放送 化す る こと を , は ば ん で いる 悩み が 
ある . 

その 一 つ は 現在 の 立体 放送 方 式 で は 一 つの 番組 を 放 
送 す る の に NHK で は 第 1 放送 の 電波 と 第 2 放送 の 電 
波 を 使う と か , 商業 放送 で は 二 つ の 放送 会 社 が 協同 す 
る と か , 少な く と も 2 電波 回 路 を 必要 と し , 電波 の 利 
用 魔 ど いう 意味 か ら は 不 経済 と な る と と で あぁ ある. 他 の 


放 一 っ は 1 台 の 受信 機 で どちら か 一 方 の 電波 だ け を 聞い 


た だ た とき は 音 の バラ ンス に お いて 普通 の 放送 音質 より も 
労 り すなわち 両立 人 性 の な いと こと で ある . 

そこ で, これ ら の 問 味 を 解消 する 立体 放送 方 式 の 開 
発 が 要 望 さ れる と と は 当然 の な り ゆ き で あり , 現に 
CTR の 研究 課題 の カー つと も な っ て いる . そし て 
既に 発表 され た も の で る も 10 種類 程度 に 達する 。 し か 
層 い すれ も 一 長 一 知 あ り , どれ が 一 番 よ い 方 式 で あ 
か 導い ま に と に わか に 決定 し に くい 状態 に ある .。 と こと に 
その 主要 な も の を と り ま と め 紹 介し よう . その まえ 
で 衣 まず 立体 放送 で は 普通 の 放送 と 比較 し て , いか な 
る 情報 が 余分 に 送ら れ て それ を 良く し て いる か に つい 
て 述べ て お く 必 要 が あろ う . 


2. 立体 再生 に 必要 な 信号 


補 体 放送 で は 収 音 端 と 再生 端 と で , 少な く と も 2 回 
路 の 必要 な こと は 確か で ある . と これ に よっ て 収 音 点 に 
お ける 音 圧 信 峡 の 外 に , 収録 され る 音 の 伝 ば ん 方 向 に 
関す る 情報 を 入手 する と と が で きる . し た が っ て , と 
SR Suono Bren. By ate 

HIROSE, Non-member (Technical Research 

Laboratories, Japan Broadcasting Corporation, 


Tokyo). [資料 番号 4718] 
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1 電波 回 路 に よる 両立 性 立体 放送 方 式 


広 瀬 健 雑 
(日本 放送 協会 技術 研究 所 ) 


れ ら 2 回 路 の 信号 を 適当 な 条件 で 再生 すれ ば , 再生 音 
場 の ある 場所 で は , 音 圧 信 号 ば か り で な く 伝 ば ん 方 向 
まで が 原音 場 に 似 た る も の に する と こと が で きる の で あ 
る . すなわち 立体 再生 に 必要 な 信号 の 一 つ は 音源 の 音 
絡 信 号 で あり , も う 一 つ は 音源 の 方 位 に 関す る 信号 で 
ある . 従来 の 立体 放送 で は こと これら の 信号 を 分 離す る と 
と な く , 図 1 た に 示す よう に 収 音 点 か ら 再 生 端 まで 別々 


} 1 $, 
図 1 2 電波 回 路 式 立体 放送 
の 回 踏 で , これら を 伝送 し て いる . 図 2 は いま 問題 に 
な っ て いる 方 式 で あっ て , 図 1 で 示し た 伝送 路 の うち 
電波 回 路 ー つ の 回 路 だ け で , 立体 再生 に 必要 な 信号 


を 壊す と と な く 伝 送 し よう と する も の で あぁ る 。、 じ た が 
Si 


名 Sz 


図 1 1 電波 回 路 式 立体 放送 
っ て , と の 問題 は 搬送 技術 の 問題 に 帰す る 。 し か し こ 
れ を 経済 的 , 合理 的 と に す る に は , 音源 方 位 に 関す る 信 
号 と は どん な も の で ある か を 明確 に す る と と , お よび 
と れ に 関与 する 周 覚 の 性 質 を 理解 し て と これ を 上 手 に 利 


用 する と と で ある .。 と れ ら 両者 つい て は , まだ 十分 


明白 に な っ て いる と は いえ な い 状 態 で ある . 

と に か く , 立体 再生 に 独特 な 信号 で ある 音源 方 位 の 
信号 は , 二 ニ つ の マイ クロ ホン の 出力 の 相違 の 中 に 含ま 
れ て いる と と は 確か で ある . 


3. 立体 放送 の 諸 方 式 の 分 類 


現在 まで に 提案 され て いる 1 電波 回 路 に よる 両立 性 
立体 放送 方 式 と し て は , 副 搬 送 波 , 複合 変調 お よび 時 
分 割方 式 な ど が ある , また 立体 音響 情報 を 送る 方 式 を 
分 類 し て 表 1 に 示し 逐次 各々 に つい て 述べ て みよ う . 
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3.1 現在 行なわ れ て いる 表 1 立 休 音 手 情 報 を 送る 
電波 回 路 方 式 訪 式 

と れ ら に つい て は 詳し く CE 

A 1 和 差 方 式 の 変形 

述べ る まで も る ない が , AM 方 向 信 号 方 式 


1 

つの マイ で ボン 出力 2 Ek 玉 式 
で それ ぞ れ 別々 の 電波 を 振 時 分 割方 式 
幅 変調 し て , 両 信号 を 送る も の で 現在 日 本 で 行なわ れ 
て いる も の で ある . 

同様 に AM-FM に は 一 方 の 電波 は 振幅 変調 で , 他 
方 は 周波 数 変調 に より 両 信 母 を 送る も の で , 特に アメ 
リカ で 多く 利用 され , FM=FM は 欧州 に 多い . 

3.2 1 電波 回 路 の 立体 再生 方 式 

3.2.1 副 搬 送 波 方 式 ” = っ つの マク ホン 出力 
を 主 搬送 波 で 送り , 他 の マイ クロ ホン 出力 を 副 搬送 波 
で 送る る ので, と これ を 受信 する に は , 含ま で の FM 受 
言 機 で 主 搬 送 波 を 受信 で きる し , また マル チ ・ プ レッ 
クス 用 アダ プ タ を 付加 し て , 副 搬送 波 を 受け れ ば , 立 
体 放 送 と し て 聞く とこ と が で きる .。 と の 方 式 は すでに ア 
メリ カ に お いて 背景 音楽 , 商店 放送 な ど 業 務 用 と し て 
採用 され , 多く の 局 で 運用 し て いる . とこ の 方 式 は 多重 
化 の た め に 主 搬 送 波 の 信号 レベ ル が 減少 する か ら , 立 
体 と し て 聞か な い 人 に は , サー ビス の 低下 に な る と と 
と 音 の バラ ンス が 悪い 欠点 が ある . 後者 の 欠点 を 除い 
て , いわ ゆる コン パチ プル の 条件 を 満足 させ る た め に 
は , 主 搬送 波 に 両 マ イク ロホ ン 出 力 の 和信 号 を , 副 搬 
送 波 に は 差 信号 また は 方 向 情 報 信 号 を 送る 方 式 な ど 
が 考え られ た . 

(Ca) 和 差 方 式 ⑳ 
の 出力 A, 記 を 加え て , 


1 
1 
-AM 方 式 は 収 音 点 に お け 2 ンー シル 方 式 
2 
3 


と の 方 法 は 。 両 マ イク ロホ ン 
(+B)】 人 信号 と , 差 を と っ 


C4 お 信 中 つき くり, C&A+B) 信 過 を MI 斑 扱 
送 波 で 送信 し , 


また (4B) 信 峡 を 副 搬 送 波 で 送る 
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方 式 で ある . 図 3 に その 系 統 図 を 示す . 前 通 の FM 


受信 機 で 受信 し た と き は , 主 搬送 波 を 受信 し 4+B) 
を 聞く と こと に な る の で パ バ パラ ンス の よい 容 で 受信 で 計 
る . と これ を 立体 と し て 聞く 場合 は 和 , 出力 は 宇 搬 送 液 
か ら , 差出 力 は 副 搬 送 波 か らち と り 出 し , と れ ぢ の 出演 
の 和 と 差 と を 別々 な の スピ ー カ に よっ て 再生 すれ ば 次 式 
に よっ て A お よび が それ ぞ れ スピ ー カ か ら 青 生 され 
立体 音 場 が で きる . 

(A+BD+(A-—B)=2 4 

(A+B)—(A~—B)=2B 

と この と き の (AB) 信 峡 は 音源 方 位 の 情報 を に な 
SU 

Cb) 和 華 方 式 の 変形 の 

(Ci) 狭 帯 域 和 差 方 式 HL.S. Parker は 音 の 方 
向 定位 に は 300 c/s か ら 3,500 c/s の 周波 数 箇 囲 だ け 
が 有効 で ある と 考え , これ を 利用 し て 和 差 方 式 の 差 の 
信号 の 帯域 を 圧 紅 す る と こと を 図っ た . 

左 マ イク ロホ ン 出 力 に つい て 30~3,500c/g を D7 
3,500~15,000 c/s を ょ , 右 マ イク ロホ ン 出 力 の 30' 
へ ~3,500 c/s を 太 ,, 3,500~15,000c/s を Ry と する 
と , 図 4 メ に 示す よう に 主 搬 送 波 で , Li, Lz RR の 
すべ て すなわち 両 マ イク ロホ ン 出 力 の 和 を 送り , 副 折 


RutRatt+ly 
200u s 
Ri (DELAYED) 
副 搬 送 液 
を 変調 
fc=3800 cps 
200u Sec DELAY 
送信 部 


受信 部 
図 4 狭 帯 城 和 差 方 式 


送 波 に よっ て 一 太 』 だ け を 送信 する . 立体 再生 に は 
方 の スピ ー カ で (L/L ょ 二 太 /) を 再生 し ,。 他方 の ス 
ピー カ で (Rj 二 太 4 二 L) を 再生 し て 立体 音 場 を つく 
ろう と する 試み で ある . 送信 装置 に ある 遅延 回 路 は , 
低 域 ろ 波 器 を そう 入 し た た め の 遅 尋 を 補正 する る の 
で , と の 回 路 の 遅延 時 間 は 150~3,000 c/s の 範囲 で 


10m 秒 以 内 に お さめ る . 
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( 抽 ) ファ ント ム ・ キ ャ リヤ 方 式 」 この 方 式 $ 

和 差 方 式 の 変形 で あっ て 図 5 に 示す よう に 開 動 増幅 器 
記 よ り (4-B) を も と めこ と これ を 4 同 路 に 加え て (A) 
+(4- 選 ) と し て 主 搬 送 波 で 送り 。 ま た て B-4A) 信 
号 を 回 路 に 加え て (B)+(B-A) と し て 一 搬 送 波 で 送 
信 す る 。 受信 する と き は 

(2A—B)+(2B-A)/2=3 A}2 

(24A—B)/2+(2B-A)=3 B]/2 
の 音 を それ ぞ れ の スピ ー カ か ら 再 生 し て 立体 再生 音 
を つく ろう と する 試み で ある . 


図 5 ファ ント ム ・ キ ャ リヤ 方 式 送信 部 


ce) 方 向 情報 信 号 に よる 方 式 や ⑮⑪ と の 方 式 に 
分 類 さ れる も の と し て は , イギリス の 上 E.M.I. 社 の 
Percival が 発表 開発 し て いる も の と , ドイ ィ イツ ッ の Enkel 
発表 し て いる も の と が ある . 


いずれ に お いて も , 両 マ イク ロホ ン 出 力 選 と 琴 と 
の 和 の 信号 (CL し +R) を コン ペチ プル な 信号 と し て 所 
搬送 波 で 送る 点 は 同じ で あぁ る が 副 搬 送 波 の 信号 と し て 
送る る の が 両者 に お いて 多少 異な る . 

パー シバ パ バル の 方 式 で は 二 つ の マイ クロ ホン の 出力 
お よび 太 の それ ぞ れ の ェ ン ベロ ー プ の お よび RR 
を 取り 出し , + 太 ′ を つく り , さら に LCE'+R') 
を つく っ て こと れ を 音源 の 方 向 情報 と し て 副 搬 送 波 で 送 
トブ 

受信 側 で は 主 搬 送 波 か ら (L+R) を と り だ し , 副 搬 
送 波 か ら L/D'+R') を と り だ し て , 両 信 号 の 乗算 
を し て LZ を 求め 


4 
TR i 


さら に 引 算 回 路 に より R=(L+ 太 )-L を 求め , 求め 
た と RR を 別々 の スピ ー カ で 再生 し , 立体 音 場 を やつ 
ぐろ うと する 

ェ ン ケル の 方 式 で は 了 Z′ と 太 ′ と を 別々 の 副 搬 送 波 
で 送り , 主 搬 送 波 の 信号 ( ル +R) "を それ ぞ れ と 
R' と で 制御 し て 得 ら れる 信号 を 別々 の スピ ー カ で 再 
生 し て 立体 再生 音 場 を や つく ろう と する . 

いずれ に お いて も , その 特徴 は 副 搬 送 波 で 送る 信号 
と し て は 音源 の 方 向 情報 信号 を 両 マ イク ロホ ン 信 号 か 
ら 抽 出し た も の に する 意図 で あっ て , と これ ら の 方 式 で 
使っ て いる も の は 100c/s 程度 の 帯域 に た お さま る も の 


se 


受信 部 
図 6 ペー シバ ル の 方 式 
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で ある . し か し 共通 の 欠点 は 位置 を 異 に する 同時 性 の 
複数 音源 を 放送 し た と き , 再生 音 場 で は それ ぞ れ が 位 
力 を 別に し な いで 同一 場所 か ら 出 る 音 の よう に 聞え る 
と こと で あぁ ある: た だ し 単 一 の 音源 の と き は , それ が た と 
ええ 移動 し て も 普通 の 立体 放送 と 全く 同じ し ょ うに 聞え 
る . また 複数 音源 で も 音 が 同時 に 出 な けれ ば 問題 は な 
い 。 こ と これら が 同時 に 音 を 出す と 不 自然 に なる. 

と の 欠点 を や な ん と か 解決 する た め に , 両者 に お いて 
それ ぞ れ 特別 な 工夫 を や っ て いる . それ に も か か わら 
ず 実 際 に こと これら の 方 式 に よる 立体 再生 を 聞い て みる 
と , 自然 さ が ま だ 不 十 分 で ある . 図 6 に パー シバ ル の 
方 式 の 回 路 図 を 示す . 

3.3.2 複合 変調 方 式 ” こと の 方 式 に は (i) 立体 
の 両 出力 信号 を ,。 AM の それ ぞ れ の 仙 帯 波 を 使用 し 
て 送信 する 方 式 ( 単 側 帯 波 方 式 ) と GG① AM-FM, 
また は AM-PM, な どの 複合 変調 方 式 が ある . 

(Ci) Gj③ 両方 式 と も 受信 機 が 複雑 に な る 点 で 問題 
カ の ある . 

3.2.3 時 分 割方 式 ツ と れ は 両 マ イク ロホ ン の 出 
力 を , それ ぞ れ 可聴 周波 数 以上 の 同じ 周波 数 で 分 割 し 
て , それ らち ら を 一 づつ おき に 交互 に 一 つの 電波 で 送信 し , 
受信 側 で は それ を また 交互 に 両 信 号 に 分 離し て 二 つ の 
スピ ー カ か ら 再 生 し て , 立体 再生 音 場 を や つく ろう と す 
る 方 式 で ある .。 と うし て も , われ われ は 両方 の 信号 が 
きれ ぎれ に な っ て いる こと は 知覚 で き な い で , 全く 普 
通 の 立体 放送 と 区 別 で き な い 。 こ と の 方 式 の 問題 は 同期 
衝 号 を 送る 必要 上 , 所 要 周 波数 帯域 が 広く な る と と , 
お よび クロ ズ ト ー ク が どこ と まで ゆる せる か な どの 点 で 
あろ 3 うぅ. 


4. 第 9 回 C.C.IR. 総 会 に お ける 
主要 研究 項目 


以上 の よう に 種々 の 両立 性 立体 放送 方 式 が 考え られ 
ろ が , 1959 年 の 第 9 回 C.C.I.R. 総会 と お いて , 立 
線 放 送 方 式 が 二 , 三 の 国 か ら 提 案 さ れ た . それ ら に つ 
いて 検討 が 行なわ れ , つぎ の よう な 立体 放送 方 式 決定 
の 準備 と し て 行なう べき 主要 研究 項目 に 関す る 決議 が 
行なわ れ た の で , つぎ に その 研究 項目 を 記し て みる . 


決定 され た 研究 項目 
1. コン パチ ブル 立体 放送 方 式 の 調査 
1.1 各 方 式 の 一 般 的 原理 
1.2 各 方 式 の 詳細 な 説明 書 
1.3 各 方 式 を 行なう に つい て の 全般 の 理論 的 評価 
2. 現用 し て いる 放送 機 に 対す る 適用 性 , 特に 重点 
ゃ お いた た 方式 に つい て の 研究 
3。 つき ぎの 諸点 に じ つ い て 方 式 の 研究 
3.1 立体 用 で な い 受 信 機 で 立体 放送 を 受け た 場合 
の 効果 ' 
3.2 立体 用 受信 機 で 立体 信号 を 受け た 場合 の 効果 
3.3 立体 用 受信 機 で 立体 で な い 信 号 を 受け た 場合 
の 効果 
3.4 立体 放送 を 受信 する た め に , 現用 の 立体 用 で 
な い 受 信 機 を 改造 する 可能 性 
4. つぎ に つい て の 各 方 式 の 調査 
4.1 聴取 範囲 
4.2 妨害 の 影 杖 
4.3 電波 利用 に つい て , 帯域 幅 と その 他 の 事項 
5. 最も 有効 な 方 式 の フィ ルド 試験 の 実行 
6. S.T リ ンク の 技術 的 特性 と 立体 送信 施設 に つい 
て の 研究 と 報告 
7. 立体 音 の 心理 的 効果 の 研究 


あの E き 


以上 述べ た よう に , 現在 まで に 1 電波 回 路 で 立体 放 
送 を し よう と する 種々 の 方 式 が 提案 され て いる が , わ 
れ わ れ は まず 第 1 に 立体 音 格 効果 を 害さ な いで , か つ 
コン パチ ブル で あり , また 受信 機 も それ ほど 複雑 に な 
ら な いと いう 条件 で と これ を 比較 検討 する と と も る に, さ 
ら に よい 方 式 の 開発 に 研究 を 重ね な けれ ば な ら な い . 
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る 第 1 回 電気 通信 懇談 会 開催 され る 


電気 通信 技術 の 飛 忠 的 発展 は 研究 に 対す る 要求 の 幅 と 深 さ 
を 著しく 増大 する に 至っ た . し た が っ て 単に 小 範囲 の 限ら ち れ 
た 研究 団体 だ は け で 広汎 な 要求 に 応ずる より 。 も っ と 広く , 関 
連 研 究 機関 の 協力 を 得 て 無 駄 の な い 研究 体制 を た て る 必要 が 
痛感 され る よう に な っ た . 

と こと に お いて 関連 研究 機関 相互 の 理解 を 含め , 今後 の 研究 
計画 策定 の 諸 問 題 の 前進 を は か る た め , 電気 通信 研究 所 を 含 
め た , 5 研究 機関 の 電気 通信 懇談 会 が , 電気 通信 研究 所 の 主 
供 で 去る 4 月 18 日 研究 所 で 開催 され た . . 

今後 定期 的 に この 邊 談 会 を 開催 し 相互 の 深い 理解 に よる 研 
完 能 率 の 向上 に 寄与 する 予定 で ある . 

第 1 回 腸 談 会 の 出席 者 は 下記 の と お り で あっ た . 

後藤 工業 技術 院 院 長 , 電気 試験 所 鈴木 所 長 以 下 4 名, 電波 
研究 所 西崎 所 長 以 下 3 名 , NHK 技研 島 所 長 以 下 3 名 , 国際 
電電 研究 所 難波 所 長 以 下 3 名 , 電気 通信 研究 所 米沢 所 長 以下 
10 名 . 


スペース ・ ダ イ バ ー シ チ 商 用 開始 さる 


電電 公社 の マイ ク r 波 回 線 網 は 中 継 局 100 局 を 超え る 程 拡 
張 さ れ て きた が , わが 国 の 電波 気象 上 の 複雑 人 性 さか ら 区 間 に 
まう ぅ て は 予想 以上 に た フェージング が 大 きく , 上 骨 断 を 伴う 場合 
が 生じ た . と これ に 対す る 対策 と し て 高周波 に お ける 位相 合成 
に よる スペ ー ス ・ ダ イ バ ー シ チ の 方 式 が 昨年 4 月 頃 よ り 電 気 通 
と の 方 式 は 写真 に 
示す よう に 生 直 方 向 に (必ず し ゃ 真 垂直 で な く て も よい ) 適当 


有 な 間隔 を お いて 送受 空中 線 を それ ぞ れ 2 組 置き それぞれ の 


卒 中 線 の 入力 (また は 出力 ) の 位相 を 制御 装置 の IF 位相 弁別 
器 の 出力 で 回 転移 相 器 を 動作 さす と こと に どり 自動 的 に 追随 し 
で 合わ す よ うに し た も の で ある . こと の 工事 が 北陸 回 線 の 朝日 
一 富山 ; 老 越 一 中 津原 の 両 区 間 で 3 月 初旬 より 行なわ れ で て い 
た が , 13 月 末 で 工事 完了 し た の で , 4 月 初め より 商用 試験 に 
入っ た . 商用 試験 は さら に 続行 中 で ある が , 今 ま で の 結果 の 一 
例 を あげ る と 富山 一 朝日 の 区 間 で , スペ ー ス ・ ダイ バー シ チ 
を 施さ な いい 場合 の フェ ー ジ ング の 深 さ (50 2%8~0.1 %%) が 約 


| 2-81dB 程度 の も の が , こと の 方 式 を 使用 する と と に より , 11 
15 dB に 減少 し て お り , フェ ー ジ ング 救済 の 効果 が 大 い に 


上 が っ て いる と と が わか っ た . 写真 は 朝日 局 の スペ ー ス ダイ 
バー シ チ 用 空中 線 を 示す -. 


③⑳ ア ルミ 被 誘導 し ゃ へ い トト ケ ー ブ ル の 試用 


電力 線 の 送電 々 圧 の 上 昇 , 中 性 点 直 接 接 地方 式 の 採用 等 に 
伴っ て , 通信 線 へ の 誘導 妨害 が 増大 し , その 防止 対策 に つい 
て は 各 方 面 で 採り 上 げ ら れ て いる . 

アル ミ 被 ケー プル は 電磁 誘導 し ゃ へ い ケ ー プ ル の 中 で も そ 
の 効果 が 大 きく 落 目 され て いた が , 製造 技術 ・ 接 続 お よび 防 : 
人 触 の 点 で 問題 が あっ た . 最近 ブ プラスチック 被覆 技術 の 進歩 に 
よっ て , と これ ら の 点 の 解決 の 目途 が つい た の で 電電 公社 に お 
いて ゃ も, 岐阜 県 御 母 友 ダ ム 建 設 工 事 に 伴う 裸 通 信 線 路 の 支障 . 
移転 に 際 し て , アル ミ 被 ケー プル を 試用 し て 検討 を 進め る と 
と と だ っ た 

設計 概要 に つい て は は, 

(1) 頁 長 約 19km, この 内 架空 約 5km, 地下 約 14 kmr 

(2) 所 要 し ゃ へ い 係 数 は 約 72 

(3 う し た が っ て ケー プル の 構造 t 

イ . ケー プル 心 ナ アル ミ 被 PE 被 寺 綿 テー プ + 鋼 帯 


PB 補っ に (架空 用 ) 
ドド. ケー プル 心 キ アル ミ 被 PE 被 綿 テー プ + 鋼 帯 
ie Ri (地下 用 ) 


の 形式 と な る . 

な お , この 試験 に お いて は , 以上 の ケー プ ム 構造 の 適否 の 
他 ア ルミ 被 の 接続 方 法 な ら び に 防 仔 方 法 に つい て の 検討 が 進 . 
め ら れる 予定 で ある . 


る @PEC ケー ブル 現場 試験 開始 


電電 公社 電気 通信 研究 所 で 開発 され , 古河 , 住友 , 藤倉 の 
3 社 が 加わ り 共 同 研 究 と いう ぅ 形 で 実用 化 研究 が 進め られ て き 
た PEC (発泡 塗装 ) 通信 ケー ブル は 、, 昨年 通 研 所 内 に お ける 
実用 実験 が 行なわ れ 好 結果 が 得 ら れ た が , その 後生 産 研究 や 
接続 工法 の 研究 も 進ん だ の で , とこ の た び 鎌 倉 局 管内 で 可 空 3: 
よび 地下 に お ける 布設 工法 お よび 接続 , 隔壁 , 端子 画 取 付 等 : 
の 工法 の 実験 を 主 目 的 と し て 現場 試験 が 行なわ れる こと と と な 
っ た . 従来 PEC ケー プル は 0.32 mm の 細心 導体 に じ つ い で 
検討 され も ん て いた が , 今回 の 試験 に は 0.4mm お よび 0.5 mm: 
の 導体 の も の も あわ せ 検 討 さ れる こと と な っ て だ お り , 地下 ケ 
ー プ ブル と し て は 人 多 対 (1600 対 ) も の , 架空 ケー プル と し て 
は 少 対 (200 対 ) も の が 試験 され る ., 試験 は .6 月 上 旬 よ ょ より 約 ! 
2 週間 行なわ 上 われる. 


る 室戸 岬 に 気象 用 レー ダ 設 置 


気象 訂 で は , 室戸 岬 測候所 に 気象 用 レー ダ 装 置 を 設置 する 
と と に な り , 目下 東京 芝浦 電気 で 製造 中 で ある . 機器 は 空中 
線 , 送信 機 , 受信 機 , 等 雨量 線 装置 , 指示 機 等 より 構成 され 
現地 に は 地上 約 11m の コン クリ ー ト 塔 を 建設 し て と こと に 装 : 
備 さ れる . 

従来 気象 観測 用 に は 5,000 Mc 帯 , 出力 300kW が 多く 佑 
用 され て きた が , と の 置 は 達 距離 探知 を 要望 され て て おり, 
減衰 の 小さ いと と を 電視 し て . ゞ バン ド 波 長 を 採用 し 送信 出力 
を 増 力 か っ パラ ボラ 空中 線 も 直径 4m と 大 形 に し , 受信 機 雑 
音 指数 を 低下 させ る た め に 東芝 マッ ダ 研究 所 で 完成 し た パラ 
メト リッ ク 増 幅 方 式 を 採用 し て いる . また 受信 機 中 間 周 波 主 
増幅 段 は 対数 特性 を も ち PPI 画面 上 で 雨量 強度 に よ ょ っ て 受信 
信号 を 9 段階 に 区 別して 表示 で きる よう 等 雨量 線 計 算 機 能 を - 
備え る な ど 各 種 の 新 機軸 が お り 込 まれ て いる . 写真 は パラ メ 
トリ ッ ク 増 幅 方 式 に よっ た 変換 増幅 器 で ある . 


C76 ) 
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送信 系 統 は 周波 数 2,740 
Mc, 送信 失 頭 出力 500kW, 
ペル ス 幅 2 Ls, 線 返 も 周波 
数 220 pps で あり , 受信 機 


C3) 対向 回 線 で も 折返 し 回線 で も , 完全 同期 の 状 熊 で ひび 


ずみ 測定 が で 人 交 


C4) 回 線 レ ベル 変動 の 擬似 回 路 , 雑音 混入 回 路 を 備え で 


* る の で . 回 線 の レベ ル 次 動 , 雑音 等 の 影響 を 容易 に 
Nk es } : 弄 7 = 寄 光 和 谷 こ 
の 総合 系 統 と し て の 才 音 指 調べ る と こと が で きる 


数 は 4dB で あぁ ある. ふく 射 
系 統 は 空中 線 利 得 37 eR 
電力 半値 ビー ム 幅 1.7°, 
中 線 走 査 速 度 14 rpm, 
示 系 統 は 12 イン チ PPI, 
最大 指示 距離 400km で あ 
a 

本 装置 が 現地 へ 据付 けら 
れ 運 用 に 入る の は 本 年 8 月 
15 日 の 予定 で ある が 室戸 岬 
は 南方 洋上 より 襲来 する 人 台 
風 が 近畿 方 面 へ 上 陸 す る か 
四国 方 面 へ 上 陸 す る か 判定 
する 針路 断定 の 要点 を 占め 
て お り , 本 装置 の 稼動 に よ 
っ て 台 風 予 報 に 大 きく 貢献 
する も の と 期待 され る . 


る 符号 伝送 試験 装 置 完成 


電電 公社 電気 通信 研究 所 で は , 電話 回 線 を 用 いて 符号 伝 
を 行なう 場合 の 伝送 基準 を 確立 する た め , "2 伝送 試験 半 置 
を 昌 電 (株 ) に 発注 と し てい た が , と の ほど 完成 し た . と これ は 
最近 の 事務 機械 化 の 進展 に 伴い , と み に 要 望 の 高まっ て a 
高速 度 デ ー タ 回 線 の 実 i 箇 え て , 伝送 路 の 位相 特性 ・ 
音 特性 ・ レ ベル 変動 特性 等 と 2 進 符号 伝送 な な 0 失 ホ 
め る こと を 目的 と し た も の で あっ て , 符号 発生 器 ・ 送 信 変 調 
器 ・ 送受 信 増 幅 器 受信 検波 器 ・ ひずみ 測定 器 等 か ら な っ て 
いる . お も な 特長 は つぎ の 通り で ある . 

(1) 符号 発生 器 は 16 単位 の 任意 の 組合 わせ の 2 進 信 号 
を 送出 する こと が で き , 速度 は 1,000~2,000 ボー で 
ある が , 外部 入力 と に より 7,000 ボー 程度 まで 送出 可能 

で ある 

(2 う ひずみ 測定 は 16 単位 の うち の 任意 の 変換 点 に つい 
て 行なう と と が で き , 109%& タイ ム マ ー カ を 備え を て いる 
の で , ひずみ 度 の 読み 取り は 極め て 簡単 で ある . 


な は 格 め で 


3 と が で き 


(5) 本 装置 自体 の 4 
路 特性 の 台 I 
本 装置 を 使 


現場 験 は 近 ミ 施 さ x れる 予 PF 邊 


る 新 方 式 レー ダ な の 実用 試験 


従来 レー ダ 送 受信 機 部 は TR, ATR な どの 切 閑 管 て で な る 
送受 共用 回 路 と これ に 続く 鉱石 周波 数 変換 器 , スー ペ パ ・ ヘ へ デ テ 

に に れ で 信 た が 0 半 
時 間 で ある こと こと, この 劣化 に 伴い 鉱石 周波 数 変換 器 の 雑 間 指 
下 の 価 - F 近 距 離反 射 に よる 鉱石 の 劣化 な どの た め 実用 機 ば は 
当初 の 調 整 より 数 dB 悪い 状態 で ぴ 用 いら れ て いる の が 通常 で 
ある . と くに 送信 電力 が メガ ワッ ト 以 上 と に な る と こと の 傾向 ば 
i " 

A 京 芝 浦 電気 (株 〕〉 で は この 間 題 を 解決 する た め に 切 埋 管 を 
eR 


電源 架 通信 架 符号 発生 保 


CD 
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チ と 。, 進 行 波 管 の 増幅 減衰 の 両 作用 を 利用 す る 新しい レー ダ 
を 考案 し すでに 日 , 米 , 英 の 特許 を 得 て い る が , 今回 ぶ ペ 
ンド GCA レー ダ に 適用 し , 徳 島 航空 隊 の 協力 に より 実験 を 行 
な い , 雑音 指数 を 4 dB 改善 し , その 結果 レー ダ 有 効 範囲 を 
50% 拡 大 する こと が で きた . 

と の 方 式 の プロ ッ ク 図 は 図 に 示す 通り で ある . 写真 (A) は 
と の 方 式 で の 観測 結果 で あり , (B) は 従来 の 方 式 に よる も の 
で あぁ ある. 矢印 は (B) に 現われ な い 固 定 小 月 標 で ある が , (A) 
に は は っ きり 現われ て いる . 


FERRITE 
SWITCH 


ANTENNA 


CRYSTAL 
MIXER" 


る わが 国 最 初 の マイ クロ ・ ビ ー コ ン 局 


霧中 等 の 悪 視 界 の 中 で も 容易 に 航行 で きる よう , 電波 灯台 
(マミ イク 所 波 回 転 標識 ) が 今度 海上 保安 庁 に より 岩手 県 の 綾 
導 | 皇 埼 に 建設 ミ され た . 航行 船舶 は 3 万 円 程度 の トラ ンジ スタ 受 
信 機 を 使用 すれ ば . この ビー コン 局 を 方 向 探知 する と こと が で 
き , また 北方 信号 を 開い た 後 ピ ッ ピ ッ と いう 数 を え て 船 と 

} ビー コン 局 を 結ぶ 方 位 角 も 知る こと も で きる . 
送信 周波 数 は 9,310 Mc, 高速 回 転 ビ ー ム 用 と 低速 回 転 ビ ー 
有用 の 2 種類 で 1 組 と な っ て お 
り , ビー ろ 幅 は それ ぞ れ 20° と 
3 で あぁ ある. 商 速 回 転 ゼ ビー ム 
有 <150rpm) と 低速 回 転 ビー ム 
5/6 rpm) が 北方 を 向い て 一 致 
J て いる と き 857 c/s で ピッ ピ 
> と 北方 信 与 を だ す . これ は ビ 
に ー ム が 857 c/s の 線 返 し パル ス 
有 を 出し な が ら 4 回 150 rpm で 回 
| 収 す る か ら 電 波 は ビー ム で ある 
| が , どの 方 向 の 受信 機 に も 開 え 
良 る わけ で ある ,。 . そ れ に 引続き ビ 


i 


第 43 巻 6 号 


11 


学会 雑誌 


も に , 12,000 Mc の 1 か 所 反射 板 を 使っ た マイ ク グ ド 回 線 に よ 
り 約 12km 先 の 大 船渡 か ら 完 全 に 達 隔 操 作 さ れる . 

有効 距離 は 約 40 海里 で ある が , これ は ゼ ち ろ ん 局 の 高 さ 
に よる 見 通し 距離 で ある . その 概観 は 写真 の と お り で ある . 


る イラ ク へ 公衆 用 の 電力 線 搬送 を 輸出 


イラ ク 国 の 首都 バグ ダッ ド か ら ユー フラ テス 川 に 治っ て , 
シヤ ミヤ 市 に 至る 豆 長 約 300km の 132 お よび 66kV 送電 
線 を 利用 する 公衆 通信 用 電力 線 搬送 装置 の 入札 の 結果 , 日 本 
電気 (株 が と の ほど 正式 契約 を 完了 し た 牛 発 麦 じ た . 

と の 入札 に は ドイ ッ の ジー メン ス 社 を 始め , イギリス の 
S.T.C. 社 , スイ ス の プラ ウン ・ ボ ベリ 社 な ども 人 参加 し てい 
た が , 技術 的 に も わが 国電 力 線 搬 送 技術 が , 世界 の 最 有 カメ 
ー カ の レベ ル に 比 し て , いさ さか も ひけ を と ら な いこ と を 立 
証し た ば か り で な く , 電力 線 搬 送 を 公衆 電話 サー ビス に 供 す 
る と と は 。 世界 に も 前 例 を 見 な いと いう 点 で , 注目 を ひい て 
いる . 

な お 主要 回 線 は , バグ ダッ ド ・ ヒ ラ 問 公衆 電話 10 回 線 , 
公衆 電信 8 回 線 , 電力 保安 用 電話 1 回線. キャ リヤ リレー2 
回 線 で ある が , と の 外 ヒ ラ ・ シ ヤミ ヤ 間 , ヒラ ・ ム サエ ニブ 間 
な ど 多 数 の 分 岐 回 線 が 予定 され て いる . 輸出 を 也 定 され で てい 
る 機器 に は . 6ch 電力 線 搬 送電 話 装置 12 台 , 搬送 電信 装置 
8 台 . 1ch 電力 線 搬送 装置 14 台 な ど が 含ま れ て お り , 工事 
費 を 含み 総額 2 借 7,000 万 円 に 達する と いわ れる . 


標準 電波 の 偏差 表 
郵政 省 電 波 研 究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 
(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mc/s, 5 Mc|s, 10 Mcls, 15 Mcls, 


| 1 
Frequency Lead of JJY| Frequency Lead of JJY 
Date Deviation dt I¥ [pate| 
Parts in 
{ 


Deviation impulses on 
J.S.T. in |1959 Parts in LS.T. ti 
milliseconds| \, , lliseconds| 
0900 J.S.T. 0900 J.S.T. 


1959 
Rr: 10-° 0900 


TS.T: TS.T。 


1 1 + 6 
3 0 - 
> ピッ の 音 は 600c/s に 変わ り 5 ‘ 0 +6 
っ 目 と と に は 炒 え 易い ょ うに eS- 8 
’ 750c/s と な り ピ ビッ ピッ の 音 が 開 て i 8 WS 
の 六 る . 低速 回 転 の 1000 c/s の | A 24 HS 
8 音 を 開く まで の 数 の 2 倍 が 船 の +§ 5 | +5 
詳 方 位 と な る 仕組 に な っ て いる . + ? 3 io 5 
0 受信 機 選 は ビー ム 幅 15°* の 電磁 きけ 4 
有 ホー ン が 付い て いる の で 上 記 の + 6 30 1 
受信 の 外 , 方 探 も で きる わけ で 
. | ある . また 付属 の 減 誤 喘 に より The values are based on the Time Service Bulletin 
有 有 大 只 の 四 MEt 和 る と と か で き CA eR 
| る. と の 導 置 は 既設 の 灯台 と と Y cated by 
ぐ | 
0 
} 
3 
8 
) 
店: (8 ) 
お 
5 
i 
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田 き > 昭和 35 年 5 月 27 日 午後 6 
第 1 回 理事 会 (多年 5 月 27 昌 午後 6 情 ) 


出席 者 米沢 会 長 , 高木 , 三 熊 両 副 会 長 , 新川 , 野村 両 理事 , 
賠 部 , 染谷 両 監事 妻 藤 , 桐井 両 庶務 幹事 , 林 , 柿 
田 両 会 計 監 事 , 伊藤 , 河津 , 小西 , 関口 各 編 集 幹 事 , 
新堀 調査 幹事 お よび 肥 土 主事 


議 事 
1. 昭和 35 年 度 会 務 運 営 お よび 留意 点 に つい て 
1.1 理事 会 開催 日 は , 毎月 第 4 金曜 日 午後 6 時 開会 (時間 
厳守 ) と し , 議事 に つい て は 簡単 に 処理 する . 
1.2 会 長 が 理事 会 に 出席 で き な い と き は 高木 副 会 長 に 運営 
の 代理 を 医 任 する . 
2. 理事 お よび 監事 の 担 務 こつ いて , 下記 の 通り そ 
れれ ぞ れ 決定 し た . 


2.1 理事 担 務 事項 

1. 事業 計画 に 関す る 事項 高 木 副 会 長 
2. 支部 と の 連絡 , 協調 に 関す る 事項 高 木 副 会 長 
3. 財務 , 会 計 に 関す る 事項 新 川 理 事 
4. 関係 学 協会 , 学術 機関 海外 を 


含む ) と の 協力 に 関す る 事項 野 村 
5. つぎ の 各 委 員 会 を 主宰 する . 
イ 功績 賞 委 員 会 高木 琉 会 
ロ 論文 賞 委 員 会 
>* 著述 賞 答 員 会 | 三 " 態 副 会 
= 稲田 記念 学術 奨励 金 委 員 会 
ホ 岡部 記念 研究 奨励 金 委員 会 高 木 副 会 長 
へ 出版 奏 員 会 新 川 理 事 
ト 広告 委員 会 野 村 理 事 
チ 連合 大 会 本 会 代表 三 態 副 会 長 
リ "全国 大 会 委員 会 高 木 一 会 長 
うつ.2 幹事 担 務 事項 
出版 委員 会 の 委員 
5 会 計 則 事 ( 到 和 邊 委員 会 の 暫 事 に 許 する 
広告 委員 会 の 幹事 
2. 調査 幹事 
イ 技術 委員 会 に 関す る 事項 学者 宮 計 詳 事 
F 規格 調査 会 に 関す る 事項 新 堀 幹事 


へ 巡回 専門 講習 会 に 関す る 事項 宇都 宮 幹事 
= 関係 各 学 協会 , 学術 海外 を 
含む ) と の 連絡 に 関す る 事項 新 堀 幹事 
但し , 宇都 宮 幹 事 目下 海外 在住 の た め 帰 国 C8 月 末 予 
定 〕 まで の 間 , 新 堀 幹事 が 合わ せ て 提 務 する と こと に し た . 


店 aE 


妻 藤 幹事 か ら 評 議員 の 異動 に つ 

(イイ ) 柳井 評議 員 (33 二 よる ) が 34 年 度 役員 改 
選 の 結果 , 庶務 幹事 に 就任 し た の で 後任 に は , 次 点 の 
平山 評議 員 (34 年 度 会 長 指名 ) が 就 借 | (昭和 34 年 度 
事務 お よび 事業 報告 参照 ) 

=) 真野 評 識 員 (33 年 度 選 挙 に よる ) が 長期 海外 滞在 の 

有 】 ため 辞任 の 申し じ 出 が あり , これ を 受理 する と と と し , 

後任 に は 次 点 者 の 吉村 評議 員 C34 年 度 会 長 指 名 ) う が 就任 


"enD 


以上 の 結果 34 年 度 会 長 指名 評議 員 に 
の で 35 年 度 会 長 指名 評議 員 5 名 と 


2 名 の 欠員 を 生じ た 
合わ せ て 7 名 を 会 長 の 指 


名 で 選定 し た い 引 の 説明 が あり つぎ の 通り , 会 長 指名 評議 員 
を 決 穴 し た : 
任期 1 年 新 太 一 郎 用 (富士) 務 ) 
任期 1 年 杉 正 和男 " 君 (住友 電 
任期 2 年 小池 "勇二 郎 " 孝 ( 東 7 背 
” 野口 正義 君 (郵政 電波 監 ) 
” 田 島 一 郎 " 君 ( 安 閲 電 る 0 
” 木 村 瑞 雄 君 ( 人 信 州 ! 
” 市 川 真 人 君 ( 名 古屋 


4. 前 年 度 理事 会 申 継 事 項 の 処理 に つい て 


4.1 岡部 記念 研究 奨励 金 受領 者 選定 手続 お よび 論文 入 c 関 ーー 


す を 選奨 規程 に つい て 
岡部 記念 研究 奨励 金 に つい て は 現行 の 自薦 に よる 申 諸 制 度 
お よび その 申請 締切 日 の 変 更 な ど に つき 再 検討 を 要する 点 が 
ある の で , つぎ の 通り 小 委員 会 を 設け て 鶴 議 する こと こと に し た 

高 木 昇 ( 罰 会 長 ) 

野 村 達治 ( 更 各 ) 

柳井 久 義 ( 庶 務 幹 事 ) 

河津 祐 元 ( 編 集 幹 事 ) 

きき 古人 王 部 Cr すう 

新 堀 達也 (調査 幹事 う 


また 論文 賞 に 関す る 選奨 規程 の うち 選考 範囲 に つい て は 中 
に 小 委 員 会 を 設置 し て 検討 する と こと と し , 次 回 理事 会 だ その 


構成 案 を 提出 する こと と し た .: 
4.2 会 費 の 翌 促 , 雑誌 の 発送 停止 , 会 費 長 期 滞 納 者 の 除 知 
等 の 事務 処理 に つい て 

本 件 に つい て は , 庶務 , 
成 し , 次 回 理事 会 に 提案 する . な お 会 費 長 期 滑 納 者 に っ つい で 


は , 滞納 者 名 筐 を 作成 し 各 役員 , 関係 の る 多い 職場 に 発送 じ そ る 生 | 


会 計 お よび 調査 間 事 が 覚書 案 を 作 


れ ぞ れ の 埋 旋 に よっ て 完納 を 促進 し て な る べく 除名 は さけ る 


よう に する と と と し た . 
5. 会 員 の 入会 承認 お よび 昇格 に つい て 


つぎ の 通り 承認 され 6 月 号 に 全員 の 氏名 を 掲載 する と と と 


答 

正 員 前 田 知徳 外 35 名 
准 員 桐原 昭雄 外 36 名 
学生 ( 員 っ 小川 国 " 敏 "外人 名 
特殊 員 東洋 交易 KKK 外 re 衝 
計 248 名 
学生 員 っ 准 員 諏訪 寿 志 外 129 名 
准 " 員 っ 正 員 敬 田 真 雄 外 5 名 

・6. 昭和 35 年 度 全国 大 会 委員 会 の 設置 に つい て 


つぎ の 通り 委員 会 を 設置 し 急速 に 準備 に 着手 する と と と し 


が 、 
委員 長 高木 昇 ( 罰 会 静 ) 
電 事 妻 藤 達夫 ( 席 務 幹事 
’ 林 実 (会 計上 齋 事 ) 
P 副島 区 積 (編集 幹事 ) 
’ 新 堀 達 志 (調査 幹事 ) 
委 員 柳井 久 義 ( 席 務 幹 事 ) 


P/ 


748 本 会 
員 伊藤 義 . 一 (編集 幹事 ) 
知っ 祝 。 元 :0r 
て 四 コ ーー 6 
末 く 代 る 還 2 
商い HH 大 0 


r 関 利男 (技術 委員 会 幹事 ) 
7. 昭和 36 年 電気 四 学 会 連合 大 会 委員 の 選出 に つ 


いて 
つぎ の 通り 本 会 選出 の 委員 を 決定 し , 事務 担当 の 電気 学会 
に 通知 する こと と し た . 
副 会 長 三 態 文雄 (NHK) 
庶務 幹事 柳井 久 義 ( 東 大 
会 計 幹 事 柿田 潔 公社) 
編集 幹事 伊藤 義一 ( 運 研 ) 
” 末 武 国 弘 ( 東 工大 ) 
™ 調査 幹事 宇都宮 敏男 ( 東 大 ) 


8. 特許 法 の 改正 に つい て 


特許 法 の 改正 に と も な っ て , 論文 発表 者 (本 会 誌 , 研究 専 
放 円 委員 会 , 四 学 会 連合 大 会 , 全国 大 会 等 ) に 特許 出願 に つい 
s | で 有利 で ある た め , 関 作 書 類 を と と の えて 特許 庁 長官 の 指定 
詳 主 を うけ る よう 手配 する とこ と と し た . また 会 告 に より 一 般 会 員 
| に 知ら せる 必要 が あり , これ ら の 詳細 に つい て は , 新堀 調査 
| 王 事 が 検討 する と こと と し た . 
有 9: マイ クロ 波 真 空 管 国際 会 議 準備 委員 会 の 設置 に 


* NC 

Ww 1962 年 の マイ ク r 波 真 定 管 国際 会 議 を わが 国 に 招致 し た い 
希望 が 関係 方 面 で 相当 強い の で , 6 月 2 日 ミュ ン ヘ ン で 開催 

有 さ れる 同 会 議 に 出席 する 日 本 代表 に 対し て 招致 で きる 国内 受 

| 体制 の 用 意 が ある 旨 を 通知 し て や ら な けれ ば な ら な い の 

で , 準備 委員 会 を 学内 に 設置 し て ほし いと 岡部 監事 か ら 説明 

座 あ っ た : この 件 に つい て は 日 本 代表 に 招致 方 を 委任 する が 

放 進 備 委 員 会 設置 に つい て は 招致 が 決定 後 学会 が 主体 上 と な っ て 

拉 8 の を と と し た . 

有 | 10: 軌 和 35 年 電気 四 学 会 連合 大 会 予算 案 に つい て 


7c が 4 本人 内 会 よび 実行 中 会 の 予算 楽 を 水 了 8 し 


fn 35 年 富 々 学会 吉信 大 会 収 文 算 ( 補 ) 
C1) a0 CF 和 販 名 


xszens 
シン ポレ ッ ウム 予 生 代 
有 | 次 第 軍 作 成立 窒 分 
1 広告 料金 


3,324,500 
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1. 会 員 現 況 (昭和 35 年 4 月 30 日 現在 ) 


会 員 別 | を 益 貞 拉 員 正 員 | 准 員 学生 員 | 計 
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™ 
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— 
— 
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2. 会 計 状 況 
イ . 会 計 別 収支 (昭和 35 年 4 月 分 ) 


会 和 計 列 収 2 差 人 は 減 


計 | si0s.20 | tavacs | 4,317,165 | 人 A 1,211,924 


rR. 玄 会 月 水 誠 在 衣 (昭和 35 年 4 月 30 日 ) 


各 委 員 会 の 会 合 

1. 編集 関係 
イ . 海外 論文 委員 会 5 月 10 日 , 4.00 p.m. 1 
ドニ ュー ス 委 員 会 ?  ,5.830p.m. トト 
へ ハ へ 、 論 文 委 員 会 。 5 月 12 日 ,3.00p.m. ナ 会 


(80) 


昭和 35 年 6 月 電 気 通 


to 


連合 大 会 関係 

イ . 各部 会 の 幹事 合同 会 議 5 月 12 日 , 5.30 pm. 

ビ 。 各部 会 主査 , 韓 事 会 后 会 議 電気 ク 
5 月 24 日 , 5.30p.m. / ラブ 

へ 本 委員 会 5 月 '26 te 

3 計 広 告 委 語 会 5 崩 320 日, 6.00pm。 


第 43 巻 6 号 749 


笑 井沢 星野 温泉 明星 館 
4. 第 34 回 通常 常 傘 会 ーー::) 月 14 日 ,2.00 p.m. 東条 会 館 


5 引継 理事 会 P) 5.30 p.m. 
6.。 第 1 回 理事 会 5 月 27 日 , 6.00p.m. 
本 会 事務 所 会 議 室 


35 年 5 月 分 入会 お よび 昇格 


正 員 (36 名 う 飯田 明 敏 。 市 川 真人 , 五 十 出 真 雄 , 伊 理 正夫 
岩田 三郎 , 植木 俊雄 , 浮 ケ 谷 和 青 。 宇都 宮 首 和 値 , 江村 儀 郎 , 
大 剰 洋 。 太田 原 功 , 賀川 文男 , 神林 宗一郎 , 金井 英二 , 川 
西 半 剛 。 木村 「 髪 。 クレ デリ ッ ク ・ ケ ー テ リエ 。 河野 恒 人 。 
佐伯 忠夫 , 塩山 豊蔵 , 実 川 卓 次 , 鈴木 一 雄 , 鈴木 隆夫 , 鈴木 
徳 照 , 田中 和平 , 西岡 末 意 , 西村 光雄 西谷 西 一 、 鱗 村 未 二 , 
平田 礼 一 , 藤村 勉 , 古川 吉孝 , 前 田 知 値 , 松岡 豊 。 宮岡 
弘 , 山本 雅治 

准 貞 C37 名 ) 赤間 芳雄 , 浅原 源 一 , 伊藤 侍 二 伊藤 電 夫 , 
井田 俊之 岩田 中 引 , 石原 秀 策 , 植村 裕 純 , 岡野 意 , 小木 
曽 高 佐 , 金子 伸二 川上 泉 , 片桐 二郎 , 桐原 昭 座 , 小池 直 
二 , 近藤 正幹 , 酒井 厳 , 新谷 健 , 鈴木 重光 , 曽根 敏夫 , 
高橋 光弘 , 田村 除 太郎, 千葉 甚 二郎 , 陳 梓 勝 , 中 島 将 光 。, 
斉 山 馬 治 , 半田 井佑 , 橋本 茂 , 船津 喜久 平 。 松本 和裕 , 真 
居 昭 礁 , 都 福 仁 , 水島 。 誠 , 山崎 武司 郎 , 和信 木 昌子 , 吉村 
俊 礁 , 湊 竹 堂 

学生 員 で 172 名 う ) 阿曽 康夫 , 阿部 静男 , 阿部 義一 , 朝倉 
武 , 飯田 隆彦 , 伊藤 益 徳 , 伊 共 芳 朗 , 池田 正雄 , 池野 義徳 
石井 溢 久 , 石井 幸雄 , 石 亀 昌 夫 , 石坂 勇 , 板屋 義彦 , 伊庭 
寿 , 今村 晃 , 岩本 靖 居 , 上 道 宏 計 , 上 杉 隆 志 , 植竹 政彦 , 
上 西 正久 , 雨宮 正 , 新井 束 一 , 荒川 紋 , 雨 谷 重 道 。 大 内 
孝道 ) 大 賀 振 作 , 大 重 孝 妙 , 大 西 俺 , 大 組 徳 三 , 大場 利彦 , 
太田 邦弘 , 小野 泰正 , 小川 国 敏 , 小川 孝明 , 奥 坂 照 。 奥山 昌 
志 , 梶原 正幸 , 鹿 保 純 夫 , 鍛治 知明 , 鍛治 倉 真行 , 開 坂 表 
次 , 人 江 彦 , 金子 均 , 川瀬 久雄 , 河合 陰 , 河 嶋 。 答 。 
河村 憲一 郎 。 木村 信行 , 吉川 郭 , 符 間 満雄 , 近藤 喘 太 , 近 放 
和裕 , 小林 一 雄 , 小林 敬一 郎 , 小林 正 靖 , 小玉 明 , 小湊 寛 。, 
古賀 征 雄 , 香坂 昌克 河野 正明 , 後藤 三郎 , 佐々 木 豆 , 佐々 
木 英夫 , 佐々 木 好 啓 , 佐藤 重夫 , 佐藤 昭 七 , 佐藤 健二 郎 , 佐 
訂 正 美 , 佐藤 俊哉 , 佐 穴 」 保 , 佐藤 史 男 , 桜井 哲也 坂本 
裕 , 酒井 敏夫 , 沢 新 之 輔 , 島田 隆 , 島村 靖雄 , 島村 宗 , 
清水 良一 , 清水 孝一 郎 , 塩飽 弘 , 四海 宏 , 下田 武 , 白 
水 淳平 , 白井 洋 価 , 鈴木 彰 , 鈴木 修 , 鈴木 隆 蔵 , 杉 美 知 
男 , 杉山 精 , 瀬尾 泰一郎 , 関口 宏 , 関本 奉 , 袖 子 田 護 
三 , 菌 都 雄 , 高橋 勲 , 高橋 威夫 , 高橋 信 清 , 高瀬 基 光 , 


」 高野 雄三 郎 , 武富 大 児 , 武井 夏 二 . 対 悟 , 谷口 豆 売 , 塊 


a 角山 栄 注 , 照井 孝志 , 東村 秀 国 , 富 所 善 一 , 豊川 章 。 
邊 村 和 年 , 中村 敏 一 , 中 谷 。 稔 , 中 山 俊 雄 , 永田 恒 造 , 長畑 
講 一 , 西江 弘行 , 西川 芳樹 , 西崎 実 , 林 靖 , 林 忠男 , 
賀 生成 , 羽 片 日 出 夫 , 早坂 伸 , 馬場 文平 , 葵 城 秀夫 , 広 
瀬 正 一 , 平田 潤 , 平林 忠男 , 藤崎 道雄 , 藤原 高 俊 , 福田 武 
久 , 福田 稔 , 室 川 卓也 , 保坂 武男 , 細田 健三 , 堀内 正人 , 
六 岡 上 下 人 , 本 間 善 清 , 松井 利 成 , 松井 正治 , 参 河 修 , 三島 
学 一 , 水谷 清 忠 , 溝上 裕 夫 , 宮本 彰夫 , 三 羽 英 一 , 武藤 幹夫 , 
向 促 茂雄, 村上 訓 通 , 村岡 長 蔵 , 村山 精 一 , 本 島 光 雄 , 本 吉 


知司 , 森田 勝彦 , 山内 史 志 , 山岸 謙 臣 , 山崎 寅 二 , 山崎 居 一 , - 
, 記 崎 剛 , 山 方 章弘, 山本 隆二 郎 , 山 端 宜 郎 , 人 重要 激 昭 , 


八島 勲 , 和信 十 田 耕一 , 信田 部 統 三 郎 , 矢田 正信 
吉田 滋 , 吉田 幸 約 


, 安 留 修 , 


特殊 中 東洋 次 史 株 式 会 社 。 日 本 国有 鉄道 内 取 工場 調査 課 


Director-General (Att : Librarian) 


准 員 より 正 員 昇格 者 上 田 愛 彦 , 上 時 恒明 , 達 族 俊秀 小 


林 邦 男 , 荻田 真 雄 
学生 員 よ り 准 員 に 昇格 

(追加 分 ) 
明石 征 , 坊 妻 清 三 , 浅 加 忠 


市 川 満 , 達 藤 征 士 , 大滝 義 一 , 大 武 違 伯 , 大 谷 正彦 , 荻野 
統一 , 鬼 沢 義夫, 小沢 紀夫 , 長田 修 , 片 果 忠 夫 , 和 梶山 | 裕 , 


金丸 久雄 , 上 池 政 一 , 河原 田 綾 , 菊池 寺 謙 , 北沢 才 , 査 沢 7 


伸太郎 "小柴 源 司 , 小 中 麻 秀 , 小沼 毅 , 小橋 亭 , 小林 刺 
功 , 小林 久 人 , 小宮 統一 , 斉藤 勝信, 斉藤 洋一 , 坂田 稚 
桜井 伸 穫 , 笹 治 敏 一 , 佐藤 宣 郎 , 篠田 政 一 , 柴田 雅男 滞 清 水 
英 三 , 諏訪 寿 志 , 関口 芳郎 高橋 一 裁 , 田 中 広 三 , 玉井 勝美 
千葉 叫 昭 , 戸 嶋 芳郎 土肥 正博 , 中 島 友紀 , 中 村 達 夫 7 仲 察 


根 満 , 聞 沢 富 次 , 根本 幸 照 , 野村 正規 , 橋本 昼 二 , 兵藤 隆美 7 


深沢 聞 皿 , 福田 寛 , 藤井 謙 正 , 堀 正光 , 堀 沢 紀 幸 朴 


阿部 析 也 , 有馬 堪 夫 , 伊 宋 「 
瑞 男 。 伊藤 宗治 , 飯塚 仁 , 池 田 煙 夫 , 石川 信夫 石倉 布 明 


ee 


光正 , 松 察 薇 水沢 滋 , 武藤 進 彦 , 村 木 正 香 , 村 越 和 砂 | 


村木 徳治 , 森川 洋 佑 , 信 木 哲也 , 宏 永 竜 洋 , 柳井 注 , 山下 
真 , 山田 文 水 , 若葉 博 , 渡辺 起 教 


採録 決定 論 交 


6 月 編集 会 分 [ 内 の 数 字 は 寄稿 月 日 


工藤 哲夫 , 斎藤 浩一 , 清水 湧 一 : 電話 機 ダ イヤ ル 用 ガ ポ I 


ナ に 関す る 二 , 三 の 考 秦 E34. 12. 28] 

徳江 哲夫 , 石野 健 , 橋本 忠 士 : L-Band 単 向 管用 プラ | 
イト の 特性 た つい て で [35. 2. 6] 

小西 良弘 , 柴 田 定 和男 : 同軸 ェ エルボ の 定 在 波 比 の Tobe 
scheff 近似 【35. 4. 2] 

川上 E 正 光 , 佐川 雅彦 : Signal-Flow-Graph を 用 いる 蓮 
立 線 形 方 程 式 の 解析 お よび Signal-Flow-Graah の 内 
造 に 関す る 一 考察 [35. 3。 2] 


新 木 上 三 , 島村 情 男 : 志 放 受 請 只 の 科 所 加除 C385. 2, 綱 : 


2x541 40] 
尾上 守 夫 : 電気 機械 ろ 波 器 の 定数 測定 法 A 


飯島 奈 蔵 : 収束 性 の 悪い 数 列 の 極限 値 を 推定 ずる 


( 投 填 ) 〔35. 3. 28] 


飯 刀 真一 : 通常 の 導 波 管 の 正規 横 電 。, 磁界 の 完全 性 GR 


書 ) [34. 9. 25] 


新規 入会 27 社 (80 口 ), 


| 二 版 12 種 を 発行 頒布 し た . 


| 長坂 ピル が 増 ・ 改 築 し て 雄山 関 ビ ル と 改称 し た . 
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昭和 34 年 度 事 務 お よび 事業 報告 


導 長 :: 水 -… 井 で 間 計 きま 


副 会 長 関 
理 事 黒川 広 二 ・ 
の . 才 
前 年 度 に 比較 し て , 昭和 34 年 度 中 に お ける お る も な 
々 事業 は つ ざ の 通り で ある . 


1.1 維持 員 の 増強 を 推進 し た こと 前 年 度 に 引 
続き 各 支 部 の 協力 を 求め て 維持 員 増強 に 努力 し た 結果 
会 費 増額 8 社 58 口 ) あ 
り 7 統計 174 社 (1,140 口 ) の 現状 と な っ た . 
| 1:2 出版 活動 を 活発 に 行なっ た こと 新刊 11 種 , 
(3.2 参照 ) 

34 年 12 月 , 宗 主 
オル 


1.3 事業 所 を 拡 去 し た こと 


を 機会 に 本 会 事務 所 を 増築 分 に 移し, 従来 の 事務 所 は 
放 】 到 全 の 上 会 譜 室 立 図 書 室 と し て 使用 で きる よう に し , 
旅人 な お , 従来 東京 大 学 工学 部 電気 科 図 書 宝 に 寄 し て あ 
| > た 電気 通信 図書 館 の 図書 を を 引取 り 会 議 室 に 収容 し 
cpteetit 

有事 共 室 24 坪 , 会 議 室 兼 図書 室 20 坪 , 

| 含 庫 9 坪 , 席 下 7 坪 , 


英男 ・ 高 木 昇 ・ 井 上 文 左 エ 門 ・ 松 本 秋田 


新川 洛 


2.2 各 支 部 別 会 員 現 況 (昭和 35 年 3 月 31 日 現在 


NN hE nh phenian| pr 
部 別 
道 23 31 2 4 2.6 
11 


北海 道 

東 北 37 3 578 5.0 
東 「 齋 102| 4, 884| 1,015| 111| 7,112|’ 62.5 
北 陸 10 2 1 157| 1.4 
信 越 導 和 8 41 人 
東 海 5| 351 501| 4.3 
関 西 27| "994| 201 13 1,382| 12.2 
中 25 4 347| _.3.9 
四 国 11 1 1.8 
九州 461]| 5 60| 13| 5 5.2 


| dd ood aed 1 edd mo 


EN 
変わ ら ず 東京 支部 が 過半 数 を 占め て いる 


3. 出版 物 に 関す る 事項 


3.1 本 会 雑誌 の 発行 状況 昭和 34 年 の 本 会 雑誌 
は , 第 42 巻 第 4 号 (電子 管 特 集 号 ) か ら 第 11 号 ( 電 


子 計 算 機 特集 母 ) を 含め て , 第 43 巻 第 3 号 ま で , 12 | 
冊 ・129,750 部 を 発行 配布 し た . 
び ペ ー ジ 数 は つぎ の 通り で ある . 


記事 内 容 の 件 数 お よ 


36 技術 委員 会 報告 | 3 35 


寄 理 

講 演 44| 規格 調査 会 報告 16 
論 文 ・ 資 料 503 事 業 : 報 告 9 
海 外 論 文 |321| 177| 全国 大 会 論文 目次 10 
っ 誠 = スズ ス 選 18 に 4 本 きき て で 配 ・ 事 19 
技 術 展望 | 1 雑 録 |* 24 
海外 技術 展望 | 41 会 告 70 
事業 展望 投 書 16 
届 人 21 1 計 1,437 
衝 | 


また , わが 国 の 電気 通信 技術 を 海外 に 紹介 する た め 


C82 ) 


昭和 35 年 6 月 電気 名 錆 依 電 学 で 会 雑誌 第 48 巻 写 151 
英文 梗概 を 本 会 雑誌 に 付 し た も の 毎月 約 220 部 と 英文 0 
FH っ £= ¢ Yr と . = 2 A - ‘ee = a : 日 午後 
梗概 の み を 毎月 約 550 部 を 海外 各国 36 か 国 の 通信 関 RN a ) i, 

見 学 11 班 6 日 午前 午後 


係 機関 約 225 か 所 に 交換 また は 寄贈 し て いる .。 お も な 
る 国 別 に 見 る と つぎ の 通り で ある . 
U.S.A (58 か 所 ), USSR (3), Germany (32), 
India (15), England (23), Denmark (VY 
France(20), Holland (5), その 他 (62 か 所 ) 
3.2 図書 の 発行 状況 。 と の 期間 内 に 発行 し た 新 
刊 ま た は 重版 の 図書 は つぎ の 通り で ある . 
イ 実用 叢書 お よび 単行 本 


4.2 昭和 34 年 度 電 気 通 信 学 会 全国 大 会 
期日 昭和 34 年 10 月 16 日 ~18 日 
会 場 東京 大 学 工学 部 
日 程 特 別 講 演 2 件 16 則 洗 前 
っ 講 凍 ( 619 っ» 
ツマ ジン ホホ ジッ ム 4 
4.3 オリ ナー 才 授 講演 会 
米国 Brooklyn 工科 大 学 教授 A.A. Oliner 氏 を 折 


} 16 日 午後 , 17 日 ,18 晶 


CL て 入 へ いし て 東京 , 関西 ,' 東北 , 北海 道 の 各 支部 で 講演 会 
書 名 部 敷 を 開催 し た ・ 


交換機 測定 法 お よび 測定 


負 帰 悦 増 幅 器 (理論 と 実際 ) 
通信 理論 と その 応用 
クス バー スズ スイッチ 


# 11 月 13 日 (技術 委員 会 ) 
北海 首 10 月 29 日 (電気 学会 と 共同 ) 
仙 合 RE ” ) 
大 阪 9 EC L$ ) 


i 
1 
4 
音声 周波 市 外 ダ イヤ ル 方 式 ( 1,000 
’ 0 ts 5. 巡回 専門 講習 会 
# (3) 1,000 
カラ ー テ レビ ジョ ン 技 術 1,500 こと の 年 度 内 に , つぎ の 2 支部 に 実施 し た : 
通信 線路 送 理論 1,000 ) 信越 支部 
etE Rs 月 日 12 月 3 日 馬 目 通信 理論 と その 応用 
の 用 Ee 講師 喜安 療 市 理 。 参加 者 87 名 
(2) 重版 司 中 国 支 部 
Pai 月 日 12 月 18 日 大 目 通信 理論 と その 応用 
a oR a RS 講師 関 英男 参加 者 45 名 
最新 の テレ ビジ ョ ン 技 術 500 10 
最近 の ペル ス 技 術 | 1,000 4 6. 各種 委員 会 等 の 活動 
ke 弓 
0 (| 0 | 昭和 34 年 中 に お ける 各種 委員 会 等 の 開催 回 数 は 
伝送 回 路 綱 及び 濾 波 器 (D 500 4 次 表 の 通り で ある . 
カ ヵ カラー テレ ビジョン 技術 | 1,500 2 5.1 総会 合 数 
クロ = ロス バー スイ ッ チ 1,500 2 
| 私 設 電話 変換 機 回 路 図 500 6 名 称 | 回 数 | 名 称 | 回 数 
EB 朋 Wy お 大 通常 総合 1 上 術 委員 和合 誤 
i の ® 理 事 会 12 | 同 調査 専門 委員 会 5 
2 i 評 議 員 会 | 3 | 同 研究 専門 委員 会 i 28 
; 加入 者 宅内 装置 et 8 oh P21 G6 | Ch 放 | a 
へ へ | 帳 朋 次 4 
ロロ 昭和 33 年 度 電気 通信 学会 全国 大 会 論文 集 pe i 
i 論 文集 マンボ ジム ず 生 海外 論文 委員 会 | 12 | っ] 記 | a9 
7 合 本 500 部 1. 情報 処理 機械 250 部 = っ =: 条 員 会 い 攻 2. | 工科 り 事 委 * 邊 a 
。 分 手 1 200 々 の 0 デス 08501 々 編 集 問 会 , 議 3 | 同 、 幹事 7 人 術 i 5 
} | 7 2 | 300 ヶ 3. 航空 電子 機器 250 ? 特集 号 編 集 委 員 合 2 | 上 貞 版 委員 合 | 6 
i RR SB i tT 0 + Oo = 放 1⑳[ 反 告 委 上 員 生 3 
d 痢 32 会 委員 会 計 3 
|) 4 講演 会 に 関す る 事項 RR a eae 
4.1 電気 四 学 会 連合 大 会 (電気 学会 事務 担当 ) 5 PD (25) 
| 期日 昭和 34 年 4 月 3 日 ~5 日 , 会 場 早稲 田 大 学 る EE aD i i 401 


特別 議 


A> Ci he 
a rT 


4 件 3 日 午前 ee 
ED 
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6.2 電気 通信 技術 委員 会 会 長 森田 清 君 Em | | 
( イ ) 調査 専門 委員 会 委員 長 古賀 逸 策 君 電子 管 JIS 西 尾 秀彦 君 | 12138 全 用 大 空 選 別 電 販 
マイ ク ョ 波 電 力 標準 国際 比較 eT 5 | RE 
(ロロ) 研究 専門 委員 会 S C0 
| 35 4 クリ スタ ル JIS 商 木 昇 君 | 31 7 | 水上 王 振 夫 絡 
委員 名 | 委員 長 | 会 合 数 | 控 度 資 JIS 原 
| roe FU 計算 機 用 語 清 宮 博 君 4 a 
1 二子 計算 村 後 栓 以 記 簡 10 ⑫|25| 210 213 原 素 担当 (埋め 
2 ラン ジス 々 岡部 場 比 古 央 8 (①| 32| 232 水 計 | |23|45| | 
詳 計 3 セク = 流 真 空 管 池 男 一 郎 君 10 ②| 35 | 140 ーーー 一 
宮田 本 男 央 82 30| 87 合計 革 3 175| 8 | 
EC 4 隔 和 83 年 牛 に 工業 技術 院 お よび 規格 協会 か ちの 委 計 計 
議 7 テン テー hn 二名 利 9 GO】 22 | gg 託 に よっ て 調査 を 行ない , 報告 し た 題目 は つぎ の 通り 
KV ° 
の 68 電 菩 流 人伝 ば ん 田 弘 君 | 4(1| 12」| 61 で ある . 
詳 計 3 クー= 波 伝送 岩 且 秀 座 大 9CD27| Do - 
0 Fi hit xn | REO 
計 1 放 医 前 用 電 季 美和 置 阪本 控 房 下 11 |12|, 94 IEC 関係 
還 計 2. ポー ド マ < トン と 自動 制御 高橋 秀俊 君 | 9(①| 20 | 184 40-1 (S) 46 (固定 巻 線 抵抗 岩 TYPE I) 語 品 
語 13 計 人 2 ホ メー ンション 理 給 大 泉 到 郎 逢 8 CD 19 | i832 の 調査 作成 
2 析 替 3 材料 博 田 五大 税 |7 (P18 106 て 人 生 て ( 電 生 管用 ツケ テト の 化 欄 式 12r7 2 09k 
誠 庁 を 波 能 本 乙 導 衝 1 ① 


32 | 126 39/40 (C.O.) 5 (配給 具 お よび ピン 妨 正 問 |/ タケ CE 


40-2 (C.O.) 14( ラ ジ ォ 周波 ケー プル の 特性 高周波 伝送 線 


6 通信 方 式 呈 谷 理 
1 | 7 信頼 性 と 品質 管理 活 野 


] は イン ビー ダン ス お よび 寸法 ) 
: 40-2 (C.0.) 15 (高周波 ケー プル の 測定 法案 邊 周波 伝送 線 
の 追加 ) ” 
D4 10( 回 転 ウ ェ フ ァ ー ス イッ チ 規 癌 品 
a お よび 「 信 頼 人 性 と 品質 管理 」 の 両 答 員 COI RT 和夫 衝 和 で 


35 年 4 月 か ら 発 足 の も の で ある . 
3 有 6.3 」 電気 通信 規格 調査 会 会 長 応 羽 保 次 郎 妊 "よび 用 語ら 全 褒 剛 性 琴 化 物 の 一 般 分 類 3 お フー ライ 
| この 委員 会 は , 本 委員 会 の ほか 次 表 に 示す 各 専門 委 ーー トー 


で \ JIS 関係 
ts びそ の 下部 機構 と eormcm UT" うう 国 受信 用 真生 管 個別 規格 JIS 案 の 調査 作成 所 和子 管 JIS 
護 護 格 お よび JIS mia] いる . 水 卓 振 動 子 個別 規 絡 JIS 案 クリ スタ ル JIS 
小形 真空 管用 ソケット JIS 改正 原案 * | ン > ケット 


1. 選 奨 関 係 


と の 年 度 に お ける 各 賞 お よび 各 奨 励 金 の 受領 者 選定 
結果 は つぎ の ご とく で ある . 

7.1 功績 賞 (第 21 回 ) 

石川 武 二 妊 ・ 阿部 | 清 風 

7.2 論文 賞 (第 16 回) 


3| ご に 


(C84 ) 


昭 和 35 年 6 月 電 気 通信 


ーー ーー お に 間 衝 拉 


7.3 稲田 記念 学術 援 励 金 
( イ ) 34 年 前 期 (第 10 回 ) 


講演 者 
基礎 理論 。 9 パラ メー ター 励 振 を 含む 系 (2 佐藤 力 君 


(Parametric amplifier の 安定 
性 に つい て ) 


電 子 管 861UHF 三 極 管 の 電子 アド ミタ ン 上 田宮 寿美 子 君 
え ( 策 王 報 ) f 美 子 君 


部 門 隊 軒 名 


マイ ク ァ ェ 波 | 794 遮 蔽 を 有する 〇 形 薄 肛 四 雄 君 
7 i 蘭 膜 誘電 体 中 原 恒雄 


半導体 ・ ト | 943 語 金 拡散 法 に よる 高周波 トラ ン 伝 田 。 精 一下 


本 


テラ ジジ 訂 み | 
テレ ビジ ョ ty ジョ ン 映 像 信号 の 高速 度 隊 村 総 一 君 
ン 自動 利得 制御 es 


自動 制御 電 | 231| 2 拍 励 振 パ ラメ トピ ドン 碧 | 析 沢 : 
計算 諾 | | ラメ トド ン の 各 作 度 上 千 に 関 | 
する 一 提 索 ) 

弾性 振動 ・| 709 順 序 回 路 に よる 音声 の 分 析 嘆 下 修司 君 


電磁 波 ・ ア | 778 分 割 同 軸 形 プリ ッ ヂ の 共 転 端子 小西 和良 束 邦 
、 間 に 於 ける 注 洩 量 に つい で * | 
電 子 管 ikea > らち 効 宮代 彰一 君 
電子 回 路 1040 制御 整流 素子 に よる 線型 増幅 に 凡 井 初 昭君 


電気 通信 1103 同 軸 ケ に 於 ける 証 1 
通 2 於 ける 耐 電圧 不 名 古 昭君 


( ロ ) 34 年 後期 (第 11 回 ) 


部 門 還 届 章 目 | 講演 者 
理論 19 導 弁 半 六 部 。 和 和 看 
音響 ・ 振 動 38 日 本 語 母 音 及 び 半 母 青 の 合 成 中 田 和男 君 


” 55| 無 Or fae 音響 透 服部 ) 守 君 


法 に つい て 

マイ ク ァ r 波 | 179 二 線 系 誘電 体 線 路 の 基本 伝送 次 矢作 栄一 君 
態 に つい て 

” 193 放 衝 表 形 向 管 の 逆 方 向 汰 表 中 原 昭 次 郎 君 

# 9 給 絡 届 還 中 六 ー ザ の 打 験 夫 1 稲 場 文男 君 

214 共 振 型 パラ メト ロン 増 属 器 の 広岡 島 徹 君 

a cimanen いた M 形 電子 銃 | 古川 静 二 郎 君 


448 | 7 学 \ 高 緒 


横山 克哉 君 
林 敏也 看 


te ビジ ョ いい ド の 諸 特 性 


電界 効果 トラ ンジ スタ の 一 形式 


7.4 岡部 記念 研究 奨励 金 (第 2 回 ) 
猪瀬 博 君 , 尾上 守 夫 君 


。 8. その他 の 事項 
8.1 第 9 回 品質 管理 大 会 を 共催 
2 9 MN, +I で な われ た HM 


i 月 257 カ が 


A 
a CA 


\ ; 
n 


i 8509 
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第 9 回 品質 管理 大 会 に 電気 学会 外 22 学会 と と も に 参 
加 共 供し た . 

8.2 第 1 回 原子 力 研究 総合 発表 会 を 共催 35 年 
2 月 11 日 ~13 日 に , 学士 会 館 で 行なわ れ た 第 年 回 原 
子 力 研究 総合 発表 会 に , 日 本 原子 力学 会 外 28 学 協 会 
と と も に 参加 共 側 し た . 

8.3 昭和 35 年 電気 祭 を 共催 35 年 3 月 25 目 
の 電気 記念 日 に お ける 電気 祭 に , 日 本 電気 協会 外 28 
団体 と と を に 参加 共催 し た . ' 

8.4 第 2 回 自動 制御 連合 講演 会 に 参加 34 年 11 
月 17 日 か ら 3 日間 , 神田 学士 会 館 で 行なわ れ た 第 2 
回 自動 制御 講演 会 に 参加 学会 と し て 協力 し た . 

8.5 ' 宇宙 科学 技術 シン ポジ ゥ 「 35 年 2 月 72 
日 か ら 3 日間, 日 本 航空 学会 , 日 本 宇宙 旅行 協会 お よ 
び 日 本 ロケ ッ ト 協 会 と 共催 で 「 宇 宙 科 学 技術 シン ポジ 
ゥ ム 」 ゃ を 開催 し た , 

9. 昭和 34 年 度 収 支 決算 報告 

(p754 の 通り ) 


10. 昭和 35 年 度 事 業 計 画 お よび 収支 予算 
(p756 の 通り ) 


11. 役員 , 幹事 お よび 評議 員 改 選 報告 

妥 和 35 年 度 の 役員 , 幹事 お よび 評議 員 の 改選 は , 
所 定 の 手続 に よっ て 行なわ れ , 昭和 35 年 3 月 20 目 
締切 (投票 用 紙 発 送 数 7,954, 投票 数 3,433, 投票 率 
43 必 2) 開票 の 結果 , 次 表 の 通り 決定 し た . 

と れ に よっ て 理事 永井 健三 君 , 関 英男 君 , "井上 上層 


左 エ 門 君 , 黒川 広一 君 は 退任 , 新た に 米沢 滋 君 , 三 


態 文雄 君 , 内 田 英 成 君 , 野村 達治 君 が 理 事 に 就任 され 
CE 


寺 上 
半 
六 
党 
| 
水 
誤 
Ed 
型 


事 | 黒 川 広 三 君 | 新川 潜 君 | 野村 達治 君 
事 | 島 茂雄 君 | 岡部 豊 比 古 妊 | 染谷 勲 看 
事 | 泥 美 玄 君 事 藤 達夫 君 | 柳井 久義 君 
事 | 田島 一 郎 君 | 林 実 腹 | 柿 田 ・ 漂 看 
事 | 大 友 和 蔵 君 | 伊 穴 義一 政 | 小西 一 郎 君 
» 惣 崎 賢治 君 河津 祉 元 君 | 末 武 国 弥 君 
” 安田 一 次 君 | 副島 光 積 君 | 関 口 良 雅 君 
事 | 岡 村 総 天 君 | 新堀 達也 君 | 宇 都 宮 往 男 大 
) う | 溢 保夫 君 | 川上 正光 君 | 泥 美 玄 看 
ヶ | 二条 絆 基 君 [見 目 正道 君 | 大友 和 和 蔵 君 
ヶ | 矢崎 銀 作 君 | 近藤 精 一 姓 | 賜 崎 賢治 君 


牙 名 上 曲 
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評議 員 (在京 ) | 勝田 日 出 夫君 | 中 村 幸雄 君 | 田 中 末 護 君 備 考 
oga TS on 1. 昭和 33 年 選出 会 計 幹 事 飯田 生 治 君 地方 へ 転出 の た め . 
” i 1 | ! 喜 郎 圭 a 
i es be] RE i 退任 。 後任 と し て 次 点 の 田島 一 郎 君 が 補欠 就任 . 
P 阿部 満 君 | 太原 彦 一 君 | 北原 安定 君 2. 昭和 34 年 選出 編集 幹事 宇都 宮 敏 男 君 海外 留学 の た め . 
” 今川 上 頁 郎 君 | 真野 国 夫君 | 清野 武 君 退任 , 後任 と し て 次 点 の 副島 光 積 君 が 補 欠 就 任 . 
* 河辺 巻 逸 用 | 三戸 左 内 君 | 森元 和 君 3. 昭和 34 年 選出 評議 員 柳井 久義 君 が が 35 年 選挙 の 結果 
roger 庶務 幹事 に 転出 。 後任 は 次 点 の 平山 博 看 (会 長 指 名 評議 
舟 る な 4 ロ れ 族 石 
” 熊谷 人 牧 郎 寿 | 橋 本 一 郎 用 | 員 ) が 選挙 に よる 評議 員 と し て 補欠 就任 , これ に まり 会 
” 3 川 雄 二郎 君 | 来 。 豊平 君 | 長 指名 評議 員 が 1 名 欠員 と な っ た . 
’ 正木 知己 妊 
昭和 34 年 度 収 支 決算 報告 
st ( 自 昭 和 34 年 4 月 1 日 社 阿 和 35 年 3 月 31 日 ) 
‘ 公益 事業 一 般 会 計 公益 事業 選 援 資金 会 計 
た 収 入 計 出 
拉 * 科 上 | を 額 | 科 目 | 金額 る a Bio 
& 7 入 会 金 | 185,300| 雑 誌 費 | 7,160,042 電 = 4 本 
2 会 費 | 10.970、235| 発 送 要 864,896 前 年 度 ょ より 絡 直 ' 
Er' 列 吊 代 184,432| 別 刷 横 101,390 特別 事業 会 計 ょ り 受 4 
語れ 了 チチ 記 当 | 613.20 事務 費 | 2.887.280 へ 3 
3 全国 大 会 収 入 | 1.321,409 支 部 費 | 745,000 | ¢ 
% 了 \ 名 和仁 広 告 料 627,750 他 " 学 会 費 59,990 合 計 155 261 合 計 155 261 
k 達 合 大 会 収入 | 98.240 還 体 会 要 抜 料 | 234.096 tl 
; いぶ ー 入 35,285 名 和仁 作 製 費 | 1,645、,466 
全国 大 会 費 | 1.016,601 公益 事業 稲田 記念 資金 会 計 
連合 大 会 分 担 金 52,500 
備 品 距 74,460 | 
職員 肖 答 積立 分 担 金 | 。 60000 。 に at hat, ie: 
濯 価 償却 貧 6,000 科 EE 目 | を 拓 
i ey i ID 前 年 度 よ り 繰 吉 | 1.757.412| 委 員 会 芯 26,996- 
1,497,850 | 信 を 220,000* 
; FN 計 | 16,452,706 | é 11,705. 
i | 着 引 欠 損金 | 2.416,848 | 差引 翌年 度 へ 絡 越 | 1.498,716. 
d 合 計 14,035,858| 合 計 | 14、035,858 計 | 1.757,417 x 計 1,757.417 


公益 事業 特別 事業 会 計 


支 出 
、 科 金 本 . 

ams 0 
180,322 
477,700 供用 代 1.533368 

6,000| 電気 通信 規格 調 査 会 | 1 082.543 
人 728,217 

資料 費 

事 務 費 | 2,138,311 

会 告 に: 267,060 

維持 員 資料 費 672,109 

選奨 資金 会 計 細 入 155,261 

雑 質 58,248 

職員 有 妃 職 積立 分 担 金 40,000 
減価 却 費 
下 休 信金 栓 


公益 事業 岡部 記念 資金 会 計 


収 3 誠 出 


笠  ・ 邊 | を 折 | 笠 目 | 金 拓 

前 年 度 よ り 繰 超 | 953.24| 委 員 会 所 | 8.545 
較 費 1,840, 
靖 引 憶 年 度 へ 線 越 | 942,829: 


de ma 


公益 事業 損益 集計 表 


ーー 最 会 計 2,416,848: 
特別 事業 会 計 1,058,405, 
有 価 証券 売却 益 2,496,927 


差引 当期 純 利 法 
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公益 事業 貸借 対照 表 収益 事業 貸借 対照 表 
i 本 凍 
借 方 - 1 貸 方 借 方 貸 坊 : 
摘 要 金 額 | 指 系 金 額 摘 要 金 額 摘 要 金閣 
現 金 353,784| 基 本 財 産 100,000 商 品 | 2,774,184| 習 D 金 50,000 
上 振 替 時 金 603,584| 稲田 記 念 資金 | 1,498,716 仕 掛 品 72,031| 価格 変動 準備 金 227,698 
銀 行 預 和 4;787,703| 岡部 記念 資金 942,829 UPG 801,160| 公益 事業 流用 金 3,472,378 
党 信 天地, 展 617,600| 職員 退職 二 立 金 941,214 前 払 、 費 用 3,513| 元 金 804,472 
背 き 人 他 9 放 で ※ 927,766| 別 途 積立 金 7,396,782 件 っ 舞 . も 備 に っ 調 499 
"未収 入 金 | 2,181,040| 有 預 ) 金 14,893 繰越 欠損 金 40,544 
前 払 費 用 3,513| 未 払 企 110,000 当 期 純 失 862,617| 
側 : 和 ", 借 > 品 65,067| 予 納 会 費 1,178,060 Pe < ey RE ニー 
で が 804.472| i i ha る 計 | 4,554,548 
出版 会 計 流 用 金 | 3,472,378| 仮 に - 捧 凍 凍 計 463,469 
敷 金 | 1,500,000| yi 2,063,340 剰 奈 金 処分 
保 証 金 | 1,500,000| 当 癒 純 利益 | 1,138,484 措 要 | 2 茹 
人 計 | 16,816,907| 合 計 | 16,816,907 1 公益 事業 線 起 利益 利奈 金 
前 年 度 繰 越 弄 奈 金 0 
本 年 度 腹 人 奈 金 1,138,484 1,138,484 
午 余 人 金 処 分 額 
別途 積立 金 へ 繰 入 れ 1,138,484 
| hs “= 
職員 退職 積立 金 会 計 差引 来 処分 衝 余 金 0 
工 収益 事業 繰越 欠損 金 
収 2 由 前 年 度 繰 越 欠損 金 40,545 
ま 本 年 度 欠 損金 862,617 903,161 
目 3 5 
科 | 金額 | 各 上 | 食客 EA 
前 年 度 よ り 繰 越 | 1,201,214| 人 退職 金 支払 460,000 翌 年 度 繰 越 903,161 
一 般 会 計 分 担 金 60,000| 翌 年 度 へ 繰越 941,214 差引 未 処 理 欠 損金 0 
特別 事業 会 計 ? 40,000 
収益 事業 会 計 ? 100.000 財産 目録 
合 計 | 1,401,214| 合 計 1,401,214 科 目 | 金閣 摘 要 
現 金 353,784| 手許 有 高 
郵 便 貯金 603,000| 現 在 高 
振替 貯 金 584| 現 在 高 
銀 行 預 金 | 787,703| 第 一 銀行 普通 預金 1,366,689 円 
収益 事業 損益 計算 書 。 同 当座 預 多 4,5 
三井 信託 銀行 3,416,458 
| 受 取手 形 617,600 手 許 ' 有 高 
ま 加 有 価 証 券 927,766| 日 立 規 作 所 株 式 20,000 株 
3 3 2,982,200| 会 員 会 旨 1,983,340 
科 目 本 目 。 金 ": 宏 未収 ミ 入 き 和 維持 員 会 50 00 
刊行 物 売 上 代 | 10,625,987| 売 上 原価 Rr 0 
雑 誌 | 7,160,042| 1 雑 誌 | 7,160,042 際 告 料 687,200 
その 他 刊 行 物 | 3,465,945| 2. 刊 行 物 前 払 費 用 7,026| 火災 保険 料 未 経過 分 
受 入 広告 料 | 7,116,280| 仕掛 品 期首 棚 多 高 仕 叶 備 品 65,566| 机 他 事務 用 品 
送料 28,038| 生 ^ 才 呈 本 導 商 品 | 2,774,184| 図書 た な 多 高 
印 税 205.932 3,697,241 00;080 本 村 記 72,031| 同 仕掛 中 
の ドイ プク 193,932| 同 期末 棚 抑 高 72,031 敷 金 1,500,000 事務 所 借用 分 
他 12,000| 差引 期中 完成 高 | 3,888,049 保 証 金 | 1,500,000 同 
雑 収 1,850| 刊行 物 期 首 棚 箇 高 | 1,913,413 
次 交 引 174,101 計 5,801,462 a lt 
小 計 18,152,188| 同 期末 棚 却 高 | 2,774,184 稲田 記念 資金 | 1,498,716 
差引 当期 純 損 失 862,617| 同 売上 原価 | 3,027,278 岡部 記念 資金 942, 829 
売上 原価 合計 | 10,187,320 職員 退職 積立 金 | 941,214 
re a 未 払 人 を | 110,000| 稲田 記念 賞金 未 払 分 
FR x 1,178,060| 1,153,060 
事 務 費 4,576,522 予納 会 費 Re 半 明 I 25,000 
課 税 269,520 969,120 資料 代 予約 金 869,740 
雑 費 50,445 4 EC 刊行 物 代 99,380 
用 227,698 仮 受 金 | 、 463,469 連合 大 会 預り 金 そ の 他 


i 


a 計 | 19,014,805| 合 計 | 19,014,805 [ 負 人 の 部 合計 ] | 6,168,301 


£ 
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昭和 235 年 度 事 業 計画 


2.2.1 EC 関係 


El 専門 委員 会 11, 委員 会 開催 回 数 213 回 
1.1 会 員 増加 見 込 1,430 名 維持 員 10 正 員 350 2.2.2 JIS 関係 
准 員 200 学生 員 850 専門 委員 会 2, 委員 会 開催 回 数 90 回 | 
特殊 員 20 2.2.3 IEC 刊行 物 の 予約 15 件 前 年 度 た 同じ 
エエ.2 会 誌 発行 部 数 月 平均 11,200 部 2.2.4 巡回 専門 講習 会 
v 4 月 半 理 体 特集 峡 。10 月 特集 号 各 支 部 の 要望 を 入れ て 適宜 実施 の 予定 
rr 年 間 134,400 部 
4 1.3 会 員 の 世論 調査 3. 選奨 資金 会 計 
\ 4 会 国 大 会 の 開催 11 月 20 日 頃 , 別途 , 独立 会 功績 賞 2 名 , 論文 賞 3 編著 述 営 1 件 
計 を 編成 する : 
庫 語 [5 寺 全 大 会 事 和 提 3 7 月 25 晶 29 日 別途 , 独 。 4 稲田 資金 会 計 
和 3 立会 計 を 編成 する 4.1 電気 四 学会 連合 大 会 の 論文 発表 講演 者 10 名 
: 隊 和 詩 別 事 抹 会 計 4.2 全国 大 会 の 論文 発表 講演 者 ・ 10 名 
Ry tiizas 4m 5. 岡 孝 資金 会 計 2 名 以内 


ーー 211 調査 専門 委員 会 数 1, 委員 会 開 備 年 4 回 6. 職員 退職 積立 金 会 計 
<2!.2 研究 専門 委員 会 数 17 


2 
2 要員 会 開 仙 件 数 年 156 回 (内 ,21 回 は 地方 開催 ) LC 
志和 | 発表 件 数 431 7.1 出 版 計 画 重版 13 種 9,000 部 
2:」!.3 研究 専門 委員 会 資料 の 予約 前 年 度 に 同じ 新刊 11 8,500 部 
2-2 吉 格 引 人 7.2 教科 書 出版 10 種 20,000 部 
% 昭和 395 年 度 予 算 
6 ( 自 昭 和 35 年 4 月 1 日 蛋 昭 和 36 年 3 月 31 日 ) 


有 軌 和 35 年 度 会 計 別 収支 一 覧 表 


7 半 
< | 稲田 資金 会 計 


る 3 A Rteaan 1,188,275| 1,188,275 
Bk er 18,810,000|18,810,000 
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| 会 き a 
特別 事業 会 計 職員 退職 積立 金 会 計 
NG ER 
科 目 | 金 才 | 和 目 | 金額 科 目 | 金 燥 | 和 上 | 金額 
維持 員 会 費 | 5,800,000 技術 委 員 会 費 | 1960,000 前 年 度 よ り 繰 赴 | 941.214| 翌 年度 へ 線 工 | 1188275 
資 料 代 | 1,500,000 委員 会費 130,000 預金 利 子 47,061 
規格 調査 衝 託 費 440,000| 導 | 資料 費 ]1 1,620;000 一 般 会 計 よ り 受 入 60,000| 
本 持 ) Nh 200,000| て) 診 費 | 210,000 特別 事業 会 計 よ り 受 入 40,000 
規格 調査 会 要 | 1,550,000 収益 事業 会 計 よ り 受 入 | 100,000 
委 員 会 費 | 1,350,000 «: 
IEC 資料 費 200,000 a 計 1,188,275| 合 計 | 1,188,275, 
維持 員 用 資料 費 650,000 
会 告 費 220,000 
巡回 専門 講習 会 費 150,000 
事 務 費 | 1,900,000 * 
職員 退職 積立 金 40,000 収益 事業 会 計 
雑 乾 50,000 RE ET TE ETREEN (CRRA TR 
” 収 久 
矛 備 融 400,000 文 由 
小 計 6,920,000 科 目 | 金 額 | 科 目 | 金 額 
一 般 会 計 結 入 | 820,000 雑誌 売上 代 | 7.360,000| 雑 。。 誌 。 要 | 7,360,000 
選奨 容 金 会 計 線 入 | 200,000 刊行 物 売 上 代 | 3,000,000| 編集 旨 | 1,410,000 
か 計 1,020,000 受 入 送料 30,000| 作 成 旨 | 5,950,000' 
合 計 | 7,940,000| 合 計 | 7,940,000 広 人 告 料 金 | 7,440,000| 志 告 費 | 3,620,000 
s 委託 販売 収入 330,000 委 員 、 会 費 200,000 
所" 税 さ 下 2 業 650,000| 作 成 費 | 3,420,000. 
へ ’ 
選 援 資金 会 計 刊行 物 発 行 費 | 2,100,000: 
収 入 支 出 突 . 剖 容 " 貸 50;000. 
作 成 費 | 2,050,000 
4 上 | 金 客 | 科 上 | 金額 宜 伝 広告 費 | 160,000 
革 2 独 事 炒 多 時 よ り 受 | 200,000| 委 員 会 電 42,000 発送 費 | 500,000: 
質 - 面 ・ 党 "人 金 145,000 課 税 80,000: 
雑 乾 13,000 事 務 費 4,740,000: 
職員 退職 積立 金 100,000: 
合 計 | 200,000| 合 計 | 200,000 * a で 
予 備 費 100,000: 
2 
稲田 記念 資金 会 計 合 計 | 18,810,000| 信 計 | 18,810,000 
収 入 支 出 
科 目 | 金額 | 生 目 | を 撤 
前 年 度 よ り 繰 越 1,498,716| 委 員 会 費 40,000 
池 金利 子 74,934| 賞 を | 200,000 事務 費 内 訳 
雑 則 15,000 
翌年 度 へ の 繰越 | 1,318,650 科 目 金額 科 目 金額 
総 会 費 70,000| 供 品 東 70,000 
全 評 1,573,650| 合 計 | 1,573,650 RC i a oS i 
給料 手 当 | 5,400,000| 旅 費 70,000 
岡部 記念 資金 会 計 厚 生 費 360,000| 火 災 保 険 料 10,000: 
供 室 料 | 1,920,000| 長 房 費 50,000 
上 収 入 表 出 通 偽 旨 490,000| 税 理 士 謝礼 60,000: 
科 目 | を 額 | 科 目 | 金 。 類 次 通 費 140,000| 雑 費 50,000; 
oO 電 話 料 140,000| 合 計 9,480,000: 
前 年 度 よ り 繰 越 942,829| 委 上 員 会 費 30,000 
東生 補 47,141| 賞 を 200,000 
雑 費 5,000 事務 費 配 分 | 金額 | 事務 費 配 分 | 金 豆 
翌年 度 へ 繰越 754,970 一 般 会 計 | 2,840,000| 上 収益 事業 会 計 | 4;740,000: 
A 1,900,000| 合 計 9,480,000 


合 計 由 989,97d| タ 計 | 989,970 縦列 事業 会 計 
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(電気 機器 ・ 電 気 鉄道 ・ 発 送 配電 ・ 照 明 ・ 電 力 応用 を 除く ) 
訪 じ で うう "= ~~ …… 清 水 武夫 ・ 灯 田 正人 
碁 礎 理 論 40. 鉄夫 折 の 中 足 時 間 に つ いて ・ yop or 講評 記 本 旬 
1, Combinatory Logic に よる 構文 損 作 の 一 解析 潜 41. 不定 イン ピー ダン スマ トリ クス に よ EE 
" … 田 町 常夫 ・ 栗 原 俊 導 Eo ian Fe … 佐 川 雅彦 
: 2. セク エン シャ ル ・ マ シン に つい て … …… 林 原 依 診 42. 線形 静止 回 路 納 の 2 行列 の 対称 生 に つい て 
: 3. 村 条 件 づけ 村 造 に ょ る 情報 記憶 過程 ( 了 L う …………… 吉 田 可 en gee ad dan i … 五 封 高 堆 ・ 合 韻 行 平 
4. プー ル 関 数 の Mod.2 大 示 法 に つい て eerme 樹 下 行 三 43. NE NE OT 益 夫 
5 電気 計算 回 路 理 給 で ヵ 入力 並列 加代 回 牙 ) ーー……… 山 究 男 44. 異 方 性 不 均 一 導 濾 往 と 示 渋 管内 強制 振動 の 解析 ……… 林 「 穴 男 
'6. 論理 式 の 最前 形式 を 層 く 一 方 法 一 ereeeeeeeeeree 後 謙 以 思 45. 管 四 に 沿う て 変形 の ある 湖 渋 稿 の 一 解 志 法 …………… 堀 内 和 天 
De 7 パタ ー ン 認 議 に お ける 論理 回 路 に つい て ee… 場 。 忠 灯 46. ある 博 質 ・ nid Ns : 和夫 ・ 三 原 義男 
* 和 8 分類 に 必要 な 比較 回 数 の 問 客 =eeee…… 宮 安 普 市 ・ 池 野 信 一 47. 半 無 限 平 行 平板 系 に よる 散 乱 … ue 高橋 邦夫 
4 9.12 進 符号 系 列 の 残留 値 の 分 布 に つい て … 上 星子 幸男 ・ 杉 山 宏 48. 回 路 素 子 の 偏 療 が 伝送 戸数 に お よ ば は す 影 響 に つい て 
rt 10. UCT の た め の 一 般 用 解釈 ルー チン シス テム “TI" ee erteereeem 粒 源 地 ・ 根 模 
9 Me … 三 倶 平治 郎 ・ 鈴 木 。 等 ・ 支 地 宏 49. ろ 波 器 の 位相 特性 と スペ クト ラル ・ パ ペラ メー ター……… 松 本 秋 男 
きれ 1.)Runge-Kutta 法 に より 和 常 懲 分 方 程 式 を 数 値 策 分 し た 場合 50. 一 般 RRLC 材 子 形 浪 波 回 路 綱 の 設計 に つい て 
の 誤差 に つい て (I) … … 泥 党 「 多 積 ・ 乗 松 立木 eee esas 家 所 青土 ・ 土 屋 ~ 享 ・ 渋 部 ) 和 
12. 有限 時 間 長 の 標本 に ょ る 相関 関数 の 推定 誤 交 ーーe… 宮 川 。 汰 51. Ta -C 回 鷺 の 基礎 拘 研 究 … … 小 寺 和男 
= 13. 局所 的 定常 過程 の フィ ルター 理論 ……… 黒 田 義 灯 ・ 佐 藤 達男 52. UHF 短 遅延 補 貸 回路 綱 の 各 計 … ne este … 石 井 項 也 
14. 非線形 互 波 器 に 加え た 相関 ある 機 つ か の Random Signal 53. 不 均 一 岡 還 回 路 の 外部 導体 一 大 地 回 路 の 電流 , 電 穫 分 布 
bY た に 対す る 統計 的 手法 … munowes een 太田 光 座 に つい CT CHD enceeeenesresseeeste seantesssemesenssrent ereent 屋 」 次 徳 
5. 分 布 雑音 の 理論 … ” 並木 美 宮 計 54. 結合 線 落 型 ろ 渋 回 (Brune の Section)… 斎 栓 伸 自 ・ 永 井 健三 
Py 16. 装置 の 信頼 度 に つい て の 考察 …… : 萩 原 。 宏 55。 分 布 定数 帯域 ろ 波 器 の 設計 eveseesseassssteasesemeeeee 環 ' 李 三 
et 17。 信頼 度 に つい て の 一 考察 weeeeeiee・ i 交 
1 E TF フト EO TE Sn i 葵 沢 へ 人 男 放 電 物 理 
c 19. 保存 式 の 変換 た つい て eweeeseeeeeeeeeeee 原 信 ・ 石 井 吉 一 56.。 マイ クロ 波 に ょ る プラ ズ マ 診 新 
20. の て oereem… 次 保 宇 市 ・ 原 田 正 世 ・ 松 蒲 虚 士 ・ 犬 石 ” 宮 護 
is RR a a … 高 野 知 放 ・ 大 野 康二 ・ 正 57. I EO Ee WE 
" 21. 電磁 法則 より 導 か れる 逆 電磁 法則 及び 第 二 ebi の 影響 に つい て … … 清 野 。 武 ・ 谷 ロロ 一郎 
“) 夫人 性 NT ssn sr en … 上 品川 二郎 58. マイ ク 2 oie ik KINEZ ISO FE OME 
0 ク 2 OMENt EMT © ERORMT RE + nerveryet i ven dee ey … 阪 本 雄一 ・ 三 好 昭一 
" eas Sse bseegs osveses …… 松 尾行 之 59.。 マイ クロ 波 に ょ る プラ スマ 各 枯 明夫 区 ) 直 補 方 式 … 関 ロ 中 
p24. MOR … 始 下 」 光男 60。、 変動 続 の 電子 密度 変動 の マイ クロ 渋 測定 (共振 較 を 用 い 
| 24. 混合 誘電 体 の 周波 数 特性 … ree, 操 士 還 る 方 法 う 
25. 季 押 衝 電 林 の 傘 電 符 生 の 近代 式 … ee 相川 究 作 … 中 田 大 治 ・ 植 之 原 道 三 ・ 牙 谷 夫 也 ・ 笑 田 金次郎 
26. Poisson 、 Nisar i tk WS 61、 移動 の 電子 密度 変動 の マイ クロ 渋 測定 ( 王 渉 計 法 ) 
i es ane es eeeere oases a … 二 見 "二郎 ・ 相 叶 香 …… 稲 田 金次郎 ・ 溢 品 統 夫 ・ 植 之 原 道 三 ・ 竹 谷 替 也 
dt FAY KRO MAME NAHE OD 63.。 えす V 決 よる プラ テ ズ ャ 油 夫 Co 
eee snrieenteeenet … 下 地 上 頁 天 … 青 井 三郎 ・ 仲 矢 訪 長 ・ 加 薩 演 ・ 山 本 臣 三 ・ 赤 尾 保男 ・ 田 中 裕二 
- 28, Ot Rn. 大 野 吉 朗 63. Oo 
ey pe 29. i Unister, Gyristor, Resistor ¢ tN NE 2 se anemia mi 保 作 で 生田 補 了 
K ERATE 0 KI CAE Ys EI ea 山 除 康夫 64, RNE RT 2 VRE RT RRR 
‘ ‘30, Durtiog ome DR 5 Et SME cy EE oe … 西 辻 昭 
. Wt C4 導 PT 65, PE Sg 10000 MC 
有 | 31- Manley Rowe の 式 の 遡 用 限界 ee 人 竹 共 溢 バルス) 
PA 13247 チョッ パパ 式 変調 回 路 の 伝 立 関 数 eee 林 。 重 奄 ・ 水 上 孝一 rereeen 謙 一 衛 ・ 植 之 原 道 三 ・ 岩 性 松之助 ・ 稲 田 金次郎 
i 133. 多 断 統 索 子 を 有する チョ CE ei ras 中 津山 峯 男 66、 気 中 マイ クロ 渋 誰 電 か ら の 高調 渋 発生 に お ける 気体 の 故 
94. パパ ラメ rted 3 人 i tS. 
で 自 励 振動 の 個 域 … eerneetem 末 崎 炊 ・ 佐 倉 井 正座 “ … 植 之 原 道 三 ・ 邊 谷 幸也 ・ 衝 田 金次郎 
36. MAMA + A 67. Ro tas ¥ox 
i Rane nov es 上 … 林 。 所 性 ・ 柴 山 。 雄 ・ 西 川 隆一 ese … 板 訪 二村 同 座 上 地 ・ 古 川 計 介 
‘VV 7 MinEEo naa a 68, ln … 官 島 重 並 ・ 山 本 賢三 
NR 80 stot iis tts a etars … 末 崎 暴 ・ 橋 。 走 作 69. 磁界 中 の 拡散 … … 典 田 夫 峰 ・ 山 本 賢三 ・ 浜 島 騰 
i Et a ms iio mc ov "ee GR Gam 70。 磁界 中 の プラ ズ マ 拡散 の 実験 ee 一丸 節 失 ・ 宮 本 俊 脱 
TT do earth ti rio a a … 南 雲 モー * 飯 田 疲 率 ・ 関 口 。 忠 ・ 山 田 直 平 
i Fido CR, TiN (1 ’ 
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72. 六 電 性 管 可 に ょ Sa tt 、 て … 石 橋 造 ・ 高 多 村 博 ・ 太 田 雅 錠 
パー… 野 畑 金 弘 ・ 香 ノ 木 順平 110. HAF OF LINN + OM 
Ee … 篠 原 印 吉 ・ 野 島 敬 一 郎 … 家 田 正 錠 ・ 篠 原 名 吉 ・ 小 倉 立 司 ・ 艇 井 降 堪 
74。 プラズマ ジェ ッ ト の ノズル 特性 111、 ポ イド コロ ナ の 一 つの 測定 に つい で て 上 …… 川 井 栄一 ・ 増 田 化 夫 
… 進 藤 天 蔵 ・ 舘 野 晴雄 ・ 斎 藤 。 健 112. 絶縁 物 の 残留 絶縁 特性 TO 
75. 放 委 埋 に 対す る プラ ラズ マ の 応答 枚 ) …・… esters inte TN DR 
… 高 山 一 男 ・ 池 上 英雄 ・ 宮 崎 茂 113。 負 性 ガス に お ける マイ ラー の 破 堪 CTT う 
76。 プラズマ 中 の パル ス 人 伝播 … 大 谷 泰之 ・ 板 答 良平 ・ 古 谷 洋一 朗 “… “ 堺 。 孝夫 ・ 伊 訂 鳥山 四 男 
77。 電磁 条 帳 波 管 内 の 電子 温度 と イオ ン 温 度 て (パルス 複 探 針 114. 固体 絶縁 物 表 面 に お ける コロ ナ 発 生 条 件 の 検 主 ……e… 小 川 7 哲郎 
法 , 高速 度 写真 及び 分 光 う ーー 山中 千代 術 ・ 山 村 。 異 115. 絶 線 物 の 耐 コ ロナ 性 に 及ば す 湿 度 の 影響 
?8. 療 光 灯 の 際 極 振動 rk GC … 原 仁 吾 ・ 平 林 正司 
… 平 島 正誤 ・ 望 月 仁 ・ 新 谷 治 生 ・ 亀 山 116. 液体 中 の コロ ナー… … 杉 田 度 一 郎 ・ 長 尾 宣夫 
79. Lat ibn 117. 油 中 コロ ナ の 研究 (第 2 報 )・ … 井 関 和 昇 ・ 族 橋 友 
Ee … 大 谷 泰之 ・ 板 谷 良平 ・ 古 谷 洋 一 郎 118. 油 中 コロ ナ の 研究 i CBRE OR 
80. 熱 陰極 放電 筐 の 際 極 振動 ( 策 1 報 ) “ … 水 谷 放 広 ・ 警 原 宏 康 
“ 土井 上 真 春 ・ 久 保 幸 正 ・ 山 本 壮 司 119. 光電 効果 に ょ る 液体 絶 線 物 の 電気 伝導 
員 。 備 圧 放 電 管 の 電気 人 振 - … 富田 但 夫 ・ 平 山 敗 介 本 灯 圭 ・ 杉 本 語族 * 犬 石 「 競 
82. 陽極 振動 と その 渋 形 に つい で て eae 竹山 説 三 ・ 坊 博 120. 高周波 パル ス に よる シリ コー ン 油 の 破壊 
83. 陽光 往 た お ける 振動 の 停止 法 …em……… 大原 省 頁 ・ 高 山 一 田 ener vere a 
84. ホ ロー 除 極 放電 の 探 極 特性 eeeeesereeeeeeeeeeeerereeeeeew 土手 人 敏 導 121. 液体 の 破壊 前 電流 に お ける 端 効果 
85。 ホ ロー 人 険 極 放電 の 負 己 特性 機 村 rt … 谷 藤 七 部 ・ 岳 田 意 一 ・ 岩 竹松 之 助 
Sreeobopsnn … 高 津 清 一 ・ 伊 蘭 富 造 ・ 武 者 利光 122,. bo 
86、 ホ ロー 除 極 放電 に お ける ガス と 材料 の 影 線 es … 光 井 英雄 ・ 住 療 視 ・ 詞 両 下 男 
i … 高 津 。 消 一 ・ 戸 田 利治 123. 衝 繋 火花 の 沿 絡 現象 に つい て 
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224. 新しい 地 電 流 測定 器 の 試作 … … 松 尾 正之 ・ 長 谷川 淳 “ … 田 中 幸吉 ・ 林 品 昭三 
225.、 ディジ タル レベ ル メ ー タ … eee ee 吉 田 。 徹 261. サン プル 値 制 御 系 の 一 形式 … …… 林 重 密 ・ 量 野 。 蜂 : 
226. 一 重 鉄板 を 用 いた 試作 電磁 遮 落 室 に つい て 262. RO > TM ON 
eg … 相 田 義一 ・ 横 島 一郎 ・ 長 塚 明寺 YT … 林 箇 窓 ・ 星 野 聡 ・ 稲 村 彰一 
227. リッ ツ 線 の 高周波 損失 … 8 で eee 有川 ? 赦 信 263. 非線形 サー NE 
228. 才 小 反 肝 の 本 容 か つ 便利 な 求め 方 に つい て eee 石毛 前 丸 介 ee … 山 口 次 郎 ・ 共 井 克 診 ・ 末 光 邦正 
229. 広帯域 用 イン ピー ダン スプ ブリ ッ ジ … ren DR 264. クー ロン 摩擦 が ある サー ボ 系 に 発生 する 振動 に つい て 
230. 70 Mc 帯 伝送 特性 直視 装置 ** … 林 千 博 ・ 双 原 道義 ・ 平 井 一 正 * 鈴 木 康夫 
… 太 田 正光 ・ 二 宮 康明 ・ 稲 宮 高 思 ・ 三 橋 正 五 265. 電線 形 訂 刻 を 孝 褒 し た サー ボ 機 構 の 周波 数 応答 に つい て 
231. ラン ダム ・ プ ロ セ ス に よる 波 器 の 伝送 特性 の 測定 ( そ C2 う ……… 栗 原 道義 ・ 平 井 一 正 ・ 井 上 」 幸美 ・ 和 桁 京 利 所 
の 3) ieseeeemneemeereeereem 冬 原 芳郎 ・ 長 谷川 利治 ・ 平 和 松 。 番 266. 巻 取り 張力 制御 系 の 過渡 特性 一 eeeeeeem 沢 井 善 三郎 ・ 稲 葉 「 博 
232, 低 雑音 ケー ブル 267. 位相 変調 サー ボ 系 補償 要素 . 
… 佐 藤 人 金 作 ・ 菊 池 武 己 ・ 柳 田 。 溢 ・ 井 上 上 頁 利 いつ … 西 村 正 太郎 ・ 津 村 俊弘 ・ 手塚 
233. 測定 用 低 雑音 同軸 エー ド に つい て 268. 伝達 数 測定 装置 ta 
2 … 森 定 温 ・ 中 川 ~ 倫 ・ 前 田 カ < … 入 道真 ・ 西 村 重 志 ・ 野 中 衝 有 7 区 
234. 振動 容量 形 変調 器 の 表面 電位 差分 布 の 影響 269. 直流 機 の 周波 数 応答 に お ける 係数 … 小林 "部 博 
… 内 海 由 者 ・ 阿 部 療 右 衛門 270. 2 相 サ ー ボ モー ター の 特性 に つい て … ……… 圭 内 良郎 
235, 副 転 容量 型 変換 器 … ses evs ees eessvs eee 松山 療 271,. i 短大 
236. CdS 光導 電 素 子 を 用 いた DC-AC 変換 器 ………… 大 野 筋 272. 2 相 サ ー ボ モー ター に 関し 実測 の 動 特性 より 静 特 性 の 修 
237. サー ボ 増 幅 器 の 同調 回 路 の 問題 点 に つい て TE eneboes seagaits rt etre EE 
… 木 下 技 雄 ・ 猪 瀬 文 之 ・ 柏 迫 一 民 273. ヒス テリ シス モー タ の 伝達 関係 
238. 遅延 回 路 を 用 いた 増幅 器 の 内 部 雑音 軽減 法 一 ーー 横島 一 人 郎 EE … 僅 原 芳郎 ・ 河 本 陀 点 ・ 過 我 政 居 
239. パリ スタ に よる T 形 回 路 の 平衡 周波 数 の 制御 274. 3500 p.p.s. に 追従 し うる ステ ッ プ モー タ 
ee 宮 塚 ~ 剛 ・ 志 村 栄一 7 須藤 卓郎 ・ 後 療 達生 
240. 季 相 林 林 用 人 史 搬 桂 導 届 決 才 本間 275. サイ ラ ト ロ ン ・ モ ー タ ・ コ ント ロー ル 回 踏 の 異常 現象 
a … 太 田 正光 ・ 森 未 隆広 ・ 杉 浦 吾 箇 CE EN NSE 立木 ・ ・ 茂 木 一 護 
= 241. メー サー 型 原子 時 計 ……… 長 竹 。 策 ・ 佐 分 利 義和 ・ 小 林 正紀 276. サー ボ 型 究 次 デー タ ・ ホ ー ル ド … … 金 子 英二 ・ 片 木 剣 三郎 
| 242。 ヴィデ オォ アナライザー に つい て ………… 佐 藤 - 亮 策 ・ 山 口 楠 尋 277. 新しい 操作 用 電磁 素子 …… 三 浦 良一 ・ 田 川 憶 三郎 ・ 数 永 
' 243. 超 低 周 波 相 関 計 の 試作 …… 阪 本 控 房 ・ 宮 川 洋 ・ 高 木 末 夫 278、 フ ィ ー ド バ パック 方 式 に ょ る 電子 管 ス ウイ ッ チ 回 路 …… 仲 沢 」 誠二 
” ・ 葛 西 晴雄 ・ 石 渡 挫 政 279. 非 線 型 制御 素子 , EE ) 
0 244. 改良 され た 等 電位 線 自 動 追跡 琶 置 ・eeeeeeeeeereeeeeem 山田 義 osoessede es a eb sas ies … 窪 田 忠弘 ・ 佐 立 順子 
4 245. 近似 的 な 無限 大 電解 そう eeeeeeeeeeeeereereereeererereeeem 柱 沢 。 寛 280. EE CR 
BE st … 田 恵 弘 ・ 前 田 明 志 ・ 田 爪 1 次 
震 自 動 制御 281. サイ ラ ha ン ERM EPECTO 1 . 
. < 六 張 きれ た 飽和 関数 法 に つい て 真鍋 - 箇 治 “ … 容 田 忠 私 ・ 広 川 利男 ・ 上 坂井 幸 定 
Dp 247. 連続 制御 装置 に よ sti OT 282.。 ステ ッ プ モー タ の 動作 に 関す る 一 才 穴 ur 
: RE 西田 富士 夫 ・ 今 井 美 義 ey … 伊 藤 文夫 ・ 土 罰 誠治 ・ 新 村 佳 
3 248. ttarseitre + 2 FSRMRO ta 283. MARMOT + 17FRE EMI i 
a … 西 田 富士 夫 ・ 今 井 美 義 ts … 考 、 司 こ 9 
249. CE Ct eee 属 場 いい 細 治 ・ 福 永 幸 之 介 284. REM ERAT ボ NO ; 
・ 森 本 英男 ・ 林 重雄 ・ 芝 洲 寿 宏 | 革 a … 西 村 正 太郎 ・ 岡 英二 ・ 弓 削 正武 
250. 関門 通過 法 に よる Optimum Design Synthesis に つい て 285. 本 2 人 夫 電 剖検 を 用 いた リレー サー ボ の 実験 
esas 浴 松 、 交 木 “essesansores … 林 千 博 ・ 坂 和 愛 幸 “田村 博 。 
5 も ーー 枯 和 る 286. CR i ee 横田 ーー 
4 peasereria 平 井 平和 郎 ・ 浅 居 喜 代 治 ・ 北 嶋 靖 三 ・ 吉 田 修 豆 287. i ro tr Tem RA 
Re ek RS oh … 土 信 田 存 ・ 尾 山 純一 
: a 平井 下 偽 郎 *. 江 居 井 代 治 ・ te 靖 三 288. 50kW UN Ke 利光 正六 ・ 大 義一 
0 放 25 ティ ジタル 第 倫 に ょ る 補 電 則 捉 系 の . Opiiium 29. 有 き 也 リー ル の 加 六 提 作 に お ける 慰 
i eeteass gieseen nesertens rreee … 尾 山 純一 ・ 金 田 
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290. トラ ンジ スタ 化し た 前 止 セ ルビ ウス 装置 の 定 速 度 側 御 66 放電 気 メッ キ ペ ー マ ロ イ 北 内 の パテ メト 生玉 大 は 


et er … 裕 田 義介 ・ 河 上 仲 炊 ・ 上 妻 一 朗 特性 に つい て 
ROE EE “ … 後 藤 英 一 ・ 相 還 泥 ・ 石 橋 考 私 ・ 中 川 圭介 
et ee …ー 木 . 利信 ・ 其 木 正二 327. 実 葵 用 雄 政 遅 延 線 記 憶 装 置 ピ つい て 
292. 電圧 制御 系 と 速攻 制 御 系 の 相互 王 小 ee … 宮 田村 普 一 ・ 寺 田 浩 亡 ・ 神 田 秦 典 
em 林 重 電 ・ 桑 原 道 終 ・ 岡 田 除 夫 ・ 角 忠夫 328. 磁 究 運 延 線 を 用 いた 標本 化 パ ルス 撃 形 ・ 計 数 回 路 
293. 三 相 交流 電圧 自動 平衡 伝 置 … 奥田 滋 ・ 性 屋 。 労 夫 … orr tdi … 宮 田村 普 一 ・ 寺 田 溶 語 
294. トラ ンジ スタ を 開閉 素子 と し て 使用 し た 直流 定 電圧 装置 329. 回 路 損 失 の 少 い 磁 心 トラ ンジ スタ 遅延 論理 素子 
だ っ で (CTL) 6a We 石田 納 一 ・ 菊 地 正 en ces … 区 地 。 正 ・ 村 二 后 ・ 坂 井 幸雄 
295.、 トラ ンジ スタ に よる 邊 流 発 電機 の 電圧 調整 330. 金属 リボ ポン に よる 超 音 渋 延 線 
sw ass oes ete eos ios … 石 川 情 立 ・ 一 木 利信 we a i a4 … 間 野 洗 太郎 ・ 部 田 覚 太郎 ・ 金 沢 文 棄 
。、 自 励 式 イ ン ペ ー 々 の 最適 制御 … … 上 之 園 末 佐 ・ 町 田 武 旋 Eglen Ct ies に 渋谷 喜 夫 


ステ デ ッ > ッ ビ シン グモ ー タ に 依る 自動 位置 決め ……………… 古 沢 。 億 相沢 辰男 ・ 小 野寺 大 ・ 三 岡 深 ・ 大 沖 哲弥 ・ 大 泉 充 郎 

肖 円 弦 の 直線 近似 に ょ らち ざる 数 値 捉 御方 式 332. クラ イオ トロ ン に つい て … 三 岡 洗 ・ 小 野寺 大 ・ 大 串 喜 夫 

TT | 進 ・ 須 藤 車 郎 ・ 大 和泉 売 郎 ・ 兵 谷 誤 夫 ・ 相 沢 辰男 
は よる 電気 訪 の 温度 制御 RE に 電子 計算 横 

… 中 村 穴 平 ・ 江 口 。 画 ・ 渡 辺 一 護 素子 ……… 小 野寺 大 ・ 大 訓 示 ・ 三 岡 洗 ・ 大 京 郎 

. E> > ライ ス 損 数 値 制御 装置 …………… 元 岡 / 達 ・ 渋 谷 高 夫 ・ 相 沢 辰男 


・* 山 口 楠 雄 ・ 正 田 英介 ・ 橋 本 下 誠 ・ 小 林 堅 吾 334. 超電導 体 落 族 の 自己 盛 場 に よる ヒス テリ シス 現 名 を 利用 
る ボ を 使用 そる デジ タル 制御 の 試作 し た 回 路 素 子 …………… 大 串 。 特 ・ 小 野寺 大 ・ 三 賠 」 で 
sree tee eres sat … 村 上 博史 ・ 斎 共 " 佐 ・ 大 泉 充 朗 ・ 涼 谷 誤 夫 ・ 相 沢 必 男 
試作 プロ セス 制御 系 の 解析 … … 藤 巻 忠雄 ・ 今 泉 利 緒 335. 江崎 ダイ オー ド に よ ょ る 論理 回 路 ………… 岩 片 」 秀 挫 ・ 田 和 盟 
: 極 低温 用 定 温 度 装 置 … 3 …… 志 村 芳 大 336. エサ キダ イオ ー ド を 用 いた 基本 論理 回 路 
常温 に キュ リー 点 を 有する フェ ライ ト を 用 いた 恒温 構 の Evite … 駒 宮 安 男 ・ 緒 方 和男 ・ 田 島 科 昭 
精 夫 湿 度 制 御 に つい て 337. EG ey 
か ……… 高 崎 卓 二郎 ・ 村 上 孝一 ・ 本 名 地 男 ・ 石 塚 。 秋 … 末 宮 安 男 ・ 田 島 裕明 ・ 緒 方 和 男 
ミサ イル 誘導 制御 系 に 関す る 解析 的 考察 … … 条 生 和男 338. エサ キダ イオ ー ド を 用 いた 演算 回 路 の 一 方 法 
ARV ZMHL, RRE ST eeereetssenareemesemerseeee 榎本 葉 ・ 液 辺 昭治 ・ 天 野 横 犬 応 " 
UR i co Se et oat a sh ort … 若 田 和 明 ・ 遠 藤 義昭 339.、 エ ェ サ キタ ダイ オー ド の ディ ジタル 回 路 へ の 応用 
に …… 入 道 A ・ 西 村 重 志 ・ 野 中 寛 er 枚 夏 殺 照 ・ 移 島 健 間 
. 340. フッ ク 型 ダ プ ル ペ ー ス ダイ オー ド を 用 いた ダ ジ タ 回 匠 
; 電気 計算 機 oer he sea …… 長 森 享 三 ・ 吉 沢 了 型 一 ・ 名 山 圭一 蛋 
有 有 3098. わが 国 に ぉ ける 国産 電子 計算 機 の 運転 統計 …ー……… 高 娠 。 悪 341. ie 
有 有 209. 原子 校 研究 所 パラ メト ロン 計算 検 報告 て その 1) ee ee … 大 和 注 一 ・ 楠 ! 莉 任 
放 有 ーー……… 林 。 収 座 ・ 三 清 。 功 ・ 宮 原 。 昭 ・ 大 塚 則夫 sl. MAME + + I> Rn : 
・ 梨 田 館 吉 ・ 相 還 癌 ・ 放 人 和 谷 。 清 Rah I a en et … 柳 沢 舘 ・ 高 移民 護 
ディ ジタル 計算 機 ETL し マッ -75 に つい て i ES 装 造 ・ 高 松 茂行 
| ーー 矢板 徹 ・ 相 磁 秀夫 ・ 松 崎 磯 一 ・ 高 橋 。 茂 344. 強 性 金属 テー プ 磁 心 に お ける 直交 忌 界 の 効果 と その 応 
9 Se 電子 計算 シス テム の シス テム 設計 に つい 用 ese 喜田 村 療 一 ・ 寺 田 減 軒 ・ 村田 臣 一 
Rr … 出 川 護 二 郎 ・ 金 田 和弘 ・ 宮 域 齋 男 345. 2 コア リア クト ロン 
: 0 i F ee 大鳥 信 太郎 ・ 榎 本 共 ・ 白 井 三郎 ・ 小 関 康 
ee eros … 金 田 私 ・ 河 川 奄 346、 パラ メト ロン 用 コア ー の 講 特 性 に つい て (第 5 報 ) | 
lA NEAC-2m8 FAMR> 27 20reia nt eeeeeeemreeeemeerene 宇 氷 。 護 ・ 九 綿 品 和 ・ 佐 藤 秋 信 
hs 2M et Tontost sie seo on nerverenrs … 金 田 私 ・ 宮 域 氷 男 347。 フ ライ ング ・ タ イプ ライ タ を 使用 し た M-I 用 製 表 印 字 装 1 
14. トラ ンジ ス 2 計 生 0 C00 に っ いて 陣 上 esaeeeseneeeeseseereymerererereen 容 究 夫 市 伊吹 六 天 
rr … 艇 清 宜 紀 ・ 欠 木 伸夫 ・ 有 本 車 ・ 原 。 略 夫 i a ie ddl para CR tbe , 
1 で C6020 の 記 地 圧計 つい で ue 杉浦 定 紀 ・ 鈴 森 伸夫 条 梁 雷 に つい て … で 於 韻 。 親 、 安 楽 芳 伸 
64FAC OM241 に つい て … 池 田 故地 ・ 白 鳥 甘 一 ・ 久 保田 宮 天 si it? + 1-2T git ov 
7. 日 立 側 御 用 デア ィ ジタル 計算 機 也 I TAC-502 に っ つい て eee ee … 補 楽 芳 伸 ・ 広 神 三木 座 
eamaevree" 須 藤 車 郎 ・ 三 者 達夫 ・ 島 田 正三 ・ 安 藤 文 地 350. EAC RI | 
相思 層 用 旬 形 太 い の 各回 和 と 出力 波形 … 長 株 享 三 ・ 石 立秋 nite ss di I aa i eas … 講 川 。 撃 ・ 島 谷 和典 
9 番 … 山 田 茂 春 ・ 別 所 照 褒 ・ 山 中 直 rE NNT MA EE espahet 
2 周波 記憶 訂 心 ee 七 介 祐三 ・ 森 沢 松 奴 ・ 松 本 憶 置 に た つい て eosereerereeeeee 川 民 易 ・ 佐 座 弘毅 


: ・ 山 田 茂 春 ・ 久 利 歌 三 
読 み 書 き 回 路 を 互 に 直交 し た 記憶 装置 eeeeeeweeeeu…… 岡 田 文平 
二 用 波 メ モリ アド レス 選択 回 路 


・ フェ ライ トコ ア の 磁気 録音 ヘッ ド eeeeee 川 叉 。 晃 ・ 川 島 催 一 郎 
・ 磁気 ドラ ム 書 込 読出 回 路 
… 木 下 事 次 郎 ・ 安 広 如 夫 ・ 鈴 木 良 拓 ・ 岡 般 夫 


33823. ダイ オー ド ・ コ ン デ ン サ ー 記 梓 装 置 …… 野 村 民 也 ・ 五 十 山 良 
4。 江崎 ダイ オー ド を 用 いた 札 憶 回 路 ……… 胸 宮 容 男 ・ 艇 山武 

エサ キ ・ ダ イオ ー ド に よる 高速 記憶 装置 

い et aeeare nnererreeetesee ete 高橋 茂 . 石井 治 
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1233、 フ ェ ラ イト を 用 いた UHF 回 路 1273. ミ EE 

石川 伝 一 福士 「 明 ・ 葵 沢 。 模 ・ 家 入 精 二 … 伸 坊 由 正 ・ 鶴 - 宏 ・ 修 件 昭 才 
4 四 四 形 デ イツ レグ CV いて i EOSORAMFONE tne … 野 田 健一 ・ 山 口 和男 
… 吉 田 信一郎 ・ 安 藤 治男 ・ 高 須 新 一 郎 1275. 誘電 体内 装 導 波 和 に よる TEo1 モー ド の 伝送 ……… 野 田 健一 
1235, Strip Line Y-Circulator.. ……… 喜 田 信 一 郎 ・ 高 須 新 一 郎 1276, 螺旋 避 波 答 の ミリ 波 伝 送 実 除 
1236. へ リ カル 型 半 同 軸 同 調 器 …… … 高 橋 催 一 Er “宮崎 進 ・ 石 川 浩 義 "村田 中 閣 
1237。 マイ クロ スト リッ プ 線 路 に よる 二 腰 分 布 定数 線路 ろ 渋 器 1277. らせん 円 形 導 波 筐 の ミリ 波 ペ パル ス 実 験 … 中 原 恒雄 ・ 意 内 窓 孝 
の 実験 ーーeeeeeeeemeer 溢 山 。 敬 ・ 豊 永 備 計 ・ 百 石 高 導 1278. 全 姿 態 固定 滅 論 器 に つい て ・… "本田 均 ・ 横 山幸 刷 
1238. 2 重 姿 婚 空 胴 を 使用 し た 狗 導 M 型 帯域 泊 波 器 ………… 艇 浦 実 彦 。 1279. 円 形 モ ー ド 用 方 向 性 結合 器 … に 
1239. マル チ ・ リ エン トラ ント 形 ス トリ ッ プ 線 流 器 1280. 48Gc 中 心 励 拓 型 バイブ リッド ee 飯 口 斉一 ・ 山 加 箱田 
neemsateees eneten ee 熊谷 三郎 ・ 阿 座 上 孝 。 1281. 同和 帆 コ ー ド の 外部 導体 編 組 に ょ る 損失 … 中 村 二郎 ・ 深 谷 信男 
1240. 分 布 結 合 形 スト リッ プ 線 渋 回 1282, EV tS て 
… 熊 谷 三郎 ・ 阿 座 上 地 ・ 国 米 正和 rh … 小 叉 彰男 “山岸 次 内 
ot. ESR NOt ER RR 
… … 溢 出 。 菩 ・ 折 石 高義 ・ 豊 永 公 郎 … 井 原 芳雄 ・ 橋 本 博 ・ 木 村 。「 江 ・ 石 川 伝 人 
SO WEE ・ 増 田 地 雄 ・ 大 橋 孔 天 ・ 菅 原 英 疹 ・ 松 尾 懲 ・ 稲 垣 隆司 
ryt pi eaeerex 田 中 邦夫 a ERE EZ 
1244. マイ クロ 波高 調 波 分 離 装置 … …… 川 橋 。 猛 ・ 佐 藤 。 女 … 森 田 注 ・ 末 武 国 弘 ・ 入 江 浩一 * 内 薄 「 商 
1245. UHF 帯 大 電力 用 分 波 器 の 試作 ………… 大 橋 啓吾 ・ 石 井 秀男 1285. マイ クロ 波 に 於 ける 燈 融 石炭 の e の 温度 係数 及び tan? 
1246. ダイ プレ クサ ー の 一 考察 の 測定 … … 移 井 久義 ・ 田 諦 信子 
… 高 須 五 十 姫 ・ 鈴 田 但 次 ・ 清 水 保定 ・ 朝 田 党 1286.、 ミリ 渋 簡易 型 カ ロリ メー タ 
oul. MMR RIG EE OT …… 佐 藤 。 昭 ・ 大 井 国 夫 ・ 石 井 宗 典 ・ 荷 口 庶 王 郎 
… 小 池 補 太 郎 ・ 域 取 睦 1287。 マイ クロ 波 カ ロリ メー タ に お ける 中 収 体 の 形状 
oie. WkttF XE 2 uN EO … 大 井 国 夫 ・ 柏 木 厚 ・ 石 井 宗 典 ・ 荷 口 康一郎 
A 稚 、 守口 信 紅 ・ 大 島 。 克 1288. 10 kMc 帯 減衰 量 標 準 装置 …… … 岩 瀬 ・ 忠治 ・ 犬 森 俊一 
249. shor stoTeD sp CueEs riNF © 1289. マイ クロ 波 イ ン ピ ー タ ンス 直視 装置 < 第 二 報 う 
Re … 松 田 季 才 ・ 岩 濯 ・ 竹 島 - 恵 昭 …・ 岡 村 総 吾 ・ 大 越 孝 敬 ・ 吉 本 博幸 ・ 新 井 」 益 夫 
Io50 WERE ERD RINA > IOS RE AAA 稲富 高 思 
a 相馬 昭二 ・ 十 川 環 夫 1291. 反射 点 測定 の 一 方 式 … … 稲 所 信 術 ・ 菊 島 政司 
1251. 6 Gc 帯 左右 両 旋 円 偏 波 分 離 回路 ……… 喜 連 川 隆 ・ 立 川浦 兵 術 1292。 員数 の 新しい 抽 夫 ・ teers Ho 
1252. 11Gc 帯 直 交 直 線 儲 波 分 離 回 路 ……………- 宮 連 川 隆 ・ 立 川 清 兵 術 1293、 民間 下 徐 相 器 を 用 いた 尺 方 向 イン ビー ダン ス 邊 補導 
1253、 マ イク ロ 波 移 相 回 ……… 岡村 史 良 ・ 菅 野 正志 ・ 角 田 稚 RS 土屋 正 次 
1254. 磁界 結合 形 導 渋 管 弁 別 器 =eeeeeeeeeemeema 形 野 信夫 ・ 浅 原 。 勝 OS Ne RN 
1255. タイ キー ド を 用 いた 超短波 高速 度 切 換 器 の 試作 Orrrrrrremetrermemrereemresemmererameerrmmerteme 柳井 久義 ・ 池 田 謙一 
… 佐 藤 利三郎 ・ 佐 共 源 頁 ・ 高 橋 。 意 ・ 野 島 。 普 EE RSA RNG 
1256 クリ スタ ル タイ オォ オード に よる マイ ク ロ 波 回 路 の 開閉 と seesse sesese ose eee ces ose se … 田 原 清 一 . 三宅 隆 
その 応用 … - 高尾 毅 夫 1296. RC OE 
HRT ER RTA WR 方 式 の 研究 第 二 報 ) … … 末 武 国 弘 ・ 山 果 り 成一 
a …… 立 沢 。 安 ・ 佐 藤 。 女 1297. HS 波 型 と He 波 型 と の 分 布 結合 係数 の 測定 に つい て ; 
mt. EEE DARA ER WAST Sa i 
NC- … 岩 片 秀雄 ・ 小 原 啓 義 ・ 千 葉 俊和 所 。 1298. 共振 法 に よる ミリ 波線 路 の 減衰 測 定 … … 柏 楽 き き 湊 2 
1259. 高 損失 材料 を 用 い cg … 移 井 久義 ・ 館 野 。 琴 。 1299. 高い @ 位 の 測定 法 … … 牧 本 利夫 ・ 弓 場 す 方 治 
1260. 同軸 系 tractorial 無 反 射 終端 … … 荒 木 族 一朗 1300. ミリ 渋 た に お ける イン ピー タダ ンス 測定 法 … … 箇 本 愛 之 助 
tg OV 1301. 電子 スピ ン 共 鳴 を 応用 し た さり リ 波 周波 数 標準 ポ 
研究 箇 才 ーー 未 園 私 ・ 山 脆 成一 ・ 黒 沼 区 re erasereeeeereeeee 間 村 総理 ・ 川 上 彰 三 郎 
1262. 部 波 穫 抵 抗 淡 論 器 の 減 座 特 性 … 高橋 久夫 ・ 佐 野 広 玉 郎 。 1302. 探索 用 ミリ 波 FM レー ダー の 軍 離 分 解 能 に つい て ’ 
1263. re EL … 熊 答 三郎 ・ 松 尾 。 優 ・ 桜 井 照男 
2 ee … 石 田 哲朗 ・ 虫 明 康 人 1303. TWT レー ダ 表 尼寺 の 実用 時 : Pi 
1264. 円 形 誤 波 管 TEi1 波 伝 送 線路 ・ ea rt 林 周一 ・ 永 井 虎 雄 ・ 吉 田 孝 ・ 竹 内 誠一 郎 
1265: 2 442 WEE 2 MMO 1304、 高 突 定 度 電 測 装置 ………・ 稲 毛 信 衛 ・ 江 戸 都 助 * 渡 辺 ) 功 
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3 1543. Esaki Diode と Bacls Ward Diode を 組み 合わ せ た 回 1582. リア テア クタ ンス 管 方 式 に よる トラ ンジ スタ LC 発 振 和 器 の 周 TT RR 
路 素 子 て その 1) ・ー … 宏 田 順一 ・ 田 玉 和希 波数 突 定 化 の 一 例 … i ま 圭 因 直 の 
L 1544. エサ キダ イオ ー ド に よる 発振 回 路 に つい て 1583. リア クタ ンス トラ ンジ スタ 回 路 計 生 * 
a na SR ti 島崎 俊 助 ・ 大 畑 敬 夫 … 情 田 五大 ・ 石 井 正博 ・ 竹 破 健太 0 
, 1545. ェ ナ キ ダイ オー ド に よる 水晶 発振 回 路 … 鳥 崎 人 助 ・ 上 杉 。 功 。 1584.。 トラ ンジ スタ ・ ウ ィ ー ン プリ ッ ジ 発振 器 に つい て … 寺田 a 
+ 1546. エサ キタ ダイオード に よ RANGE 1585.0 RC 発振 嫌 に お ける 電圧 同調 の 一 方 式 mn が 向 0 
放 Re 島崎 俊 助 ・ 山 浦 避 夫 1586. トラ ンジ スタ 並列 T 型 R-C A 進 
" 1547。 エ サキ ダイ オー A 1 ンジ SR Ee WE Rd S a 
4 喜安 六 市 ・ 伏 見 和郎 ・ 小 筑 典 居 ・ 新 山 。 夏 。  1588. トラ ンジ スタ 多 本 発振器 … 捕 田 五大 ・ 新 谷 治 生 ・ 前 田 旬 吉 和 
有 有 1548. MT に ょ る エサ キダ イオ ー ド 対 の 立上り 時 間 の 計算 る 8 涯 作 ーー 江 人 0 
本章 夫人 伏 見 、 和 拭き 疹 山 素 宏 0 MMAR RESET Sr Ls 発振 回 路 に 
1549. 非 直 線 抵 抗 を 用 いた CR 型 周波 数 選択 器 ee 宇野 正美 4 MR mm … 田 川 層 三郎 ・ 数 未 OY 
1550. ce CR OR RR AE RR 
tt Et … 鹿 野茂 ・ 小 林 久 人 江見 義弘 ・ 黒 部 貞一 ・ 田 リ , 1 
1592. 磁場 内 に お ける パラ メト ロン 論理 動作 の 安定 限 界 
1551. トラ ンジ スタ を 用 いた 直流 定 電 圧 回 天 - ・ 田 中 末 雄 ・ 塩 見 一 0 Oe 大 科 ご 「 谷 未 。 譜 答 
1552. a Re En 中 村 欲 雄 NE EE 福間 協 一 ・ 更 田 博昭 
Tas : 大 河内 正 陽 ・ 衣 政美 1594. 洗 膜 に お ける 特性 と パラ メト ロン 発振 CT CO 大 島 信 太郎 貞 
朋 1554. DC-DC コン ペー ター の 一 方 式 …………… 村 上 信郎 ・ 本 間 孝道 ・ 概 本 葉 ・ 上 株 鉄 三 備 ・ 波 辺 昭治 小関! 康典 0 
1555. トラ ンジ スタ を 休 っ た 同期 吉 誠 則 … … 大 野田 ・ 神 野 正 1595. めがね 形 ペ パラ メト ロン の 尋 お いらい 振動 a 
1556 dt RD 土屋 久 一 ・ 西 村 正俊 1596. お 2 トロ ョ ロン に ょ る 信号 音 の 発生 回 路 
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de … 都 丸 敬介 ・ 花 論 幸 四郎 ・ 吉 田 庄司 1631. トラ ンジ スタ に よる サー ボ モ ー タ の 寂 動 
1597、 パ ラメ トロ ン の 人 励 振 渋 形 の 発振 へ の 影響 re … 助 川 徳 三 ・ 松 平 正寿 ・ 洪 巣 世 之 助 
RR RR … 大 和 茂樹 ・ 高 二 三 夫 1632. 邊 形 波乱 振 に ょ る 微小 入力 磁気 変調 器 … … 川 ロロ 〒 代 三 
1598. 広帯域 分 周 還 の 一 方 法 に つい て … ……… 有 丹野 頼 元 1633. 電子 回 路 用 低温 恒温 檜 (特に トラ ンジ ス 林 洋 央 押 用 
1599. 「 綴 誘電 体 を 用 いた パラ メー タ 励 振 に つい て の 応用 と し て eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeem* 承 田 答 ・ 阿 部 並 右 エ 門 
A fs 野田 健三 郎 ・ 富 安 隊 一 1634. 無 接 点 式 水 品 用 便 温 槽 …… 三 宅 康友 ・ 高 橋 信夫 ・ 水 谷 癌 
1600. ダイ オー ド 際 慣 容 量 を 用 いた 進行 波形 パラ メー タ 増 帆 較 1635. エレクトロニック カウ シン ター の 測定 法 
の 設計 法 に つい て ・ … 熊 谷 三郎 ・ 富 谷 除 堪 covese ses sseerasss eps sassener ……“ 片 上 森 三 郎 ・ 花 存 宏 女 
1601. 非 能 和 ト ラン ジス タ ・ パ ルス アン プ の 一 例 1636. サイ ラ ト ロ ン 増 幅 器 の 応用 に つい て …… 青 槻 健次 ・ 小 迫 秀夫 
Setsevesereses …: 阪 本 控 房 ・ チャ ー ル ス ・ コ ー ヘ ペン 1637. ミ ラー 積分 回 の CR 定数 の 分 配 庄 ーーceeeeeeeeeeereree* 声 田 装 
| 16024 ペル ズ 回 鷺 に お ける 高速 ツェ ー ナ ・ ダ イオ ー ド の 応用 1638. 選別 回 路 に 関す る 二 ., 三 の 実験 
oeree eter … 灯 村 和雄 ・ 長 田 昭 太郎 eeteeeeeeeeeteemeeereeereereew 古 屋 細 夫 ・ 松 本 佐良 ・ 電 野 国 夫 
1603. 同 皿 ケー プル を 用 いた Nano second パル ス 変 圧 里 … 林 厳 尋 a 2 ま 
、 16043 トラ ンジ スィ え 単 安定 マル チ の 温度 特 柏 … … 千 葉 , 幸 正 デビ ジョ 
衣 1605. ランジュ スタ を 単 安定 型 マ ル チ バ イプ レー タ に 関す る 一 実 1639. 怠 域 圧縮 伝送 方 式 … iis oo i 仙 本 隊 
EN 5 験 ーー ee … 三 浦 。 務 ・ 真 野 国 失 1640. 直線 予測 に ょ る テレ ビ 信 号 の 短 域 圧 繕 の 限界 
が T1606 放 j デ ンジ スタ 同定 パイ アス 型 不 飼 和 フ リッ プ フ ロ ッ プ に ee … 溢 。 保夫 ・ 田 中 範夫 
WP 7 だ ば る スピ ビ ピー ドア テッ プ ・ コ ン デ ン サ に つい て ……… 平 田 威 話 1641. 蓄積 答 を 利用 し た 狭 帯 域 ITV 
放 1607 導 トラ ンジ スタ クタ フリップフロッ プ の 静 特 性 … ……… 佐 藤 忠司 … 衝 野 雄一 ・ 小 老 。 寛 ・ 括 本 和 成 ・ 三 宅 。 一斉 
放 語 16084 放 ガン ジス タフ リッ プ フ ロ > oCRO 2 1642。 イメ ー ジ オル シコ ン の 第 2Knee の 利用 に 関す る 一 考察 
り 有 感度 に つい て - … 大 矢 護 一 郎 etre 精液 消 二 ・ 平 山 勤 ・ 北 沢 幸治 
co トラン ジェ タ 化 っ リップ フロ ッ プ の 過度 応答 た つい て 1643. ブラ ウン 管 の フレ テア に つい て ・… EE 
半 a 有 住 徹 弥 ・ 鈴 木 隆夫 ・ 高 橋 利 1644. 自動 番組 切換 装置 ee … 今 村 正二 ・ 同 部 勝美 
1610 放 床 ラ ンジ スタ ゲイ ト を 用 いた 同期 形 フ リッ プ フ ロ ッ プ の 1645. 6 種 の 2 次 曲線 ワイ pe 
有 | 駆動 回 路 eeeveeeeeeeeeee …:* 中 塚 正 三郎 ・ 志 井 芳昭 ee 今村 正二 ・ 阿 部 勝美 ・ 高 橋 禄 紅 ・ 中 村 喜 代 造 
1611. 高速 BINARY の 限界 に つい て 1646. テレ ビ 同 期 信号 通 降 回 踏 を 利用 する 水 品 時 計 ………… 池 田 辰夫 
本 科 2e の erese eaeaiiee i 木 容 恵一 ・ 中 村 新 太郎 ・ 和 後藤 三 咽 1647. サン プリ ング 制御 理論 を 用 いた テレ ビジ ョ ン AFC 回 路 
平 術 型 トラ ンジ スタ ・ ス イッ チ (同期 う の 解 折 ーーeeeeeeeeeeeeeeeeeemem* 評 村 安志 ・ 三 井 信 堪 
a …… 栗 屋 。 洒 ・ 山 沢 潤 三 ・ 川 島津 三郎 1648. ウォ ー キ ー, ルッ キー 同 培 結 合 の 一 方 式 
FAG REFN (御代 pnpnp スイ ND tener: 林 文 堪 ・ 突 穴 文 載 ・ 成 田 下 
ee catesissss tase … 山 潤 金 天 1649. テ レビ ジョ Dna ts 
a a Pnpn 回 路 の スイ ッ チ 動作 て 第 2 報 う Pe bata ste … 訂 村 安志 ・ 三 井 信 載 ・ 上 原 際 司 
EES Fie css so goe noo eso vs is … 起 薩 文 還 ・ 山 田 治夫 1650. 800 Mc ウォ ー キ ー ル ッ キ ー 送 受信 装置 
Prt t? 227 a +>ZRRE eeeeereeeeeeeeeeeemreeemeeeeereemreeey 声 田 願 作 ・ 石 引 道 朗 
y hee i … 大 川原 忠義 1651.。 カラ ー テ レビ カメ ラ の 色 再 現 性 の 潤 定 
1616. トラ ンジ スク 2?・ - 79> キン ME SCOR eR ns is 駒井 双 二 ・ 林 安 三 ・ 仁 杜 俊夫 ・ 杉 浦 幸 暴 
計 0 A 吉川 義博 。 1652. 3 IIO0、 カ ラー カメ ラ 。 特 に その 光学 系 の 改良 に つい て 
17 OT て reeserereerer 加納 。 旦 一 ・ 木 田 満 洲 男 
Rs rr ee … 田 村 准 一 ・ 水 谷 。 博 ・ 蓮 井 浩 誤 1653、 カ ラー hk i 2 
トラ ンジ ス pits ジタル 回 路 “rs eoreeeee 加 納豆 一 ・ 木 田 満 洲 男 『 
iene … 元 岡 em 護 ・ 金 山容 1654、 カ ラー タイ RC eveevmeeeveseweereeremeeemeee 有 岡 。 葵 
ん シュ ミッ ト 回 路 ee…… 朝 柳 健次 ・ 小 林 立 逆 1655. 磁気 テー 7 Vat ma 
% em し て も つ ダ プル バ パルス へ 輸 木 村 二 ・ 木 村 、 悦郎 ・ 横 山 交 吉 
テクト ョ > 回 旬 N656 VTR MR OM MSY 
計 放 放 鈴木 務 ・ 新 信治 生 ・ 伊 理 人 史 ・ ・ 前 田 軍歌 rerereeeeeeeeereeeremeee 夏 原 芳郎 ・ 河 本 形 牙 
1 立正 り 時 叩 の 得 い パル ス 回 路 に つい て 1657。 ア ン ペ ックス 型 VTR の ペ ネ シ ャ ン 効 果 に 関す る 一 才 察 
に 7 飯島 人 一 ・ 土 属 邊 許 ・ 上 田 。 愚 ・ 府 川 博 太 reeseyertreeeeeeeeeeeeeemmenWeeeemme 末 村 悦郎 ・ 横 山 誤 
誠 112 チ ング 回 欠 の トリ ガー に つい て … 川 叉 。 時 ・ 大 島 私 吾 1658, ビデ オタ ー プ の 愉 際 法 に つい て 
流用 送受 切換 回 路 …… 杉 長介 ・ 欠 ヶ 答 武 堆 ・ 高 橋 弘治 i … 桶 流 滑 二 ・ 松 崎 洗 次郎 ・ 守 山 商 郎 ・ 林 。 議 一 
DNR ONE O mr i 1659. VTR oT 
4 re ES 細田 悦 次 1660. VTR 齋 芝 方 式 に っ いて ・… NE tr A 
比 よ png opti Ps et 1661、 東芝 方 式 VTR 凌 較 の 試作 ees eseavreuiaaa cos eveeeiee ese。 aang Get 
NES enn emstnenn i mR 
{ a ri i ee 次 木 柏 二 ・ 吉 田 順 作 ・ 木 村 悦郎 ・ 模 山 克 席 
* 岩 沢 。 洋 ・ 和 倫 勝馬 ・ 座 田 伯 夫 
KC レル ・ プ ブッ シュ ブル ・ ハ イプ リッ ド 回 路 weeeeeeeeev 窒 城 正久 1663. a Mi be I se Ac ン 化 方 式 
ER A 2 Piet ois eens 欠 林 棒 二 ・ 岩 沢 。 問 ・ 木 村 悦郎 
OAR OI etter 避 月 人 仁 い 新谷 治 目 1064. テレ ピ 信 坊 の ラレー コシ ご 方 計 Kk 
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… 鈴 木 桂 二 ・ 横 山 克 吉 … 岡 田 忠 祈 ・ 基 ・ 薬 野 庶 十 
1665. 磁気 テー プレ コー ダー を 使用 する テレ ビ 信 号 の ライ ン 数 1695. EN NM cs i iis 
変換 方 式 sneseurre nesses ‘ … 心 鈴木 栓 三 * 横山 克哉 seese esate oss ae t 青井 三郎 ・ 大 和久 修三 « 新保 許 
1666. カラ ー VTR 用 低 撤 送 波 FM こ お け る ビー ト 妨 和 1696. VOR 装置 ES I ees ・ 山 中 恒夫 ・ 門 田 。 均 
と その 除去 対策 eee … 衝 半 稔 ・ 山 本 泰 ・ 仲 春男 
1667. VTR に お ける 低 撤 送 波 FM 雑音 の 一 考察 吉田 順 作 1697. 近 距 離 に お ける 方 位 誤 部 ee 大田) 
1668. 色 度 信号 線上 央 次 式 カ ラー VTR アテ アダ プター 1698. 電波 の 到来 方 位 の 変動 幅 の 距離 特性 た に つい て 
… … 鈴 木 桂 二 ・ 吉 田 、 順 作 ・ 稲 津 。 移 二条 弱 基 ・ 道 正 喜一 ・ 楠 正則 ・ 注 水 宮 次 
1669. 50kW TV 放送 機 用 電力 増幅 器 並 に 出力 同 由 回路 に つい て 1699. 大 規模 な 遊 基 実 験 室 た つい て ere … 宮 田 正 療 
NN き 天 誠人 ! 郎 ・ 吉 田 哲雄 ・ 青 山 密 太郎 ・ 永 田 範夫 ・ 小 松 聞 三 ・ 古 橋 好夫 ・ 園 山里 人 名 
* 斎 藤 正夫 ・ 坂 井 正 1700. 非 線 型 計画 法 の 線路 設計 へ の 応用 … evrem 棋 井 滴 
1670. 新設 計 の TV 放送 機 に つい て 1701. 格子 形 通信 綱 <ee eeveen emm esoses eeaevaeserrereeee reeeeeeeenti 多 瀬 境 
SS … 大 島 恒 太郎 ・ 青 山 密 太郎 ・ 坂 井 形 1702。 リ ニヤ ャ ヤプログ ラミ ング に よる 最適 線路 網 形態 の 構成 法 
1671. テレ ビ 送 信用 ハー モニ ッ ク フ ィ ル ター の 設計 neers ses areeee «sooessiese sssere …… 床 沼 英生 
… 佐 藤 利 三郎 ・ 大 野 忠 奴 ・ 護 山 厚 ・ 太 田 競 1703. 写 相 高周波 所 動 を 利用 し た 想 回 岐 四 箇 伝送 方 式 の 概要 
1672. 永久 磁石 を 用 いた TV 受像 機 の 画質 改善 ga … 高 木 想 ・ 宮 野 国 半 
ee … 野 口 文 放 ・ 加 藤 徳治 ・ 小 孝 。 寛 1704. 大 地 を 伝送 路 と する 通信 
1673. トラ ンジ スタ 水平 偏向 回 路 に お ける 含 向 帯 補正 の 一 方 法 。 … 佐 藤 利 三郎 ・ 井 上 利男 ・ 中 帆 ) 登 
a … 沼 口 安 隆 1705. 非線形 素子 を 使用 し た 通話 回 路 の 一 考察 
1674. 完全 自動 利得 制御 方 式 …… 東 士郎 大 ・ 了 腹 。 人 雄 ・ 高 谷 過 三 ee 王 浦 宏 康 ・ 高 場 武志 ・ 岡 本 格 芳 ・ 小 関 導 郎 
1675. カカ ラー 受像 機 用 遅 廷 線 ……… 菊 池 武 己 ・ 青 山 普 次 ・ 和 久井 正 国 1706. Subsampling PCM 方 式 … 星 子 幸男 ・ 木 村 和雄 ・ 長 田 軌 太郎 
1676. PE 空隙 平形 単 心 ケー プル と TV 共同 聴 視 の 一 新 方 式 1707.、 ラン ダム 信号 発生 器用 定 差 変調 品 ……… 水 口 一 ・ 富 氷 )」 床 
eee sereseess … 荒 川 郊 明 ・ 宮 崎 重樹 1708. ピー ム 切 替 管 を 利用 し た PCM 符号 ・ 復 号 器 
1677. TV 共同 了 路 視 用 線路 増幅 器 … 田 中 米 治 ・ 山 下 一 美 ・ 細 川 省 一 ・ 谷 口 「 正 
= … 博 田 五大 ・ 石 井 正博 ・ 竹 股 侍 大 ・ 東 士郎 太 1709. 遅 延 線 を 利用 し た 定 券 変調 多重 通信 続報 ) 
1678. 螺 線 形 伝送 線路 か ら の 漏洩 電界 に つい て … 田 中 米 治 ・ 北 浜 」 安夫 ・ 細 川 省 一 
… 永 井 健三 ・ 佐 藤 利 三 人 婦 ・ 千 葉 二郎 ・ 伊 藤 瑞 男 1710. 全 ト ラン ジス タ 式 多重 定 差 変調 端 局 装置 erasreeetvereeee see eee 
1679. テレ ピジョン 共同 受信 設備 か ら の 漏洩 電磁 界 に つい て ーー…… eesvseesese … 仲 丸 直正 ・ 関 本 忠弘 ・ 金 子 商 志 
永井 侍 三 ・ 佐 疹 利三郎 ・ 千 葉 二郎 ・ 塗 。 道 雄 ・ 管 泉 公 英 1711. トラ ンジ スタ 高速 計数 回 路 … … 川 島 将 男 ・ 橘 下 重 間 
いい ri2.. 2 RRR ER 芳 治 
電 気 通 信 1713. 票 空 細 蓄 同 帆 ケー プル 搬送 中 弥 較 で …… 芳 根 寛 樹 ・ 桶 。 和志 直 
1680. 7.5kMc 帯 FM 負 帰 本 高 感度 送受 信 機 1714. 全 ト ラン ジス メタ 化 240 通話 路 搬 送電 話 端 局 装 置 に つい て 
aesseeesereeeeeer 丈 浜 徴 郎 ・ 足 立 貞 昼 ・ 中 原 裕一 ・ 松 永久 灯 ease areneeeveeereeeereeseeerers 永田 穂 ・ 岡 村 思 見 ・ 吉 元 車 
1681. 7.5kMc 帯 全 進行 波 管 中 継 機 1715. 伝送 機器 用 トラ ンジ スタ の 安定 度 調 査 結 果 に つい て 
eraserseeeesesreeeeeereereerer* 中 原 裕一 . 松永 久 確 . 岩 漆 昌 博 er 色 摩 高 次 郎 . 石田 正和 男 . 平塚 害 一 
1682. 広帯域 見 問 し 外 通 信 パ ラメ トロ ン 増 幅 装置 の 実用 試験 1716. トラ ンジ スタ リレー に よる 多 周 波 受 信 器 
nesses essere 作 万 永 ・ 岡 島 徹 ・ 中 村 宴 男 sassre ase senaas ass essese … 天 野 昇 和 ・ 森 下 ks 
1683. 日 本 平 一 浜松 間 長 距離 テレ ビジ ョ ン 中 継 回 線 に つい て 1717. 帰還 分 周回 路 の 一 形式 … … 川 島 将 男 ・ 秀 下 重 彰 
ereseeee< 吉 田 二 三 夫 ・ 勝 瀬 安 芳 ・ 川 拉 。 猛 ・ 黒 田 隆二 1718. トン ネル ダイ オー ド と ダブ プル ベー スタ ダイ オー ド を 用 いた 
1684。 トラ ンジ スタ 化 120,00 Mc 帯 通 信 装置 線路 増幅 器 に つい て eseeeeerer・ 定 田村 普 一 ・ 水 谷 ” 博 
ーー 麻田 正典 ・ 川 橋 猛 ・ 富 沢 理 ・ 黒 田 隆二 1719. 無 装荷 用 双方 向 中 継 器 …… 松 本 俊行 ・ 国 藤 競 之 ・ 近 藤 清美 
1685. 移動 無線 に お ける 送信 機 の 相互 変調 に つい て MR ns i ia Be; 
tt ee ee 閑 水 7 除 広 * 谷 放 デ 正 一 ee … 偽 原 芳郎 ・ 加 藤久 二 ・ 長 谷川 清久 
1686. 列車 無線 電話 の 技術 的 諸 問 題 1721. 大 総括 局 中 継 交換 方 式 に つい て 
reesereereeeeeeeeeeeeeereeree* 来 力 平 ・ 丸 浜 徹郎 ・ 寺 井 和己 reese … 石 井 隆一 ・ 座 部 線 一 ・ 渡 部 一 夫 
1687. 国鉄 東海 道 列車 無線 電話 計画 1722. 高速 度 FS 変 復 調 方 式 に つい て 
a Fe ST aS ーー 来 豊平 ・ 丸 浜 徹郎 ・ 寺 井 和己 a a Ea … 涯 上 利 秋 ・ 江 頭 。 望 ・ 須 具 信久 
1688. S/N 選別 に ょ る 無線 回 線 の 自動 選択 装置 TD RR EI 
eresemssseeserresesreeemerrrerereeersereeeee* 中 林 進 ・ 紫 崎 道夫 ーー 高橋 久太郎 ・ 林 竜 放 ・ 培 上 利 秋 ・ 江 頭 7 塵 
1689。 エ コー 歪 に 関す る 一 考察 青井 三郎 ・ 大 和久 修三 ・ 新 保 修 ・ 友 成 治夫 ・ 桜 井 喜 三郎 
1690. 超 多 重 角 変 調 方 式 に お ける 窒 及 び S-N 比 に と つい て ; 1724. 写真 電送 の 階 調 再現 に 対す る 考察 \ 


ceese shorssseessesseesseseeresesersereeeeeeeeeesn 松本 正 ・ 深 井 一 郎 eS … 奥 村 宜 放 ・ 多 賀 敏郎 ・ 金 子 元 昭 
・ パリ アプ ブル キャ パシ タ を 利用 し た 位相 変調 器 RN SIG 

eeeaeeeaeeeeeeremeeeem* 申 川 秀夫 ・ 山 本 奏 ・ 塚 原 文夫 … 窒 田 落 次 郎 ・ 小 林 一雄 ・ 岡 島 褒 太郎 ・ 南 保 了 昭 香 
. 水晶 制御 発振 器 の 周 渋 数 直接 制御 方 式 に ょ る 小型 FS 電 1726. SiPNPN スイ ッ チ の 電信 装置 へ の 応用 

鍵 装 置 -ーーーeeeeeeeeeeemeemr…* 岡田 忠 補 ・ 平 井 宏 知 ・ 校 条 達郎 ae nerssee i 世 国 料 療 二 * 米谷: 板 深 衝 末 計 洛 外 
. SSB 通信 用 メカ ニカ ルフ ィ ル タ に つい て 1227、 エ レク トロ ニク CTC の 搬送 部 に つい て 

eee 清水 英治 ・ 高 泰夫 ・ 浦 吉弘 ・ 高 橋 昭三 ere 保原 光雄 ・ 市 川 邦彦 ・ 中 村 泰 ・ 藤 森 昇 治 
. 水晶 制御 に ょ る 広帯域 周波 数 可変 リア クタ ンス 管 発振 回 1728. RC 

を 用 いた 自動 周波 数 制御 回 路 ener antenemenen ……… 青 柳 健次 ・ 長 岡 崇 雄 
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1729. 一 進 容 号 通 信 系 に お ける 符号 素子 の 検出 率 に 関す る 一 の 


実験 に つい TT 金 多 正弘 ・ 嶋 正 地 ‘ 豊岡 一 司 

1730. SR 
i tenererveeeteH 手 幸男 ・ 欧 谷 孝夫 ・ 大 川原 忠 議 
1731。 パラ メト ロン 護 元 の 誤 と 動作 マー ジン ener meeeveeeeee・ 守 村 浩一 


1732. > マラ メト ロン 回 踏 と 組合 せ た ダ イオ ー ド マト リッ クス と 
の 応用 weveeeseeereeeeeee 族 井 」 純 ・ 中 司 和雄 ・ 永 井 /。 刺 
エサ キダ イオ ー ド を 用 いた 電信 用 前 置 増幅 器 
EF" … 人 笠原 坊 郎 ・ 0 
も Lm っ 
1735. 狭 帯 域 ITV 画 信 号 の 電話 ケー ブル 伝送 


nd 1733. 
Py 珠 夏 ・ 佐 藤 。 高 
中 込 


® … 小 才 。 寛 ・ 
ee Rt 

1 EE Ee uns a … 松 島 地 夫 ・ 財 上 
1737. DX tm 
1738』 特 動 交 換 機 用 トラ ンジ スタ 信号 装置 …… 中 村 
有 有 2S. 交 折 要 に * ゃ け ゃ 加入 ぞ 回 落 の 一 方 

4 PPT 4 | | | 広 文 ・ 中 条 俊 疹 ・ 三 次 。 衛 
有 有 1740. 大 容量 の 2 共同 加入 者 用 中 継 方 式 て スキ ロジ ャ 式 ) 

, ES Sseomeh on ecee oaks oe4 Go $ viene toe 内 田 佑二 ・ 杉 浦 
7 所 部 分 的 な 選択 方 法 を 行っ た 2 段 セ レク タ 出 線 能 率 の 一 考 
*… 東 倫 


も 股 屋 
実 ・ 辻 井 
太郎 ・ 北 村 
隆 ・ 成 沢 宏 


ーー 


放 有 222。 市 外 測 域 時 間 容 邊 甘 還 (カー ルソン 法 ) に つい て …… 加 茂 猛 
1743。 タイ ム ス ロ ッ ト 切 換 の 一 方 式 mee・ 室 賀 . 弘 ・ 島 崎 誠 導 
| 744. 店 中 音 自動 送出 回 路 ……… 五 島 。 一 放 ・ 遠 共 。 一郎 ・ 吉 田 庄司 
17457 発信 加入 者 番号 検出 方 式 の 一 案 ………… 秋 山 勝 ・ 藤 倉 塚 叶 
1746. 移動 電話 サー ビス の 市 外線 信号 方 式 に つい て ………… 石 井 昭一 


Sah cd 
Deeve ies ear ゃ 広田 電導 水 内 演 ・ 飯田 


吉 氷 健 洗 ・ 秋 元 。 答 ・ 大 本 er 
ピ Yh Cha mits simc oC 
導 a ~ CE … 大 友和 蔵 ・ 加 藤 銀 猪 ・ 中 村 了 路 一 


mm CAMA 方 式 に お ける 発信 番号 栓 出 用 諸 装 置 の 応用 例 に つい て 
加 医 猪 ・ 秋 元 。 符 ・ 大 西 祥 足 ・ 山 本 政則 ・ 有 和泉 芳男 
ny rg 
… 秋 丸 春夫 ・ 高 原 令 夫 ・ 志 子 田 治男 
re prota 

| 棟 の 価格 を 才 慮 に 入れ た 場合 ーー…… 秩 丸 春夫 ・ 江 田 丸 作 
amrontspy>9 Itona? Vcints 


TT A eens 


交 
mE ee … 加 久間 勝 
y Wc Amito eo 
rt messe sas san nes see ess ene mee 店 林 六 * 紫 基 道 炎 
85. 時 分 制 小 自 動 交 換 検討 
frieneneremveeeeereeesH 山 。 登 ・ 立 岡 。 旭 ・ 中 野 洪 行 
導 細 半 e444ee hil 登 ・ 藤 岡 。 好 ・ 中 野 洪 行 
7 誠 時 分 割 CPAM) 客 市 回 路 … 中 山 。 登 ・ 了 藤岡 加 ・ 中 野 洪 行 
NR lt BN A b> ci ha 
A0-2 形 時 分 割 金 電子 交換機 weyeeeeee 必 人 矯 竹 移 ・ 秩 山 。 誌 
J ROME TBR ut sini RR 


ns 


の 方 法 … as 
FC oT 


i dd eet ns tr 


… 号 坂 一 應 ・ 石 河 新 夫 ・ 内 野 正 
Cy 4 が - ee 奥田 三郎 
ences 
" 中 島 癌 一 ・ 佐 藤 忠司 ・ 小 山 - 閑 人 
Rn 若 市 ・ 連 芯 一 郎 ・ 
有 | 人 花 性 宰 四 郎 ・ 古 田 庄司 ・ 痢 刀匠 介 ・ 五 鳥 。 一座 


h es Tr 


朋 加 入 者 回 路 eaeeeeeeeeeeeeemm 宮 杖 。 和弘 ・ 奥 田 二郎 1803. 狭 帯 域 水晶 浪 波 咽 e… Ft yi Ei TR 祐三 
# 分 割 交 換 回 彼 幼 に 対す る パル ス 電 力 供 給 の 問題 に つい 1804, 計 交 枝光 破 共 を 用 いた 新 寺 吾 線 給 示 子 (第 て 畔 ) …… 境 田 絆 浴 
(108) a 


i 必 人 佐竹 科 ・ 高 羽 岬 代 「 


波 部 堅 也 ・ 島 崎 詩 話 
1767. iid Sa +? >2 oR 


Ce 


ee sensess arenen see sanaes ee 


一 背 
dyer 


essen ess ose soness es … 吉 田 庄司 ・ ・ 速 床 
メタ ルカ ー ド メモ リ 方 式 … … 大 和 
コル ゲー ト 型 アル ミ 中 波 知 電線 

* … 森 定 。 温 ・ 川 端 恒 紅 ・ 黒 江 
同軸 ケー Zotsttiy ci 2 

A … 吉 村 正道 ・ 名 古 
大 洋 模 断 海 座 ケ ー プ ブル の 諸 特 性 ……… 本 田 
・ 大 竹 邦男 ・ 大 森 
同軸 海 應 ケー ブル の 水圧 特性 一 劇 
細心 同 引 ケー ブル に つい て 
… 妻 鞍 達夫 ・ 山 ロ 
細心 同 引 ケー ブル に つい て 
ee … 名 古 昭 ・ 小 林 
アテ アル ペ ス ケ ー プ ル の 接続 部 に つい て - a ss ess 
・ 高 田 邦久 ・ 大 楠 箇 造 ・ 矢 代 除 二 ・ 
テル ペ ベス ケー ブル の 伸 繕 に つい て ………… 阿 部 
・ 大 性 邦男 ・ 募 田 
細 径 24 心 テ レビ カメ ラ ケ ー ブ プル 

ane oseeresee ees enceesereeesereee: 菊池 容 己 ・ 井 上 

同 四 コ ー ド の Contamination に つい て 

…… 栗 定 温 ・ 平 図 幸 郎 ・ 音 居 
低 損失 転位 導体 記 つ いて ーーeeeeeeee* 吉 村 
1780. カラ ー コ ー ド ケー プル ん に つい て ………… 害 村 
1781. 磁性 コア 入り 運 廷 ケー ブル の 講 特 綻 ーーeoeoe 
1782. 等 化 ペ ルス 試 験 器 ………… 策 河 3 作 林 - 密 一 ・ 田 
1783. 同軸 ケ ー ブ ル の 漏 話 測定 法 に つい て ~ meee 凡 山 
1784. 上 螺 線 を 有する 同軸 線路 の 伝送 特性 に つい て 

er … 軍 野 引 夫 ・ 宇 暫 賀 台 文 ・ 中 島 

市 内 ケー ブル 総 緑 監 禄 回 に つい て 

だ … 妻 薩 達夫 ・ 山 口 開 生 ・ 三 輸 昭三 
a a ah 


Pr- 
1768. 淳二 ・ 
1769. 
移 ・ 前 田 カカ 
1770. 
昭 ・ 湯 本 源 明 
浩 ・ 隔 部 君 男 ・ 
勝 朋 ・ 磯 部 失 
正男 ・ 笹 川 古 男 


1771. 
1772. 
1773. 
開 生 ・ 有 内 津 ・ 評 電 
1774. 
1775. 
1776. 
1777. 


1778. 


1779. 


1785. 


1786. 
wos ese soe ee 0SR ese eh … 評 村 勘 ・ 局 本 者 許 ・ 岩上 秀夫 
Rs … 黒 部 真一 ・ 福 田 挟 午 
1788. 送 配 電線 浴 保 通信 線 に 生ずる 隊 害 の 実測 に つい で 
err 井 珠 芳夫 ・ 西 山 文 論 
1789、 通 信用 保 突 咽 の 試験 法 … … 齋 葵 健一 ・ 赤 木 保 
ett ae ER 好文 ・ 収 。 高 臣 
1791, 雑音 防止 用 抵抗 回 に つい て | 
ee … 津 褒 一 郎 ・ 野 口 誠一 ・ 平 野 偽 男 
1792、 鐘 音 測定 用 堆 肉 頭 電 圧計 の 解析 ………… 引 。 保夫 ・ 水 町 守 志 
1793. 電子 計算 機 に ょ る 交流 電化 き 電 回 路 か ら 通 信 線 に お ょ ば 

十 診 必 際 害 の 計 人 eweeeeeeeeeerraeten 山 口 達郎 ・ 山 田 巣 一 
hi: 

… ee … 王 井 皿 夫 ・ 森 山 寛美 ・ 管 木 利 須 
CT RR … 西 口 。 薫 ・ 田 島 。 媒 
no6 MAMAY VORAGENTE HR CO 

reneneeeeeee neers mrereerrenr 細川 悦 利 ・ 菊 地 多英 
A oe 

芝 eeeweeeeereeeemrmemememememrm 宮井 皿 天 ・ 鈴 本 私 也 

J RR 北条 選 


1799、 リ ー ド 接点 を 用 いた クロ スペ パス イッ チ に つい て 

Ol 猛 ・ 井 関 没 貞 
1800, 試作 小形 継 電 了 回 に つい て … TT TTT … 綱 川 四 二 . 高橋 
1801、 フ ェ ラ イト を 内 蔵 す る リー ドリ レー の 一 形式 


sen nesses ers cee eon sns nn nne enpan sen namans saran 


. 区 地 久 甘 ・ 高 野 
1802。 電磁 継 電器 の ヘ へ ジテ ィ シ ョ ン に つい て … 大 木 祥 民 ・ 高 師 、 茂 宮 
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1805. ? 重 倫 折線 を 用 い た テー ペー 線 政 弄 芝 胡 


1806, 


K 


LCL TTT TT OTT TT TT TTT TT TPT 


巻 線 の 変 流 
TEES RRS GT ieeeg 
・ 欄 上 ドッ プラ レー 


・ 機 上 ドッ プラ レー ダ タダ 信号 の 解析 … 
・ 機 上 ドッ プラ レー ダ 用 周 


・ 試作 機器 に ょ る 機 上 ドッ プ 


・ 機 上 ドッ プラ レー ダ 用 超 音 波 シ ミュ レー タ 


・ 機 上 ドッ プラ レー ダ タダ 信号 シミ 
る 》)・ 
,。 簡易 型 ド ッ プ ラー レー ダー 受信 機 


・ 超短波 ド プ ラー に よる 船 船 速度 計測 装置 の 実用 諸 問 題 に 


17. レー タダ を 利用 する 通信 方 式 に つい て …… 
ェ エコ ー 和 政見 の 自動 印字 記録 … 
ビデ オマ ッ ピ ング 装置 … 。 

). っ ラマ ラノ メ トリック 増幅器 の エー ペ バンド レー ダー に お ける 実 


oe 
。 ルス 式 シ ー ロ メー タ 


… 横 川 健三 


泉 二 ・ 偽 藤 利 三郎 ・ 永 井 
ER 正徳 


抗 に つい て ・… … 古 後 


電 子 応 用 


植村 三 良 ・ 松 本 窓 吾 ・ 
ダ の 研 Eeeeee eneen ses ues anne vee nse nse nnere 
・ 沢 井 益 三郎 ・ 凡 羽 登 ・ 田 宮 潤 ・ 


周波 数 追跡 装置 eeeeeore・ 

・ 田 宮 汐 ・ 東 ロロ 実 ・ 
ラレー ダ 送 受信 機 の 検討 
佐藤 義正 ・ 


… 岡 田 実 ・ 田 宮 潤 ・ 


登 ・ 佐 下 橋 市 太郎 ・ 今 村 
ュ レ ー タ て 雑音 発生 器 に よ 
実 ・ 佐 藤 義正 ・ 山 下 


… 丹 羽 
… 東 品 


… 阿 部 正英 ・ 沢 崎 宮 一 ・ 本 間 " 間 


… 小 倫 競 香 ・ 金 尾 
某 木 宏 ・ 
大 面 茂 ・ 鈴 木 務 
…… 前 田 乾 一 ・ 松 本 治 弥 
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講 演 


豆 屋内 配線 の 最近 の 動向 mooreeeesetemeate 季 


北海 道 の 将 来 の 産業 に つい て 
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. TR CATR) 管 を 使用 


・ 同期 検出 方 式 に ょ る レー ダ タダ 自 動 警 報 装 置 
・ 雑音 中 の 信号 検知 に た お ける Criterion に つい て 


・ 眼球 運動 の 測定 と その エル ゴ ノ ミク ス 応 用 


。 パルス 計 数 法 に よ 
・ 熟 ペン 記録 器 の 周波 数 特性 


・ 空 蒸 音 に ょ る 薄膜 の 特性 に つい て て 電子 顕微 鏡 に よ 
修 ・ 宇 波 茂雄 ・ 岩 竹松 之 肪 


用 例 た つい て esemeeeeeeeemeeereeees 小 叉 朝 男 s 山岸 
た 反射 型 レー タダ ジュ プレ クサ ー 


に つい て … 藤 本 行 一 ・ 松 田 季 導 ・ 岩 沢 宏 ・ 竹 島 


… 大 了 岡 。 誠 ・ 鈴 木 務 ・ 矢 部 
TOG OPRORIL SA ON 


松 の つ いて … 


ne … 青 柳 健次 ・ 宮 脇 
トラ ンジ スタ 地層 探 知 器 に つい て 


ーー 玉 m 電 形 


須山 正 技 ・ 中 村 


・ 水中 テレ メタ リィ に つい て の 一 考察 


… 青 柳 健次 ・ 藤 原 潤一 ・ 石 田 


… 富 脇 一男 ・ 
… 水 野 祥 一 郎 ・ 


rr 大 谷 
る 筋 電 計 … 
… 山 下 美 誰 ・ 


倫 木 昭 太 郎 ・ 小 野 


・ 心音 計 マ イク の 動 イ ン ピ ー ダ ンス の 意義 


… 小 畑 耕 郎 ・ 鈴 木 

る 観察 ) … … 大 本 

i EN he 
… 相 浦 正信 ・ 岡 田 。 負 ・ 野 和 村 末春 ・ 木 内 


南部 諾 一 


交 類 


忠昭 


初 和 男 


彰 
婦 


方 明 


席 翌 


正明 


・ 古 部 和英 


2MV, 3mA, NR 形 電 子 線 加速 装置 


…・ 坂 本 貞一 ・ 小 谷 正信 ・ 太 田 進 " 林 野 


( 有 昭 電気 ) 
収 ( 北 海道 電力 ) 
優 (気象 研究 所 ) 
弘 (北海 道 大 学 ) 


田 栄 


S-1 固体 電子 応用 S-5 変動 負荷 に 関す る 諸 問 題 
S-2 北海 道 を 中 心 と し た 航行 電子 機 S-6 道路 昭 明 に つい て 

器 の 諸 問 題 S=7 音戸 に た つい て 
S-3 核 融 合 の 工学 的 譜 問 題 に つい て S-8 テレ ビ 電 波 の 遠路 隔 伝 ぽ ん に つ 
S-4 し ゃ 了 断 器 の 等 価 試験 法 に つい て いて 
般 講 演 ; 
5 電気 鉄 , 座 道 -"417 | 電 子 管 113 
0 二 | 光 放送 生 配 , 電 210. 半 導体 トラ ジジ スズ スタ 盾 00 
計 測 89| 照 用 計 32. 電 補 生還 条 2 
自動 制御 * 電 気 計 算 機 7178| 電力 広 。 用 「 25 テレ ビ ジー ョ ン 4 引 
還 呈 計 気 凍 還 材料 22 弾性 振動 間 響 語 76 電 気 っ 2 代 ^ 信和 7 
原 3: 0 電光 波 の を 7. 計 66 二 電 衝 ーー 応 用 を 交 
電 - ‘Et i 和夫 法人 120 計 1,833 
tl (109) 
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ーー- 二 気 通信 学会 発行 図書 


坂 拭 者 : 高 橋 秀 覆 9 倫 生 者 後 床 以 起 " 外 5 名 


¥ 製 定価 400 円 〒40 
A5 判 230 頁 定価 450 円 平 40 円 4 5 820 区 半 人 4 
wr 4 封 筆者 大 谷 間 外 6 名 


電 信 電 話 専 用 設 備 
A5 判 218 頁 250 円 〒40 円 
新しい 人 借 補 週 は 8 
A5 判 186 頁 250 円 補 30 円 
導 欠 トラ フィック 理論 
A5 判 220 頁 300 円 補 30 円 


ん 


A5 判 368 頁 上 製 定価 5 550 円 PE 


執 委 者 柿田 流 
; 


執筆 者 小 林 夏 炊 


通信 線路 伝送 理 記 


A5 判 302 貢 上 製 定価 400 円 〒40 円 


> 


執筆 者 高柳 健次 郎 外 11 名 穫 幸 、 
カラ ー テ レビ ジ 。』 ン 技術 { 加入 者 宅内 装置 回 路 図 
A5 判 164 貢 上 和製 定価 280 円 補 30 円 ポケ ッ ト 判 上 製 250 円 〒20 円 


吉久 形 自動 交換 機 回 路 較 


250 円 下 20 円 


熱 筆者 高柳 健次 郎 他 9 名 


- 才 ふ 、* ノ 
最新 の テレ ビジ ョ ン 技 術 gm 有形 自動 交換 機 回 路 図 
A5 判 上 製 228 貢 320 円 〒40 同 (1) 280 円 補 20 円 
で 生  E E  1 「 攻 人 、 300 円 〒20 円 
封 穫 考 川上 正光 他 18 名 改訂 手 還 電話 交換 機 回 路 図 


の の) ラペル トス 技術 200 円 〒20 円 
A5 判 330 頁 上 製 守 価 550 円 〒〒40 円 手 和 電話 装置 回 路 図 


re 4 C12 200 円 〒20 円 

※ 最近 の 電気 通信 工学 の 解説 (2) 150 円 20 由 
前 編 A5 判 304 頁 上 製 守 価 400 円 志 40 円 私 設 電 話 交 換 機 回 路 

後編 A 5 判 328 頁 上 製 定価 450 円 〒50 円 同 250 円 〒20 円 

, 凍 還 ーー \ = a 

Rl 実用 通 倍 工学 地 書 評 8 
人 4 通信 理論 と その 応用 定価 150 人 A ム A ダイ ャ ルル インペル レス の 伝送 定価 150 
人 負 帰 還 増 幅 問 【 理 論 と 実際 ] 180 交換 機械 測定 法 お よび 測定 器 150 
人 ム A 電話 トラ フ マ ィ ッ ク 現 論 と その 応用 180 継電器 回 路 の 手引 80 
人 る 伝送 回 路 網 及び 潤 波 器 (1) 160" 4 号 形 " 電 " 話 機 120 
ワイ ヤ ・ ス プリ ング 継 電 此 200 ム A 共 電 式 構 内 変換 機 140 
⑧ 人 音戸 周波 市 外 ダ イィ ャ ルル 方式 (1) 230 人 ム 新 編 共 電 式 市 外交 換 機 180 
4 ム A 同 : (2) 150 搬送 式 多 重 電 信 90 
ム A 同 (05) て 2150.7 に 押 に 六 0 放 120 
の 00 スラ マー スズ イッテ 120 通信 機器 の 防湿 処理 130 


送料 1 部 15 円 (5 部 まで 40 円 ) ふ ム 印 は 20 円 る @ 印 は 30 円 


東京 都 千代 田 区 富士 見 町 2 の 8 
TT TTT 2F 人吉 た き こみ 
発行 所 社団 法人 電 気 通信 学会 
電話 九段 (301) 32315・(331) 7348 振替 口座 東京 35300 番 
C110) 
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周波 数 の 調整 の 細 カ ヵ カサ , 安定 サ , 確度 が 従来 の も 
の に くら べ て 非常 た 改善 され まし た . 減速 比 が 大 
きく ガタ の な い ダ イア ル に よっ て 周波 数 示 容 易 に 
変え られ る と 共 選 , 見 易い 周波 数 直読 目盛 に よっ 
て , 5~6 桁 の 周波 数 が 容易 た 読み と れ ま す -. 


考 出力 レベ ル は 759 の 出力 イン ピー ダン ス で 1V 
が 得 ら れ ,APC (自動 出力 レベ ル 調 整 回 路 〉 の 動作 
に よっ て , 出力 レベ ル は レベ ル 調 整 を し な く て も 
図 に 示す よう に 周波 数 特性 が 少く な っ て お り ま す 


変調 の 特性 が 改善 され まし た -. 

変調 歪 率 は 軽減 され 図 に 示す よう な 波形 た な り 
まし た . また 緩衝 増 巾 器 の 作用 た よっ て AM 
記 伴 う FM が 実際 上 問題 に た な ら な い 位 減少 し 図 
の よう な スペ クト ラム を 示し ます . 

と れ 等 の 点 は いづ れる も 将来 の 高級 標準 信号 発生 器 

の 進む べき 方 向 を 示し て いる も の と 申せ まし ょ う 


規格 
周 六 数 範囲 | 30 ke~30 Mc 
| 生 六 数 度 | 上 吉 て, よ 0:5% 昌 中 で (校正 し て ) ェ 0.02% 
! | 80Mc に お いて 2kc 


周波 数 安定 度 | 30 分 後 10 分 間 の 変動 が 0.02% 以下 


| 100kc マ ル チ バ イプ レー タ , 1Mc 水晶 発振 器 
周波 数 校正 | 検出 政 を 内 蔵 し 校 定 で きる s 


759 VSWR1.2 以下 


出 力 | 
「 イ ン ピ ー ダ ンズ 
出力 レベ ル 範 囲 | 10 db へ ~120 db 

出力 レベ ル 確 度 | 土 1db(0~120 db), 土 1.5 db( 一 10~0 db) 


内 部 400 c/s 1000 c/s, 外部 50~10,000 c/s 
変調 周波 数 | た だ し 搬送 周波 数 の 3% 以下 


変 調 率 | 0~100% 
| (指示 値 X0.05+2) % 
0 a 30% 変 調 で ー40 db 以下 ・80% 変 調 で 一 25db 


雑音 | a -50db 以下 
る | 9 型 側帯 波 分 本 回 で 見 出せ な い 


涯 | 100 V, 50~60 c/s, 約 160 VA 


ee 組 , 表示 訂 x 
引 欧 豆 補 管 < 季 栓 ルト 本 設 験 成 積 書 x?2 


| 


HE EE = 3 a : 
標準 信 ララ 完 生 問 Me 
ARM-5805 型 A 


2 信号 選択 度 特 性 が 容易 に 測定 で きる 短波 標準 信号 発生 器 完 


均 電 泰 様 式 次 


東京 都 港 区 麻布 党 士 見 町 39 電話 473)2131( 代 ),2141( 代 ) 
PC 営業 所 神戸 市 生田 区 栄町 通 5-10 電 話 Ct 町 @ 3614 ( 代 ) 


A 
) 
Cn 
. 
ま 
* 

en 

wa 
a 


主 目 誤 副 目 盛 
(中 央 目盛 の 読み 10.6974 Mc) 


周波 数 ダイ アル 目盛 。、 


re ph oh 
か Tg 


Rs 


搭 送 玉 涼 数 (ne). 


gs や 
a CE 


1 Mc, 400 c/s 85% 変調 


変調 波形 の 1 例 


30 Mc, 1000 c/s 40% 変 


KE w Fp, qd 3 
bp E CN = 
Eg 


1Z02 Z < 1Z16 


これ ら の バレ ヒッ タ は 時 定数 の 極め て 小さき く 、 非 常に 細く 短 か い 白金 線 を マウ ント し て あわ あ 
り ま す の で 、 高 感 度 で あり また 正確 な 二乗 特性 を も っ て お り ま すす 

銃 石 検波 器 に 代 っ て 高 確度 の マイ クタ ク ェ ロ 流 機器 の 相対 電力 、VSWR の 測定 、 電 カモ ニー ニタ 

i 感 事 量 お よど び 挿 入 損失 な どの 測定 に 使用 きれ ます 

変 識 き れ た マイ クロ 波 の 検波 お ょ びそ ニタ 々 に は 、SPC 製 定 在 波 増 幅 器 (3EO1) と & 
共に 用 い 。、 ま た CW テマ ィ クロ 波 の 電力 測定 に は SPC 製 ユニ バーサ ルプ リッ ジ (1 PO72) 
と 組合 せ て 使用 きれ ます 。 


0 ~12. 
12.4 ~26 
18.0~40 

|_50.0~75 
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これ ら の バレ ッ タ お よび サー ミス タタ は S 
PC 製 広帯域 マウ ゥ ウゥ, ント に 所 入 し て 、SPC 
製 ユ ニ バ パー サル ププ リッジ (1PO2) ま た 
は ボロ メー タプ リッ ンジ (1PO3)_」 と 組合 
せ 、VSWR 1.5 以 下 に て 正確 な マオ ク 下 
流 電力 の 測 補 に 使用 きれ ます 。 


動作 抵抗 
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本 社 ・ 本 社 工 場 , 東京 都 調 布 市 柴崎 町 415 番 季 電話 調布 0229 34101 
大 阪 販 売 部 大 阪 市 北 区 伊勢 町 1 番 聞 . 電話 六 阪 ) 
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| 男 波 混合 、 発 振 1 
 。 へ 
FM、 高 周波 志 吊 。 oe lg 
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» 1 Zs 4 
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際 = Es 50 |<—15|» 1 EC 
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p PN 
25A144244 へ —15 | —10 83 100 | 15 - |30 110| <—10| » ヶ 中 間 周 波 増 中 |* 0.5M で に お いて 
全 |B , 
‘285A145 ノ 55 —15 | —10 83 etl 84 ~ |25 75 ー10| 中 向 周波 増 市 | 0.5MC に お ちらり て で | 
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1 )R B ENZBE は 500Q 以下 
大 信号 低 周 波 用 

I 赤 


低 周 渡 志 市 


2)VCB=-—6VV. 


特 


性 (Ta=25°C) 


中 増 巾 低 周 計 増 由 、 
佐 縮 闘 備 周波 協 中 


功 振 


IE=lmA. Zg=5009 


71 人 1 去 


VceEM 
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lcM 
(A) 


po 
(B"PP) 
(Ww) 
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商 増 届 低 周波 増 市 、 太 拍 


gh 


0.165" } 
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0.165") |> 
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エミッタ 側 7 


N 


A 50M10. | 35M10 | 50V10 | 35 V10 
mm) 6.0+2%% |8.6 1 | 6~7 i 
N20 40 
陽極 電圧 kV) 12 13 6 2.0 


と この ほか , 24~50 Gc 帯 の 各種 ミリ 波 マ グ ネ トロ ッ , ミリ 波 ク ライ スト ロッ 
の 製作 を 行っ て お り ま す 。 御 相談 下さ い 。 
後 一 4 
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クラ イス トロ ン 50V10 


る カタ ログ 進呈 
を 紙 名 記入 


沖 協 気 工業 株 式 会 直 


東京 都 港 区 芝 高 浜町 10 
電話 三田 (451)2191・9271 
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I 
人 
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i TT 
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CTー521 己 型 
* 使 用 プラ ウン 管 。 
130H—BlA 

* 垂直 軸 偏 向 感 度 Dt 
0.05V/cm~20V/cm 

* 周波 数 特性 a 
dc~15Mc 偏 差 83db 

* 時 間 軸 掃引 速度 T 
0.1psec/cm~5sec/cm 

* 抱 引 方 式 


dc 0 15Mc トリ カー 福引 、 拘 吉 し 福引 


” 


FELIITTUZI-Z 


正 価 360,000 過 


ep 
訟 CT 一 511A 型 
Pt e 使用 ブラ ウン 管 5UP1( ぴ ) 


* 垂直 軸 偏 向 感度 

a 1 0.1V/cm~80Vdc/ cn 
「。 周波 数 特性 
生 dc~1Mc 偏 差 3db 
Bs 、 e 時 間 軸 掃引 速度 
で" 直 gusec/cm~300msec/ cm 
1 e 掃引 方 式 

ーー トリ ガー 掃引 、 操 返し 掃引 


CT 一 ら 511A 培 
正 価 145.000 過 


。 カタ ログ 進呈 東京 都 品川 局 区 内 
Px 松下 通信 工業 計 別 課 


松下 通信 工業 株 式 会 社 


芝 流 器 


同一 ベー ス に シリ コン 二 素 子 を 組 込 ん だ 復 合 極小 形 他 に 


| 類例 の な い 特 許 新 製品 
I ( @ dl ] 


' SP -2 TV 電源 磁気 増 巾 問 最 適 品 小 容量 電力 用 に 最適 品 
a RE 

TAN TE 

Ga Sh 
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電 中 (24) 1621,638 
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| 計数 素 示 用 画 欠 
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分 解 能 600/min 

3 桁 数 5 桁 

導 記 有 

3m 導 消費 電力 僅少 

’ 窓 開 寸 法 48X12 mm 
<= 数 字 3X5 mm 


電気 計測 器 ・ 工 葉 計 器 mu 半 4 
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本 器 は オー トメ ーション に お ける 圧力 の 検出 
部 に 広く 利用 る れつ つ あ る 電気 変換 持 置 で 、 
Bellows お ちょび Coil spring か ら な る 雪 圧 部 
の Stroke を 上 直接 lIinear motion・ potion less 
Support に より Hysterises を 懐 度 に 滞 じ た 構 
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単純 な ルス 信号 ・ 複 合 パ ルス 信号 (波形 図 参 照 ) が パル ス 巾 ・ 出 力 
電圧 ・ 和 繰返し 周期 を 任意 に 誠 えて 発振 出来 ます 。 
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O 〇 高圧 パル ス 整流 トー 整流 
〇 高圧 パ ル ス 刺 流 


〇 逆 耐 電圧 10,000V 
〇 外 径 10 ミ リ 全長 52 ミ リ 
OE;=1.25V Iy=200 mA 


〇 逆 硬 電圧 1,500V 
〇 外 径 10 ミ リ 全長 25 ミ リ 
OE;=0.7V y=65 mA 
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研究 二 所 東京 都 品 有川 区 平塚 6 一 917 
電話 在原 (781) 5437 番 


3 の 絶縁 完全 に する 
較 燥 ・ 含 注 琴 直 
4 ・ コン パウ ンド 含浸 装置 ) 

| 愛知 電機 中 国電 カカ ・ 安 川 電機 


沖 電 機 ・ 三 菱 電 機 ・ 北 辰 電機 ・ 住 友 機 械 
東洋 レー ヨン ・ オ リプ ヂ ン 人 電機 三洋 電機 


主 な る 
納入 先 


で 4 


工業 株 式 会 計 


本 社 大 阪 市 西区 江戸 堀 南 通 3 の 18 

電話 土佐 堀 (44)181.9512~4 
東京 」 東 京都 台東 区 二 長 町 1 ( 東 神 ビ ル ) 
出張 所 電話 下谷 (831) 2161 (代表 ) 


NE C 高 信頼 管 の 特長 
初期 不良 が な い の で 従っ て 平均 才 命 が 長い 
特性 変動 が 少 い 
特性 が 均一 で そろ っ て い ぁ 
総 線 、 耐 圧 が 良く 際 極 以外 の 電子 放射 が 少 い 
振 勤 、 往 撃 に 強く マイ クロ ホ ニ ッ ク 雑 音 が 少 い 
一 般 相 当 管 主 な る 営業 品目 
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アル ミニ ウム 表面 処理 専門 


O( 特 許 ) ア ルミ 


ニウム 超 硬 質 処 理 ( 測 絶縁 性 , 耐 座 人 触 性 , 衣 摩 抑 性 ) ca 


白色 , 金色 , 銀色 , 黒色 , 原色 。, 0 3 
O71s ライ ト 深 に 診る 状 錠 及び 了 負 7 理 一 式 (< の ft を 司 を > ッ キ 及び 梨地 任 E 1 
塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 
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東京 都 大 田 区 今泉 町 259 番地 TEL (731) 3169 


ワ ド ー の トラ ンジ スタ ー・ 電 子 管 金属 材料 


MINIRON 52 


軟質 ガラ ス 封 入 用 


Fe-Ni-Cr 合金 


平均 膨 服 係数 8~10/C 
(20°C~500°C) 


中 時 合名 会 社 


re rn em TS 
CN 5121 « 5122 «5123 
電話 東京 (851) 局 5124 。5125 ・5126 


措 造 株 式 会 社 。 林 同志 チ 材 社 加 千 部 


本 器 は タコ ゼネ レー ター 付き を の サー ボ モ ー 

ター を 使用 し て いる の で , 特に 速い 現象 の 

記録 ・ 測 定 に 好適 で す . 

記 録 紙 有効 店 25cmx35 cm 

記録 速度 X 軸 0.6 秒 / フ ルス ケー ムル 
Y 軸 0.8 秒 / フ ルス ケー ル 

感度 10mV~100V 13 段 切換 


株 式 
渡辺 測 器 製作 所 


RR 辻 ) さ オイ シロ グミ ラフ 本 社 ・ 工 場 東京 都 品川 区 西 品川 3ー788 
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(カタ ログ 進呈 誌 名 明記 の 上 お 申込 下さ い ) 
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東京 タタ ワー 鉄塔 150m EF 
取付 けら れ な た 回 転 ペ パラ ボラ 
四 装 土 の 中 一 台 を 示す 


用 科 
本 装置 は TV 放送 局 に お いて , TV 映像 の 移 


生 。 中 継 局 よ り の 受信 に 使用 する バラ ポラ 空中 
線 装 置 で 一 組 又 は 四 組 の ペラ ボ ポラ 装置 を 鉄塔 上 
に 設備 し 遠隔 制御 に よう り 任意 の 移動 中 継 局 よ り 
の 映像 受信 を 全 方 向 カ バー する こと か が で きる 
規 容 
GQ ) 使用 周 波数 6875Mc 一 7125Mec 
得 35db 
1.1 和 TF 
RT OS も 使用 出 
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次 手動 式 ・ 油 圧 
Type 8—SCTH 次 半自動 式 ・ 油 圧 操作 


次 自動 式 ・ 油 圧 操作 ラジ ェ ッ ト 方 式 
使用 ブレ ー ド 径 75 mm t0.4, 
100 mm t0.4, 125 mm t0.4 


EY ケ グマ シン 
SM ea 


仕様 タイ マー・ 自 動 挫 拝 装置 ・ 電 磁 バ ルプ ブ プ 付 
ラッ プ 挫 径 12 叶 ミ ハ ナ イト 鋳鉄 使用 
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タカ ラサ ー ミ スタ 完全 互換 型 温 度 計 
ンー リリ ro の 8 


サー ミス タ 温 度 計 は 従来 の 温度 計 に 比較 し 第 1 表 サー ミス タ 温 度 計 と 従来 の 温度 計 と の 比較 


て 械 多 の 利点 を 持っ て いる . | 。 上 紀 較 項目 | サーミスタ"C 計 | 無 撤 式 °C| 計 | 熱電 式 '?C 且 
征 表 で 判る ろ 様 に 各 比較 項目 の 中 で サー ミ a | 計 
Ck a rin Si | a | 二 [:] 不 BC 
スタ 温度 計 が 他 の 温度 計 に 比べ て 劣る 点 は 。 空隙 内 温度 A Ty 
相 / 宙 3 手 の の 代 い と | 形 状 a 弄 = 弄 
① 互 換 性 及び 2) 最 高 使用 可能 温度 の 低い と と 抹 寺 値 | た 小 小 
“ 0 導 終 pL 0 本 短 短 
の 全 点 だ け で あぁ る. その 他 の 点 は 各 項 目 共 従 A ネ 
i 最 小 目 " 刻 0.1—0.05°C | 1.0°C 1—5°G 
ョ て Tf な か っ た 問題 を 写 換 性 |- 文太 = 補 9 可 林 _ 
来 の 温度 計 で は 決し て 成 し 得 な か っ た 問題 を 生生 全量 ドー 
解 潜 し て お り , その 点 サ ー ミ スタ 温度 計 が 実 - ーー 
計 Ls の 
用 の 歴史 が 浅い に も 拘ら ず 広 く 世間 に 愛用 さ 第 2 表 タカ ラサ ー ミス タ 完 全 互換 列 温 度 計 ーー = 
み i 品 名 接点 数 | 目 記 メ — 価格 (含む 感 無 部 品 ) 
れる 所 以 で あぁ る . 然し 工業 計器 と し て 使用 さ CE 2 
DN ol | SPD-1S 単 点 | 一 重 | 中 型 85 列 25,500 
れる 上 で 最も % 要求 せら れる 事 は 互換 性 の 問題 SPD-1 D | 江 点 | 一 重 .| 中 理 85 29,000 
で ある 宝 工 業 は この 問題 に 関し て 発売 以来 SPD2D | 2 叶 | 二 呈 | 中 箸 85 天 48.000 
"ある 宝 エ 業 は この 問題 に て 発売 以深 SPD-2 D 2 喜 中 型 85 型 
計上 閉 | 4 Ok SPD-3 S ド 8。 宮寺 王 震 1 市 回 理 55,500 
研究 を 続け て お り , 最近 この 切望 され る 問題 EE | 8 - 必 衣 = - os 0 
也 多 湊 5G, 1 正 業 計器 と し て 量産 体制 が 整 ひ | EB8D Ip 18 季 三 大 | 大 、 百 1 至 000 
> = HT SPD-6 D-HW 6 点 ト 二 重 | エッ チワ イズ 娘 114,000 
設 に 発売 する 段階 に 成っ た . 即ち サー ミス SPD-12 S 「12 点 | 一 告 | 大型 136 翌 140,000 
S - か SPD-12 D 1 12 吉 - 重 | 大 型 136 弄 163,000 
タ 温 上 度 計 に 一 つの 基準 作り, その 基準 に 合 SPD-123S-RKW | 世 トー 革 エ ツ ヂ ワイ ズ 弄 152,000 
nl’ SPD-12D-HW | 12 点 | 二 重 エッ チワ イズ 弄 175,000 
致す る サー ミス タ 回 路 を 決定 し , その 回 路 を ーー A es 


完全 互換 型 の 特長 を 発揮 する 疾 に も 策 2 表 の 品種 と 温度 目盛 に て 御 選 択 下さ ! 


was 威 嫌 じゃ 次 z 林 x ne 
生計 ね で 0ー\ ス タク 収 熱 部 を 交換 する 極め 第 3 表 タカ ラサ ー ミ スタ 完全 互換 型 温 度 計 林 温 度目 確 


箇 易 な 方 法 を 考案 し た . NE WS OT MR EE 7 et 
と の 方 法 に よれ ば 従来 の 互換 性 ある 温度 計 ee | ーー ーー タッ ーー 
の 場合 と 全く 同様 に 簡易 な 取扱 いた 依っ て 感 100°C 人 層 
熱 部 の 交換 を 行う こと が 出来 る . | 880.6 | OC | 100 30 0G 
0~150°C i 50~110°C | ー 5~ 55] 50~110°C 
it. 12 復 。 (2 0. 凍 


(SE S-HW. SPD- 6 By) ($k 6sS., SPD- 6 D SPD-1S 
SPD-12S-HW. SPD-12 D-HW SPD-12 S, SPD-12 D SPD-1D 
完全 互換 型 多 点 式 温度 計 (バネ ル 埋 込 用 ) 完全 互換 型 多 点 式 温度 計 ( 掲 帯 用 ) 完全 互換 型 単 点 式 強度 計 (ポー タブ プル) 
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後 一 16 


シン クロ スコープ は エレン クト ロニ 


= 
cE-hau 
DS -5155 


( 四 現 像 観測 可能 ) 


I 
ll 


2 ビー ムシ ンク ロス コー プ フ DS-5155 
は 7 2 要素 ブラ ウン 管 5AFP11 を 使 
HI で ます 

プラ グイ ンタ イブ の 前 置 増幅 器 は , シ 
ンク ロス コー プ SS-5302, SS-5102 と 
共通 の も の が 使用 され ます SP-10D-A 
を 2 組 挿 入 す れ ば 4 現像 の 観測 が 同時 
a 

電源 は 台車 に の っ て , 本 体 と は 別に な 
っ で いい ます: 


竹 能 (SP-30-A 挿入 時 ) 
感 度 0.05 V/cm~20 V/cm 
周波 数 特性 D.C~15 Mc/s 
掃引 時 間 0.02 gsec/cm~12sec/cm 


この ほか , 2 Mc シン クロ か ちら 60 
MCS また メス モス コー ニー プア プ と 10 
数 種 の シン クロ スコ ュ コープ が あり ます . 
国内 唯一 の シン クロ スコ ー プ 専門 メ 
レク トロニクス の 有 ル 
ゆる 分 野 で 活躍 し て いる 岩崎 の シン 
クロ スコ ー プ を 御用 命 下 さい 。 


カタ ログ 等 の お 問合せ は 
各 営 業 所 に お 願い し ます 。 


窟 1 務 1 言 4 織 林 ミミ 倒 寺 
co Uo 一 NNN, 
A 東京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 の 6 浅野 ビル 
東京 営業 所 電話 (2) 0461 (代表 ), 0471 (代表 ) 
大 阪 営業 所 大阪 市 東 区 淡路 町 5 の 2 長谷 川 ピ ル 電話 (23) 1616 ( 代 表 ) 
本 社 及 工場 東京 都 杉並 区 久我 山 2 丁目 710 番 地 電話 (391) 2231 ( 代 表 ) 
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